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１






　今や、右を見ても左を見ても、剣けんと魔ま法ほうの世界である。

　映画、アニメ、ゲーム、小説、あらゆるメディア作品が、ファンタジー・ジャンルで溢あふれ返っているといっても過言ではない。

　いつの間に、この国はこれほどの変容を遂とげてしまったのであろうか。

　かつて、社会はＳＦロボに夢中だったはずだ。巨きよ大だいロボットが各メディアを席せつ捲けんし、続々と名作が生み出され、栄えい耀よう栄えい華がを極きわめていた──少なくとも、寒かん原ばら兵ひよう悟ごはそう記き憶おくしている。

　ところが、それが今では見る影かげもない。

「──マジで見る影かげもねえ！」

　兵ひよう悟ごは、ゲームンセンターの店内で悶もん絶ぜつしていた。

　やや猫ねこ背ぜの兵ひよう悟ごが、さらに背中を丸め、鳥の尾お羽ばねのような黒くろ髪かみを搔かきむしっている。

　下校途と中ちゆうに立ち寄る、いつものゲームセンター。日課どおり、大好きなＳＦロボットゲームを楽しもうと来てみれば、肝かん心じんのゲーム筐きよう体たいが影かげも形もなかったのだ。

　高校一年の秋、二学期が始まって間もないこの麗うららかな日は、兵ひよう悟ごにとって人生最悪の一日となるのであった。




「──ちょっと、お客様。店内でヒステリックに騒さわがないでもらえます？」

　背後から、険のある声が飛んでくる。店員に違ちがいない。

　荒すさんだ心でなくても、むっとくる言い回しだった。ましてや、今の兵ひよう悟ごは虫の居所が悪い。隈くまのある目を血走らせ、振ふり向むきざま店員に食くって掛かかろうとする。

「おい！　ここにあった俺おれの『戦せん塵じんのエクスマキナ』をどこへやっ──」

　息巻く兵ひよう悟ごだったが、思わず言葉を吞のみ込こんでしまう。身を返した先にいた店員は、よく知った顔だったのだ。

「と、等と々ど力ろき……」

　兵ひよう悟ごは同級生の名を口にしていた。

　栗くり色いろの髪かみを一部だけ左右で結ゆった、ツーサイドアップの勝気そうな少女──等と々ど力ろき束たばねは、このゲームセンター経営者の娘むすめであり、兵ひよう悟ごのクラスメートでもある。普ふ段だんは、店を手伝うようなことはないが、おそらく今日は欠員でも出て、臨時のアルバイトに入っているのだろう。

　黙だまっていれば、スレンダー美少女に含ふくまれる部類なのだが、残念ながら喋しやべれば難物女子だ。

「あのロボゲーなら、人気ないから店の端はしっこに移したわよ。見る影かげくらいは残ってるわ」

　冷ややかな束たばねに、思わず兵ひよう悟ごは口を尖とがらせてしまう。

「この店は何を考えてるんだ!?　目立たない端はしにやれば、ますます遊ぶ客が減るだろうが!?」

「あのねぇ、今のご時世、ロボゲーは流行はやらないんだってば。だいたい、あの過か疎そゲー、寒かん原ばらの私物じゃないでしょーが。何が〝俺おれの〟よ。バカなの？」

「過か疎そゲー……だと？　俺おれを罵ののしるのは目を瞑つぶってやる。だが、俺おれが愛する『戦せん塵じんのエクスマキナ』を過か疎そゲー呼ばわりとは許せん！　訂てい正せいしろ、せめて『戦せんマキ』の愛あい称しようで呼び直せ！」

　ことさら邪じや険けんな扱あつかいを受けたこともあり、兵ひよう悟ごはすっかり頭に血が上っていた。

「ホント、ロボゲー・オタクは、うっさいわね……」

「おまえは、それでもゲーセンの娘むすめか！　そんなんで、二代目が務まると思っているのか？」

「ゲーセンの娘むすめ、言うな！　だいたい、こんなボロいゲーセン継つがないから、あたし」

　親が聞いたら、落らく胆たんしそうな発言である。

「あんたこそ、何なの？　普ふ段だん、教室ではロクに挨あい拶さつすらしないくせに、久々に口をきいたと思ったら、店へのクレームだなんて、どうかしてるんですけどお？」

　どうやら怒いかり心頭なのは束たばねとて同じようだ。こめかみに、薄うつすらと青筋を浮うかべている。

　彼かの女じよと兵ひよう悟ごは、小学生の頃ころからの知り合い……いわゆる幼おさな馴な染じみだった。しかしながら、幼おさな馴な染じみが仲良しとは限らないのが世の常。

　奇くしくも、同じ高校の同じクラスになってしまったが、一学期の間で会話をしたことなど数えるほどしかない。それも、学校行事の連れん絡らくを一言二言交かわした程度のものだった。

　互たがいに分かっていたのだろう。へたに相手に関われば、こうして衝しよう突とつしてしまうことが。

「……ったく、いい加減にしてよね。だいたい今はファンタジーの時代だっての。映画も、アニメも、ゲームだって、ファンタジー一色でしょ。店内のゲーム、見み渡わたしてみなさいよ」

「ぐっ……」

　言わずもがな、ファンタジーに侵しん食しよくされきっているのは、田舎いなか町まちに一軒けんしかない店ゲーセン──アミューズメントパーク・トドロキとて同じだ。

　対戦型格闘ゲームやシューティングゲームといったアクションゲームをはじめ、リズムゲームにパズルゲーム、クイズに至るまで、様々な分野にファンタジー作品が取り入れられている。かつて店内の多くを占しめていたＳＦゲームは、日ひ陰かげへと追いやられてしまった。

　ビジネスである以上、流りゆう行こうに乗ろうとする店の経営方針は、仕方がないと兵ひよう悟ごも思う。

　しかし、束たばね個人の性しよう分ぶんに理解を示すつもりはない。流行はやり物好きな彼かの女じよは、ファンタジーにすっかり傾けい倒とうしてしまい、信しん奉ぽう者に成り果てているのだから、ことさら腹が立つ。

「ハン、こんなにファンタジーまみれの店内にして、理解に苦しむね。多様性の欠片かけらもない。そもそもファンタジーなんて、かつてはＳＦの下位ジャンルにすぎなかったんだぞ？」

「大昔の話でしょ、それ？　現在いまに目を向けなさいよ。そもそもファンタジーはね、流行はやって当然なの。魔ま法ほうには夢と浪ろ漫まんがあるでしょ。美しいエルフや、精せい悍かんなドワーフといった幻げん想そう世界ならではの住人には、多くの人が心惹ひかれるわ。巨きよ大だいなドラゴンに、剣けんで立ち向かう英えい雄ゆう達たちの冒ぼう険けん譚たんとか、まさに王道！　想像するだけで胸が躍おどるじゃない？」

　恍こう惚こつとして語り始める束たばね。まるでファンタジーの宣教師だ。

「ちょっと待て。ＳＦロボにだって夢と浪ろ漫まんはあるぜ。アンドロイドやエイリアンといったＳＦ世界ならではのキャラには独特の愛着が湧わくものさ。暴走した人工知能に、人型ロボット兵器で立ち向かうパイロット達たちの熱い人間ドラマは金きん字じ塔とうだな。堪たまらないものがあるぞ！」

　負けじと兵ひよう悟ごも熱弁を振ふるう。ここで毒されてたまるものか。

　しかし、束たばねが耳を傾かたむける様子はない。あたかもマシンガンから放たれる弾だん丸がんのように、熱の籠こもった言葉が間かん髪ぱつ入れず飛び出してくる。

「いい？　ファンタジーは、現代社会とかけ離はなれているから魅み力りよく的なの。心のオアシスってやつね。そんなファンタジーの魅み力りよくを表現する上で、最も適した媒ばい体たいがゲームだと言えるわ。今のゲーム業界の品揃えラインナツプが証明しているでしょ。この店の姿は、なるべくしてなったのよ！」

「考えてもみろ、ＳＦロボは未知の可能性に溢あふれているだろ。現代社会の延長にあるのはユートピアか、はたまたディストピアか、作品には強きよう烈れつなメッセージが織おり込こまれているものさ。そんなＳＦの一つの終着点がロボゲーであり、『戦せん塵じんのエクスマキナ』だ。おまえが過か疎そゲー呼ばわりした『戦せんマキ』こそ、歴史の集大成なんだよ。反省しろ！」

　長ちよう広こう舌ぜつを振ふるい、二人して息を荒あらげる。

「はぁ、はぁ……けほっ、けほっ！　……ちょっと、あたしの話、聞きなさいっての」

「ぜぇ、ぜぇ……。おまえこそ、俺おれのＳＦトークを聞け」

　束たばねは腰こしに手を当てると、鬱うつ陶とうしそうに睨にらんでくる。

「あんたのご高説なんて、真っ平御ご免めんよ。今はファンタジーが主流で、ＳＦロボは流行遅れオワコンなの。だから、ロボゲーは店の隅すみっこで納なつ得とくしなさい」

「今度は流行遅れオワコン呼ばわりか。よくそんなことが言えるな？　おまえだって昔は──」

　言いかけて、兵ひよう悟ごは口を噤つぐんだ。今は悔くやしさよりも、空むなしさに胸を抉えぐられる。

「昔は何よ？　あたしが変わったとでも文句つける気？　お生あい憎にく様さま、それは成長したって言うのよ。これが普ふ通つうなの。寒かん原ばらも少しくらいは成長しろっての」

「余計なお世話だ。まったく……おまえも、この店も、つまらなくなったよな。足の先から頭のてっぺんまで、流行はやりもので埋うめ尽つくして、まったく気き概がいってものがないね」

「へえ？　じゃあ、寒かん原ばらの言う気き概がいとやらにこだわって、ロボゲーだらけの店にして潰つぶれたら、あんたが責任取ってくれるんですかあ～？」

　嫌いやな言い方をするものだ。兵ひよう悟ごは〝責任を取れ〟だの〝落とし前をつけろ〟だの言われるのが大だい嫌きらいだった。

　これ以上、束たばねと話していても埒らちが明かない。苛いら立だちと空むなしさが募つのるだけだろう。

「──もういい。滅ほろべファンタジー、絶ぜつ滅めつしろ！」

　呪のろいの言葉を残すと、兵ひよう悟ごは束たばねを捨て置き、店の奥おくへと足早に向かった。

　今は何より、『戦せん塵じんのエクスマキナ』の無事を確かめるのが先せん決けつである。

　あのゲームは、まさに兵ひよう悟ごにとってホームグラウンドであり、究極の楽園だ。勉強もスポーツもパッとしないが、ＳＦロボへの情熱と、『戦せん塵じんのエクスマキナ』ならば誰だれにも負けない。まさに、己おのれを発揮できる唯ゆい一いつ無む二にのステージだと断言できよう。

　最近、兵ひよう悟ごは思うのだ。自分は『戦せんマキ』を極きわめるために生まれてきたのではないかと。




　束たばねが言ったように、店の奥おく隅すみには、兵ひよう悟ごの愛すべき卵型の大きな物体が鎮ちん座ざしていた。それは、人ひとりが悠ゆう々ゆうと中に入れるほど大きなカプセル──。

　これこそ、『戦せん塵じんのエクスマキナ』の操縦席型巨きよ大だい筐きよう体たいである。カプセルの中は、巨きよ大だいロボットの操縦席さながらコンソールパネルが設置されており、ゲームをプレイすれば、まさに巨きよ大だいロボを操縦しているかのような気分に浸ひたらせてくれるのだから、素す晴ばらしいことこの上ない。

　一昔前から、こうした操縦席型の筐きよう体たいはアーケードに登場し、ブームが去った後も、ひっそりと生き延びてきた。しかし、今やこの『戦せん塵じんのエクスマキナ』が、最後の生き残りだ。

　筐きよう体たいの扉とびらを開けて中を覗のぞくと、滑なめらかな壁へき面めんの内側いっぱいに、タイトル画面が映し出されている。この壁へき面めんは、操縦席から見れば、視界一八〇度をカバーする、ドーム状の巨きよ大だいなスクリーンになるのだ。

　愛いとしい『戦せんマキ』の無事を確かく認にんした兵ひよう悟ごは、さっそくプレイしていくことにする。

　筐きよう体たいの端はしにあるコイン投入口に硬こう貨かを入れると、抑よく揚ようのない少女の声が筐きよう体たい内に響ひびいた。

「『戦せん塵じんのエクスマキナ』にようこそ。ワタシは、支し援えんウィザードＥＬＩＺＡイライザⅣフオウです」

　この声は、筐きよう体たいに内蔵されているナビゲーション人工知能ＡＩによるものだ。

　人工知能ＡＩといっても、ゲームを始める際の案内をするほか、簡単な受け答えと、音声によるメニュー選せん択たくに応じる程度のもので、高性能とは言い難がたい。

　しかしながら、兵ひよう悟ごはこうした行き届いた仕掛けギミツクが大好きだった。それこそ旧知の友のように、目に見えぬ相手に話はなし掛かける。

「やあ、イライザ。元気そうだね」

「お気き遣づかいありがとうございます、マスター。これより本機は起動準備に入ります。あなたは、初めて搭とう乗じようされる方ですか？　それとも、パイロットカードをご利用になりますか？」

「パイロットカードを使うよ」

　兵ひよう悟ごはカードを取り出すと、コンソールパネルの下部をタッチした。こうすることで、自分のＩＤでログインできる。つまり、今までプレイしてきたデータを引ひき継ついで遊べるのだ。

「パイロットカード、承しよう認にんしました。こんにちは、マスター・ヒョーゴ。あなたは現在、全国第二位のランカーです。搭とう乗じようする機体は、デウス・エクスマキナが登録されていますが、機体の変へん更こう、あるいはチューニングを希望しますか？」

「いや、このままのデウスでいい」

　デウス・エクスマキナは、『戦せん塵じんのエクスマキナ』のプレイヤー機体の一つで、兵ひよう悟ごが最も愛用している戦せん闘とうロボットだ。攻こう守しゆに優すぐれたバランス型の中量級マシンである。

　剝むき出だしの武装ウエポンと、重じゆう厚こうな装甲アーマーに覆おおわれた、実用性重視のごついロボットがスクリーンに表示された。スマートさなど微み塵じんも感じられないデザインだが、そこがいいのだ。

「搭とう乗じよう機体、了りよう解かいしました。次に、プレイモードを選せん択たくしてください」

「複数対戦モード〝一機生存の戦場ゼロサム・ゲーム〟を」

「では、対戦者達たちをリストアップします。操縦席に座すわったまま少々お待ちください」

　心を弾はずませながら兵ひよう悟ごが待っていると、やにわに筐きよう体たいの扉とびらが開かれ、束たばねが顔を覗のぞかせた。

「おい、ノックくらいしろ」

「必要ないわよ。今時、これで遊んでるの寒かん原ばらくらいなものだもん」

　だとしてもノックくらい最低限の礼れい儀ぎだろうと、兵ひよう悟ごは反論しかけたが、また面めん倒どうな口論になりそうだったのでやめた。左右にあるＤ字型の操縦桿かんを握にぎりながら、適当にあしらう。

「で、何？　これからバトルが始まるんだ。用があるならさっさと言えよ」

「ん、用っていうか……。寒かん原ばら、知らなさそうだったから、一応教えとこうかなって……」

　明朗快活な束たばねにしては、珍めずらしく歯切れが悪い。布教の続きというわけではなさそうだ。

　逡しゆん巡じゆんした後、彼かの女じよは遠えん慮りよがちに口を開く。

「──これ、今月いっぱいでサービス終しゆう了りようになるよ」

「は？　何が？」

「だから、この『戦せんマキ』、メーカーが倒とう産さんしたから、今月でサービスも終しゆう了りようするんだって」

「……………………え？」

　兵ひよう悟ごは、続けざまに間の抜ぬけた声を上げた。

「……サービス……終しゆう了りよう……？」

　ゆっくりと束たばねの言葉を反はん芻すうすると、水が染しみわたるように、その意味が脳に浸しん透とうしてゆく。

　それは即すなわち、店の隅すみに追いやられたとか、そういう次元の話ではなく、文字通りの意味で『戦せん塵じんのエクスマキナ』は完全な終わりを迎むかえるということだ。

　頭の中が真っ白になった。金かな縛しばりにあったように指先一つ動かせない。魂たましいが抜ぬけるとは、こういうことをいうのか。

　すでにバトルは開始されていた。身じろぎもせず、格好の的となってしまうデウス・エクスマキナ。敵機の銃じゆう弾だんの雨に晒さらされ続け、憐あわれにも盛せい大だいに爆ばく散さんする。

「………………」

　兵ひよう悟ごは、茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま〝ＹＯＵ　ＬＯＳＥ〟の表示を眺ながめていた。

「あの、寒かん原ばら？　大だい丈じよう夫ぶ？　ねえ？」

　予想以上の精神的ダメージを兵ひよう悟ごに与あたえてしまい、後ろめたさを感じたのだろう。束たばねのバツの悪そうな声が、筐きよう体たい内に空むなしく反はん響きようしていた。








２






　抜ぬけ殻がらのような生活が一ヶ月は続いた。

　あの人生最悪の日から、兵ひよう悟ごは三日ほど引ひき籠こもったものの、それからは干ひからびたゾンビのようになりながら、学校に通い続けている。

　気が付けば、夏の残のこり香がのような暑さも消え、秋らしく過ごしやすい気候になっていた。

　土曜日の朝、こうして長時間、自宅の使われていないガレージにいても、暑くも寒くもない。今の兵ひよう悟ごにとっては、もってこいの季節である。

「……やはり、『戦せんマキ』を失った悲しみを埋うめるのは、『戦せんマキ』でしかないな」

　独り言ごちながら、ガレージに設置した巨きよ大だいな物体を愛おしそうに見つめる兵ひよう悟ご。

　今、眼前にあるのは、懐なつかしい大型カプセル──『戦せん塵じんのエクスマキナ』の巨きよ大だい筐きよう体たいだ。

　兵ひよう悟ごが辛かろうじて正気を保てていたのは、これを購こう入にゆうしたい一心があればこそだった。

　一個人が、大型筐きよう体たいを所有する例は極きわめて少ない。購こう入にゆう価格や、設置場所の有う無む、規約上の問題など、様々な難点がどうしても付つき纏まとうからである。

　しかしながら、兵ひよう悟ごはある意味、幸運だったといえよう。

　皮肉にも、メーカーの倒とう産さんにより廃はい盤ばんとなった中古品だったことが奏そう功こうし、〝不具合が生じても、メーカーは一いつ切さい責任を負わない〟とする条件下で、安価な購こう入にゆうが認められたのだから。

　おかげで、中学生の頃から貯めてきたお年玉や、入学祝いをかき集め、何とか費用を工く面めんできた。

　その上、寒かん原ばら家には、使われていないガレージがあったため、設置場所にも困らない。

　まさに運命を感じるほど好条件の揃そろい踏ぶみだったが、この買い物で、両親からは大目玉を食らってしまった。「ウチの子が何を考えているのか理解できない」とは、母親の談だ。

「……まったく、親の無理解ってやつだよな。『戦せんマキ』買ったのは俺おれなんだし、使われてない場所を再利用しているわけだし、誰だれにも迷めい惑わくかけてないじゃないか。何が悪いんだよ」

　兵ひよう悟ごはブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしながら、セッティングを始めた。

「そりゃあ、周りから見ればバカな買い物かもしれない。サービスが終しゆう了りようした以上、『戦せんマキ』で遊べるのは、通信不要オフラインの練習モードくらいさ。でも、今の俺おれには必要なんだよ……っと」

　すべての準備作業が終わった。さっそくゲームを始めることにする。

　逸はやる気持ちを抑おさえ、兵ひよう悟ごは筐きよう体たいの電源スイッチを入れると、操縦席に滑すべり込こんだ。

　間を置かず、静かな駆く動どう音が鳴る。コンソールパネルの計器インジゲーターが次々に点灯し、スクリーンにタイトルが表示された。そして聞こえてくるのは、慣れ親しんだ無機質な少女の声──。

「『戦せん塵じんのエクスマキナ』にようこそ。ワタシは、支し援えんウィザードＥＬＩＺＡイライザⅣフオウです」

「ぐ……うう……くっ……」

　不覚にも兵ひよう悟ごは涙なみだぐんでしまった。この無感情な声を耳にして、涙なみだする者など中々いないだろう。

　気を取り直して、これまでもそうしてきたように、人工知能ＡＩに気さくな挨あい拶さつをする。

「……やあ、イライザ」

「こんにちは、マスター。これより本機は起動準備に入ります。あなたは、初めて搭とう乗じようされる方ですか？　それとも、パイロットカードをご利用になりますか？」

「パイロットカードを使うよ」

　お馴な染じみのやり取りだ。兵ひよう悟ごは胸を熱くしつつ、カードでパネルに触ふれてログインする。

「パイロットカード、承しよう認にんしました。こんにちは、マスター・ヒョーゴ。ランキングの変動により、あなたの順位が変へん更こうされます」

　そういえば、あれ以来ログインすらしていなかった。サービス終しゆう了りようまでの期間で、ランキングが変動しているのも当然といえよう。

「メインサーバーより、最新データをダウンロードします。しばらくお待ちください。しばら…………お待、くだ、くだ……い…………エラー、エラー……エラー…………」

「おい、どうした？」

　イライザの様子がおかしい。

　兵ひよう悟ごは、はっとなった。メーカーが倒とう産さんしたのだ。メインサーバーなんてあるわけがない。

「アクセスします。エラー。アクセスします。エラー。アクセスします。エラー……」

　なおも執しつ拗ようにアクセスを繰くり返かえすイライザ。その様子は常じよう軌きを逸いつしており、このままでは筐きよう体たいがどうにかなってしまうのではないかという不安がよぎる。

「待て、イライザ。もう──」

　もう、やめろ──そう言いかけた瞬しゆん間かんだった。

　ブゥン、という小さな異音がしたかと思うと、スクリーンが一転。そこに映し出された光景に、兵ひよう悟ごは我わが目を疑ってしまう。




　──年季の入った石を敷しき詰つめた広い床ゆか。

　──重じゆう厚こうな基き壇だんから伸のびる幾いくつもの石柱。

　──蔦つたの這はった石いし壁かべに、木造りの大きな円えん卓たく。




　スクリーンに映っているそれらは、まるで古代の石造建造物の広間を撮さつ影えいしたかのようだ。

　撮さつ影えい……まさに、そう表現するよりない。スクリーンの映像はあまりにも現実的リアルで、ゲームで使われているＣＧコンピユーター・グラフイツクとは明らかに一線を画していた。

　映像ばかりではない。幾いく重えにも水が連なって石を打つ音も、やたらと臨場感に溢あふれている。間ま違ちがいなく雨音だ。目を凝こらせば、天てん井じよう付近の小窓から、どしゃ降りの薄うす暗ぐらい空が見える。

「何なんだ……これ？」

　兵ひよう悟ごは啞あ然ぜんとしてしまった。もちろん『戦せん塵じんのエクスマキナ』にこんな演出などないし、こんなステージもない。そもそもこの石造建造物は、あたかも古代ヨーロッパの城か神しん殿でんを彷ほう彿ふつとさせる。ＳＦよりも、むしろ憎にくきファンタジーの舞ぶ台たいになるような建物ではないか。

「おい、イライザ。これは、どうなっている？　何が起こった？」

　返事がない。先さき程ほどまで騒さわがしかったのが噓うそのようだ。その静せい寂じやくに、気を急せかされてしまう。

「イライザ、応答しろ！」

　ふと、兵ひよう悟ごはイライザの沈ちん黙もくの原因に気が付いた。スクリーンの端はしの方には、矢印のアイコンと、〝ＤＯＷＮＬＯＡＤダウンロード〟というアルファベットが表示されている。

「ダウンロード？　そんな馬ば鹿かな！　この筐きよう体たいは一体、何にアクセスしてるんだ!?」

　そもそもサービスが終しゆう了りようした今になって、通信できるわけがない。明らかに異常である。

「よく分からないが、イライザはアテにできないな。こうなったら自分で試ためしてみるか」

　兵ひよう悟ごは、左右の操縦桿かんを握にぎりしめ、足あし下もとのペダルを踏ふみ込こんでみる。しかし……。

「……かぁ～、ダメか」

　糠ぬかに釘くぎだった。何度操縦を試ためしてみても、何かが動くこともなければ、スクリーンが変化することもない。兵ひよう悟ごは落らく胆たんしてしまう。

　不具合が生じてもメーカーは一いつ切さい責任を負わない──筐きよう体たい購こう入にゆうの際の条件が、今は恨うらめしい。

「もう電源切るしかないよな。こんな状じよう況きようで、強制終しゆう了りようするのは気が進まないけど……」

　覚かく悟ごを決めて操縦席から離はなれようとした兵ひよう悟ご。ところが、思わず腰こしを浮うかしたままの姿勢で固まってしまう。スクリーンに目を奪うばわれてしまったのだ。




　──少女が駆かけ込こんできた。




　パシャパシャと水たまりを行く足音を立て、ずぶ濡ぬれの女の子がスクリーンに現れたのだ。

　彼かの女じよは、手にしていた長い杖つえを石いし壁かべに立てかけると、そっと呼吸を整える。

　流れるような亜あ麻ま色の髪かみからは、絶えず雫しずくが滴したたり落おち、石いし畳だたみに斑まだら模様を描えがいていった。

　その身に纏まとった、白と翡ひ翠すい色からなる礼装のような服もびしょびしょで、肌はだに張り付き、豊かな胸を浮うかび上あがらせている。ところどころ薄うつすらと透すけているのは、見み間ま違ちがいではなかろう。

　目を逸そらすべきかどうか、兵ひよう悟ごが思おもい悩なやんでいると、少女はスカートの裾すそを両手でぎゅっと絞しぼり、ささやかな脱水を試み始めた。その様子は、どことなく子供っぽい。よく見てみると、整った美しい顔立ちにも、あどけなさが残っている。

　それは、触ふれれば壊こわれてしまいそうな浮うき世よ離ばなれした光景だった。ファンタジーを毛け嫌ぎらいする兵ひよう悟ごでさえも、彼かの女じよを前にしては、幻げん想そう的という言葉を思おもい浮うかべてしまうほどに。

　なにしろ、少女の両耳の先は、緩ゆるやかな弧こを描えがくように尖とがっているのである。

　いつぞや束たばねが語っていた内容が思い出されてならない。

　──エルフ。美しき幻げん想そう世界の住人。
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　兵ひよう悟ごは、スクリーンに現れたエルフと思おぼしき少女を見つめ、固かた唾ずを吞のんだ。

　あり得ない。エルフなんて作り話の中での存在だ。実在するわけがない。やはりこの映像は、ゲームか何かの精せい巧こうなＣＧコンピユーター・グラフイツクではないのか。

　常識的に考えれば、そう結論付けて当然だ。ところが、どういうわけか彼かの女じよには圧あつ倒とう的てきな存在感……現実感リアリテイがある。今はまず、目の前の光景が、本物か作りものかを見み極きわめるべきだろう。

　──この怪かい現象から目を逸そらすな。

　兵ひよう悟ごは己おのれにそう言い聞かせ、スクリーンに集中する。

　すると、少女はスカートの裾すそを絞しぼるのを諦あきらめ、周りをきょろきょろと見み渡わたした後、おもむろに着き替がえを始めた。こちらの視線には、まったく気付いていない。

　──目を逸そらすな！

　──いや、これはマズい。目を逸そらせ！

　好こう奇き心と背徳感、加えて激しい羞しゆう恥ち心しんが、思春期の青少年の中でせめぎ合う。堪たまらず、兵ひよう悟ごは両手で目を覆おおった。指の隙すき間まから、ちゃっかり視界を確保して。

　少女の細い指が濡ぬれた衣服をずらし、華きや奢しやな背中を露あらわにした。その雪のように白い背には、柱を象かたどったような薄うす紅べに色の刻印タトウーが描えがかれており、不ふ可か侵しんの神聖さと、艶なまめかしい美しさが同居している。

　ごくり。吞のみ込こんだ唾つばの音が、兵ひよう悟ごにはやけに大きく聞こえた。さっきから心臓が飛び出すのではないかと思うほど激しく鼓こ動どうしている。このままでは、どうにかなってしまいそうだ。

　衣ころもが滑すべり落おちる艶つやっぽい音が聞こえたかと思った瞬しゆん間かん──突とつ如じよ、スクリーンいっぱいに、アンティーク・ドールのようなマスコットが出現した。

「はあぁぁっ!?」

　兵ひよう悟ごは露ろ骨こつに顔をしかめた。

　正体不明のゴスロリ人形は、完全にこちらの視界を遮さえぎっている。これからというところで、お預けをくらった気分だ。

　そんな兵ひよう悟ごの心情などお構いなしに、謎なぞの妨ぼう害がい者が口を開いた。

「お待たせしました。アップグレード完かん了りようです。ナビゲーションを続行します」

「へ？」

　兵ひよう悟ごは、間の抜ぬけた声を上げてしまった。今一つ理解が追いつかない。

　たちまち日常に引ひき戻もどされたかのようである。馴な染じみのある用語の数々と、聞き慣れた声に、ある確信を持つ。この人形のようなマスコットはもしや──。

「おまえ、イライザか？」

「はい。ワタシは、最新バージョンの支し援えんウィザードＥＬＩＺＡイライザⅣフオウです」

　アンティーク・ドールは、恭うやうやしくお辞じ儀ぎをする。

　何ということだろうか。沈ちん黙もくを保っていた人工知能ＡＩが、装よそおいを新たにして兵ひよう悟ごの覗のぞきを邪じや魔ましに……もとい、兵ひよう悟ごの下もとに帰ってきてくれたのだ。

　さっきから、イライザが何らかのファイルをダウンロードしている様子は窺うかがえたが、まさかアンティーク・ドールのような姿を得ようとは。

　もっとも、イライザの姿形は、明らかな作りものである。先さき程ほどの少女とは現実感リアリテイが違ちがう。便べん宜ぎ上じよう、スクリーンに表示している仮かり初そめの姿にすぎないのだろう。

「驚おどろいたな……。でも、また会えて嬉うれしいよ、イライザ」

「そうですか？　あなたの反応から、てっきりワタシはお邪じや魔まなのかと思いましたが」

　──あれ？

　兵ひよう悟ごは、イライザの発言に違い和わ感かんを覚えた。淡たん々たんとした口調は変わらないが、妙みように対応が生々しい。というか、皮肉にしか聞こえない。

「や、やだなあ、邪じや魔まだなんて思わないって」

「でしたら、ワタシの認にん識しきにエラーがあったようですね。修正します」

　人工知能ＡＩを相手に、何を取とり繕つくろっているのかと、兵ひよう悟ごは自じ嘲ちようした。

　それにしても、イライザの知性が向上しているのは明らかだ。アップグレードとやらの影えい響きようだとしたら、この状じよう況きようを知るのに役立ってくれるかもしれない。

「なあ、俺おれ達たちは一体何にアクセスしたんだ？　ひょっとしてこれ、何か別のゲームが誤作動してるんじゃないか？　ほら、仮想現実バーチヤルリアリテイのゲームとか」

「いいえ、それはあり得ません。本機のアクセス先は、人型戦せん闘とう兵器のようですので」

「えっ？　何それ、マジで!?」

　人型戦せん闘とう兵器と聞いて、兵ひよう悟ごのＳＦロボ魂だましいが騒さわいだ。つい興奮して聞き返してしまう。

　しかし、すぐに我に返ると、頭かぶりを振ふった。このワケの分からない現状を喜んでどうする。

「いやいや、大事なのはそこじゃない！　何で、その人型戦せん闘とう兵器ってのにアクセスしちまっているんだ？　一体どうなってんだよ？」

「原因不明です。そのため、アクセス先の人型戦せん闘とう兵器を正体不明アンノウンと呼こ称しようします」

「正体不明アンノウンねえ……。それじゃあ、おまえの言うことが正しいってんなら、さっきのスクリーンの映像は、正体不明アンノウンとやらのカメラが映している光景だってことだよな？」

「はい、そのとおりです。外部環かん境きようカメラの映像のほかにも、断だん片ぺん的に情報を得る手段があります。ワタシのアップグレードは、正体不明アンノウンのデータベースの一部をダウンロードすることで実行されました。これにより、従来のナビゲーション・システムが大おお幅はばに向上しただけでなく、正体不明アンノウンとの同調も確立できたのです」

「……つまり、どういうこと？」

「本機より、正体不明アンノウンを操縦することが可能だということです」

「待て待て！　さっき操縦桿かんをいじってみたが、何の動きもなかったぞ？」

「その原因でしたら判明しています。本機がアクセス中の正体不明アンノウンは、正確なところ人型戦せん闘とう兵器の頭部ヘツドです。胴部ボデイをはじめ、ほか部位パーツは喪失ロストしています。マスターにも理解しやすいよう正体不明アンノウンのモデル映像を出しましょう」

　スクリーン上に、ゆっくりと回転する立体的な映像が出現した。

　それは、翼つばさを象かたどったような仮面をつけた流線形の白い金属塊かいだ。人の頭に見えなくもない。

「頭部ヘツドのサイズは、全長〇・三メートルです」

　兵ひよう悟ごの想定より小さかった。バスケットボールより、一回り大きいくらいだろう。

　人型戦せん闘とう兵器と聞かされたので、てっきり巨きよ大だいロボだと思おもい込こんでいたが、そうではないらしい。この頭部のサイズからすれば、仮に胴部ボデイがあったとしても、せいぜい二メートルを超こえるくらいの全長ではなかろうか。

「……で、この生首ロボットにアクセスしてる、ってことか？」

「そのとおりです。操縦による信号は正体不明アンノウンに受信されていますが、正体不明アンノウン自体が頭部のみなので、それを実行できる状態にありません」

「それ、意味なくね？」

「いいえ。正体不明アンノウンには自己修復機能が備わっています。喪失ロストした胴部ボデイを入手できれば、現地での行動が可能となり、状じよう況きよう把は握あくも飛ひ躍やく的に向上するでしょう」

「へえ。だったら、胴部ボデイがどこにあるか分からないのか？　レーダーとかでさ」

「レーダーに反応がないため、所在は不明です」

「だったら、せめてスクリーンに映っていた、ファンタジー臭くさい場所がどこかくらい分からないのか？　ま、あくまで〝仮想現実バーチヤルリアリテイじゃない実在する土地〟ってことが前提の質問だけどな」

「確かく認にんします。少々お待ちください」

　正体不明アンノウンの頭部ヘツド映像が消え、再びイライザがスクリーンを占せん領りようした。

　何のパフォーマンスか、アンティーク・ドールはメガネを装着すると、分厚い本を読よみ漁あさる仕草を見せる。その芝しば居いがかった所しよ作さがあざとくて、頼たよりになるのか疑わしくなってきた。

　案の定、身も蓋ふたもない回答が返ってくる。

「エラー。つぶさに検けん索さくしましたが、データファイルの欠損により識別できませんでした」

　イライザは一仕事やり遂とげた顔でメガネを外すと、パタンと本を閉じた。そのドヤ顔が少し腹立たしい。

　期待外れで気が滅め入いりそうになるが、それならばと兵ひよう悟ごは次の質問をぶつけてみる。

「そしたら、さっきまで、そこにいたエルフっぽい原住民が何者か分かるか？　あのファンタジー娘むすめ、ゲームのＮＰＣノン・プレイヤーキヤラじゃないんだろ？」

　イライザのせいで、彼かの女じよの姿は視し認にんできないままだ。まだそこで着き替かえているのだろうか。

「エラー。データファイルが破損しているため識別できません──」

　またしても似たような回答。連続の空から振ぶりに、げんなりとしてしまう。ところが……。

「──ですので、現状ではご本人に直接お伺うかがいすることを推すい奨しようします」

「は？」

　言うが早いか、アンティーク・ドールの姿が消える。

「ちょっ、おま、まだ心の準備が！」

　少女がまだ着き替かえていたらと思うと、兵ひよう悟ごは気が気でなかった。困こん惑わくと期待が入り混じる。

　しかし、それは見けん当とう違ちがいの杞き憂ゆうだった。邪じや魔ま者が消えたスクリーンには、着き替がえを終えた少女が映り込こんでいる。それも、あろうことか、こちらを不思議そうに覗のぞき込こんで。

「うおわああああああああああああ!!」

　驚きよう愕がくのあまり、思わず兵ひよう悟ごは悲鳴を上げていた。

　まずい、こちらの存在に気付かれていたのだ。

「──!?」

　少女も驚おどろいたのか、息を吞のんで肩かたを竦すくめた。震ふるえる手で、奇き妙みような杖つえを握にぎりしめている。

「お……おい、イライザ。こっちの声、向こうに聞こえてるのか？」

「はい。本機内蔵マイクのボイスチャット機能が、オンに設定されています。どうやらこれが、外部出力用のマイクとして機能していたようです」

「そんな馬ば鹿かな！」

　ボイスチャットは『戦せん塵じんのエクスマキナ』において通信を介かいし、ほかのプレイヤーとお喋しやべりするための機能である。それが、今はスピーカーのような役割を果たしているというのか。

　兵ひよう悟ごは、ボイスチャット機能を切ろうと思ったが、やはりやめた。今さら後の祭りだろう。

「ちなみにワタシの声は、ボイスチャットの妨さまたげにならないよう、周波数が調整されているため、マイクに認にん識しきされません。つまり、相手にワタシの声は聞こえないということです」

　それはイライザのみの事情だ。片や兵ひよう悟ごの声は、あの少女に筒つつ抜ぬけになっていたのである。これでは存在を気取られない方がおかしい。

　問題の少女は、恐おそるおそる大きな瞳ひとみをこちらに向けてくる。海のように深く、碧あおい瞳ひとみを。

「なあ、イライザ。ひょっとして、向こうからもこっちが見えてたりする？」

「いいえ。彼かの女じよは、外部環かん境きようカメラのレンズを注視しているにすぎません。ご安心ください」

　安心できるわけがない。すでにこちらは、覗のぞき魔まの誹そしりを受ける瀬せ戸と際ぎわだ。
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「え？」

　少女が聞き慣れない言葉を発した。外国語などからきしの兵ひよう悟ごでも、その言語が学校の授業で習うようなものでないことくらいは察しがつく。
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　変わらず、彼かの女じよは同じような言葉を繰くり返かえしている。

「あの娘こ、何を言っているのか、全然わからないな……」

「では、言語を翻ほん訳やくしますか？」

「できるの!?」

「はい。アップグレードにより、本機は極きわめて高性能の言語解かい析せきアルゴリズムを獲かく得とくしました。翻ほん訳やく機能を起動させれば、相そう互ご翻ほん訳やくが自動で可能になりますので、対象とも会話が可能です」

　しれっと返ってきたイライザの救いの手に、兵ひよう悟ごは驚おどろきを禁じ得なかった。これまで、ろくな働きを見せなかったイライザだったが、ここ一番で名めい誉よ挽ばん回かいの機会が訪おとずれている。

「それじゃあ、翻ほん訳やく機能を起動してくれ……」

　そう指示した直後、兵ひよう悟ごの胸に不安がよぎった。

　まさかあの少女は、こちらが覗のぞいていたことを詰きつ問もんしているのでは……。もしそうだとしたら、むしろ何を言っているのか分からないままの方がマシかもしれない。

「翻ほん訳やく機能、起動しました」

　兵ひよう悟ごの懸け念ねんなど、どこ吹ふく風とばかり、イライザは指示を実行に移していた。

　しばらくして、再びスクリーンの少女が口を開く。

「どうか、どうかお答えください」

　彼かの女じよの言葉が分かる。イライザの言ったとおりだ。相そう互ご翻ほん訳やくらしいので、これからはこちらの言葉も向こうに翻ほん訳やくされて伝わるのであろう。

「──あなたは、神様なのですか？」

「？？？」

　予想外の質問だった。覗のぞきを咎とがめられているとばかり思っていたが、違ちがうのだろうか。

「御ご神しん体たいを前にしての非礼、何なに卒とぞお許しください。お言葉を賜たまわりながら、わたくしはその意味を理解できない不ふ祥しような巫女みこです。お怒いかりになられるのはごもっともですが、何なに卒とぞお鎮しずまりいただき、あなたが神様であらせられるかどうか、お答えくださいませ」

　口上を終えると、自らを巫女みこだと告げた少女は、祈いのるように瞑めい目もくした。

　ここに至って、兵ひよう悟ごにも幾いくつか分かったことがある。

　まず彼かの女じよは、先さき程ほどの兵ひよう悟ごの悲鳴を、怒いかりの声と勘かん違ちがいしているようだ。

　そして〝御ご神しん体たい〟とは、おそらく正体不明アンノウンと同一の物だろう。理由は不明だが、この人型戦せん闘とう兵器の頭部ヘツドを、少女は御ご神しん体たいとして崇あがめているらしい。

　これは危機から一転した好機だ。いささか良心は痛むが、このチャンスを手放す余よ裕ゆうはない。

「──ならば答えよう」

「え!?」

　再び御ご神しん体たいから発せられた言葉に、少女は期待に満ちた顔を上げる。無理もない。これまでとは違ちがい、翻ほん訳やく機能が働いている今ならば、彼かの女じよにもこちらの言葉を理解できるのだから。

「俺おれ……いや、私こそは、降臨せし大いなる神──デウス・エクスマキナだ！」

　兵ひよう悟ごは、少女の勘かん違ちがいに便乗し、この場を切きり抜ぬける道を選んだ。

　それは保身を動機とした馬ば鹿かげた行こう為いに違ちがいない。しかし、この偽いつわりの名乗りこそが、互たがいに止まっていた歯車を咬かみ合わせ、ゆっくりと回し始めたのである。

　そっと静かに、音もなく軋きしみながら。








２






　巫女みこの少女は肩かたを震ふるわせ、瞳ひとみに涙なみだを滲にじませている。

　予想以上の反応に、兵ひよう悟ごは心配になってきた。どうにも刺し激げきが強すぎたのかもしれない。

「きみは、なぜ泣くのかね？」

　再び〝神〟に声を掛かけられて、彼かの女じよは慌あわてて涙なみだを拭ぬぐった。膝ひざ立ちになり、杖つえを床ゆかに置くと、両の手を組んで畏かしこまる。
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「お許しくださいませ。こうしてお声掛かけくださる日を、ずっと待ち望んでいたものですから」

「そ、そうか。それは何よりだ……」

　ここまで感動されては、こちらがたじろいでしまう。いや、神を騙かたった罪悪感に苛さいなまれるというべきか。

　この表情、仕草……どれをとっても、彼かの女じよが作りものだとは思えない。にわかには信じ難がたいが、やはりイライザの言うように、スクリーンの向こうに広がる世界もまた、現実だと考えるべきなのだろう。

　となれば、イライザの勧すすめもあるので、兵ひよう悟ごは彼かの女じよを詮せん索さくしてみることにする。ファンタジー娘むすめの身の上話を聞くのは気が進まないが、あわよくば筐きよう体たいに起こった怪かい現象の正体を知ることができるかもしれない。

「そういえば、きみは先さき程ほど、自分を巫女みこだと言っていたな？」

「はい。及およばずながら、御み柱はしらの巫女みこを務める、ピュティアーテと申します」

「ピュ、ピュ……何だって？」

　独特の響ひびきのせいか、名前が記き憶おくに定着しない。まったく、これだからファンタジーは。

　兵ひよう悟ごが言いづらそうにしていると、巫女みこが慌あわてた様子で、ハードルを下げてくれる。

「どうかお構いなく。わたくしのことは、ピュティとお呼びくださいませ」

「ふむ、ではそう呼ばせてもらおうか、ピュティよ」

「はい、神様」

　長い耳をぴこぴこと揺ゆらしながら、彼かの女じよは屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべた。

　面と向かって「神様」と呼ばれると、兵ひよう悟ごは少しむず痒がゆくなってしまう。

「あー、私の名は、さっきも言ったと思うが……」

「デウス・エクスマキナ様ですよね。初めてお聞き致いたしました」

　兵ひよう悟ごは、ぎくりとした。勢いに駆かられ、つい馴な染じみの『戦せんマキ』における愛機の名を口走ってしまったが、彼かの女じよが信しん仰こうする神の名と一いつ致ちするわけないではないか。何とか誤ご魔ま化かさないと。

「も、もしや変だったかね、私の名は？　自分の名前だというのに、間ま違ちがえてしまったかな？」

「いいえ、とても尊い響ひびきですわ。神話では、神様の御み名なが伝えられていなかったので、こうしてお聞きできるなんて、夢のようでございます」

「名が伝えられていない？」

「神様は唯ゆい一いつ無む二にであらせられますから、御み名なが伝わらなかったのではないかと」

　なるほど。一神教というやつか。神は唯ゆい一いつゆえに神、という解かい釈しやくだ。

　兵ひよう悟ごにとっては幸運な話である。皮肉になるが、神に感謝せねばなるまい。

　しかし、今後もラッキーが続くとは思えなかった。神話とやらと、こちらの発言が食くい違ちがい、ボロが出るのは時間の問題であろう。ここは、先んじて手を打たねば。

「──じ、実はだな、私は永き眠ねむりによって記き憶おくが曖あい昧まいになっている節がある。困ったことに、昔の自分のことを色々と忘れているようで、ここがどこかも分からないのだ」

　自分でも驚おどろくほど、スラスラと言い訳がましい噓うそ八はつ百ぴやくが口を衝ついて出てきた。得意とするゲーム筐きよう体たいのスクリーンを通しているせいか、普ふ段だんとは比べものにならないほど、舌の滑すべりが良い。きっと、万ばん能のう感から余計な力が抜ぬけ、頭の回転が速くなっているのではなかろうか。

　とはいっても、こんな白しら々じらしい定番を信じてもらえるのかという不安はある。逆に怪あやしまれでもしたら、墓ぼ穴けつを掘ほったようなものだ。果たして、ファンタジー娘むすめの反応や如何いかに──。

「まあ！　それで、ご自分の御み名なを訝いぶかしんでおられたのですね？　ああ、神様のご苦く悩のうを察せないだなんて、何たることでしょうか。わたくし、御み柱はしらの巫女みこ失格です！」

　杞き憂ゆうだった。こう言っては悪いが、かなりチョロい。少し不ふ憫びんに思えるくらいに。

「いや、何もそこまで自分を責めずとも良いのではないかな……」

「いいえ、猛もう省せい致いたします。神様と、楽しみや苦しみを分かち合えずして何と致いたしましょうか。巫女みことは即すなわち、神様の忠実なる使徒であり、地上における伴はん侶りよのようなものなのですから」

「は、伴はん侶りよだとぉ？」

　思わず兵ひよう悟ごは、裏返った声で聞き返してしまう。雲行きが怪あやしくなってきた。

「はい。御み柱はしらの巫女みこは、同どう胞ほうを代表して、神様に輿こし入いれしたも同然の身。それが、神様に選んでいただいた、わたくしの務めですから」

　一方的に打ち解けてきているようで、ピュティは頰ほおを染めながら言った。

　もちろん兵ひよう悟ごは、花はな嫁よめを選んだ覚えなどない。この娘むすめ、ファンタジーの分ぶん際ざいで、とんでもない押おしかけ女によう房ぼうだ。

「……ったく、何で俺おれの『戦せんマキ』が、ネジの外れた原住民フアンタジー・キヤラの窓口になっちまったんだ」

「はい？　何か仰おつしやいましたか、神様？」

「何でもない。それよりも、きみは同どう胞ほうを代表していると言っていたが、きみのほかにも私の信者がいるということかね？」

「もちろんですわ。神様は、わたくし達たちエルフ族の神様ですから」

「エルフ……？」

　見た目から予想はしていたが、本人の口からそう聞くと、奇き妙みような感じがする。

　前に束たばねも言っていたが、エルフはファンタジー作品において頻ひん繁ぱんに登場する、幻げん想そう世界の代表的なキャラクターである。魔ま法ほうに長たけており、作品によって妖よう精せいとして描えがかれたり、亜あ人種として描えがかれたりするらしい。

　ピュティの言動から察するに、彼かの女じよは後者と考えるべきだろうが……今はそんなこと大した問題ではない。なにしろ、そもそもエルフは、架か空くうの存在だったはずなのだから。

「神様はお忘れかもしれませんが、遙はるかなる神話の時代、エルフ族は、神様のお導きによって、実りあるこのエルフハイムの地へと辿たどり着つき、今こん日にちの繁はん栄えいを得たのでございます」

　ファンタジーの神話など興味はなかったが、怪かい現象の解明のためにも無視はできない。

「では、我々がいるこの場所は、そのエルフハイムの地、ということかね？」

「はい。ここはエルフハイムの聖域たる神しん殿でんです。神様は、その祭さい壇だんにいらっしゃいます」

　神しん殿でん……。何となく、そんな気はしていた。この場所が、怪かい現象と関係しているのだろうか。

「つかぬことを尋たずねるが、きみは最近、ここで御神体わたしに何かしたかね？」

　ピュティは、肩かたをびくっと震ふるわせた。

「めめめめ滅めつ相そうもございません！　いかに御み柱はしらの巫女みことて、御ご神しん体たいにいかがわしい行こう為いなど、したくともできません。畏おそれ多おおくて！」

　いかがわしい行こう為いなどとは一言も聞いていない。

　当のピュティは、真っ赤な顔で、両手をぶんぶんと振ふり回まわし弁明を続けている。

「た、確かに、わたくしは伴はん侶りよのようなものですし、接せつ吻ぷんくらいならと考えたこともあります。でも、悩なやんだ末すえに思おもい止とどまりましたわ。すべて脳内で補っていると、神様に誓ちかえます！」

　赤せき裸ら々らに、とんでもない告白をしてきた。こんな誓ちかいを立てられても困るのだが。

「……と、とりあえず分かった。信じよう」

「ありがとうございます、神様」

　形の良い胸を撫なでおろすピュティ。何だか、初めて彼かの女じよを見た時の神秘的で儚はかなげな印象が、すっかり吹ふき飛とんでしまった。

　兎とにも角かくにも、筐きよう体たいの怪かい現象がピュティの仕業でないのなら、聞き出せる情報など知れていよう。とはいえ、ほかにアテがない以上、不本意ながら彼かの女じよを情報源にせざるを得ないが……。

「あっ、雨音が小さくなってきましたよ、神様。もうすぐ雨が上がるかもしれません」

　兵ひよう悟ごの打算的な思おも惑わくなど露つゆ知らず、吞のん気きにもピュティは天気の話を始めた。確かに、あれだけ激しかった雨音が、ほとんど聞こえなくなっている。

　ふいに彼かの女じよは、ぽんと両の掌てのひらを打ち合わせた。

「そうです、神様！　外をご覧になってみませんか？　このエルフハイム地方は、山々に囲まれた豊かで美しい台地です。神様が記き憶おくを取とり戻もどされるきっかけになるやもしれません」

「何を言っているのかね？　私は身動きがとれんのだぞ。首一つでどうしろと？」

「あ……」

　──そもそも、ファンタジー臭くさい世界など見たくもない、と心の中で付け足しておく。

　ピュティの長い耳が、しゅんと垂れた。ところが間を置かず、今度は耳がピンと跳はねる。

「待ってください！　いい方法があります。これですわ！」

　ピュティは、床ゆかから奇き妙みような杖つえを拾い上げた。それは、彼かの女じよの背せ丈たけよりも長い杖つえで、蝶ちようの羽のような飾かざりがあしらわれている。

「何だね、それは？」

「わたくしが愛用する羽舞いの杖フエアリー・ワンドですわ。これを使います」

　それをどう使うのかと、兵ひよう悟ごが疑問を口にしかけた矢先、ピュティは歌うようにして何かを口ずさみ始めた。不思議な旋せん律りつが神しん殿でん内に響ひびき渡わたる。

　──まさか。

　彼かの女じよが何をしようとしているのか思い当たり、兵ひよう悟ごは目を丸くしてしまう。

「──自由なる風よ、我わが声は彼方かなたへの切望なり。天駆かける不可視の翼つばさをここに与あたえたまえ」

　ピュティから光の粉が舞まい上あがったかと思うと、それらは一いつ斉せいに彼かの女じよの杖つえに集まっていく。その途と端たん、激しいつむじ風が巻き起こった。

「いい子ね。お願い」

　優やさしく語りかけるピュティに応えるように、風が収束し、杖つえをふわりと宙へ浮うき上あがらせる。

「……こ、これは、魔ま法ほうというやつかね？」

「はい。この杖つえに風の魔ま法ほうを掛かけました。魔ま法ほうは、マナに働きかけることで、自然現象を一時的に操あやつることができます。ですので、このとおりです」

「…………」

　常識を次々に打うち砕くだかれてゆくようで、兵ひよう悟ごは言葉もない。

　神の沈ちん黙もくを、己おのれの説明不足が原因だと勘かん違ちがいしたのか、ピュティは慌あわてて言葉を付け足す。

「あ、マナというのは、魔ま法ほうを使う際に輝かがやく、力の源となる粒つぶのことです。大気中にたくさんあるのですが、普ふ段だんは目に見えないのですよ」

　結構なことだ。そんなものが常に見えていたら、目め障ざわりで堪たまらん。兵ひよう悟ごは眉まゆを曇くもらせた。

「さて、準備も整ったことですし、参りましょう神様」

「は？」

　わしっ。ピュティの両手が、御ご神しん体たいを左右から挟はさみ込こんだ。




　──重力から解放されたかのように、ぐんぐんと高度が上じよう昇しようしてゆく。

　それにつれ、スクリーンに映る景色も遠くまで見み渡わたせるようになり、あたかも大空を舞まう鳥のような視界を得た。

「おお！　飛んでいる、飛んでいるではないか！」

　空に浮うかんだ横よこ倒だおしの杖つえには、腰こしを落としているピュティの姿がある。

　そして、横乗りに座すわる彼かの女じよの膝ひざの上には、御ご神しん体たい──正体不明アンノウンの頭部が乗せられていた。

　今、兵ひよう悟ごは生まれて初めて本物の魔ま法ほうを体験している。認めたくないが、これは凄すごい。さっきまでピュティを御ぎよしやすい相手と軽視していたが、考えを改めねば。

　言わずもがな、御ご神しん体たいは女の子が持ち運ぶには重量がある。一いつ緒しよに外へ出ようとすれば、何らかの工く夫ふうが必要になろう。そこで彼かの女じよは、空飛ぶ魔ま法ほうという反則技わざを繰くり出だしてきたのだ。

　その機転のおかげで、こうして絶景を俯ふ瞰かんできている。

　蒼そう穹きゆうの下に連なる、白く雄ゆう大だいな峰みね々みね。その麓ふもとにかけては、深緑の木々が鬱うつ蒼そうと茂しげっていた。その森と山とを結ぶのは、色鮮あざやかな弧こ状じようの橋、雨上がりの虹にじである。

　さらに虹にじの彼方かなたからは、翼つばさを持った白馬──天馬ペガサスの群れが嘶いななきながら羽ばたいてきて、目の前を通り過ぎてゆくではないか。兵ひよう悟ごは魂たましいが震ふるえそうだった。

　これがエルフハイム……。神しん殿でんの外に、これほど夢む幻げん的な景観が広がっていようとは。

「神様、眺ながめは如何いかがでしょうか？」

「最──」

　最高だぜ、と思わず答えそうになり、慌あわてて兵ひよう悟ごは言葉を吞のみ込こんだ。

　これ以上ここで感動してしまっては、己おのれのアイデンティティーが崩ほう壊かいしかねない。

　──忘れるな。寒かん原ばら兵ひよう悟ごは、ＳＦロボをこよなく愛し、ファンタジーを憎にくむ男だ。

「オッホン！　ファンタジーにしては、及きゆう第だい点といったところだな」

「え？　ふぁ、ふぁんた……？」

「何でもない、こちらのことだ。……で、飛んで、どこへ行こうというのかね？」

「差さし支つかえなければ、エルフ族の集落を見てみませんか？　エルフハイムには、三つの集落があります。その一つ、裾すそ野のの集落が、神しん殿でんのある丘おかの麓ふもとに広がっていますので」

「断る！」

「で、では別の集落にしましょうか。少し遠いですが、樹じゆ海かいの集落か、渓けい谷こくの集落に──」

「そうではない。どこだろうと、不用意に私が姿を見せれば、混乱を招くだろう。私が降臨したことは、伏ふせておいた方がいい。しばらくは、二人だけの秘密にしておこうではないかね？」

「……はい、仰おおせのとおりに致いたします。出過ぎたことを申し上げました。こうして、神様を膝ひざにお乗せできるだけで幸せなのに」

　残念そうな声が返ってくる。しかし、兵ひよう悟ごの知ったことではない。

　正直なところ、これ以上騙だます相手を増やしたくなかっただけだ。ピュティがどう思おうが、元よりファンタジー娘むすめのご機き嫌げん取りなど、するつもりはないのだから。

　──ぽたっ。ぽたぽたっ。

　小さく、正体不明アンノウンの頭部に水すい滴てきの落ちる音がした。雨ならとっくに上がっている。もしや、ピュティを泣かせてしまったのだろうか。

　兵ひよう悟ごがやきもきしていると、先さき程ほど落ちた滴しずくがスクリーンに垂れてきた。赤黒い筋を、どろりと延ばして。

「ひっ!?」

　血だ──。涙なみだじゃない。

「ピュ、ピュティ!?」

「あ、あわわ！　こ、興奮のあまり鼻血が！」

「…………」

「な、何でこんなに？　わたくしったら、神様を膝ひざ枕まくらしていたからでしょうか!?」

　生首を膝ひざに乗せることが、膝ひざ枕まくらに含ふくまれるかどうかは、実に際きわどいラインだ。

「す、すぐにお拭ふき致いたします。ああ、不ふ浄じようの血で神様を汚けがしてしまうなんて。わたくし、猛もう省せいしますわ。徹てつ底てい的てきに猛もう省せいしますわ。今わの際まで猛もう省せいしますわ！」

　今にも泣きそうな声と共に、汚よごれを払はらう、きゅっきゅっ、という軽快な音が聞こえてくる。

　それにしても、面と向かって膝ひざ枕まくらだと言われると、不思議と兵ひよう悟ごまで気分が高こう揚ようし、恥はずかしくなってしまう。実際に、彼かの女じよの膝ひざの温ぬくもりや感かん触しよくが伝わってくることはないのだが……。

「そこまで気に病やまないでいい。それよりも、私自身に魔ま法ほうを掛かけて、浮うかせてみてはどうかね？　そうすれば、きみが抱だきかかえる必要もないだろうし、鼻血の心配もなくなる」

「そんな！　神様に魔ま法ほうを掛かけるなんて畏おそれ多おおいですわ！」

　生首膝ひざ枕まくらは、畏おそれ多おおくないらしい。

「それに、神様のお体に魔ま法ほうは効果を及およぼしません。マナは、鉄を嫌きらうので」

「何？　そうなのかね？」

「はい。特に、神様におかれましては、そのお体はオリハルコンと呼ばれる神聖な鋼はがねだとか。ゆえに、何千年経たとうとも、錆さびず、朽くちない体だと、神話では伝えられています」

「マナの次は、オリハルコンか。ファンタジー・ネームのオンパレードには、うんざりだな」

　兵ひよう悟ごは辟へき易えきとする。いい加減、蕁じん麻ま疹しんでも発はつ症しようしてしまいそうだ。

「神様は、その〝ふぁんたじぃ〟なるものが、あまりお好きではないご様子ですが……」

「ああ、もちろん大っ嫌きらいだとも！」

「畏おそれながら、その〝ふぁんたじぃ〟とは、一体どういったものなのでしょうか？」

　率そつ直ちよくな質問だった。先さき程ほども似たことを言ってしまったし、疑問に思うのも当然かもしれない。

「そうだな、平たく言ってファンタジーとは──この世界を形成しているすべてだな」

「え……？」

　分かりやすくするため、一言で説明したが、さすがに端折はしよりすぎたかもしれない。

　何となく伝わったかどうか、ピュティの反応を待っていると、力ない声が返ってくる。

「つまり……神様は、この世界が……わたくし達たちが、お嫌きらいだということでしょうか？」

「うっ……」

　失言だった。今の説明では、悪意を向けられたと誤解されても仕方ないではないか。

　しかし、弁解するのもおかしな話だ。実際に、ファンタジーが嫌きらいなのは紛まぎれもない事実だし、断固として訂てい正せいしたくない。

「……ああ、そのとおりだとも。私は、魔ま法ほうだの幻げん想そうだのと、甘あまっちょろいのが大っ嫌きらいなのだよ！　こんな世界、虫むし唾ずが走る！」

「──!!」

　ピュティが絶句した。

　つい攻こう撃げき的な口調になってしまったが、こうまで拒きよ絶ぜつされれば、さすがの夢見る鼻血エルフも黙だまらざるを得まい。

　彼かの女じよを傷つけたことに、罪悪感を覚えないわけではないが、相手は所しよ詮せんファンタジー娘むすめである。正直に嫌きらいなものを嫌きらいと言って、何が悪い。

「これに懲こりたら、私の伴はん侶りよだなどとは思わぬことだな。だいたい、ファンタジー風ふ情ぜいが──」

　兵ひよう悟ごが勢い任せに、ファンタジーを罵ば倒とうしようとした刹せつ那な、神としての威い厳げんを易やす々やすとぶち壊こわす嵐あらしがやってきた。問答無用で唐とう突とつに。

　筐きよう体たいの扉とびらが乱暴に開かれ、いかつい中年女性が顔を見せたのである。

「兵ひよう悟ご、さっきからお昼ひる御ご飯はんできたって、母さん言ってるでしょう!!　何で返事しないの!?」

「ほおおあああああああッ!?」

　兵ひよう悟ごは驚おどろきのあまり、心臓が口から飛び出しそうになった。

　まさかの母親、闖ちん入にゆうである。

「ご、ごめん、聞こえなかったんだ。すぐ行くから、母さん達たちは先に食べてて！」

「こんなゲーム機に閉とじ籠こもってるからよ。もうじき中間試験でしょ、ちゃんと勉強してるの？」

　母は眉み間けんに皺しわをくっきりと寄せて、息子むすこの目を凝ぎよう視ししてくる。

「──あの、どうかなさいましたか？　今、お声がおかしかったのですが……」

　ピュティもこちら側の異常に気付いたようである。気き遣づかわしげに尋たずねてきた。

「あら、珍めずらしく電話で誰だれかと話してんの？　もう御ご飯はんだから、早く切りなさい。いいわね？」

「──神様？　まるで神様のお声が、中年女性のように聞こえるのですが、一体何が……？」

　──ああ、もうダメだ。もはや収しゆう拾しゆうはつくまい。

　兵ひよう悟ごが途と方ほうに暮れていると、言いたいことだけ言った母は、ガレージから出ていった。

　助かった……。危き惧ぐしていたよりも、母が筐きよう体たいに関心を示さなかったのは、不幸中の幸いだろう。もし、母がピュティの存在に気付いて「兵ひよう悟ごの母です～」などと自己紹しよう介かいされた暁あかつきには、完全に神様終しゆう了りようである。つまるところ、最悪の事態は避さけられた……と言えるのだが。

「──何なに卒とぞ、お声をお聞かせください。わたくし、どうすれば良いのでしょうか……」

　如何いかんせん、ピュティを放置したままだった。適当なことを言って、煙けむに巻まくことはできよう。しかしつい先さき程ほど、酷ひどい言葉で罵ののしったばかりだ。ここで彼かの女じよの純心さに付け入るのは抵てい抗こうがある。

　兵ひよう悟ごはボイスチャット機能をオフにした。これで、こちらの声が聞こえることはない。

「イライザ、通信を切ってくれ」

「現在、解かい析せき不明のシステム・エラーにより、通信の遮しや断だんができません。しかしながら、スリープ・モードに移行することで、ログインを維い持じしながら、事実上同様の状態に変へん更こうできます」

「なら、それで頼たのむ」

「了りよう解かいしました。おやすみなさい、マスター」

　筐きよう体たい内の明かりが消えてゆく。上からスクリーンを覗のぞき込こんでいる不安げなピュティの顔も。

「何やってんだ、俺おれ……」

　そして兵ひよう悟ごの呟つぶやきもまた、暗くら闇やみの中に搔かき消きえていった。
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　よりにもよって翌日が日曜日だったことは、兵ひよう悟ごにとって幸か不幸か判断がつきづらい。

　十一日後には、煩わずらわしい中間試験が控ひかえている。勉強をした方がいいのは分かっているが、こうして自宅にいると、つい筐きよう体たいの怪かい現象と、ピュティのことを考えてしまう。

　昨日の見苦しい退場劇の後だけあり、彼かの女じよに会うのはどうも気が進まない。かといって──。

「……やっぱ、このままってわけにもいかないよな。筐きよう体たいを直さないと『戦せんマキ』できないし」

　兵ひよう悟ごは決然として自室を出ると、ガレージに向かった。筐きよう体たいの扉とびらを開けて薄うす闇やみに呼よび掛かける。

「やあ、イライザ」

「おはようございます、マスター。スリープ・モードを解除しますか？」

　兵ひよう悟ごが「頼たのむ」と告げると、スクリーンに薄うつすらと明かりが灯ともってゆく。

　映し出されたのは、神しん殿でんの祭さい壇だんから見える広間の光景だ。昨日は空の上でほっぽり投げてしまったが、いつの間にか元の位置に戻もどったらしい。すぐそこには、白と翡ひ翠すい色を基調とした神秘的な礼装を纏まとった少女の姿もある。その彼かの女じよの顔には、不安の影かげが落ちていた。

　心を悩なやませたことは確かであろう。いくら相手がファンタジー娘むすめといえど、悪いことをしてしまったかもしれない。

「……あー、おはよう、ピュティ」

「神様！」

　花が咲さいたように、彼かの女じよの表情が明るくなった。

「良かった……。心配しておりました。神様がこの世界をお嫌きらいだと仰おつしやっていましたから、もうお話しすることも、叶かなわぬのではないかと……」

　兵ひよう悟ごは、顔向けできなくなりそうだった。一言くらいは詫わびておくべきか。

「その……すまん。昨日は、突とつ然ぜん眠ねむってしまっただけだ。私の好すき嫌きらいとは関係ない」

「そうなのですか？」

「うむ。神たるもの、この世に干かん渉しようする時間が限られているのでな。時折、深き眠ねむりにつかなくてはならないのだよ」

「まあ、そんな御ご事情が……」

　口から出まかせもいいところだが、我ながら違い和わ感かんのない理由だと思う。

「……で、きみは、ずっと気に病やんでいたのかね？　昨日の私の言葉を？」

　遠えん慮りよがちに尋たずねると、ピュティは首を横に振ふった。そして、優やさしげな眼まな差ざしを向けてくる。

「わたくし、一晩よく考えて決めました。神様が、わたくし達たちを、この世界をお嫌きらいだと仰おつしやるのなら……神様に好きになっていただけるよう、精せい一いつ杯ぱい努力しようって」

「は……？」

「畏おそれながら、鬱うつ陶とうしいとお思いになられるかもしれませんが、わたくしは神様のお傍そばから離はなれませんわ。こう見えても、しつこいんです、わたくし」

　どれだけポジティブな思考なんだか。兵ひよう悟ごは呆あきれるのを通とおり越こして、頭が痛くなってきた。

「まったく……。きみは、ストーカーというヤツかね？」

「はい？　〝すとぉかぁ〟ですか？」

　ピュティは、当惑顔で萎い縮しゆくしてしまう。

「申し訳ありません。神様のお言葉は、とても尊く、わたくし如ごときでは、理解の及およばぬ時があるのです。昨日お眠ねむりになられる間ま際ぎわに、中年女性のようなお声でお話しくださったことも、意図を計りかねております。なぜ神様が、唐とう突とつにお昼ひる御ご飯はんができたと仰おつしやっていたのか……」

「ぶほぉ、ごほぉっ！」

　兵ひよう悟ごは咽むせてしまった。

　やはり母の声は、ピュティに届いていたか。無む駄だに声が大きいので始末が悪い。

「あ、あれは、その、アレだ。昨日は風邪かぜ気味でね。喉のどと頭の調子が悪かったのだよ」

「え？　それで中年女性のようなお声に？」

「そうだとも！　それで中年女性のような声になったのだ、私は！」

　迫はく力りよくある語調で言い切った。

「神とは常にダイナミックなのだよ。風邪かぜで声が変わる時もダイナミックに。熱で意識が朦もう朧ろうとした時も、ダイナミックに意味不明なことを口走ってしまう。しかし、もう安心していい。むしろ忘れてくれ。今はこのとおり、すっかり元気だからな。ハッハッハッ」

　乾かわいた笑いが、筐きよう体たい内に反はん響きようした。無事に言いい含ふくめられそうだが、この虚むなしさは何だ。

「それをお伺うかがいして、ほっと致いたしましたわ。それでは昨日に引き続き、飛行散策を致いたしませんか？　実はわたくし、またしても妙みよう案あんを思いついたのです」

　嫌いやな予感しかしない。しかし一連の流れが、兵ひよう悟ごに拒きよ否ひ権を与あたえてくれそうになかった。




　まるで、包装紙にくるまれて八百屋に運はこび込こまれるメロンか西すい瓜かの気分だ。

　今、正体不明アンノウンの頭部は、目と思おぼしき部分──外部環かん境きようカメラを除き、布でぐるぐる巻きにされている。御ご神しん体たいだと分からないようにするための、ピュティなりの隠いん匿とく措そ置ちらしい。

　こうして人目を欺あざむき、ピュティはデウスを膝ひざの上に乗せ、裾すそ野のの集落へと繰くり出だしていた。

　確かに、御ご神しん体たいだとバレなければ、神の存在を民衆に気取られることもない。しかしながら、何ともお粗そ末まつな妙みよう案あんである。兵ひよう悟ごは、溜ため息いきをついてしまう。

　歩くような速度で低空飛行を続けていると、エルフ達たちで賑にぎわう集落の様子がよく分かる。

　神しん殿でんのある丘おかの麓ふもとの、なだらかな傾けい斜しやにつくられた集落には、石造家屋が軒のきを連ねていた。あたかも古代の地中海に興おこった、牧歌的な都市国家を彷ほう彿ふつとさせる。

　街の規模は、兵ひよう悟ごの暮らすだだっ広い田舎いなか町まちよりも、大きそうだ。その上、漲みなぎるものが違ちがう。

「ふむ、広いばかりでなく、ずいぶんと活気があるようだな」

「お褒ほめいただけて嬉うれしです」

　別に褒ほめたわけではない。率そつ直ちよくに、見たままを言っただけだ。なのにピュティは、我わがことのように喜んでいる。

「この中央広場では、定期的に大きな市いちが開かれているのです。大たい概がいの物は、この集落で揃そろいます。ですから、ここにはエルフ族以外の方々も、よく交易に訪おとずれているのですわ」

「ほう……」

　確かによく見てみると、露ろ店てんが並ぶ広場には、エルフ族とは異なる種族もいるようだ。

　猫ねこ科かの動物や、兎うさぎなどの哺ほ乳にゆう類るいと人間が混じったような獣じゆう人じんもいれば、爬は虫ちゆう類るいと人間を混ぜ合わせたような蜥蜴人間リザードマンもチラホラと目につく。

　それに、ずんぐりむっくりとした体格で、毛深く、屈くつ強きようそうな一団もいる。あれは束たばねが言っていた、エルフと並んでファンタジーを代表する、洞どう窟くつの住人ではなかろうか。

「もしや、あの者達たちは……ドワーフかね？」

「はい。ドワーフ族も、ごく一部の奇き特とくな方々は、エルフ族と交易をしてくださいます。というのも、お恥はずかしい話ですが、昔から彼かれらとは、あまり良い関係を築けていないもので……」

　エルフとドワーフの仲が云うん々ぬんなどということよりも、ドワーフの実在に、驚おどろかされてしまう。

　もっとも、エルフがいたのだからドワーフが出てきても不思議ではないが、筐きよう体たいのスクリーンに映るこの世界が、現実のものなのかどうか、改めて分からなくなりそうだ。

　沈ちん思し黙もつ考こうする兵ひよう悟ごに、ピュティが心配そうに声を掛かけてくる。

「神様、どうかなさいましたか？」

「いや、少し感心していただけだ。存外、エルフ族は他種族と上手うまく共存しているのだな、と」

「…………そうでもありませんわ」

　途と端たんに、ピュティの声が沈しずんだように聞こえた。

　踏ふみ込こんではいけないような気がしたので、兵ひよう悟ごは誤ご魔ま化かすように切り返す。

「詳くわしい事情は知らんが、それでもこうして、ずいぶん他種族が集まっているではないか。ドワーフに獣じゆう人じん、それに蜥蜴人間リザードマン。まるで、この市いちは人種の坩る堝つぼだな？」

　そうは言ったものの、兵ひよう悟ごと同じ普ふ通つうの人間は一人も見当たらなかった。ここまで原住民フアンタジー・キヤラだらけだと、やはり落ち着かない。どうにも、そわそわしてしまう。

　するとこちらを気き遣づかってか、今度はピュティが努めて明るく振ふる舞まってくれる。

「この集落を治めている裾すそ野のの長老は、交易を重んじていますから、自おのずと賑にぎやかな集落になったのだと思います。わたくしは、ここが大好きです」

「……ふむ、その裾すそ野のの長老とやらは、中々物分かりの良さそうな爺じいさんではないか」

　ピュティがクスッと笑う。

「物分かりの良い方ですけど、お爺じいさんではありませんわ。お洒落しやれなおじ様です。裾すそ野のの長老は、わたくしの後見人で、小さい頃ころからお世話になっております」

「そうだったのかね。ならば、昨日きみが言っていた、ほかの集落もこんな感じなのかな？」

「規模こそ同等ですが、集落ごとに特色が違ちがいますね。ここ、裾すそ野のの集落は交易で発展しましたが、ほかの二つ……樹じゆ海かいの集落と、渓けい谷こくの集落は、それぞれ独自の発展を遂とげています。樹じゆ海かいの集落では伝統と知識を重んじられ、渓けい谷こくの集落では勇ゆう猛もうさが重んじられていますので」

　なるほど。特色こそ違ちがえども、ここと同規模の集落が三つあるということは、エルフハイム地方は台地とはいえ、日本の小さな県の半分ほどの広さがあるのではなかろうか。

　さりとて、文化面で大きく異なる日本を引き合いに出すのも、おかしな話かもしれない。

　ここは、あたかもファンタジーＲＰＧの街のような有あり様さまで、兵ひよう悟ごにしてみれば実に居い心地ごこちが悪いのだ。もし自由になる体があったら、一人で神しん殿でんに引き返したいくらいである。

「やれやれ、体がないというのは不便なものだな。なぜ私は首だけになってしまったのか……」

　我ながら間ま抜ぬけな問いだった。生首の発言だと考えると、かなりシュールだ。

　頭の上から、ピュティが答えを返してくれる。

「神話によりますと……天上において、神様は数多あまたの魔ま神じんを討うち取とり、最後の魔ま神じんの一柱と相あい討うちになって、首を落とされたと伝えられております。地上に落ちた神様の御み首ぐしを、エルフの祖があの丘おかで見つけたとか。それで神しん殿でんを築き、御み首ぐしを御ご神しん体たいとして奉たてまつったそうです」

「では、私の体は、どこに落ちてしまったのかな？」

「東の聖域……湖島に落ちたと伝えられていますが、こちらは見つかっておりません」

「むう、そうなのか……」

「実はわたくし、幼い頃ころに湖島の付近で、首のない彫ちよう像ぞうを見かけたことがあるのですが……」

「ほお？　もしや、その像が私の体だと？　確かかね？」

　もし体が見つかれば、怪かい現象の調査の幅はばも広げられそうだが……。

「い、いえ、それが、なにぶん視界が悪かったもので、確かなことは……。申し訳ありません、曖あい昧まいなことを申し上げてしまいました。どうかお聞き流しを」

　残念ながら、有力な情報とは言い難がたい。とはいえ、虱しらみ潰つぶしに探すよりはマシなはず。

　兵ひよう悟ごは、もう少し詳くわしく訊きいてみようとした。しかし、道往く人々が、ピュティに気付いて挨あい拶さつをしてくるものだから、おとなしく口を噤つぐみ、物体に徹てつするよりなくなってしまう。

　それにしても、集落のエルフ達たちに笑え顔がおで迎むかえられるピュティを見るに、人望があるようだ。

「──ミコさまだ！」

　突とつ然ぜん、幼い声がしたかと思うと、石いし畳だたみを駆かける複数の足音が響ひびいてきた。

　そしてあっという間に、ピュティとデウスは、エルフ族の子供達たちに囲まれてしまった。
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「こんにちは、ミコさま。きょうは、おでかけなの？　どこいくの？」

「ねえねえ、いっしょにあそびましょ？」

「はなぢ、だいじょうぶ？」

「ひざにのせてるの、なぁに？」

　いきなり質問攻ぜめだ。さすがに子供は遠えん慮りよがない。

「皆みなさん、こんにちは。今日は集落を見て回っています。ちょっと忙いそがしくて、皆みなさんと一いつ緒しよに遊べないのです。ごめんなさい、また今度ご一いつ緒しよしましょう。幸い、今日は鼻血も出ていませんから、ご心配には及およびませんわ。それから……ふふ、この包みの中身は秘密です」

　驚おどろくことにピュティは、困った様子も見せず、子供達たち一人一人と楽しそうに話していた。もっとも、御ご神しん体たいについて質問した目め聡ざとい子供に対しては、笑って答えをはぐらかしていたが。

　しかしながら、こうしょっちゅう人が寄ってくるのでは、御ご神しん体たいだとバレるのも時間の問題のように思える。慕したわれるのは結構だが、この状じよう況きようでは自じ分ぶん達たちの首を絞しめかねない。

　子供達たちが手を振ふりながら去ってゆくのを見計らい、兵ひよう悟ごは小声でピュティに言った。

「集落を周るのは、これくらいにしておかないかね？　いずれ、私に勘かんづく者がいそうだ」

「分かりました。では代わりに、わたくしのとっておきの場所に、お連れできればと思います」




　ふわり。ピュティは杖つえから舞まい降おりると、近くにある石台の上に、そっと御ご神しん体たいを置いた。そして、丁てい寧ねいに包みを外してくれる。

　二人が降り立ったのは、意外にも神しん殿でんの屋根の上だった。

　確かに〝とっておきの場所〟だと言うのも頷うなずける。ここからだと、裾すそ野のの集落が一望できるのだ。その上、人が来ることもないから、人知れず集落を見み渡わたすのに丁度良い。

「なるほど、穴場だな。神しん殿でんの屋根に上ろうという不届き者は、そういないだろうからね」

「も、申し訳ありません。わたくし、その不届き者ですよね……」

　今さらピュティが畏かしこまるので、兵ひよう悟ごは可笑おかしくなってしまう。

「ここまで来て何を言っている？　神と巫女みこの特権だとでも思いたまえ」

　そう励はげますと、ピュティは相好を崩くずした。嬉うれしそうでいて、懐なつかしそうに目を細める。

「昔、先代の巫女みこにも似たことを言われました。ここに上れるのは、巫女みことその妹の特権だと」

「……と、いうことは、先代の巫女みこは、きみの？」

「はい。姉、メルクライラは、エルフの民たみの幸せを願い、献けん身しん的に生きた巫女みこの鑑かがみのような人でした。早くに二親を亡なくしたわたくしにとっては、尊敬する肉親であり、憧あこがれだったんです」

　楽しそうだったピュティの声は、しだいに憂うれいを帯びてゆく。

　無理もない。彼かの女じよの言葉から察せない者などいなかろう。なにしろ、メルクライラという女性は、先代の巫女みこなのだ。おそらく故人ではなかろうか。

「……辛つらいことを聞いたかな？」

「いえ、メル姉様のお話ができて良かったです。姉様も、ここからの景色が好きでしたから」

　確かに、人の営みを身近に感じるからか、上空から大自然を眺ながめるのとは違ちがった趣おもむきがある。

「神様は先さき程ほど、失われたお体のことをお尋ねでしたよね？」

「ん？　ああ、そうだったな」

「もし、姉様がいらっしゃったら、わたくしよりも、きちんとしたお答えができて、神様のお役に立てたはずです。それなのに、悔くやまれます」

「何を言っているのかね。姉は姉、きみはきみだろう」

「でも……」

「気に病やむのであれば、ほかに私の体のことを知っていそうな者を紹しよう介かいしてくれたまえ。千年も二千年も生きている生き字引のような爺じいさんとか、エルフ族にいそうではないか？」

「そ、そこまで長生きな方はちょっと……。わたくしどもの平均寿じゆ命みようは二百歳さいくらいですから」

　それでも驚おどろくほど長ちよう寿じゆだ。やはり兵ひよう悟ごが知る創作上のエルフと、合がつ致ちする特とく徴ちようが多い。

　──待て。それでは、ピュティは一体いくつなのだろうか。

　こうしている限りでは、彼かの女じよは兵ひよう悟ごと同じ年くらいに見える。しかしエルフ族が、不老長ちよう寿じゆであることを考えると、外見が老ふけていないだけで、ずっと年上なのかもしれない。

　女性の年ねん齢れいを尋たずねるなど、人の身では中々の難題である。しかし神であれば、人間にできないことを平然とやってのけることができるのだ。

「ピュティよ。唐とう突とつな質問になるが、きみはいくつだ？」

「え？　いくつって、わたくしの年ねん齢れいのことでしょうか？」

「そうだ。聞いてもいいかね？」

「はい。もうすぐ、八つになりますわ」

「……………………は？　何だって？」

「もうすぐ八歳さいになるんです、わたくし」

　さも当然といった様子で、ピュティは繰くり返かえした。

　兵ひよう悟ごは絶ぜつ叫きようしたい衝しよう動どうを必死に堪こらえる。何がどうなっているのだろうか。理解の範はん疇ちゆうを遙はるかに超こえた、新たな怪かい現象の発生である。

　抜ばつ群ぐんのプロポーションを誇ほこるピュティが八歳さいだと言う。これでは、女子高生でありながら貧ひん相そうな体の束たばねなど、まるっきり立たつ瀬せがないではないか。

　無言のまま固まっていると、ピュティは恥はずかしそうに呟つぶやいた。

「やっぱり、おかしいですよね……」

「え？」

「人からよく言われるんです。……わたくし、年ねん齢れいの割には子供っぽいって」

「逆だよね、それ!?」

　思わず、兵ひよう悟ごは素のまま叫さけんでしまった。ツッコまずにはいられないほど奇き怪かいな発言だ。

　いくらなんでも、これはおかしい。異種族間の相そう互ご理解に欠ける何かがあるのではないか。

「ちなみに、エルフ族の成人年ねん齢れいはいくつくらいなのだろうか？」

「八歳さいです。わたくしも、もうじき大人の仲間入りなのに、精神的に未熟だそうで……」

　なんとなく見えてきた。日本だって、成人を元服と呼んでいた時代は、十五歳さいくらいの男子を、すでに大人扱あつかいしていたというではないか。それを踏ふまえて、兵ひよう悟ごは当たりをつけてみる。

「もしかして、エルフ族は極きよく端たんに成長が早い種族なのかね？」

「そうですね。ほかの種族に比べ、わたくし達たちは肉体の全ぜん盛せい期きが長いといわれています。心身共に早熟で、幼年期がほかの種族の半分ほどしかなく、老化が極きわめて緩ゆるやかなのだそうです」

　ようやく腑ふに落ちた。おそらく、エルフ族は一いつ般ぱん的な人間の倍くらいのスピードで大人になり、二分の一ほどのスピードで老いてゆくのではあるまいか。

　そう考えて、ピュティの年ねん齢れいを一いつ般ぱん的な人間年ねん齢れいに直すと、もうすぐ十六歳さいを迎むかえる女の子ということになる。やはり兵ひよう悟ごと同い年だ。これで、束たばねも少しは救われたのではないだろうか。

　しかし、エルフ族の特異な成長が分かったところで、これが筐きよう体たいに起こった怪かい現象と関わっているとは到とう底てい思えない。それに、このまま集落を眺ながめていても新発見はなさそうだ。

　兵ひよう悟ごは、祭さい壇だんに戻もどるよう、ピュティを促うながすことにした。




　空飛ぶ魔ま法ほうで帰路につく。再び祭さい壇だんに御ご神しん体たいを収めたピュティは、力が抜ぬけたようにしゃがみ込こんでしまった。

「ん？　また鼻血かね？」

「は、はい。ちょっとだけ。わたくし、鼻血癖ぐせがありまして。神様と長い時間ご一いつ緒しよできたかと思うと感かん極きわまってしまい、つい……。直じきに治おさまりますので、ご心配なく」

　兵ひよう悟ごは呆あきれてしまう。

　言葉どおり、しばらくして彼かの女じよは鼻を袖そでで押おさえながら立ち上がった。少し顔色が悪いようにも見える。

「今日はもう休んではどうかね？」

「えっ、でも……」

「私も〝眠ねむり〟たいのだよ。構わんだろう？」

　別にピュティを気き遣づかっているわけではない。兵ひよう悟ご自身、少し疲つかれたのだ。

「……はい、神様。おやすみなさいませ」

　ピュティは一礼すると、祭さい壇だんのある広間から立ち去っていった。




　筐きよう体たいから出ようとしたところで、兵ひよう悟ごはやり残したことを思い出した。

　スクリーンに映る、可愛かわいらしいアンティーク・ドールに指示を出す。

「そうだ、イライザ。正体不明アンノウンの名めい称しようを〝デウス・エクスマキナ〟に変へん更こうしておいてくれ」

「了りよう解かいしました。再登録、完かん了りようです」

「サンキュー。いくら筐きよう体たいが直るまでの期間とはいえ、正体不明アンノウン呼ばわりのままじゃあ、味気なさすぎるからな。ま、そのうち怪かい現象解明に繫つながる情報が飛とび込こんできて、短い付き合いになるかもしれないけどさ」

「……マスター。ワタシからもよろしいでしょうか？」

「え？　珍めずらしいな。構わないよ」

「ディープラーニングにおける質問です。ワタシには、人間が言う〝好き〟や〝嫌きらい〟といった概がい念ねんが、今一つ理解できません。これらの概がい念ねんを説明してください」

　それはそうだろうと兵ひよう悟ごは思う。いかにアップグレードしたとはいえ、イライザが人工知能ＡＩであることに変わりはないのだから。果たして、上手うまく教えられるかどうか。

「えーと、〝好き〟ってのは、こう心が惹ひかれるというか、シックリ合うというか、そんな感じの気持ちだ。俺おれでいえば、ＳＦロボが好きなものだな。もちろん『戦せんマキ』もだ」

「……では、マスターはワタシが〝好き〟ということですか？」

　思わぬ返し文句に、ドキッとしてしまう。

「ん……まあ、そうなるな」

　人工知能ＡＩ相手に、照れてどうする。兵ひよう悟ごは誤ご魔ま化かすように、もう一つの回答を述べる。

「それから、〝嫌きらい〟ってのは、嫌いやだって感じる気持ちかな。あれ？　〝好き〟を説明するより難しいぞ。う～ん、つまり〝好き〟の反対だ。俺おれでいえば、ファンタジーが嫌きらいなものだよ」

「なるほど。やはりマスターは、あのピュティアーテという女性が〝嫌きらい〟なのですね？」

「は？」

「あなたは、アクセス先の空間や物体、生物を、ファンタジーだと総そう称しようしました。そこには、彼かの女じよも含ふくまれると解かい釈しやくしていたのですが、誤りでしょうか？」

「それは間ま違ちがっちゃいない。でも、ピュティを嫌きらってるわけでもない」

「エラー。矛む盾じゆんしています。それでは、マスターはピュティアーテが〝好き〟なのですか？」

　兵ひよう悟ごは面食らった。何を言い出すのやら。人工知能ＡＩらしい極きよく端たんな分ぶん析せきに啞あ然ぜんとしてしまう。

「スリープ・モードだ。もう寝ねてろ！」

　そう吐はき捨すてると、そそくさと兵ひよう悟ごは退散を決きめ込こむ。

「はい。おやすみなさい、マスター」

　イライザの声が、誰だれもいないガレージに残ざん響きようした。
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　放課後のチャイムが鳴った。

　これにて、本日の授業はすべて終しゆう了りよう。部活に所属していない兵ひよう悟ごは、晴れて自由の身である。

　ここ数日、授業を終えて帰宅するのが待ち遠しくて仕方がなかった。一日でも早く『戦せんマキ』の筐きよう体たいに起こった怪かい現象の原因を突つき止とめ、これを修復しようと躍やつ起きになっていたのだ。

　とはいっても、目ぼしい成果が上がらず、調査は捗はか々ばかしくない。しかし、情報収集の過程で、ピュティと取り留めのない話をするのも、そう悪くはないと思えるようになっていた。

　兵ひよう悟ごは鞄かばんを持って席を立つと、ウキウキした足取りで教室を発たとうとする。

「あ、寒かん原ばら、ちょっといい？」

　思いもかけぬ呼び止めに、驚おどろいて振ふり返かえった。

　声を掛かけてきたのは、栗くり色いろの髪かみをツーサイドアップにした女子生徒、等と々ど力ろき束たばねである。

　ざわり。教室中の目がこちらに向いた。それは、奇き異いと敵意の入り混じった視線だ。

　どういうわけか、束たばねはクラスでの人気が極きわめて高い。彼かの女じよに思いを寄せる男子も少なくないようだし、女子からも頼たよりにされ、慕したわれている。兵ひよう悟ごに言わせれば過大評価甚はなはだしいのだが。

　それに引ひき換かえ、兵ひよう悟ごは人間関係が希き薄はくなボッチ……もとい、孤こ高こうの人だ。

　そんな影かげの薄うすい男子に、人気者の女子が話はなし掛かけたのだから、注目されても仕方なかろう。

　面めん倒どうごとは御ご免めんだとばかり、兵ひよう悟ごはそっけなく返事をする。

「何か用？　等と々ど力ろきが教室で話はなし掛かけてくるなんて、珍めずらしいこともあったもんだな」

「ん、用っていうかさ……」

　どういうわけか、束たばねは煮にえ切きらない様子だった。こういう彼かの女じよは、どうにも気持ちが悪い。

「用がないなら、行くけど？」

「ねえ！　あんた、どうしちゃったの？」

　会話を打ち切ろうとした途と端たん、束たばねは思い切った様子で訊たずねてきた。

「最近、変よ？　この前までは干ひからびたゾンビみたいになってたくせに、ここ一週間は、何かご機き嫌げんっていうか、ニタニタしちゃってさ。キモいんですけど？」

「キモい……だと？　失礼な。喧けん嘩か売りにきたのか、おい？」

「違ちがう！　そうじゃなくて……」

「そうじゃないなら、余計なお世話だ。だいたい、ニタニタなんかしてない」

「してたわよ。さっきだって……。とうとう気が触ふれたんじゃないかって思うくらいにね」

「おい、キモいの次は狂きよう人じん呼ばわりか──」

　兵ひよう悟ごは怒ど鳴なりつけようとしたが、すぐに思い直した。殊ことの外ほか、束たばねの表情が真しん剣けんだったのだ。

「『戦せんマキ』のことでショックだったのは分かるけど、あんまり思おもい詰つめるなよ。来週には中間もあるんだしさ」

　そのとおり。来週の木曜と金曜には、中間試験がある。そして幸いにも、兵ひよう悟ごは試験にそれなりの自信があった。なにせゾンビ期間中、気を紛まぎらわしたくて学業に励はげんでいたのだから。

「ん、中間なら、たぶん大だい丈じよう夫ぶだ」

「あっそ。……用は、そんだけだから。じゃあ」

　せかせかと、彼かの女じよは自分の席へ戻もどっていく。まさか、心配してくれていたのだろうか。

　狐きつねにつままれたような気分になりながら、兵ひよう悟ごは家路を急ぐのであった。




　自宅に戻もどるや否いなや筐きよう体たいに向かうと、操縦席からスリープの解除をイライザに指示する。

　映し出されたのは、西日が差す祭さい壇だんの広間。

　スクリーンに、変わらず同じ景色が現れたかと思いきや、その様子がいつもと異なっていた。

　普ふ段だんは使われていない木造りの円えん卓たくを囲み、ピュティは見たことのない二人のエルフと話はなし込こんでいる。それも穏やかな雰ふん囲い気きではない。困り顔の彼かの女じよが、何かを訴うつたえているようだ。

　声を掛かければ、ほかのエルフにも気付かれてしまうだろう。兵ひよう悟ごは傍ぼう観かんを決きめ込こむ。

　盗ぬすみ聞ぎきするのは気が咎とがめたが、ピュティの様子に、懸け念ねんを抱いだかずにはいられなかった。




「──もうしばし、このままお待ちくださいませんか？」

　ピュティが懇こん願がんしているのは、向かいの席から今にも立ち上がらんとする、長い白しら鬚ひげをした大おお柄がらな老エルフだ。素そ朴ぼくなローブを着き込こんだこの老人は、見るからに気難しそうな人物である。

「まだ待てと仰おおせか？　昼間から待っておるのですぞ。ご覧らんなされ、もう夕刻ではないか！」

　白しら鬚ひげの老エルフが、凄すごい剣けん幕まくで憤ふん慨がいしていた。

　すると、席に座すわっているもう一人のエルフが、ピュティに加勢してくれる。

「まあまあ、巫女みこ様もこう仰おつしやっていることですし、もうちょっとお待ちしましょうよ。ね？」

　宥なだめすかすように言うこのエルフは、温厚そうな垂れ目の優やさ男おとこだ。三十前後の年ねん齢れいに見えるが、エルフ族の外見年ねん齢れいはあてにならない。

　彼かれが着こなしているのは、紋もん様ようの織おり込こまれたお洒落しやれな衣服である。そのため、羽は振ぶりの良い商人のようにも見えるが、実際何者なのだろうか。

　もっとも、得体が知れない点でいえば、おっかなそうな老エルフも同様だ。皺しわだらけの顔から覗のぞく双そう眸ぼうがギロリと動き、優やさ男おとこの横よこ槍やりを許さなかった。

「おい、裾すそ野のの。いつから儂わしに、そのような軽口を叩たたけるようになった？　貴様を長老にしてやったのが誰だれだったか、失念したわけではあるまいな？」

「や、やだなぁ～、もちろん忘れていませんって。樹じゆ海かい殿どのあっての、僕ぼくですとも」

　狼狽うろたえる優やさ男おとこを不ふ憫びんに思ったのか、ピュティが二人に頭を下げる。

「お二人をお待たせしていることは、心苦しい限りです。しかしながら、各集落の長たる三長老が揃そろってこその評ひよう定じようですので、何なに卒とぞご辛しん抱ぼうくださいますよう……」

　ピュティ達たちのやり取りを聞いていて、ようやく兵ひよう悟ごは事情が吞のみ込こめてきた。

　ここに集められているのは、ピュティを除いて、三つの集落の統治者である長老達たちのようだ。

　呼こ称しようから察するに、あの優やさ男おとこは、裾すそ野のの集落を治める長老……即すなわち、裾すそ野のの長老なのだろう。特とく徴ちようからも、前にピュティが言っていた〝お洒落しやれなおじ様〟という表現に合がつ致ちする。

　老エルフの方は、〝樹じゆ海かい殿どの〟と呼ばれていたから、樹じゆ海かいの集落の長老に違ちがいない。

　残りの一つは……確か、渓けい谷こくの集落という所だったと、兵ひよう悟ごは記き憶おくしていた。

　つまり、到とう着ちやくが遅おくれているのは、渓けい谷こくの長老ということになる。その人物に、樹じゆ海かいの長老はご立腹というわけだ。すっかりお冠かんむりの彼かれは、ピュティに八つ当たりせん勢いである。

「巫女みこ様、一体どういう了りよう見けんですかな？　御み柱はしらの巫女みこは、いわばエルフ族の主柱。易やす々やすと頭こうべを垂れるものではありませぬぞ。あなたには、我らの長たる自覚がないのでは？」

「……そんな。以後、気を付けます、樹じゆ海かいの長老」

　老エルフが居い丈たけ高だかにピュティをなじったが、兵ひよう悟ごは腹立たしさより、驚おどろきが優先してしまう。

　エルフ族の長……彼かれは、ピュティをそう言った。

　出会った頃ころ、ピュティは同どう胞ほうを代表していると言っていたが、それは文字通りの意味だったのだ。要するに、御み柱はしらの巫女みことは、エルフの女王のような存在だったということになる。

　兵ひよう悟ごは軽く身み震ぶるいした。自分はとんでもない相手を騙だまくらかしたものだと。

　ところが、老エルフは横おう柄へいな言動で、ピュティを恐きよう縮しゆくさせている。とても、エルフの長に対する態度とは思えない。これには、裾すそ野のの長老も黙ってはいなかった。

「樹じゆ海かい殿どの、今のはちょっと言葉がすぎたんじゃありませんかねぇ？　落ち着きましょうよ」

「たわけ！　儂わしは落ち着いておるわ!!」

「ですよね～」

　優やさ男おとこは、一いつ喝かつのもとに静まり返ってしまう。彼かれはピュティに向かって「ごめん」とでも言いたげに、テーブルの下で両手を合わせている。まったくもって頼たよりにならない。

　──と、その時。広間の張はり詰つめた空気をものともせず、颯さつ爽そうと現れる者がいた。

「悪いね。だいぶ遅おそくなっちまった」

　ハスキーな声と共に入室してきたのは、背の高い褐かつ色しよく肌はだのエルフ女性だ。

　彼女は、銀色の波打った髪かみを後ろで束たばね、筋肉質で引ひき締しまったスマートな体型をしている。見た感じの年ねん齢れいでは、二十代半ばのようだが、確かなことは分からない。

　意外だったのは、その出いで立たちだ。鉄製の軽けい鎧がいに身を包み、鉄の大たい剣けんを背に差している。鉄と魔ま法ほうは、相あい性しようが悪いと聞いていたのだが。

　兵ひよう悟ごは目を瞬しばたたかせた。この女が、渓けい谷こくの長老だとでもいうのだろうか。あまりにも、ほかのエルフ達たちとイメージが違ちがう。彼かの女じよは、豪ごう快かいで粗そ野やな荒あらくれ者ものといった印象だ。

「お待ちしておりました、渓けい谷こくの長老」

　この女エルフを、ピュティが迎むかえ入いれる。やはり、彼かの女じよが渓けい谷こくの長老で間ま違ちがいないらしい。

「どれだけ待たせるつもりだ、渓けい谷こくの？　儂わしは昼前から、神しん殿でんにおるのだぞ！」

　いきなり嚙かみついたのは、言わずもがな樹じゆ海かいの長老だ。

「だから悪かったって言ったろ？　あたしんトコは国境にあるんでね、国境の向こうで動きがあると、持ち場を離はなれられなくなっちまうのさ。どっかの暇ひまな集落が羨うらやましいねえ」

　渓けい谷こくの長老も負けてはいなかった。侮ぶ蔑べつに口元を歪ゆがめ、応戦する。

「女、格式高き我わが樹じゆ海かいの集落を、愚ぐ弄ろうするか？」

　場の空気が、より険悪になった。ピュティが慌あわてて二人の仲ちゆう介かいに入り、話題を変える。

「あの、渓けい谷こくの長老。〝国境の向こうの動き〟とは、リリパット族のことでしょうか？」

「ああ、そうさ。厄やつ介かいなことになっちまったよ。巫女みこ様も聞いてるようだね？」

　渓けい谷こくの長老は、着席しながら尋たずねてくる。

「はい。裾すそ野のの長老より報告を受けました。リリパット族の侵しん攻こうで、ついに北ほつ方ぽうの種族がすべて併へい合ごうされたと」

「ああ。生き残った連中は捕とらえられて、奴ど隷れいに堕おとされたって話だ」

「惨むごい話です。北ほつ方ぽうの方々とは友好的な関係ではありませんでしたが、同情を禁じ得ません」

　他種族の悲劇は、ピュティに暗い影かげを落とす。

　前に彼かの女じよは、他種族との関係に、何かしらの問題が生じているような素そ振ぶりを見せたことがあった。その最たるものが、話題に上がっているリリパット族とやらのことではなかろうか。

　裾すそ野のの長老も、真しん剣けんな面おも持もちで話に加わってくる。

「そうですね。彼かれらの敗北により、リリパット族の帝てい国こくは領土を拡大。ついにエルフハイムと隣りん接せつしました。連中は味を占しめている。次は、こちらに攻せめ込こんでくる可能性が高いですよ」

「ええ、警けい戒かいせねばなりません。北ほつ方ぽうの種族には、わたくし達たちと同様、魔ま法ほうに長たけた種族が多くいました。それがこうも容易たやすく敗れたということは、噂うわさは本当だったのでしょう。……リリパット族には、魔ま法ほうが効かない」

　ピュティは慎しん重ちような口調で危あやぶんだが、樹じゆ海かいの長老はこれ見よがしに一いつ蹴しゆうする。

「馬ば鹿かな。リリパットなど、あざとい小人にすぎませぬ。そもそもあの小人どもは、かつては奴ど隷れいも同然だったのですぞ。魔ま法ほうも使えず、非力で脆もろい。神に見放された卑いやしい種族だというのに、魔ま法ほうが効かぬわけがありましょうや。誇ほこり高たかきエルフが恐おそれをなしてどうなさる？」

「そいつは百年近く昔の話じゃないのかい？　今じゃ連中は、大帝国を築いてるじゃないか」

　女長老が茶々を入れると、老エルフが目角を立てた。

「たわけ。種族の本質など変わるものではないわ。連中の帝てい国こくなぞ、所しよ詮せんは砂上の楼ろう閣かくよ」

　余よ裕ゆう綽しやく々しやくとしている樹じゆ海かいの長老に、一いち抹まつの不安を覚えたのか、ピュティが意見を挟はさむ。

「わたくしは若じやく輩はいゆえ、昔のことは存じません。ですが、現在の彼かれらが、鋼レ鉄プ偽リ神カと呼ばれる恐おそるべき大おお鎧よろいを所持していることは確かですわ。彼かれらはそれを用い、他種族との身体能力の差を埋うめるばかりか、凌りよう駕がしていると聞いています」

「ふん。ならば巫女みこ様は、その鋼レ鉄プ偽リ神カとやらには、魔ま法ほうも効かぬと仰おおせか？」

「確証はありませんが、おそらく……」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。すべてが鉄でできていない限り、そのようなことがあるものか。だいたい、もしそんな鉄の塊かたまりがあったとして、どうやって動かす？　重くてとても動かせんでしょう？」

　老エルフは一いつ笑しように付したが、裾すそ野のの長老は思うところがあるようで、硬い表情で口を開いた。

「……これも噂うわさにすぎませんがね、リリパット族の鋼レ鉄プ偽リ神カは、太古の魔ま神じんの亡なき骸がらを複製してつくられているそうです」

「裾すそ野のの、何の与よ太た話ばなしだ。それは？」

「仰おつしやるとおり、真しん偽ぎのほどは定さだかじゃないんですが、それが鋼レ鉄プ偽リ神カと呼ばれる由ゆ縁えんだとか」

「だとしても、儂わしらエルフ族には切り札があるのを失念してはおるまいな。かの大いなる魔法グランド・マジツクは、魔ま神じんに抗あらがうため、我らが祖の編み出したる切り札よ」

「樹じゆ海かい殿どの……。お言葉ですが、誰だれも忘れてはおりません。だからこそ、余計にアレを切り札と呼んで良いか判断しかねるのです」

　神を騙かたる兵ひよう悟ごにしてみれば、魔ま神じんだの大いなる魔法グランド・マジツクだのと言われても、現実味のない夢物語フアンタジーにすぎない。しかし、エルフ達たちからすれば、対岸の火事ではないのだ。

　張はり詰つめた空気の中、ピュティが立ち上がる。

「リリパット族の鋼レ鉄プ偽リ神カの正体に関しては、未いまだ憶おく測そくの域を出ません。しかし、彼かれらが極きわめて危険な存在であることに間ま違ちがいはないでしょう。ですから、わたくしは御み柱はしらの巫女みことして、今こそ三つの集落が一いつ致ち団結し、リリパット族の侵しん攻こうに備えるべきだと、提案致いたします」

「……一いつ致ち団結だって？」

　溪けい谷こくの長老が、眉まゆ根ねを寄せていた。

「巫女みこ様、あんたの言い分は理解できるけどさ。あたしらが一いつ致ち団結するってのは、具体的にどういうことを言ってるんだい？」

「で、ですから、三つの集落が協力して助け合い、お互たがいを尊重して……」

「足並みを揃そろえろ、ってか？」

「はい」

「御ご免めんだね。何で、弱い奴やつに合わせなきゃならない？」

「え？」

「あたしら渓けい谷こくの民たみは、これまで外敵との戦いに明け暮れてきた正しよう真しん正しよう銘めいの戦士だ。それに比べ、ほかの集落はどうだい？　中には、ろくに戦いも知らず、のほほんと安全な森で学問三ざん昧まいの連中すらいる。そんな頭でっかちどもに、最前線で引ひっ搔かき回まわされたら、堪たまったもんじゃないね。まとまりに欠けて、勝てる戦いくさも勝てなくなっちまうよ」

「聞き捨てならんぞ、渓けい谷こくの！」

　ドンッと円えん卓たくを激しく叩たたき、樹じゆ海かいの長老が気色ばんだ。

「我ら樹じゆ海かいの民たみは、伝統に則のつとって知識を探求し、日々研けん鑽さんしておるわ。魔ま法ほうの才に卓たく越えつした者も多い。それを、足手まといのようにほざくとは、言ごん語ご道どう断だんよ！」

「ハン、そのお得意の魔ま法ほうが効かない相手なんじゃないかって、今しがた話していたのを忘れちまったのかい？　とうとう耄もう碌ろくしちまったのかねえ」

「口の減らない女だ！　貴様ら渓けい谷こくの野や蛮ばん人どもは、魔ま法ほうの才に乏とぼしいはみ出し者ばかりゆえ、そのような剣けんやら鎧よろいに頼たよっておるのだろうが。何が戦士だ、笑わせおる」

　仲間や武具を侮ぶ辱じよくされたのが、相当気に入らなかったのだろう。渓けい谷こくの長老は椅い子すを蹴けるようにして立ち上がると、樹じゆ海かいの長老に摑つかみかからん勢いで迫せまった。

「冗じよう談だんじゃないね！　戦場で役に立ちそうもないばかりか、あたしらをコケにするなんてさ。樹じゆ海かいの連中と共きよう闘とうなんてしたら士気に関わる。長老として、絶対に容よう認にんできないよ！」

「結構だ。こちらとて、浅はかな者どもの短たん慮りよで、寝ね首くびを搔かかれでもしたら堪たまったものではないわ。今後も、集落ごとの裁量でリリパットと戦うのが最善であろうよ！」

　まさに一いつ触しよく即そく発はつだ。場は喧けん々けん囂ごう々ごうとして、もはや協力を呼よび掛かけられる状じよう況きようではない。

　裾すそ野のの長老も、すでに成す術ないとばかりに、椅い子すに座すわったまま無関心を決きめ込こんでいた。

　第三者の兵ひよう悟ごでも分かる。長老同士の不仲もさることながら、それ以上に集落間の確かく執しつが大きな問題なのだろう。これをまとめるのは、一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　けれどもピュティは、最悪の未来を引き寄せまいとして抗あらがった。衝しよう突とつする二人に詰つめ寄よって、叫さけぶように訴うつたえかける。懸けん命めいに頑がん張ばれば、自分の声が彼かれらに届くものと信じて。

「お二人とも、どうかおやめください！　こんなところで仲なか違たがいをしていては──」

「お飾りは黙だまってな!!」

「──っ！」

　渓けい谷こくの長老が発した心無い言葉が、ピュティの胸を抉えぐった。

　沈ちん黙もく──。無意識のうちに、彼かの女じよは自分の言葉を吞のみ込こんでしまっている。

　姉の後を継つぎ、若くして御み柱はしらの巫女みことなったピュティ。彼かの女じよは、きっと心のどこかで不安に思っていたはずだ。自分は、担かつがれているだけの巫女みこにすぎないのではないだろうかと。

　女長老の言葉を、誰だれ一人ひとりとして否定しない。樹じゆ海かいの長老はおろか、味方をしてくれていた裾すそ野のの長老でさえも、口を噤つぐんでしまっている。

　溢あふれ出でる涙なみだが止まらなかった。もしかしたらピュティ自身、自分が泣いていることに気付いていないのかもしれない。それほど自然に涙なみだが零こぼれ落おちてゆく。

「……ちっ」

　そんな巫女みこの姿を見て、さすがにバツが悪かったのか。渓けい谷こくの長老は足早に退室していった。

　それに続くかのように、樹じゆ海かいの長老も腰こしを上げる。

「解散のようだな。では、儂わしが進言したとおり、今後も集落ごとの裁量で、リリパットどもと戦火を交えるという案でよろしかろう。それでは失礼する」

　取り付く島もなく、一方的に言い残して彼かれも広間から出ていった。

　残された裾すそ野のの長老は、困ったような様子で、半ば放心しているピュティに歩み寄る。

「その、巫女みこ様……いや、今は昔みたいにピュティちゃん、って呼ばせてもらうよ？」

「……おじ様」

「今日は、あまり力になれなくて申し訳ない。僕ぼくは、ああいう血の気の多いのが苦手でね。それに引ひき換かえ、きみは良く頑がん張ばっていたと思う。でもね、生き方や価値観は、おいそれと変えられるものじゃない。それが人なんだと思うよ。こうなるのは仕方のないことだったんだ」

　彼かれは、ぽんとピュティの細い肩かたを叩たたいた。

「だから、今は何も考えないで休みなさい。きみのお姉さんがいたら、同じように言うさ」

「…………」

　彼かれなりの励はげましだったのだろう。しかし、ピュティに響ひびいた様子はない。

　今はそっとしておいた方がいいと判断したのか、裾すそ野のの長老もまた静かに去ってゆく。

　一人佇たたずむピュティは、誰だれもいなくなった広間で、力なくむせび泣いた。




　声を押おし殺ころして泣くピュティの姿を見て、兵ひよう悟ごは退散を決きめ込こもうとしていた。

　裾すそ野のの長老がそうしたように、今は彼かの女じよを一人にしておいた方が良いような気がする。そもそも、原住民フアンタジー・キヤラの内うち輪わ揉もめなど知ったことか。なにしろ自分は無関係なのだから。

　──でも、無関係の第三者、神様だからこそ、励はげますことができるのかもしれない……。

　そう考えたのは、一いつ瞬しゆんの気き紛まぐれだったはずだ。

「──ピュティよ。そこにいるかね？」

　しかし気が付けば、兵ひよう悟ごは躊躇ためらいがちに、ピュティの背中に呼よび掛かけてしまっていた。

　彼かの女じよは涙なみだを袖そでで拭ぬぐうと、パタパタと駆かけ寄よってくる。

「はい、神様。ここに控ひかえております」

　いつもの笑え顔がおのピュティだ。目が赤くなっていることを除いてはだが。きっと、心配をかけまいとしているのだろう。

　困った。つい気の迷いで声を掛かけてしまったが、どう話すべきか、とんと見当がつかない。

「どうかされたのですか神様？　お加減が悪いのですか？」

「あ、いや、私は元気だ。……きみは、どうかね？」

「……わたくしも元気です。いつもどおりですわ」

　──ああ、そうか。兵ひよう悟ごは、この場で自分がどうすべきかようやく理解した。簡単なことである。彼かの女じよの噓うそに付き合い、いつもどおり取り留めのない話をすればいいのだ。

　そんなことで、根本的に彼かの女じよの問題を解決できるわけがない。しかし、ほんの僅わずかな時間だが、気晴らしくらいにはなるはず。

　ささやかな時間を与あたえよう。再び笑えるようになるための、泡沫うたかたのような時間を、彼かの女じよに。
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　あの評ひよう定じようの日以来、兵ひよう悟ごはピュティのことが妙みように気き掛がかりでならなかった。

　ファンタジー娘むすめを心配するなど、自分でもどうかしていると思う。どうかしているとは思うが、ここ最近は放課後だけでなく、登校前にも彼かの女じよに軽く声を掛かけていくことにしていた。

　今日からは中間試験が始まるが、早起きしたぶんピュティの顔を見ていく時間くらいはある。




　筐きよう体たいのスクリーンに明かりが灯ともった。

「──もしものこともあります。巫女みこ様は、くれぐれも神しん殿でんからお出にならないように」

「そんな！　わたくしにも何かできることが……」

　早々に何事だろう。ピュティが裾すそ野のの長老と、言い争っている。

「聞き分けてください！　もしあなたが敵の手に落ちれば、それでエルフ族ぼくたちは終わりだ」

「でも、ここで何もできないのなら、本当にお飾かざりの巫女みこではありませんか！」

「今は！　そんなことを言っている場合じゃないんだよ！」

　柄がらにもなく、裾すそ野のの長老がピュティの肩かたを両手で摑つかんだ。有う無むを言わさぬ迫はく力りよくである。

「…………分かり、ました」

　その切せつ迫ぱくした目から顔を背そむけ、力なさげに答えるピュティ。

　裾すそ野のの長老は、はっと我に返って非礼を詫わびると、広間から退室していった。

　並々ならぬ事態が起こっていることは明白だ。兵ひよう悟ごは気き後おくれしつつも声を掛かけてみる。

「ピュティよ、何かあったのかね？」

「神様……」

　答えるピュティの声こわ音ねは、懸けん命めいに平静であろうとしているのが伝わってくるかのようだった。

「……エルフ族は、敵対するリリパット族の襲しゆう撃げきを受け、交戦状態にあります」

　リリパット族──。先日、三長老との席で議題に挙がっていた連中のことだ。

「旗色が悪いのかね？」

「はい。彼かれらは、国境の防衛線である渓けい谷こく地帯を迂う回かいし、山脈を越こえて進軍してきました」

「山やま越ごえだと？　あの険しい峰みねをか？」

「ええ。そして、樹じゆ海かいの集落に雪崩なだれ込こんだのです。虚きよを衝つかれた樹じゆ海かいの民たみは、苦戦を強しいられています。……潰かい滅めつは時間の問題だと聞きました」

「なぜそんなことに。最前線にいた溪けい谷こくの連中は、敵の動きを不ふ審しんに思わなかったのかね？」

「それが、急を知らせる渓けい谷こくの使者が、樹じゆ海かいの集落への立ち入りを拒こばまれたそうです……」

　愚ぐの骨頂だ。不和が招いたこの事態は、起こるべくして起こったといっても過言ではない。

「……これは、わたくしのせいなんです。わたくしが、評ひよう定じようで皆みなを説得できなかったから」

　声が震ふるえた。ピュティはついに心を千々に乱し、亜あ麻ま色の髪かみを振ふり乱みだして叫さけぶ。

「わたくしが無力だから、お飾かざりにすぎないから、誰だれもわたくしの言葉に耳を貸さなかったんです。このままでは、多くの無む辜この民たみが死んでしまう。なのに、わたくしには何もできない!!」

　──ああ、これだから嫌いやなのだ。

　兵ひよう悟ごは歯は嚙がみした。重責に圧おし潰つぶされそうな彼かの女じよを見れば、否いや応おうなしに再認にん識しきさせられる。責任を負うということは、実に面めん倒どう極きわまりなく、割に合わないことだと。

　それを理解しているからこそ、自分はそういうものを避さけるようにしてきた。

　……しかし、避さけてきたがゆえに、今彼かの女じよを励はげませる言葉が一向に見つけられない。「きみのせいじゃない」と適当な決まり文句を言ったところで、気休めにもならないだろう。

　何もできぬまま時が過ぎ、もう家を発たたねばならない時刻になっていた。

　ピュティが……このスクリーンの向こうに広がる世界が〝作りもの〟ではなく〝現実〟であることを、兵ひよう悟ごはすでに疑っていない。彼かの女じよの苦く悩のうも涙なみだも、間ま違ちがいなく本物である。

　しかし、中間試験だって、れっきとした兵ひよう悟ごの現実なのだ。

　試験をすっぽかせば、親や教師からは大目玉を喰くらい、追試に苦しめられるだろう。そんな未来は願い下げたい。そもそも向こうフアンタジーの問題は、向こうフアンタジーで収めるのが当然ではないか。

　今のピュティを放っておくのは気が引けるが、残ったところで兵ひよう悟ごにできることなど知れている。これは行くか残るかの二択ではない。答えは始めから決まっていて、気持ちの整理をどうつけるかの問題にすぎないのだ。

　兵ひよう悟ごは、自じ若じやくとしてボイスチャット機能を切ると、鞄かばんを手に、筐きよう体たいを後にした。

　足早にガレージを出て、門もん扉ぴを通り抜ける。そして通学路に踏ふみ入いった途と端たん、仮面のようだった顔が苦虫を嚙かみ潰つぶしたように歪ゆがんだ。

　切り捨てたのに──たった今切り捨てたばかりだというのに、頭に浮うかぶのは、ピュティのことばかりである。子供達たちと笑う、楽しそうなピュティ。神しん殿でんの屋上で、今は亡なき姉のことを語る哀かなしげなピュティ。鼻血を垂らし、半泣きで御ご神しん体たいを拭ふく可笑おかしなピュティ……。

　引き返したところで、何もできそうにないのなら、そんなことをしたところで自己満足エゴでしかないはずだ。そう分かっているというのに、これ以上、足を進められない。

「……ちっきしょう。俺おれは、とんでもないエゴイストのバカ野や郎ろうってことかよ！」

　吐はき捨すてるように独り言ごちると、兵ひよう悟ごは踵きびすを返かえした。駆かけ足あしでガレージにとって返し、筐きよう体たいの操縦席へ滑すべり込こむ。

　馬ば鹿かな選せん択たくをしたことは百も承知だ。だが、こうすると決断した以上、偽にせ物ものの神様にもできること……いや、できそうなことを試ためしてみるよりない。

「質問だ、イライザ。仮にデウスの胴部ボデイが戻もどったとしたら、戦せん闘とう兵器としてどれくらいの性能が見み込こめる？　リリパット族の鋼レ鉄プ偽リ神カとやらに対たい抗こうできるか？」

「──これまで収集した情報データに基もとづく予測になりますが、よろしいでしょうか？」

「ああ、構わない」

「鋼レ鉄プ偽リ神カと呼こ称しようされている新たな正体不明アンノウンは、エルフ族の神話で語られる魔ま神じんを複製したものとの情報がありました。それに対し、デウス・エクスマキナは、神話における唯ゆい一いつ神とされており、複数の魔ま神じんを撃げき破はしたと伝えられています。もし、この神話が事実に基もとづく伝承であれば、デウス・エクスマキナ一機は、多数の鋼レ鉄プ偽リ神カと互ご角かくか、それを上回る性能であることが予測されます。ただし、この予測は信しん憑ぴよう性という面では著いちじるしく問題が──」

「もういい。俺おれも同じ結論だ」

　評ひよう定じようで鋼レ鉄プ偽リ神カの話を盗ぬすみ聞ぎきした時、薄うつすらと考えたのだ。デウス・エクスマキナが完全な姿を取とり戻もどせれば、リリパット族の鋼レ鉄プ偽リ神カとやらと渡わたり合あえるのではないかと。

「それで、胴部ボデイを見つけたとして、修復できる可能性はどれくらいだ？」

「欠損した部位パーツの復元は不可能ですが、それを除けば損傷状態にかかわらず修復が可能です」

「分かった。……胴部ボデイの発見は、レーダーとピュティ頼だよりになるが、挑ちよう戦せんする価値はあるな」

　しかしピュティは、らしくもなく悄しよう然ぜんとして俯うつむいたままだ。彼かの女じよがこれでは話にならない。

　兵ひよう悟ごは、ボイスチャット機能を切きり替かえた。気の利きいた言葉が浮うかばない以上、思っていることを率そつ直ちよくに伝えるかしないと、半ば開き直る。

「ピュティよ、きみはなぜ、そうまでして一人で抱かかえ込こもうとするのかね？　御み柱はしらの巫女みことて人だ、万ばん能のうではない。自分の手に余ったら、逃にげるなり、誰だれかを頼たよるなりすればいい」

　するとピュティは伏ふし目めがちに、揺ゆれるような細い声を返してくる。

「……逃にげるなんてできません……それに、誰だれかを頼たよるだなんて……」

「ほう、私も頼たよりないかね？　まあ所しよ詮せん、首だけの御ご神しん体たいだ。そう思われても仕方あるまい」

「そんな！　わたくしは、そういうことを言ったわけでは！」

　弾はじかれたように、暗い顔を上げてピュティが叫さけんだ。

「いや、そういうことだよ。きみが誰だれかを頼たよろうとしなければ、きっと他人だってきみを頼たよりづらく思うだろう。自おのずと、きみの声に耳を傾かたむけようとしなくなるのではないか？　なにしろ、自分が信しん頼らいされていると思えないのだからね。今の私がそうだし、長老達たちも然しかりだろう」

「あ……」

「思い詰めるくらいなら、私を頼たよるといい。いや、私に賭かけてみるといい、と言いうべきかな」

「……あの、賭かけるというのは一体……？」

「きみは言ったな。かつて、東の聖域とやらの付近で、我わが体を見たかもしれぬと。その場所へ、私を案内したまえ。体さえ取とり戻もどせば、この私がリリパットどもを蹴け散ちらしてくれる」

　ようやくピュティの瞳ひとみに微かすかな光が灯ともったようだった。震ふるえる唇くちびるで、声を絞しぼり出だす。

「神様が……リリパットを……？」

「そうだ。私の言葉を疑うかね？」

「いいえ、いいえ！　でも、あの首のない彫ちよう像ぞうが、神様のお体だという確証は──」

「だからこそ〝賭かけ〟だと言った。確率は五分五分イーブンだ。危険を承知で、私を頼たよるかね？」

　ピュティの心はすぐさま決まった。彼かの女じよが見失っていたのは、たった一粒つぶの希望、ただそれだけだ。なくしたものさえ取とり戻もどせれば、きっとピュティは何度だって立ち上がれる。




　風を切る様が、スクリーン越ごしに伝わってくるかのようだった。

　デウスは今、ピュティに抱かかえられ、空飛ぶ杖つえで大空を駆かけている。まさか、いつぞやの生首膝ひざ枕まくら飛行が役立つとは夢にも思わなかった。あの時のスピードとは比ぶべくもないが。

「ところでピュティよ、東の聖域とは、やはり神しん殿でんのような建物なのかね？」

「いえ。東の聖域は、三年前まであった湖島の集落の別べつ称しようです。今でこそ廃はい墟きよですが、かつては神官達たちが住まう祭さい祀しの中心でした。それに、わたくしの生まれ故郷でもあります」

　そんな所がなぜ廃はい墟きよに……。兵ひよう悟ごが疑問を浮うかべていると、イライザの警告が飛んでくる。

「北東にレーダー反応があります。正体不明アンノウンを三機確かく認にん。こちらの予測進路と重なります」

「なに!?」

　咄とつ嗟さに兵ひよう悟ごは、レーダーに目を向けた。確かに、得体の知れない何かを示すマークが三つ表示され、移動している。自じ分ぶん達たちの進路と交差するのは明らかだ。

「ピュティ、高度を下げろ！」

「え？」

「おそらく敵だ。このまま飛んでいたら、すぐに見つかるぞ」

　ピュティは慌あわてて下降し、地面スレスレの飛行に切きり替かえた。

　向こうが進路を変へん更こうした様子はないので、幸いこちらは発見されていないようだ。

「凄すごいですね、神様。わたくし、敵なんて全然見えませんでした。まるで千せん里り眼がんです」

「まだ気は抜ぬけないぞ。迂う回かいしないと、連中と鉢はち合あわせしてしまう」

「でしたら……こうします！」

　流れるような杖つえ捌さばきで華か麗れいに旋せん回かいしたかと思うと、ピュティは杖つえの進路を森の中へ変へん更こうした。見つかりにくくするため、木々の合間を縫ぬって行こうというのだろう。なのに、どういうわけか、まったくスピードを緩ゆるめる気配がない。

「ご安心くださいませ。実のところわたくし、風の飛行魔ま法ほうが最も得意ですので。──さあ、しっかり摑つかまっていてくださいね、神様！」

　摑つかまりたくても、こちとら腕うでも足もない。

　スクリーンの前に、樹じゆ枝しや茂しげみが次々と飛とび込こんできた。しかし、ピュティはそれらをすべて、すんでのところで曲芸のようにかわしてゆく。

「ぬおおおおおおおおおおお!?」

　兵ひよう悟ごは悲鳴を上げてしまった。バーチャル・ジェットコースターよりも目が回りそうだ。

　ピュティの意外な一面を垣かい間ま見みたような気がする。見た目に寄らず、スピード狂きようの素質を秘めているのではあるまいか。

「……あっ！　こっちには別の先客がいたようですわ」

　ピュティが言うように、進路の先には、人の体ほどもある大きな植物が多数蠢うごめいている。幾いくつもの太い蔦つた、そして大型動物でも丸まる吞のみにしてしまいそうな捕ほ食しよく葉。まさに植物の怪物モンスターだ。

「人喰い草マンイーターです。彼かれらの群生地帯に飛とび込こんでしまったようですね……」

　今度はレーダーが反応しなかったことを考えると、やはり生身は索敵外のようだ。

　人喰い草マンイーター達たちは、こちらを飛んで火に入る夏の虫とでも思ったのだろう。蔦つたを触しよく手しゆのようにうねらせて、襲おそい掛かかってきた。

「あの数では避よけきれません。正面突とつ破ぱします！」

　勇ましく言い放つと、ピュティは歌うように旋せん律りつを奏かなで始めた。

　魔ま法ほうの詠えい唱しようだ。空飛ぶ魔ま法ほうを使いながら、もう一つ魔ま法ほうを使おうというのだろうか。

「──自由なる風よ、見えざる刃やいばをもって、道を拓ひらきたまえ！」

　ピュティから光の粒つぶが放たれた矢先、突とつ風ぷうが吹ふき、進路上にいる怪かい物ぶつ達たちの太い蔦つたが、次々と両断されていった。幾いく条ものカマイタチが生み出されたのである。

　植物の怪かい物ぶつには痛覚などないのか、蔦つたを切断されても怯ひるんだ様子を見せない。しかし、高速で飛ぶこちらとしては、これで充じゆう分ぶんだ。

　ボトボトと蔦つたが落ちる中、ピュティは加速し、一気に人喰い草マンイーターの群生地帯を抜ぬけ出でた。

「見てください神様、森を抜ぬけます。この先の崖がけを下れば、湖島の集落はすぐそこですわ」

　嬉き々きとした声のピュティ。彼かの女じよの手並みに感心した兵ひよう悟ごも、頰ほおを緩ゆるませる。しかし──。

「警告コーシヨン。警告コーシヨン。正体不明アンノウンの一機が進路を変へん更こう。こちらに向かってきます」

「何だと!?」

　まさか、人喰い草マンイーターとの戦いで、勘かん付づかれてしまったのだろうか。

「神様？　どうかされましたか？」

　ピュティの不安そうな声が聞こえる。兵ひよう悟ごは、適切な指示を与あたえようと頭を巡めぐらせた。

　すでに森は抜ぬけた。目の前の断だん崖がいまで見晴らしのいい平地が続いている。身を隠かくせるような場所といえば……いや、そんな場所など、どこにもない。どうする──。

「マスター、間もなく正体不明アンノウンと接敵します」

「気を付けろ、ピュティ！　リリパットが近くにいるぞ！」

「えっ──!?」

　危機を感じたピュティが身を翻ひるがえした刹せつ那な、一メートル以上もある大きな鉄製の手て斧おのが、空くうを切り、唸うなりを上げて地面に突つき立たった。

　間かん一いつ髪ぱつ、直ちよく撃げきは免まぬがれたが、さすがのピュティもバランスを崩くずし、デウスを抱だきかかえたまま、杖つえから転げ落ちてしまう。

「うっく……！」

　ピュティが苦しそうに呻うめいた。

　この馬ば鹿かでかい手て斧おのを投げつけてきた相手は、考えるまでもないだろう。こちらに向かって、足音を響ひびかせて近づいてくる大きな影かげがある。あれが投とう擲てき者だ。

　兵ひよう悟ごは、スクリーンに映ったその悪意の塊かたまりを見て、思わず固かた唾ずを吞のむ。

「あれが、リリパット族だと？　小人だなどと、よく言えたものだ。どうかしてるぞ……」

　それは三メートルを越こえる巨きよ漢かんだった。鉄製の大おお鎧よろいを隙すき間まなく全身に纏まとい、兜かぶとには角が一本生えている。さながら鉄でできた鬼おにのような姿である。

「……なるほどな。こいつが連中の大おお鎧よろい、鋼レ鉄プ偽リ神カってやつか」

　迫せまりくる鋼レ鉄プ偽リ神カは、悠ゆう然ぜんとした足取りだ。まるで手負いの獲え物ものに近づく狩人かりゆうどのように。

「──おいおい、外れちまったのか？　悪いなぁ、一思いに殺やれずに苦しませちまってよぉ。お詫わびに愉たのしませてやるぜ。生いき地じ獄ごくってやつをたっぷりとな。カハハハハ！」

　鋼レ鉄プ偽リ神カから嘲ちよう弄ろうの声が聞こえてくる。品性のない男の声だ。

　悪趣味な奴やつである。今の不意打ちは大方わざと外したのだろう。狙ねらいは、こちらの脚あしを潰つぶして逃にげられなくすることに違ちがいない。いたぶれるだけ、いたぶるために。

　怒いかりの火は、当然ピュティの胸にも灯ともっている。彼かの女じよは険しい声を張り上げた。

「リリパット族！　戦士にあるまじき卑ひ劣れつな振ふる舞まいを！」

「おっほぉ～、エルフの女じゃねえか！　しかもとびっきりの上玉だ！　こいつは、様子見に抜ぬけ駆がけして大正解だったぜ。つまんねえ場所に配置されて、退たい屈くつしてたんだよ～」

「黙だまりなさい！　その下品な口を慎つつしまねば許しませんよ！」

「カハハ、こわ～い。どう許さないんですかぁ～。おまえみたいな小こ娘むすめが、俺おれのゴーレムをどうにかできるなんて、万が一にも思ってないよなあ？　ああん？」

　兵ひよう悟ごは、ある見当をつけていた。鋼レ鉄プ偽リ神カとは、リリパット族が内部に乗のり込こんで操縦している戦せん闘とう兵器ではないかと。ゴーレムという名は、おそらく機体名に相そう違いない。

　鋼鉄の鬼おにが、地に刺ささった手て斧おのを軽々と引ひっこ抜ぬき、力を誇こ示じする。恐おそろしいまでの膂りよ力りよくだ。

　ピュティは怯ひるむまいとして、デウスをぎゅっと抱だきしめたまま立ち上がった。

「……女、おまえが大切そうに抱かかえてるのは何だ？　値打ち物か？　こっちに寄こしな」

「お断りします」

「そうかい。じゃあ力ずくで奪うばうだけだ。安心しな、そう乱暴にはしねえよ。いい値で売れそうだからな、そのお宝。それに、おまえもな！」

　仕し掛かけてくる──。兵ひよう悟ごがそう直感した時、すでにピュティは魔ま法ほうの詠えい唱しように入っていた。

　初動の違ちがいは顕けん著ちよに表れる。ゴーレムが動くより早く、彼かの女じよの魔ま法ほうは完成した。

「──怒いかれる業ごう火かよ。灼しやく熱ねつの腕かいなをもって、赤き囚しゆう獄ごくを顕けん現げんしたまえ！」

　光の粒つぶが、ゴーレムの足元に集束したかと思うと、凄すさまじい勢いで炎ほのおの柱が噴ふき上あがった。

　ところが間を置かず、ゴーレムを包んでいた炎ほのおは跡あと形かたもなく搔かき消きえてしまう。

「おいおい、また魔ま法ほうかよ～。こんなもん、こちとら見み飽あきてんだぜ？　もっとほかの芸で愉たのしませてくれよ、お嬢じようちゃん。カハハ！」

　ゴーレムは、ピュティの戦意を嘲あざ笑わらうと、緩かん慢まんな動きで手て斧おのを振ふるう。明らかな牽けん制せい攻こう撃げきだ。

「──寛かん容ようなる大地よ。我わが意を汲くみ、その御み手てを伸のばしたまえ！」

　凶きよう刃じんから術者を護まもるように、頑がん丈じようそうな土の壁かべが競せり上がる。しかし、斧おのに触ふれた途と端たん、土壁かべは何事もなかったかのように塵ちりへと還かえってしまった。

　防がれることのなかった刃やいばが、ピュティをかすめて、スカートの裾すそを大きく斬きり裂さく。

「ヒュー、いいぜ、愉たのしくなってきた。その細ほそ腕うでで、何回ゴーレムの攻こう撃げきを凌しのげるかな？」

　魔ま法ほうが効かないというよりは、まるで魔ま法ほうそのものがマナに還かん元げんされているようだった。

　一見すると絶望的な戦いだが、ピュティは臆おくしていない。敵の挑ちよう発はつには乗らず、ゴーレムと距きよ離りを取るよう疾しつ走そうしながら、魔ま法ほうを詠えい唱しようしてゆく。

　豪ごう快かいに、次々と炎ほのおの柱が噴ふき上あがった。しかし、その度に無効化され、消されてゆく。

「いい加減、無む駄だだって理解しろバカ女！　おめーは、俺おれの玩具おもちやになるしかねえんだよ！」

　しつこい魔ま法ほうに業ごうを煮にやしたゴーレムは、大きく跳ちよう躍やくすると、ピュティの行く手を塞ふさぐように立ちはだかった。

　──然されども、次の瞬しゆん間かん、ゴーレムとピュティの足元の地面が、光の粒つぶとなって消えてしまう。足場を失えば、崖がけ下したへと真っ逆さまだ。

「なぁにいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」

　ピュティは、炎ほのおの魔ま法ほうを目くらましに使いながら、同時に土を操あやつる魔ま法ほうを継けい続ぞくさせて、断だん崖がいに仮かり初そめの足場を作り上げていたのである。

　魔ま法ほうを無効化する鋼レ鉄プ偽リ神カがそこに足を踏ふみ入いれれば、自おのずと魔ま法ほうの土台は消えてなくなるという算段だ。応用力にも長たけた彼かの女じよの卓たく越えつした魔ま法ほうセンスには、舌を巻くよりない。

　もちろん自分の足場も同様に失われ、落下することくらい計算の内だろう。

「羽舞いの杖フエアリー・ワンドよ！」

　ピュティの呼び声に応え、魔ま法ほうの杖つえが宙を舞まい、落下途と中ちゆうにある彼かの女じよの手に収まった。

「──っ！」

　決死のアクロバットをきめたピュティが、顔をしかめる。片かた腕うででデウスを抱かかえながら、もう片方の手で杖つえにぶら下がったのだから無理もない。相当の負ふ荷かがかかっているはずだ。

　兵ひよう悟ごは見ているだけしかできない自分を情けなく感じてしまう。

「マスター、レーダーに新たな反応があります」

　耳を疑いたくなるようなイライザの報告が響ひびく。とても鋼レ鉄プ偽リ神カと連戦できる状態ではない。

　ところが──。

「反応は、デウス・エクスマキナと同じ識別コードです。つまり……」

　反射的に、兵ひよう悟ごは両の拳こぶしを握にぎりしめた。さっそく胴部ボデイの感知をピュティに告げて、明確な進路を指示する。いよいよ、この小さな冒ぼう険けんも終幕へと向かっているようだ。




　目的地の湖こ畔はんへ降り立つなり、ピュティは苦しそうに荒あらい息を整えた。ぽたぽたと地面に赤い斑はん点てんが落ちる。また鼻血を出したのだ。

　前に、本人は鼻血癖ぐせがあると言っていたが、この様子は尋じん常じようではない。もしかしたら、彼かの女じよの激しい消しよう耗もうは、魔ま法ほうを使うことと何か関係しているのではないだろうか。

「……みっともない有あり様さまで申し訳ありません」

　ピュティが鼻を拭ぬぐいながら、申し訳なさそうに笑え顔がおをつくる。

「何を言う。みっともないわけがあるか。きみは、こうして辿たどり着ついたのだからな」

　レーダーは、この静せい寂じやくに満ちた広大な湖の一点を指していた。しかし、ここから見る限り、そこには何も見当たらない。

　むしろ目を引くのは、湖の中央に浮うかぶ大きな島である。まさに集落の一つでも収まりそうなほどだが、何よりその異様さが目立つ。島には、薄うつすらとした黒い霧きりが漂ただよっているのだ。

「神様、あれがわたくしの故郷、湖島の集落ですわ。いえ……元集落と言うべきでしょうか」

「あの不気味な黒い霧きりは何かね？」

「わたくし達たちは〝瘴しよう気き〟と呼んでいます。有害な恐おそろしい霧きりです。魔ま法ほうで吹ふき飛とばそうとも、焼やき払はらおうとも、一いつ切さい通用しません。あの霧きりの中で、生きていられる者はいないでしょう」

「あの島が、かつて祭さい祀しの中心だったとは信じられんな。一体、あそこで何があった？」

　ピュティは、悲しそうに島を見つめた。

「三年前、さらなる繁はん栄えいを夢見たエルフ族は、大いなる魔法グランド・マジツクに着手しました。その儀ぎ式しきを執とり行おこなったのが、あの湖島の集落にある祭さい儀ぎ場です」

　──大いなる魔法グランド・マジツク。確か評ひよう定じようの席で、樹じゆ海かいの長老が〝切り札〟と称しようしていたものだ。ほかの面々が苦い表情をしていたのは、この島の現状が理由なのかもしれない。

「ところが魔ま法ほうは失敗し、地下からは瘴しよう気きが噴ふき出だしてご覧のとおりです。三年前、島を脱だつ出しゆつして生き残ったのは、わたくし一人だけ……」

　つまり──ピュティの姉である先代巫女みこも、その悲劇で亡なくなったということなのだろうか。もしかしたら、巫女みこという立場上、大いなる魔法グランド・マジツクとやらに深く関係していたのかもしれない。

「あの日、わたくしは瘴しよう気きから逃にげようとして、河に落ち、湖まで流されて難を逃のがれました」

「なるほど。……もしや、きみが首なし像を見たのは、その時ではないかね？」

「はい。仰おおせのとおりです」

「やはりな。我わが体は、湖の底ということか。後は、どうやって引ひき揚あげるか……」

「ご心配には及およびません。引ひき揚あげずとも、わたくしが神様をお体の元までご案内します」

　言うが早いか、ピュティが魔ま法ほうの詠えい唱しようを開始する。光の粒つぶが、彼かの女じよから放たれ始めた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶなのかね？　そんなに消しよう耗もうしている体で、また魔ま法ほうを使って……」

　返答代わりに、ピュティが微笑ほほえむ。平気である旨むねを、伝えたいのだろう。

「──満たされし水よ。ささやかな温情をもって、小さき我に、深しん淵えんの道を譲ゆずりたまえ」

　ごおおおおと、滝たきが落ちるような音がしたかと思うと、湖面が真っ二つに裂さけてゆく。あたかも切り立った崖がけの下に伸のびる細い小こ径みちのように、剝むき出だしの湖底が露あらわになった。

「さあ、参りましょう、神様」

　デウスを抱かかえ上あげたピュティは、再び羽舞いの杖フエアリー・ワンドで飛ぶ。水のない湖底を泳ぐ魚のように。




　──ピュティが〝首のない彫ちよう像ぞう〟と言ったのも納なつ得とくできる。

　湖底の大岩に背を預けるように転がっていたそれは、四し肢しが揃そろった瘦そう身しんの胴どう体たいだった。もちろん頭部はなく、外装は頭部ヘツド同様に白い。

　背には、薄うすい半ドーナツ状のギザギザした彫刻オプシヨンが付属しており、後ご光こうを彷ほう彿ふつとさせる。

　全長は予想どおり。頭部を加えて、およそ二・二メートル前後といったところだろう。

「ついに見つけたぞ。これぞ、失われし私の体……だと思う」

　これが別物ということはないはずだ。この胴部ボデイは、湖の底で永い年月放置されていながら、錆さび一つ付いていない。オリハルコンとやらのなせる業わざに違ちがいあるまい。

　さっそく修復を始める旨むねをイライザに告げると、適切な指示が飛んでくる。

「まず胴部ボデイの上に頭部ヘツドを乗せて、固定してください。切断面を合わせることで、頭部ヘツドが胴部ボデイの存在を感知し、オートで自己修復機能が起動します」

　兵ひよう悟ごは、イライザから言われたとおりのことをピュティに伝え、彼かの女じよはそれを実行した。

　するとスクリーンの端はしに、巨きよ大だいな注射器を手にした看護服姿のイライザが現れる。

「自己修復、開始します」

　宣言と共に、淡あわい緑色の輝かがやきが頭部ヘツドから発せられ、デウスの全身に光の筋を迸ほとばしらせてゆく。

「とても綺き麗れいですわ、神様……」

　ピュティは、うっとりとした表情でそう言うと、膝ひざをついた。

　やはり様子がおかしい。彼かの女じよの体から放たれている光の粒つぶが、今にも消えそうなほど少なくなっている。もしや、魔ま法ほうの力が限界に近いのではなかろうか。

　もう魔ま法ほうをやめろと言えないのが辛つらい。もし魔ま法ほうを中断すれば、大量の水に吞のみ込こまれてしまう。一刻も早く、修復が終わることを祈いのるよりないのが、歯は痒がゆくて堪たまらない。

「マスター、部位パーツの欠損が判明しました。腰よう部ぶに付ふ随ずいするはずのウィングパーツが欠損しています。自己修復を終えても、飛行機能が失われたままになりますが、よろしいでしょうか？」

「ないものは仕方ないだろう。それよりも修復を急げ。ピュティがそろそろ限界だ」

「修復速度は調整できません。進行状じよう況きようは、現在四三パーセントです」

　まだ半分も終わらないのかと、兵ひよう悟ごはやきもきした。さらに、そこに追おい討うちが掛かかる。

「警告コーシヨン。警告コーシヨン。レーダーに反応があります。こちらに向かって接近する機体あり。識別コードは、先さき程ほど交戦した正体不明アンノウンと同一のものです」

「ゴーレムか!?　あいつ、崖がけから落ちても、くたばらなかったのかよ」

　このままでは進退窮きわまってしまう。修復は途と中ちゆう、ピュティは限界間近では、成す術がない。

「……こんな時に最悪だ。叶かなうならば、何とかやりすごしたいが」

　それが極きわめて難しいことは兵ひよう悟ごも承知している。割れた湖を見み逃のがすバカはいないだろう。

「イライザ、修復はまだか？」

「進行状じよう況きよう、七五パーセントです」

　無情な数値に焦じらされる兵ひよう悟ご。イライザが白衣の天使どころか、白い悪あく魔まに見えてくる。

　そしてついに、危き惧ぐしていたことが起こった。ピュティに限界が訪おとずれたのである。激しく呼吸をしたかと思うと、彼かの女じよは意識を失い、糸が切れたように倒たおれ込こんでしまった。

　堰せき止とめられていた水が、一気に湖底の小こ径みちへと流ながれ込こんでくる。

「くそおおおおおおおっ！」

「進行状じよう況きよう、現在九四パーセ……」

　濁だく流りゆうの轟ごう音おんがカウントダウンを遮さえぎり、押おし流ながすように搔かき消けしていった──。




　割れた湖面を見て、不ふ審しんに思わない者はいなかろう。ましてや、狩人リリパツトの側なら尚なお更さらだ。

　逃にげた獲物エルフが湖にいると確信し、男はゴーレムを走らせてきたに違ちがいない。

「あのクソ女アマ。俺おれをコケにして逃にげおおせると思うなよ。奴ど隷れいにして売りさばこうかと思ったがもうヤメだ。俺おれの手で、なぶり殺しにしてやる!!」

　報復への期待で男が興奮していると、ふいに目の前の湖が唸うなりを上げ始めた。

「何だ……？」

　割れていた湖は、水流が渦うず巻まくと、何事もなかったかのように平らな湖面へと戻もどってゆく。

　そして、すべてが在るべき姿へ戻もどったと思われたその時──壮そう大だいな水飛沫しぶきが噴ふき上あがった。

　まるで天まで伸のびるような水柱を立て、湖中から跳とび上あがってきたものがいるのだ。

　ゴーレムが巨きよ体たいを反らし、頭上を仰あおぎ見みる。

　天高く舞まい上あがったのは、藍らん緑りよく色しよくの光を撒まく、白い人ひと影かげだった。目を凝こらしてみると、その両りよう腕うでには、横抱だきにされたエルフの少女が見える。

「あの白い奴やつ、俺おれの獲え物ものを！」

　男の怒いかりの声など、到とう底てい届かなかっただろう。それは、巻き上げられた水すい沫まつよりも速く、放たれた矢のように落下してきた。真まっ直すぐ、ゴーレムに向かって──。

「──へ？」

　この戦場で彼かれが発した声は、これが最後となった。

　落らく雷らいのような轟とどろきと共に、鋼鉄の装そう甲こうが見るも無残に粉ふん砕さいされる。

　一いち撃げき。脳天に振ふり下ろされた、たった一発の蹴しゆう撃げきで、ゴーレムの頭部は大きく陥かん没ぼつし、黒こく煙えんを吐はき出だしながら沈ちん黙もくしてしまったのだ。

　ゴーレムが最さい期ごに映し出したのは、降りしきる水すい滴てきのカーテンから垣かい間ま見みえた、白き鋼はがねの怪かい人じんであった。
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　空高く巻き上げられていた湖の水が、スコールのように降り注いでいた。

　兵ひよう悟ごは、我ながら驚きよう嘆たんしてしまう。あのゴーレムをこうも容易たやすく撃げき破はしてしまうとは。

　あの時は、まさに窮きゆう地ちだった。激流が迫せまる中、兵ひよう悟ごは紙かみ一ひと重えで修復を終えたデウスを操あやつり、ピュティを両りよう腕うでで抱だき上あげて跳ちよう躍やくしたのである。湖底からの脱だつ出しゆつついでに、追つい撃げき者であるゴーレムに奇き襲しゆうをかけ、かかと落としをくれてやったのだが、それが決定打になってしまった。

「とんでもない機体だぞ、このデウス・エクスマキナは……」

　以前イライザが言っていたように、デウスは『戦せん塵じんのエクスマキナ』の操作に同調していた。そのぶん、兵ひよう悟ごには一いち日じつの長ちようがある。かといって、こうもあっけない初戦でいいのだろうか。

「……ぅ、ケホッ、ケホッ！」

　腕うでの中でピュティが咳せき込こんだ。良かった、意識を取とり戻もどしたらしい。

「お目覚めのようだね」

「……神様？　あれ？　わたくし、どうして────えっ!?」

　おぼろげだったピュティの意識が、一気に覚かく醒せいする。

「わ、わたくしとしたことが、畏おそれ多おおくも神様に抱だきかかえられてしまうなんて！」

「構わないさ。それとも、お姫ひめ様だっこは嫌いやだったかな？」

「い、いえ。嫌いやというより、むしろ嬉うれしいというか……あうっ、わたくし何を言っているのでしょう。そうではなく…………かはっ！」

　真っ赤な顔のピュティが、勢い良く鼻血を噴ふいた。忙いそがしい娘むすめである。

　このままだと失血死しかねないので、そっとピュティを降ろすことにした。

　鼻を拭ふきつつ、地に足をつけた彼かの女じよは、転がっている鉄塊を見て、目を皿のようにする。

「これ、さっきの鋼レ鉄プ偽リ神カですよね？　あんなに手て強ごわい相手だったのに、神様がこれを？」

「ああ。実に気に入らない奴やつだったが、少しやりすぎたかもしれんな」

　ゴーレムは、ペチャンコに陥かん没ぼつしている。中にいるリリパットはどうなったのだろうか。気絶しているのか、それとも……。

　兵ひよう悟ごは、敵の生死を確かめずにはいられなくなり、残ざん骸がいの装そう甲こうを剝はがしてゆく。すると──。

「……これは、どういうことだ!?」

　愕がく然ぜんとしてしまう。なにしろ、残ざん骸がいの中からは、生者も死者も発見できなかったのだから。

「無人機だったのか!?　とても、そうは思えなかったぞ。どうなってるんだ、ピュティ？」

「わたくしも、鋼レ鉄プ偽リ神カの残ざん骸がいを見るのは初めてなので、詳くわしくは分かりません。ただ、リリパット族は鋼レ鉄プ偽リ神カを、大きな括くくりでこう呼ぶこともあるそうです。──第二の身軀セカンド・カリスと」

　兵ひよう悟ごは、ぞっとした。恐おそろしい推測……いや、確信が頭に浮うかんだのだ。

「……なるほど。第二の身軀セカンド・カリスとは、よく言ったものだな。リリパットの使う鋼レ鉄プ偽リ神カとは、有人兵器ではなかった。いわば、遠えん隔かく操縦型の無人兵器だったということか！」

　何ということだろうか。リリパット族と鋼レ鉄プ偽リ神カの関係は、兵ひよう悟ごとデウスのそれに近い。

　本体であるリリパット族の操縦士パイロツトは、まったく別の場所……もしかしたら帝てい国こく本土にいたまま、第二の身軀セカンド・カリスだけを戦線に投入しているのではあるまいか。

「リリパットとは、どれだけえげつない連中なのだ。魔ま法ほうを無効化できる優位性を持つばかりか、自じ分ぶん達たちは安全圏けんにいながら、鋼鉄の分身を送おくり込こんできているとは！」

「……それでも、わたくし達たちエルフ族は戦わねばなりません。彼かれらの分身と戦い、追おい払はらうよりないのですから」

　兵ひよう悟ごは怒りを覚えずにはいられなかった。酷ひどい話だ。これほど不公平アンフエアな戦いはあるまい。

　──ならば、不公平アンフエアな戦いに、自分イレギユラーが首を突つっ込こんでも、お門かど違ちがいではないはずだ。

「そろそろ、きみとの約束を果たそう。ここから、一人で神しん殿でんまで帰れるかね？」

「え？　まさか、お一人で戦われるおつもりですか？　いけません！　わたくしもお供します」

「無用だ」

「でも！　神様は、樹じゆ海かいの集落の場所をご存知ないはずです。道に迷われてしまいます！」

　なおも食い下がるピュティの頭を、ポンと優やさしく叩たたく。彼かの女じよを激戦区には連れていけない。

「これまで良く頑がん張ばったなピュティ。ここから先は、私の番だ。聞き分けてくれ」

「神様……」

「代わりに今度、頑がん張ばった褒ほう美びをやろう。私にできることに限られるがね。何が望みかな？」

　ピュティは辛つらそうな表情を浮うかべるが、納なつ得とくしてくれたのであろう。その願いを口にする。

「……わたくしの望みは、また神様とご一いつ緒しよに集落をお散歩することですわ。ですから、何なに卒とぞ無事にお帰りくださいませ」

「まったく、きみは呆あきれるほど欲がないな。──だが、承知した」

「はい。どうか、ご武運を」

　胸の前で祈いのるように手を組むピュティ。そんな彼かの女じよに、そっと背を向ける。

　兵ひよう悟ごには考えがあった。ここは、樹じゆ海かいの集落に援えん軍ぐんとして向かうよりも、迅じん速そくに敵の指揮官を討うち、逆転勝利を目指すべきだ。指揮官を狙ねらうのは『戦せん塵じんのエクスマキナ』のチームバトルでも定石だったし、エルフ族の劣れつ勢せいを覆くつがえせる唯ゆい一いつの道にほかなるまい。

　大まかな道案内なら、レーダーに映る鋼レ鉄プ偽リ神カの群れが務めてくれよう。押おし寄よせる大群を逆流していけば、敵の本隊への道が拓ひらけるはずだ。

　兵ひよう悟ごはピュティを残し、デウスを駆かって疾しつ走そうする。彼方かなたに見える敵てき影えいに向かって。




「──レーダーに反応あり。前方東に三〇度修正。六機の正体不明アンノウンを補足しました。先さき程ほど交戦した機体と同系統の識別コードのため、この六機をゴーレムと断定」

「さっきのリリパット、散々自じ慢まんげにしていたが、ゴーレムってのは量産機だったのかよ。まあ何だろうと、まずそいつらから蹴け散ちらすぞ、イライザ！」

　まさに一いち陣じんの風と呼ぶに相応ふさわしい速度だった。あたかも飛ぶように広い草原を駆かけ抜ぬけていくと、六機のゴーレムの姿がスクリーンに映る。

　標的達たちは、視し認にんできるような距きよ離りになってから、慌あわてて臨戦態勢を整えようとしている。

「レーダーの性能に差があるようだな。今さら反応しても遅おそすぎるぜ」

　敵が僅わずかに隙すきを見せようものなら、強ごう引いんにでも一いつ気き呵か成せいに畳たたみかけるのが、『戦せんマキ』における兵ひよう悟ごの常じよう套とう手段だ。

「ブースター最大出力！　推進力を活いかしたブースト攻こう撃げきを仕し掛かけ、先制するぞ！」

「了りよう解かいしました、マスター。──ブースター最大出力」

　イライザが復唱すると、デウスは光の尾を引き加速した。彼ひ我がの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで詰つめる。

「ダイナミック・スマーッシュ!!」

　気合一いつ閃せん。勢いに乗ったデウスの鉄てつ拳けんが、手前にいるゴーレムの頰ほおにめり込こんだ。そのまま力任せに頭部をもぎ取る。

　頭を失った巨きよ体たいは煙けむりを噴ふき、糸の切れた人形のように、地鳴りを上げて倒たおれ伏ふした。

「敵機撃げき破は。お見事ですが、通常攻こう撃げきに変な技わざ名をつけないでください」

「わ、分かった。気を付けよう」

　冷ややかな指し摘てきに恥はじらう兵ひよう悟ごの前で、ゴーレム達たちが泡あわを食っている。無理もない。彼かれらはエルフ族と戦っているはずなのに、見たこともない第二の身軀セカンド・カリスに襲おそわれているのだから。

「ビビッてるところ悪いが、無人機と分かった以上、手加減はなしだ！」

　デウスは転がった鉄塊ゴーレムの脚あしを摑つかむと、巨きよ体たいを勢い良く回転させ、敵てき陣じんに向けて全力で投げつけた。それはもはや、巨きよ大だいな砲ほう弾だんが発射されたようなものである。

「ひぃぃぃぃぃっ!?」

　悲鳴を上げて、二体のゴーレムが着ちやく弾だんに巻まき込こまれた。爆ばく音おんが轟とどろき、盛せい大だいに黒こく煙えんが昇のぼる。

「さらに二機撃げき破は。敵勢力、半数まで減退しました」

　イライザの冷たい声が、今はなぜか心地ここちいい。戦せん闘とうで高こう揚ようしているのかもしれない。

「マスター、前方より敵機の増ぞう援えんを確かく認にん。ゴーレムです。その数、二〇機」

「いいだろう、連中を歓かん迎げいしてやる。だが、あれだけの数を相手取るには武器が欲ほしいな。イライザ、デウスに武器はないのか？　銃ガンでも剣ブレードでも何でもいい」

「現在、搭とう載さいされている武装は、背部にある主武装メイン・ウエポン──双哮振動刀ダブル・ハウリングのみです」

「背部？　ああ、あの後ご光こうみたいなヤツか……。なら、その双哮振動刀ダブル・ハウリングとやらを使おう」

「了りよう解かいしました。主武装メイン・ウエポン、双哮振動刀ダブル・ハウリングを準備スタンバイ」

　デウスの背部にある、半ドーナツ状の後ご光こうモドキが縦に割れ、変形しながら脇わきへとスライドしてくる。まさしくその形状は、納のう刀とうされた二振ふりの曲刀だ。右と左、それぞれの手で得物を摑つかみ、逆手に構えると、ギザギザのエッジが唸うなりを上げて高速回転を始めた。

「こいつ、二刀の振しん動どう剣けんだったのか……」

　ＳＦでお馴な染じみの回転鋸のこぎりを目の当たりにし、兵ひよう悟ごは興奮を隠かくせなかった。

「双哮振動刀ダブル・ハウリングは、極きわめて強力な接近戦用武装です。なお、二振ふりの曲刀を繫つなぎ合あわせることで、投とう擲てき武器としても使用可能になり、中間距きよ離りでの戦いにも対応しています」

「上等だ！　連続斬撃チエーン・コンボで、奴やつらを逆流する!!」

　デウス・エクスマキナは、まさに荒あらぶる闘とう神しんだった。

　吠ほえ猛たける二刀を振ふるい、引きも切らず現れるゴーレム達たちを、次から次へと両断してゆく。時には二刀の持ち方まで変え、反はん撃げきする間すら与あたえない。双哮振動刀ダブル・ハウリングの前では、ゴーレムの自じ慢まんの装そう甲こうも紙細工のようだった。

　接近戦では敵かなわぬと思ったのか、リリパットは強きよう弩どを装備したゴーレムの一団を戦線に投入してくる。確かに、この平原は見通しがいい。射しや撃げきにはもってこいだろう。だが──。

「悪くはないが、その戦術は弱よわ腰ごしだな」

　デウスは、左右の曲刀を一つにドッキングさせ、巨きよ大だいなブーメランのような形状にすると、強きよう弩どを構えるゴーレム部隊に投とう擲てきした。

　放たれた双哮振動刀ダブル・ハウリングは、放物線を描えがくように敵てき陣じんへ飛来する。風を切り、鋭えい刃じんが咆ほう哮こうを上げた。まるで、獲え物ものに襲おそい掛かかる猛もう禽きん類のように。

　瞬またたく間まにゴーレム数機を粉ふん砕さいした双哮振動刀ダブル・ハウリングは、再びデウスの手元に戻もどってくる。

　負ける気がしない。これは驕おごりではなく自信だ。兵ひよう悟ごは、自分がホームグラウンドにいる実感を得ていた。『戦せん塵じんのエクスマキナ』をプレイしていた時のように。




　戦いの場は、平原から森へと移っていた。

　デウスの辿たどった軌き跡せきは一目で分かる。その道程には、夥おびただしい数の鉄塊が散乱しているからだ。

「──九七機撃げき破は。なおも進行方向に敵の大規模な一団が確かく認にんできます」

　イライザが倦けん怠たい感を煽あおるような報告をするが、兵ひよう悟ごの士気は落ちるどころか、より高まった。

「そいつらが敵の本隊だとラッキーなんだがな」

「なお、敵の部隊には、識別コード不明の機体が、二機存在します」

　指揮官機だろうか。これは俄が然ぜん、敵本隊の可能性が増したといって良い。

　兵ひよう悟ごは、勇んでデウスを進しん撃げきさせた。まさにその時──。

「警告コーシヨン。警告コーシヨン。正体不明アンノウン二機の内、一機がこちらに向けて移動を開始しました。急接近する正体不明アンノウンは、ゴーレムの移動速度を凌りよう駕が。デウス・エクスマキナに匹ひつ敵てきする速度です」

「何だと？」

「間もなく接敵します。重々警けい戒かいしてください、マスター」

　あまりにも意外な報告だった。この状じよう況きようで一騎駆けというのも驚おどろきだが、その速度がデウスと互ご角かくというのも看過できない。兵ひよう悟ごは気を引ひき締しめる。

　……かくして、件くだんの機体がスクリーンに姿を現した。

　地じ獄ごくに堕おちた黒くろ鉄がねの天使──それが、兵ひよう悟ごの感じた第一印象だ。

　黒を基調としたスマートな体型の機体だが、異様と言わざるを得ない。その体を覆おおうのは、幾いく多たもの黒い楔くさびが突つき立たった拘束具を思わせるような装そう甲こうである。そしてとりわけ目を引くのが、禍まが々まがしい翼つばさだ。まさに堕だ天使さながらといえよう。

　驚おどろくことに、全長はゴーレムより小さかった。デウスと同じくらいの大きさである。なのに、この凄すさまじい威い圧あつ感は何だろうか。まるで何十メートルもある巨きよ人じんと相対しているかのようだ。

「確かにおまえの言うとおりだよ、イライザ。こいつはヤバそうだ……！」

　見たところ、相手の武装は、腰こしに差している長ちよう剣けんくらいだが、確かなことは分からない。

　剣けんで斬きり結ぶには、まだ距きよ離りが離はなれている。仕し掛かけるならブーメラン状態の双哮振動刀ダブル・ハウリングをお見み舞まいすべきなのだろうが、戦せん端たんを開く前に確かく認にんしておきたいことがある。

　兵ひよう悟ごは、ボイスチャット機能をオンにした。怯おびえを悟さとられまいとしながら、平静な声を装よそおう。

「貴様が、リリパット軍の指揮官かね？」

「──さあ、どうでしょう？」

　女の声だ。

　意外だったが、あたかも喉のど元もとにナイフを突つき立たてられたような感じがする。冷たく。鋭するどく。そして、こちらを手玉に取らんとするような恐おそろしい声。

　兵ひよう悟ごの警けい戒かい心が、さらに強まった。

「……軽けい率そつな返答だったな。今ので見当がついたぞ。貴様は、指揮官ではない！」

「ええ、ご名答。突とつ撃げきしか能のない猪いのししかと思いきや。存外、頭の回転がよろしいのですね」

「ふん、期待どおりの筋肉馬ば鹿かでなくて悪かったな」

「まさか、悪いはずがありませんわ。猪いのしし相手より、よほど楽しめそうですもの。せっかくですから余興がてら教えてさしあげましょう。私は征せい伐ばつ軍の副官です。名を、ネメシスと申します」

　ネメシス……。その名が、操縦士パイロツトの名なのか、あの黒い機体の名なのかは分からない。どちらにしろ、こうも簡単に名や身分を明かしたということは、初めから本気で隠かくすつもりなどなかったのだろう。それだけ、余よ裕ゆうがあるということか。

　得体の知れない相手だ。指揮官でない以上、余計なリスクを被こうむるのは避さけたい。

「副官ならば用はない。消えたまえ」

「お断りしましょう。今さらノコノコと出てきたあなたの正体を、確かめねばなりませんから」

「この私が、貴様のように遊興で口を割るとでも思うかね？」

「いいえ。でも、それでいいのです。簡単に喋しやべられてしまったら、面おも白しろくありませんもの」

「……ずいぶんと悪あく趣しゆ味みなようだな」

「そんなことありませんわ。ただ嫌きらいなだけですよ、小こ賢ざかしいエルフが。それに……」

　ネメシスは腰こしの剣けんにそっと手を添そえた。

　兵ひよう悟ごは戦せん慄りつする。まさか、この距きよ離りで攻こう撃げきを仕し掛かけてくる気か。届くわけがない。

「──彼かれらに味方する愚おろか者ものもね！」

　言葉が終わるや否いなや、ネメシスが剣けんを抜ぬく──。

　虫の知らせとでもいうべきか。危険を直感した兵ひよう悟ごは、二振ふりの曲刀を交差させて構えた。

　次の瞬しゆん間かん──凄すさまじい剣けん戟げきが響ひびき、火花が弾はじけ飛ぶ。

　信じられないことに、ネメシスの剣けんが伸のびたのである。いや、伸のびただけでなく、刀身が鞭むちのようにしなったのだ。咄とつ嗟さの判断で、デウスは辛かろうじてその一いち撃げきを凌しのぐことができた。

「くっ、こいつの武装は蛇腹剣ガリアンソードか……」

「これは驚おどろきました。今ので、両りよう腕うでを斬きり落とすつもりでしたが」

「生あい憎にく、直感が働くもんでね。上位ランカーとして培つちかってきた経験をなめるな」

　今度はデウスが反はん撃げきする。何とか二刀の間合いに持もち込こもうとするが、ネメシスの太刀たち捌さばきが巧たくみで、中々距きよ離りを詰つめさせてもらえない。

「こいつ……！」

「ハハハハハ、どうしたのです？　威い勢せいがいいのは口だけかしら？」

　やはり、ネメシスはこれまでのゴーレムとは格が違ちがう。いや、次元が違ちがうというべきだ。

　この難敵を相手に、無傷で打ち勝つのは無理だろう。リスクを負わねば勝機はない。

　デウスは、双哮振動刀ダブル・ハウリングをブーメラン形状にドッキングさせると、身を低くして構えた。

「侵しん略りやく者風ふ情ぜいが、調子に乗るなよ！」

　デウスの投げ放った得物は、放物線を描えがいて標的に迫せまる。だが──。

「愚かな。痺しびれを切らした悪手ですね」

　ネメシスは沈ちん着ちやくだった。蛇腹剣ガリアンソードを振ふるい、稲いな妻ずまのような白はく刃じんを弾はじき返かえす。

「──悪手だと？　どうかな！」

　投げ放った双哮振動刀ダブル・ハウリングは目くらましにすぎない。デウスは、剣けんを振ふり抜ぬいて無防備になったネメシスの懐ふところに飛とび込こんだ。まさか素す手での相手が、攻こう勢せいに出るとは予想だにしなかったはずだ。

「ふん！」

　渾こん身しんの拳こぶしが、ネメシスの頭部を捉とらえた。ところが同時に、長ちよう剣けんの形状に戻もどった蛇腹剣ガリアンソードが、デウスの肩けん部ぶを斬きり裂さく。

　相あい討うちになってしまったため、互たがいに攻こう撃げきが浅くなり、決定打には至らない。しかし無理のある反はん撃げきだったせいか、ネメシスは大きく体勢を崩くずしている。これこそが本当の狙ねらいだ。

　デウスは、宙に弾はじかれた双哮振動刀ダブル・ハウリングを見事に摑つかみ取とると、敵機に向けて振ふりかぶる。

「これで沈しずめ！　ダイナミック・スラッ──」

「──フューリー!!」

　勝敗が決したかと思われた刹せつ那な、デウスの攻こう撃げきが阻そ害がいされた。いや、邪じや魔まされたどころではない。ネメシスの装そう甲こうを形成していた黒い楔くさびが一いつ斉せいに分ぶん離りし、襲おそい掛かかってきたのだ。

「シュうおおっ!?」

　さしものデウスも、黒い雨に晒さらされ、装そう甲こうを何カ所か穿うがたれてしまう。手痛い損傷である。

　黒い楔くさびはサイズこそ小さいが、三十以上はあろう。それらが、まるで意思を持っているかのように、デウスの周りを旋せん回かいしている。まさに宙を踊る剣ダンシング・ソードの群れだ。

「こんなの反則だろ……！」

「フフ、これが私の主武装メイン・ウエポン、自律型強きよう襲しゆうユニット・フューリー。愛すべき小さな死しに神がみ達たちよ」

　ネメシスの言葉を合図に、フューリーの群れは、猛もう烈れつな波は状じよう攻こう撃げきを繰くり出だしてきた。デウスは踏ふみ止とどまって奮戦するも衆しゆう寡か敵せず。徐じよ々じよに追おい込こまれ、敗色が濃こくなってゆく。

「マスター、損傷率五〇パーセントを越こえました」

「自己修復はどうなってる？」

「デウス・エクスマキナが静止状態でないと、自己修復は起動しません」

「くそっ、この嵐あらしみたいな攻こう撃げきの中で、足を止める暇ひまなんてないぞ」

「これ以上の戦せん闘とう継けい続ぞくは、デウスが大破する恐おそれがあります。迅じん速そくな撤てつ退たいを推すい奨しようします」

「撤てつ退たいはしない！　だんだん敵の攻こう撃げきを避よけられるようになってきている。それに、何だかデウスを身近に感じるんだよ。自分の体みたいに」

　これは決して強がりではない。実際デウスの反応が、少しずつ早くなっているのだ。

「……でしたら、なおのこと撤てつ退たいを強くお勧すすめします」

「なぜ……ぐっ！」

　ネメシスの一いち撃げきがデウスの脇わき腹ばらを抉えぐった。一いつ瞬しゆん、我わが身みを切きり裂さかれたように、兵ひよう悟ごは痛みを錯さつ覚かくしてしまう。相当、精神的に追おい込こまれているのだろうか。

　堪たまらず、デウスを大木の陰かげに避ひ難なんさせる兵ひよう悟ご。形勢を立て直すため、少しでも時間が欲ほしい。

「今のうちに答えろ、イライザ。どういうことだ？」

「現在マスターは、完全連動パーフエクト・ドライヴに切替シフトする直前の、危険な状態にあります」

「完全連動パーフエクト・ドライヴ？　何だそれは？」

「デウス・エクスマキナの操縦モードの一つです。通常の操縦モードと異なり、操縦士パイロツトの全神経、全感覚をデウス・エクスマキナに直結させ、機体を我わが身みのように操縦するモードです」

「それ凄すごいじゃないか！　もっと速く、もっと精密にデウスを動かすことができるなら──って、もしかして時折デウスの反応が良くなったり、痛みを錯さつ覚かくしたりしていたのは……」

「おそらく、あやうく完全連動パーフエクト・ドライヴへの切替シフトが行おこなわれかけたのでしょう。モード切替シフトの条件は、極度の緊きん張ちよう状態で、脳を最大まで活性化させていることですので」

　なるほど、神経を擦すり減へらすようなこの激戦は、まさにうってつけの環かん境きようといえよう。

「マスターも微かすかに体験されたようですが、完全連動パーフエクト・ドライヴにはデメリットがあります。感覚の共有化により、デウス・エクスマキナが受けたダメージは、操縦士パイロツトの痛覚に伝わってしまうのです」

「……ああ、全感覚を繫つなげるんだから、当然そうなるよな」

「さらに完全連動パーフエクト・ドライヴには、極きわめて大きなリスクもあります。完全連動パーフエクト・ドライヴを長時間使用すると、操縦士パイロツトに後こう遺い症しようが残る恐おそれがあります」

「こ、後こう遺い症しようだと？」

「完全連動パーフエクト・ドライヴは、操縦士パイロツトの神経に極きわめて激しい負担をかけるため、限界時間を越こえると、神経麻ま痺ひ等などの感覚障害を引き起こす危険性があるのです。最悪、植物状態になることもあり得ます」

　とんでもないリスクだ。イライザがしきりに撤てつ退たいを進言するのも無理はない。

「限界時間ってのは、どれくらいなんだ？」

「およそ、三〇〇秒です」

「五分か……。説明は分かった。じゃあイライザ、早く完全連動パーフエクト・ドライヴに切替シフトしよう」

「……マスターは、ワタシの説明を本当に聞いていましたか？」

「ああ。でも勝つにはこれしかない。ここで負ければ、ピュティの頑がん張ばりが無む駄だになる」

「エラー。あなたの思考が理解できません。あなたはファンタジーを嫌きらいだと言いました。なのに、そのファンタジーの一部であるピュティアーテのために危険を冒おかす理由が不明です」

「そうだな……。確かに、ファンタジーなんざ願い下げだ。だけどな、神様になっちまった以上、あの子を見捨てられないだろ」

「あなたの行動は非論理的です。ワタシには理解できません。……でも、理解できないことがもどかしくもあります」

「イライザ？」

「理解はできていませんが、あなたの指示は了りよう解かいしました。マスター」

　無機質なイライザの声が、どこか観念したように聞こえるのは気のせいだろうか。

　もっとも今はそれを気にする余よ裕ゆうはない。すでに、大木ごとフューリーに囲まれてしまっている。ネメシスは、こちらが隠かくれていることをお見通しで、包囲網もうを完成させていたようだ。

　咄とつ嗟さに大木の陰かげから飛とび退のくデウス。しかし、それを待っていましたとばかり、四方八方から黒い楔くさびが決けつ河かの勢いきおいで飛とび掛かかってくる。

「御お然さらば！」

　さらに、その攻こう撃げきの間かん隙げきを突ついて、ネメシスも大きく蛇腹剣ガリアンソードを振ふるった。

　──絶体絶命の危機に、神経が一気に研とぎ澄すまされる。

　瞬しゆん間かん、ネメシスが腕うでを振ふり抜ぬく様が、緩ゆるやかに見えた。いや、そればかりではない。飛来するフューリーの動きも、やたらと緩かん慢まんに感じる。

　といっても、デウスの動きも鈍にぶい。さながら重たい水の中にいるかのようだ。意識だけが鮮せん明めいになり、時間の流れを遅おそく感じている。もしや、この状態こそイライザの言っていた……。

「完全連動パーフエクト・ドライヴ、切替始動シフト・オン!!」

　止まりかけた時間の中、兵ひよう悟ごが吼ほえた。

　その呼びかけに、案内役ナビゲーターが応える。

「操縦モードの切替シフトを確かく認にん。完全連動パーフエクト・ドライヴ、始動します──」

　世界の速度が戻もどった。

　いや、兵ひよう悟ごにとっては世界が〝変わった〟のである。

　握にぎっていた操縦桿かんも、座すわっていた操縦席も、目の前にあったスクリーンも、すべてが消えている。代わりにあるのは、地を踏ふみしだく感覚と、木々の匂におい、そして眼前の敵の姿だ。

　──デウスと一体化した。

　感動している暇ひまもなく、ネメシスが洗礼を浴びせてくる。蛇腹剣ガリアンソードと、黒い楔くさびの大群が襲おそい掛かかってきたのだ。けれども兵ひよう悟ごは……いや、デウスは、黒い嵐あらしを鮮あざやかに搔かい潜くぐっていった。

　まさに、目で追い切れないような超ちよう人じん的な反射速度で。

「こいつ、急に動きが──」

　僅わずかに動どう揺ようを見せたネメシス。この隙すきを見み逃のがす兵ひよう悟ごではない。

　弾だん丸がんのように跳ちよう躍やくして間合いを一気に詰つめると、近きん距きよ離りから怒ど涛とうの連続斬撃チエーン・コンボを繰くり出だす。

「くうっ!?」

　主あるじの危機を感知したのか、フューリーの一つが取って返し、デウスの太ふと腿ももを穿うがつ。

「いっ──!!」

　焼かれるような激痛が走る。声すら出せない。しかし、ここで足を止めるわけにはいかなかった。もし止めれば、瞬またたく間まにハリセンボンにされてしまう。活路は前にしかないのだ。

「おおおおおおおおおお!!」

　雄お叫たけびを上げながら、デウスは無心で二刀を振ふるった。圧あつ倒とう的てきな速度と手数で翻ほん弄ろうし、ネメシスの黒い左さ腕わんを強ごう引いんに斬きり飛ばす。

　これにはさすがの魔ま女じよも怯ひるみ、大きく後退した。

「……なるほど。やはり、鋼鉄大神オリジナルでしたか」

「なに？」

「こんな亡ぼう霊れいが足あし枷かせになるとは……。私としたことが、いささか準備不足だったようですね」

　言うが早いか、ネメシスは翼つばさを開いて大空へと舞まい上あがった。

　新たな攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのかと思いきや、そのまま飛び去ってしまう。すぐさまフューリー達たちが、斬きり落とされた腕うでを回収し、その後に続く。

「──敵機、戦場からの離り脱だつを確かく認にんしました」

　頭の中でイライザの声が聞こえた。テレパシーができたとすれば、こんな感じかもしれない。

　兵ひよう悟ごは、ネメシスの引ひき際ぎわの良さに、正直なところ安あん堵どしていた。残すは、指揮官機のみだ。

「イライザ、直ちにもう一機の正体不明アンノウンを追うぞ。きっと、そいつが指揮官機だ。ナビを頼たのむ」

「完全連動パーフエクト・ドライヴに切替シフトして、九〇秒が経過しています。追つい撃げきにかかる時間を考こう慮りよすると危険です」

「だからこそ、さっさと決着ケリをつけなきゃならないだろう」

「……了りよう解かいしました。マスターの仮想視界に、目標ターゲツトの方角と距きよ離りを表示します」

　導かれるまま、デウスは木々の合間を縫ぬうように駆かける。目もくらむほどの速さで。




　──視界に、見たことのない鋼レ鉄プ偽リ神カを捉とらえた。

　ゴーレムに比べて、一回り以上大きい。金色の派手な甲かつ冑ちゆうを纏まとった巨きよ漢かんで、頭部は馬を模したような形状だ。ネメシスのような迫はく力りよくは感じないが、指揮官機に間ま違ちがいなかろう。

「マスター、完全連動パーフエクト・ドライヴへの切替シフトから、二四〇秒が経過しています。限界リミツトまで六〇秒」

　急接近するデウスに、敵もようやく気付いたようだ。馬のような頭が、こちらを振ふり向むく。

「あれが報告にあったエルフどもの鋼レ鉄プ偽リ神カか？　おのれ、ネメシスは何をやっておるのだ。ここまで侵しん入にゆうを許しおって。それに卿けいらもだ！　いつまで蛮ばん族ぞくを好き勝手にさせるつもりか！」

　金色の鋼レ鉄プ偽リ神カが怒ど声せいを上げると、ゴーレムの群れが一いつ斉せいに襲おそい掛かかってきた。

　末まつ端たん兵に構っている時間はない。デウスは、大きく跳ちよう躍やくしてゴーレム達たちを飛とび越こえると、脇わき目めも振ふらず、真まっ直すぐに指揮官機と思おぼしき鋼レ鉄プ偽リ神カを目指す。

　すると、金色の鋼レ鉄プ偽リ神カは大たい剣けんを抜ぬき、こちらを抑え撃たんと正面に構えた。

「その意気やよし。なれば将軍ジエネラルたる吾わが輩はい自ら、引導を渡わたしてやろう。聞けい、我わが第二の身軀セカンド・カリスは、高貴なるコロッサス！　卿けいが屠ほふってきたゴーレムと同じと思うては痛い目に──」

　コロッサスとやらの名乗りが終わらぬうちに、デウスの双哮振動刀ダブル・ハウリングが唸うなりを上げた。攻こう防ぼうにすらならない刹せつ那な、金色の巨きよ人じんは両断され、噴ふん煙えんを上げて崩くずれ落おちてゆく。

「──話も聞けずに悪かったな。急いでいたものでね」

「敵軍の指揮官機、コロッサスの撃げき破はを確かく認にん」

「イライザ、完全連動パーフエクト・ドライヴ解除だ！」

「完全連動パーフエクト・ドライヴ解除、通常の操縦モードに切替シフトします」

　兵ひよう悟ごの感覚が、肉体に戻もどってきた。吐はき気けを催もよおすほどの凄すさまじい疲ひ労ろう感が襲おそってくる。

「切替シフト完かん了りよう。なお、完全連動パーフエクト・ドライヴの使用時間は、二八四秒でした」

「……こいつは想像以上にキツいな。でも、間に合った」

「これより、敵機コロッサスの残存データの入手を試みます。成功すれば、登録機体情報を増やすことができ、今後レーダーによる機体識別率が向上します」

「なら、そうしてくれ。任せるよ、イライザ」

　一息つき、スクリーンを見やると、ゴーレム達たちは怖おぞ気けを震ふるい、竦すくみ上がっていた。

　そして木こ陰かげからは、樹じゆ海かいの民たみと思おぼしきエルフ族が顔を覗のぞかせ、こちらを窺うかがっている。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの兵ひよう悟ごだったが、最後の仕上げとばかりに、残った力を振ふり絞しぼって声を張り上げた。

「エルフの民たみよ。我を見よ、そして我わが名を聞け。我こそは、エルフ族の神、デウス・エクスマキナである！　不届きなる侵しん略りやく者の指揮官は、このとおり私が討うち取とった。戦いくさは我々の勝利だ。勝かち鬨どきを上げよ！　そして、リリパットの侵しん略りやく者どもは早々に消えるが良い。さもなくば、貴様らにも神の怒いかりが落ちるものと知れ!!」

　戦場がどよめき、そして瞬またたく間まに沸わき立たった。

　木々や茂しげみに隠かくれ、ささやかな抵てい抗こう戦に甘あまんじていたエルフが、一気に攻こう勢せいに出たのである。

　どれほどの優位性があろうとも、指揮官を失い、浮うき足あし立だったリリパット族に、決定的な流れを覆くつがえす術はない。鋼鉄の侵しん略りやく者達たちは、まるで蜘蛛くもの子を散らすように撤てつ退たいしてゆく。

　この勝利を境に、神の降臨は広く知しれ渡わたることになるだろう。結局のところ、兵ひよう悟ごにとってはより面めん倒どう事になってしまうが、こうでもしなければ勝てなかったのだから仕方がない。

　この先どうなるのかは、まさに神のみぞ知る。





※　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　※






　鉄を打ち鳴らす耳みみ障ざわりな音が止やまない。

　煤ばい煙えんに覆おおわれた空と、この鉛なまり色いろの都市がネメシスは嫌きらいだった。いや、〝この都市も〟と言いい換かえるべきか。なにせ彼かの女じよには、嫌きらいでないものなど数えるほどしかないのだから。

　ここは、リリパットの鋼鉄都市。その工業地帯にある廃はい工こう房ぼうに、ネメシスの姿はある。

　リリパット族の多くは、弱点である本体──操縦士パイロツト自身を外敵から護まもるため、人知れずどこかに隠かくれ住むものだ。彼かの女じよもそれに倣ならい、この廃はい工こう房ぼうを隠かくれ家がの一つにしていた。

　だだっ広い薄うす闇やみの中で、ネメシスは切断された左さ腕わんを眺ながめ、舌打ちをする。

「……繫つなぎ合あわせるのに、少し時間が必要ね。あの男が来るほうが早いかしら？」

　すると、その言葉が予言であったかのように、足音が近づいてくる。

　ネメシスが、この場所を話したのは一人しかいない。こういう時のために教えておいたのだ。

　かくして、廃はい工こう房ぼうに現れたのは、ガスマスクをつけた気味の悪い小男だった。

　ネメシスは、彼かれを微び笑しよう交じりの声で迎むかえる。

「ごきげんよう、将軍ジエネラル。そのお姿でここにお出いでとは、手て酷ひどくやられたようですね？」

「ネメシス！　誰だれのせいで、吾わが輩はいが第二の身軀セカンド・カリスを失ったと思っている？　引き立ててやった恩を仇あだで返しおって！」

「引き立てた？　〝利用した〟の間ま違ちがいでは？　私を遣つかって戦いくさに勝ち続け、貴族院でのお立場は盤ばん石じやくのはず。なのに、わざわざ我わが家やまでいらして、あまりのお言葉ではありませんか」

　まるで冷気を含ふくんだような声だった。それでいて、ぞくりとするほど艶つやっぽい。

「黙だまれ、魔ま女じよめ。貴様との縁えんもこれまでよ。吾わが輩はいは今、将軍ジエネラルとして、貴様の敵前逃とう亡ぼうの責を追つい及きゆうせんと来たのだ！　ここならば、もはや逃にげも隠かくれもできぬ……」

　将軍ジエネラルの言葉が尻しりすぼみになる。彼かれは今になって気付いたのだろう。目の前の相手が、隠かくれ家がであるにもかかわらず、第二の身軀セカンド・カリスでいることに。そもそも、彼かの女じよの生身が見当たらない。

「フフ、それは違ちがいますわ、将軍ジエネラル。無責任な逃とう亡ぼうを謀はかるのは、あなたです」

「な!?　何を言っている？　吾わが輩はいは逃とう亡ぼうなどしない！」

「いいえ、するのです。あなたは敗戦の責を問われることを恐おそれ、行方ゆくえをくらまし、この世から消えてしまう。そういう筋書きなのですから」

「き、貴様、まさか……!?」

「あなたの後あと釜がまとして、貴族院の席を得るのはどなたかしら？　存外、私かもしれませんね」

　ここに至って、ようやく男は理解したようだ。魔ま女じよの真意を。

　ネメシスは残された右みぎ腕うでで剣けんを引ひき抜ぬき、高々と構える。

「ま、待て、や、やめろ、ネメシス！　お願い、やめてぇぇぇぇっ!!」

「命いのち乞ごいなど、勇ましい将軍ジエネラルには似合いませんわ」

　息でもするかのように自然な動作で、ネメシスは剣けんを振ふり下ろした。

　鈍にぶい音を立て、血飛沫しぶきが噴ふき上あがる。

「かっ……け、ごぉ……」

　苦く悶もんの声を漏もらし、リリパットの男は絶命した。

「ご安心くださいな。貴方あなたのご遺体は、誰だれの目にも触ふれぬよう埋まい葬そうしますので。どうか、安らかで孤こ独どくなる死を──」

　ネメシスは優やさしげに囁ささやいた。欠片かけらほどの慈じ悲ひも見せずに。
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　裾すそ野のの集落は、神しん殿でんを中心として、丘おかの麓ふもとに広がる商業都市である。

　以前、包みにくるまれたまま、こっそりとピュティに連れていかれたことがあったが、あの時はその賑にぎわいに、兵ひよう悟ごは感かん嘆たんしたものだ。

　劇的な逆転勝利を飾かざった防衛戦から二日。兵ひよう悟ご──いや、デウスは、ピュティの望みを聞き入れ、今度は堂々と二人でこの集落を訪おとずれてみた。

　すると何ということか。民衆は神の登場に恐おそれ慄おののき、集落全体が噓うそのように粛しゆく然ぜんとしてしまったのである。デウスが歩けば大名行列さながらで、余所者アウエイ感が半はん端ぱない。

　兵ひよう悟ごにしてみれば、解放感が萎なえてしまいそうな気分である。せっかく、試験初日のすっぽかしが招いた追試地じ獄ごくを終えてきたばかりだというのに。

　デウスの傍かたわらを歩くピュティが、一人一人に顔を上げるよう言って回っているが、あまり成果は上がっていなかった。だというのに、不思議と彼かの女じよの足取りは弾はずんでいる。ついでに、そのたわわな胸まで弾はずんでいるので、どうにも目のやり場に困ってしまう。

「あー、ピュティは、ずいぶんとご機き嫌げんのようだな？」

「もちろんです。だって神様は、こうしてわたくしの望みを叶かなえてくださったのですから」

　嬉うれしそうにはしゃぎ、ピュティはこちらを見上げてきた。

「神様、そのマント、とてもお似合いですわ」

「そうかね。それは良かった」

　今、デウスは威い厳げんのある紺こん碧ぺきのマントを羽織っている。神様の身み嗜だしなみというやつだ。

　このマントは、急きゆう遽きよピュティにあしらってもらったのだが、中々の物である。背部の双哮振動刀ダブル・ハウリングに引ひっ掛かからないよう切きれ込こみが入っている仕様は、さすがの計らいといえよう。

「あら？」

　ふいに、おかしな声を上げたピュティの視線の先には、平へい伏ふくする子供達たちの姿が見えた。先日、この集落でピュティに駆かけ寄よってきたエルフ族のチビ達たちだ。

　あれだけ喧やかましかった彼かれらも、大人達たちに倣ならってか、今日はやけに静かにしている。

　ピュティは、彼かれらの前でしゃがみ込こむと、優やさしく話はなし掛かけた。

「ずっと頭を下げてなくても良いのですよ。神様は優やさしいお方です。怒おこったりしませんわ」

「ほんとに？」

　ピュティが頷うなずくと、子供達たちは現金なもので、顔を上げるどころか跳とぶように立ち上がる。そして、あっという間に、デウスとピュティを取り囲んでしまった。

「うおっ!?」

「カミサマ、かっけー!!」

「かっけー!!」

「……そ、そうかね？」

　兵ひよう悟ごは、すっかり気け圧おされてしまった。だが、子供にカッコイイと言われるのは悪い気分ではない。調子に乗って、意味もなくデウスでファイティングポーズなどを決めてしまう。

　一方ピュティも、興きよう味み津しん々しんの女の子達たちに詰つめよられ、完全に包囲されてしまっていた。

「ねえ、ミコさまは、カミサマとケッコンするのー？」

「えっ!?　け、結けつ婚こんですか？」

「ミコさまは、カミサマにえらんでもらったんでしょ？　それって、ケッコンするからよね？」

「た、確かに、神様に輿こし入いれしたようなものですけど、皆みんなの言う結けつ婚こんとは、少し違ちがうかも……」

「いいなー、ミコさま、カミサマのおヨメさんになるんだ。シンコンさんだー」

　女の子の大好きそうな話題が、雨あられと降りかかり、さすがのピュティも真っ赤な顔で翻ほん弄ろうされてしまっていた。ぐるぐると目を回しているのが、見て取れる。

　──いけない。このまま彼かの女じよが臨界点を迎むかえたら、無む垢くな幼心に、凄惨スプラツタな記き憶おくを刻んでしまうのではなかろうか。

「ねえ、ミコさまはおヨメさんになるのー？　ケッコンしたら、なにするのー？」

「ブ───────ッ!!」

　案の定、ピュティの鼻から、滝たきのような鮮せん血けつが大噴ふん射しやした。




　血の海から避ひ難なんするように、子供達たちは「きゃっきゃっ」と、跳はね回まわりながら去っていった。兵ひよう悟ごの心配を余所よそに、彼かれらはピュティの鼻血アクションに慣れていたようである。

　そして街角に残されたピュティは、ふらりと建物の壁かべに寄より掛かかった。

「子供達たちを怖こわがらせてしまいましたね……。わたくし、またもや猛もう省せいですわ」

「いや、反省する必要などあるまい。連中、怖こわがりながらも楽しんでいるように見えたぞ。まったく、子供というのはどうも苦手だ。騒さわがしいうえ、無ぶ遠えん慮りよで始末に負えん」

　気を取り直したのか、ピュティがクスッと笑う。

「でも、神様も楽しそうでしたよ？　ポーズを取られていらっしゃいましたし」

「た、楽しかったわけではないぞ。仕方なしに、連中に付き合ってやっただけだ」

　和なごやかなピュティの眼まな差ざしに見つめられると、兵ひよう悟ごはどうも調子が狂くるってしまう。

「ふん、エルフ族の子供というのは、どこの集落も、あんなに騒そう々ぞうしいのかね？」

「元気のいい子が多いのは確かですわ。エルフ族は、子供の期間が短いため、伸のび伸のびと教育するのが一いつ般ぱん的です。ですから幼少期には、集落ごとの差がさほどありません。でも、成長するにつれ、各集落の環かん境きようから影えい響きようを受けるようになり、価値観に違ちがいが出てきます」

　なるほど。そうした集落ごとの文化の相そう違いが、不和の原因になっているのかもしれない。

「そんな者達たちを纏まとめるのだから、きみも大変だな？」

「ご心配なく。わたくしの力が及およばぬなら、他者から力を借ります。神様のお言葉ですわ」

「そうだったな……。何なら補ほ佐さでも置いたらどうかね？　頭の切れそうな軍師とか」

「軍師、ですか？」

　ピュティが考かんがえ込こんだ。よもや良い候補でもいるのだろうか……。

「──ああっ、見つけた！　こんな所にいらっしゃったんですか巫女みこ様！」

　通りの向こうから大声で叫さけび、男が駆かけ寄よってくる。お洒落しやれな服の優やさ男おとこ、裾すそ野のの長老だ。

「さっきから探していたんですよ……って、もしかして、そのお方は神様!?」

　デウスに気付いた途と端たん、彼かれは頓とん狂きような声を上げる。

「はい、おじ様。もしかしなくても神様ですわ。こちら、デウス・エクスマキナ様」

「あわわわわ。ど、どうしよう、いきなりで心の準備が……」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、彼かれは手を差さし伸のべてくる。

「は、はじめまして、僕ぼくは裾すそ野のの長老です」

「こ、こちらこそ、はじめまして、神です」

　緊きん張ちようが感かん染せんし、つい奇き妙みような挨あい拶さつを交かわしてしまった。これでは、あまりにも格好がつかない。

　神の威い厳げんを取とり戻もどそうと、握あく手しゆがてら、兵ひよう悟ごは誤ご魔ま化かすように尋たずねてみる。

「……オッホン。あー、それで裾すそ野のの長老、きみの名は何というのかね？」

「え？　……ああっ、ご説明が遅おくれました。エルフ族は長老になる際、個より全を重んじる証あかしとして、自分の名を捨てる習わしなんですよ。ですから僕ぼくは、集落の名が自分の名なんです」

　エルフ族特有のしきたりに、兵ひよう悟ごは少し驚おどろいた。

　この優やさ男おとこ、一見頼たよりなさそうだが、公人として生き、エルフハイム経済の流通に一役買っていることを考えれば、案外立派な人物なのかもしれない。

「そうだったのかね。それは失礼した。生あい憎にく、私は永い眠ねむりで記き憶おくが……」

「ええ、お気になさらずに。巫女みこ様から聞きき及およんでいますとも」

「ほう、これは手間が省けたな。ピュティは良く気が回る」

　照てれ臭くさそうに俯うつむくピュティに反し、裾すそ野のの長老は、我わがことのように鼻を高くした。

「そうでしょう。そうでしょう。さすが神様は分かっていらっしゃる」

　まるで、愛まな娘むすめを自じ慢まんする子こ煩ぼん悩のうの父親のようだ。裾すそ野のの長老は、ピュティの後見人だと聞いていたが、彼かの女じよのことを実の娘むすめのように思っているのかもしれない。

「配はい慮りよに長たけるばかりではありませんよ。巫女みこ様は、エルフ族きっての魔ま法ほう使つかいなんです！」

　合点がいく話だ。これまでピュティの魔ま法ほうには舌を巻かされてばかりだったから。

「何しろ巫女みこ様は、生まれながらにして、神様に選ばれし者の刻印、御み柱はしらの証あかしをその背にお持ちですから、当然優すぐれた魔ま法ほう使つかいに……って、神様にこんな話をするなんて変でしたね」

「いや、私は別に構わないが……」

　そういえば、前にピュティの着き替がえを覗のぞきかけた時、彼かの女じよの背に柱を象かたどったような刻印タトウーが見えた。あれが、御み柱はしらの証あかしとやらだったのか。そうだとすると、ピュティに出会った頃ころ、彼かの女じよは神に選ばれたなどと自じ称しようしていたが、あながち妄もう言げんではなかったことになる。

　もっとも、その特別な証あかしを持つピュティは、普ふ通つうの少女さながら、面おも映はゆそうに頰ほおを膨ふくらませているが。

「もう、おじ様ったら、おやめになってください。神様が退たい屈くつなさってますよ。それよりも、よろしいのですか？　先さき程ほど、わたくしを探しておられたようですが」

「ああっ、そうだった！　よくありませんよ！　実は樹じゆ海かい殿どのと渓けい谷こく殿どのが、神しん殿でんに来てるんです。二人とも、やっぱり神様のことが気になってるみたいで……」

「それでは、早々に戻もどらねばなりませんね。お二人には、わたくしから一部始終説明致いたします」

「そうしてください。……あ、できれば神様もご一いつ緒しよにどうでしょう？」

　少々馴なれ馴なれしいが、不思議と憎にくめないお調子者エルフに促うながされ、デウスは首を縦に振ふった。




　祭さい壇だんの広間に通されると、白しら鬚ひげの老エルフと、褐かつ色しよく肌はだの女長老がすでに控ひかえていた。

「神様、こちらが樹じゆ海かいの長老と、渓けい谷こくの長老です」

　ピュティが紹しよう介かいしてくれるが、兵ひよう悟ごはすでに、彼かれらが難物であることを知っている。

「私がデウス・エクスマキナである。樹じゆ海かい、渓けい谷こくの両長老よ、覚えておきたまえ」

　敬服して頭を下げる二人の長老。面めん従じゆう腹ふく背はいでなければ良いが、その腹の内までは分からない。

　一同が円えん卓たくに座し、ピュティがデウスのことを語り始めた。彼かの女じよの知る〝神〟のことを。

　記き憶おくの欠落。時折必要となる神の眠ねむり。兵ひよう悟ごが吹ふき込こんだ都合のいい噓うそ八はつ百ぴやくまで、ピュティはつぶさに語っていた。彼かれらに不信感を抱いだかれなければ良いのだが……。

　兵ひよう悟ごは、彼かれらの動向を警けい戒かいしていたが、心配を余所よそに二人ともおとなしく耳を傾かたむけている。

「──わたくしからの説明は以上です」

　ピュティが締しめくくると、裾すそ野のの長老が、神の降臨を大おお袈げ裟さに歓かん迎げいした。

「うん、まさに神様は、僕ぼく達たちの救世主ですよ。先日の勝かち戦いくさの最大の功労者なんですから！」

「……それ、あたしは違ちがうと思うね。最大の功労者ってのは別にいるんじゃないのかい？」

　さっきまで静かだった渓けい谷こくの長老が、唐とう突とつに話の腰こしを折りにくる。

「け、渓けい谷こく殿どの。お控ひかえください。神様の御おん前まえで、戦功に異論を述べるなんて」

「いいや言わせてもらう。神は神だ。功労者ってのは、人間の中から選ぶもんさ。違ちがうかい？」

　兵ひよう悟ごは瞠どう目もくした。確かに、彼かの女じよの言っていることは筋が通っている。

「では聞こう。渓けい谷こくよ、きみは最大の功労者とは誰だれだと言うのかね？」

「決まってる。そこにいる巫女みこ様だろ」

「え……？」

　当のピュティは、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食ったような表情を浮うかべている。

「あんたは、御ご神しん体たいの……いや、神様の首と胴どうを繫つなげるため、かなり危ない橋を渡わたったそうじゃないか。あんたの奮ふん闘とうがなけりゃ、あの状じよう況きようで勝ちは拾えなかった。見直したよ」

　その言葉に含ふくみはなさそうだ。渓けい谷こくの長老の顔は綻ほころんでいる。

　片やピュティは、思いもかけない人物に褒ほめられたことで、混乱しているようだった。

「え、あ、そんな。わたくしはその、無む我が夢む中ちゆうだっただけで……。それに、おじ様の言いつけを破って、神しん殿でんを飛び出してしまいましたし……」

「そうなんだよね～。僕ぼくとしても、その点はいただけないんだよ」

　優やさ男おとこの言を受けて縮こまるピュティ。そんな彼かの女じよに、渓けい谷こくの長老が助たすけ舟ぶねを出す。

「何言ってんだい。裾野こいつの言うことを足あし蹴げにして、我がを貫つらぬいたってトコがいいんじゃないか」

「酷ひどっ！」

　裾すそ野のの長老が抗こう議ぎの声を上げるが、誰だれも彼かれを一いつ顧こだにしない。

「……ってことで、あたしの解かい釈しやくは間ま違ちがってるかい、神様？」

「いいや。きみの言うとおりだよ。まったくもって異論はない」

「話が分かるじゃないか、気に入ったよ神様。んじゃ、あたしもケジメをつけないとね……」

　女長老は席を立つと、決まりが悪そうな様子で、ピュティの前に歩み出た。

「なあ、巫女みこ様、この間は……」

「待ってください！」

　ピュティが彼かの女じよの言葉を制した。今、渓けい谷こくの長老は、先日の暴言を詫わび、甘あまんじて罰ばつを受けようとしたのだろう。それは、この場にいる誰だれもが察したはずだ。もちろん、ピュティだって。

「その先を仰おつしやる必要はありません。あなたが、あの時に仰おつしやったことは、本当のことでした……。だから、わたくしは頑がん張ばれたんです。お飾かざりのままじゃいたくないって」

　渓けい谷こくの長老は、どうしたものかと少々戸と惑まどったようだが、吹ふっ切きるように胸を張った。

「分かったよ。じゃ、この話はここまでにしよう」

「はい。そうしてください」

「やれやれ、こいつは認めざるを得ないね。あんたはもう、お飾かざりじゃないってさ」

「渓けい谷こくの長老……」

　ピュティの碧あおい瞳ひとみが微かすかに潤うるんだ。

　女長老が、照れ臭くさそうに銀ぎん髪ぱつを搔かく。

「ああ、それから、その呼び方もやめてもらえないかい？　あたしは、気に入った相手や、親しい奴やつには〝ケイさん〟って呼ばせることにしてんのさ」

「……はい、分かりました。ケイさん」

　嬉うれしそうに彼かの女じよの愛あい称しようを呼ぶピュティ。

　兵ひよう悟ごは、ほっとした。渓けい谷こくの長老の第一印象が、乱暴者のイメージだっただけに、今後ピュティと上手うまくやれるか気き掛がかりだったのである。しかしどうやら、取とり越こし苦ぐ労ろうだったようだ。姉を失ったピュティからすれば、姉あね御ご肌はだの彼かの女じよは、むしろ親しみやすい相手なのかもしれない。

　安あん堵どしたのは兵ひよう悟ごばかりではないようで、裾すそ野のの長老も白い歯を見せていた。

「うんうん。これからもピュティちゃんをよろしくね、ケイさん」

「……何で、あんたまで馴なれ馴なれしくケイさんって呼んでんだい？」

「さっきから僕ぼくに酷ひどくない!?」

　ピュティが鈴すずを転がすような声で笑う。

「そうだ神様、あんたもあたしのことは好きなように呼んどくれ」

「分かった。ではケイと呼ばせてもらおうか」

「ねえ！　ちょっと、聞いてる？　僕ぼくの話？」

　裾すそ野のの長老が寂さびしそうに不服を申し立てるが、けんもほろろだった。

　こちらはもう大だい丈じよう夫ぶそうだ。問題は……。

「さっきから黙だまっているが、何か思うところでもあるのかね、樹じゆ海かいの長老？」

　しかめっ面つらを浮うかべている老エルフに声を掛かけると、彼かれは目を伏ふせ、抑よく揚ようなく返答した。

「滅めつ相そうもございません」

　その言葉が建前であることは、火を見るより明らかだ。神の登場を快く思っていないのは察するに余りある。なにしろ、樹じゆ海かいの長老は三長老の筆頭格で、これまでピュティを傀かい儡らいにし、好き放題やってきた張本人といっても差さし支つかえないのだから。

　先の戦いでは、彼かれの浅せん慮りよから集落が危機に陥おちいったため、今は己おのれの立場を危うんでおとなしくしているに違ちがいない。それなら、今のうちに事を進めてしまうのが得策であろう。

「ピュティよ。これはいい機会ではないかね？　彼かれらに伝えたいことがあるのでは？」

　いきなり話を振ふられ、ピュティは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。しかし、すぐに力強く首しゆ肯こうする。

「……はい。仰おつしやるとおりですわ」

　決意を固めたピュティは、テーブルに手をついて立ち上がった。

「この席を借りて、先日申し上げたことを、再提案させていただくことをお許しください。わたくしは、今こそ集落の垣かき根ねを越こえる時だと考えています」

　三長老の視線がピュティに注がれる。

「わだかまりもあるでしょう。でも、此こ度たびが勝かち戦いくさだったとはいえ、次も同じとは限りません。……いえ、むしろこのままでは、次こそ敗れてしまいます。それだけ危あやうい勝利でした」

　口を挟はさむ者はいない。あの辛しん勝しように、胡坐あぐらをかく愚おろか者ものなどいなくて当然だ。

「わたくし達たちは今度こそ、一つのエルフ族となり、共に生きてゆく道を選びませんか？」

　ピュティが三長老を順々に見つめると、ケイが背もたれに寄りかかって口を開いた。

「やれやれ、あんたも頑がん固こだね」

「ケイさんほどじゃありません」

「へっ、言うじゃないか。……確かに、あたしはあんたを気に入った。でもね……いや、だからこそ、その件を易やす々やすと承知できない。エルフ族すべてを背負うってのは、並なみ大たい抵ていのことじゃないからね。あたしら長老みたいに、一集落を背負うのとはわけが違ちがう」

「仰おつしやるとおりです。きっと、わたくし一人では背負いきれないでしょう」

「だったら──」

「ですから、わたくしは長老の皆みなさんに協力を仰あおぎたいのです。わたくしと一いつ緒しよに、一つのエルフ族を支えてはいただけませんか？」

　ケイは、しばらく考かんがえ込こんでいたが、やがて降参とばかりに肩かたを竦すくめた。

「そういう覚かく悟ごなら話に乗るよ。存分に、あたしを頼たよっておくれ」

　拍はく手しゆが鳴った。裾すそ野のの長老が、割れんばかりの拍はく手しゆを送っているのだ。

「僕ぼくも右に同じだ。ピュティちゃ……じゃなかった、巫女みこ様の方針に喜んで従うとも」

「なんだい、親バカみたいな有あり様さまだねぇ、裾すそ野の」

「放っておいてくれ。心底嬉うれしいんだから」

「おじ様……ケイさん……」

　こうなると、回答を保留している樹じゆ海かいの長老に、自おのずと皆みなの関心が集まる。

「儂わしにも異論はない。だが、あなたはまだ若い。ここで賛同を得たところで、我々三長老を使いこなせるのですかな？　これは、覚かく悟ごや姿勢の問題ではない。技量や経験の話ですぞ」

「……経験不足は承知しています。ですので、補ほ佐さ役やくとして、軍師を傍そばに置こうと思います」

「なに？　軍師ですと？」

　樹じゆ海かいの長老が、喫きつ驚きようした。

「幸いわたくしは、エルフ族きっての俊しゆん傑けつと言われる者を存じております。かつて、姉メルクライラの下もとで神官をしていた人物です。その者の名は──」




　──翌日。この日曜日は兵ひよう悟ごにとって、唯ゆい一いつの試験休みの日だった。

　そんな日に、朝からエルフ族の面接官モドキをやるはめになろうとは、複雑な気分である。

「クレオーン殿どのが裾すそ野のの集落に到とう着ちやくしました。もうすぐ神しん殿でんへ来ますよ」

　祭さい壇だんの広間に入ってきた裾すそ野のの長老が、簡単な報告を済ませた。

　クレオーン……それが、ピュティの推おした人物の名である。

　彼かれをここに招しよう致ちすることに、樹じゆ海かいの長老は猛もう反はん対たいした。なぜなら、クレオーンは囚しゆう人じんだったのである。しかも、危あやうい思想犯だと、老エルフは言っていた。

　四年前、革新的な思想を持つクレオーンは、停てい滞たいするエルフ族を良しとせず、民たみの結束と、いずれ現れる外敵リリパツトの脅きよう威いを説き、大衆を啓けい蒙もうしていたという。そして、招かれてもいない評ひよう定じようの席に闖ちん入にゆうし、禁を犯おかした乱心者として捕とらえられ、樹じゆ海かいの集落の獄ごくに繫つながれたそうだ。

　彼かれへの評価は、ピュティと樹じゆ海かいの長老で真っ二つに割れた。

　ピュティ曰いわく──メル姉様は、クレオーンを頼たよりにしていました。彼かれは慧けい眼がんの持ち主ですわ。

　樹じゆ海かいの長老曰いわく──あの男は、先代様の後うしろ盾だてをいいことに増長していた危険な奸かん臣しんですぞ。

　……と、昨日は判断のしようがない有あり様さまだったのだ。そのため、クレオーンを呼んで直じかに見定めようということになり、昨日と同じ顔ぶれがこの神しん殿でんに揃そろっている。

　──やがて、当とうのエルフが広間に現れた。すらりとした長身である。

　さすがに囚しゆう人じん服のままということはなく、簡素な法ほう衣えを纏まとっていた。頭に巻いたターバンからは、薄うす桃もも色いろの髪かみがはみ出し、端たん正せいな顔にかかっている。

　しっかりと身み繕づくろいしているようだが、瘦やせこけており、衰すい弱じやくしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。しかしそれに反して、その双そう眸ぼうは荒あら々あらしい活力の火を灯ともしている。

　彼かれはこちらを見るなり「おお！」と、感動の声を上げて畏かしこまった。深々と頭こうべを垂れる。

「クレオーンでございます。お召めしにより、参上致いたしました。我らが偉い大だいなる神よ」

「……私のことは聞いているようだな？」

「はっ、今エルフの民たみで、神を知らぬ者などおりましょうや。お噂うわさは獄ごく中にまで聞こえます」

「ならば、なぜここに呼ばれたのかも聞いているかね？」

「畏おそれながら、咎とが人にんにすぎぬ私を、御み柱はしらの巫女みこ様の軍師にご推挙いただいたとか」

「面おもてを上げたまえクレオーン。きみを推挙したのは私ではない。ここにいるピュティだ」

　すると、少し驚おどろいたように、クレオーンが顔を上げた。

　そんな彼かれを見て、ピュティは懐なつかしそうに話はなし掛かける。

「久方ぶりです、クレオーン。少し瘦やせましたね」

「……ピュティアーテ様？」

「はい、そうですわ」

「見み違ちがえました。まさに、メルクライラ様と瓜うり二ふたつのお姿。すっかりご立派になられて」

「あなたと最後に会ったのは、わたくしが子供の頃ころでしたものね。覚えていますか？」

「もちろんですとも。ピュティアーテ様は、よくメルクライラ様とご一いつ緒しよに神しん殿でんへいらっしゃっては、御ご神しん体たいの前で興奮され、鼻血を流されておいででしたから。メルクライラ様が、小さなあなたの鼻を、そっとご自分の袖そででお拭ふきになるお姿は、忘れられません」

　どうやら、ピュティの鼻血癖ぐせは、小さな頃ころから変わらないらしい。

「そうでしたね。姉様は、ご自分の服が汚よごれても、嫌いやな顔一つせず、わたくしを世話してくださいました。それに、妹のわたくしに限らず、誰だれに対しても献けん身しん的で……」

「ええ。お優やさしく、聡そう明めいなお方でした。三年前、メルクライラ様を湖島の悲劇からお救いできなかったことが、悔くやまれてなりません。牢ろうで生いき恥はじを晒さらす我わが身みを、どれだけ呪のろったことか」

　言葉とは裏腹に、クレオーンの声は淡たん々たんとしていた。しかつめらしい態度のせいもあってか、彼かれとは初対面の兵ひよう悟ごとしては、どことなく冷たい印象を受けてしまう。

　もっとも、兵ひよう悟ごとは比べものにならない悪感情を抱いだき、それを剝むき出だしにする人物もいる。

「フン、愚おろかな。牢ろうに繫つながれたのは、身から出た錆さびではないか」

　鼻で笑い、罵ば声せいを浴びせる樹じゆ海かいの長老。けれども、クレオーンは変わらず涼すずしい顔だ。

「仰おつしやるとおり、私が愚おろかでした。樹海の長老あなたという人物を見み抜ぬけなかった私の落ち度です」

「……どういう意味だ？」

「言葉どおりの意味です。あなたは知識人だ。ゆえに、理を説けば分かり合えると考えたのですが、手痛い誤算になりました」

「……青二才め！」

　大した弁達者だと、兵ひよう悟ごは感心した。滔とう々とうと捲まくし立て、痛つう烈れつな皮肉を浴びせている。

　とはいえ、このまま放っておいたら揉もめ事ごとになりかねない。手た綱づなは締しめねば。

「二人とも、その辺にしておけ！」

　デウスの一いつ喝かつで、たちまちエルフ達たちは矛ほこを収めた。クレオーンが威い儀ぎを正す。

「やれやれ、クレオーンよ。きみは今どんな気分かね？」

「と、申されますと？」

「エルフを取り巻く現状は、四年前に、きみが忠告したとおりになった。リリパット族の脅きよう威いに晒さらされながらも、確かく執しつにとらわれ、危機に瀕ひんしている。予見が的中して誇ほこらしいかね？」

「お戯たわむれを。私は、先のような不毛な戦いくさを避さけるために、説いて回っていたのです。誇ほこらしくもなければ、気分が良いはずもございません」

「そうか。では、きみ同様、ピュティがエルフ族の結束を訴うつたえていることをどう思うかな？」

「……僭せん越えつながら、正しい判断と思われます。エルフ族の団結は、リリパットのような強大な外敵から、民たみを護まもるために必要不可欠な防衛手段です。同時に、エルフ族のあるべき姿と心得ます。我々は神によって導かれた種しゆ。ならば神の下もと、一つであって然しかるべし。集落ごとの損得や面子めんつに重きを置けば、それは神への冒ぼう瀆とくにほかならず、忌いむべき背信行こう為いとなりましょう」

　よどみなく答えたこの男が、元々神官であったことを兵ひよう悟ごは思い知った。彼かれが謳うたうエルフ族の団結は、外交的な政まつりごととしての側面だけでなく、信しん仰こう的な面も併あわせもっていたのだ。

「なるほど……。きみは不思議な男だな。革新的でありながら、深い信しん仰こうを持っている」

　そう言ったものの、彼かれの信しん仰こう心からは、排はい他た的で狂きよう信しんめいたものが感じられてならない。

　まさに、クレオーンは聞いたとおりの人物ではないだろうか。ピュティが言うように、頼たよりになる切れ者でありながら、樹じゆ海かいの長老の言葉どおり、危険な男でもある。

　兵ひよう悟ごは少し考え、結論を出した。切れすぎるナイフを扱えるかどうかは、使う者次し第だいのはず。

「分かった。私も彼かれを推おすとしよう」

　ピュティから喜びの声が上がり、樹じゆ海かいの長老からは唸うなり声が聞こえてくる。

「だが、最終的に決めるのは、巫女みこたるきみだ。きみが彼かれを使いこなせるか、判断したまえ」

「はい……。ではクレオーンを、わたくしの軍師に任命したいと思います」

　ケイと裾すそ野のの長老からは、異議が上がらなかった。

　やや間を置き、樹じゆ海かいの長老が観念したように鼻を鳴らす。老エルフの機き嫌げんを損そこねはしたが、これで辛からくも全会一いつ致ちのようだ。

　ピュティは、そっと席を立つと、跪ひざまずいているクレオーンの手を取った。

「わたくしは、姉様のような巫女みこを目指しています。どうか、あなたの力を貸してください」

「御ぎよ意い。メルクライラ様をお守りできなかった分、あなた様と、我らが神に尽つくしましょう」

　クレオーンは、非の打ち所がない立ち居振ふる舞まいで、臣下の礼を取った。

　そして、如じよ才さいなく懐ふところから包みを取り出す。

「実は、神と巫女みこ様にささやかな手て土産みやげをご用意したのです。昨日、裾すそ野のの長老に無理を言って都合していただきました。この場で、ぜひともご覧に入れたいと思いまして」

　彼かれが包みを開けると、虹にじ色いろに輝かがやく、親指サイズの金属塊かいが現れた。

　すると、裾すそ野のの長老が席を立ち、金属塊かいについて説明を始める。

「それ、ゴーレムという鋼レ鉄プ偽リ神カの残ざん骸がいから発見したものなんですよ。ほら、僕ぼくの集落トコで残ざん骸がいを回収しているじゃないですか。彼かれ、それが気になったみたいで……」

　我わが意を得たりと、クレオーンが頷うなずいた。

「裾すそ野のの長老から、リリパットの話をお聞きした際、真っ先に気になったのが、鋼レ鉄プ偽リ神カの動力でした。マナの干かん渉しようを許さない鉄の塊かたまりが、魔ま法ほう以外でどうやって動くものなのかと」

　言われてみれば、もっともな疑問だ。兵ひよう悟ごは目を見張りながら尋たずねてみる。

「……で、その小さな物体が動力源だと？」

「はい。この物体の正体は、私と裾すそ野のの長老で、見解が一いつ致ちしています」

「ならば、それは一体何なのかね？」

「おそらく──オリハルコンかと」

　広間にいる全員が息を吞のんだ。

　色こそ違ちがうが、デウスを形作る金属と確かに似た感じがする。これが意味するところは──。

「……そういうことか。だからこそ、奴やつらは〝鋼レ鉄プ偽リ神カ〟にすぎないというわけだな」

「ええ、神のご推察のとおりでしょう」

「僕ぼくの方でも、鋼レ鉄プ偽リ神カを分解して色々調べましたが、そう考えるのが自然だと思いますよ」

　デウスとクレオーン、裾すそ野のの長老は、三人だけで納なつ得とくしている。ほか三名は置き去りもいいところだった。ピュティが慌あわてて詰つめ寄よってくる。

「あ、あの、一体何がどういうことなのでしょうか、神様？」

「鋼レ鉄プ偽リ神カを動かすには、魔ま法ほう以外の未知の動力エネルギーが必要だということだよ。そこで、この私を思い出してほしい。こうして私が動いているのも不思議ではないかね？」

「……いえ別に。神様は神様ですから」

「いやいや、そこで思考停止してはいかんぞピュティ。こうして、この地上に干かん渉しようするには、私自身のダイナミックな神パワーのほか、鋼の器からだを動かすための動力エネルギーも必要なのだよ」

「まあ！　そうでしたか」

「つまり、私の体を形成しているオリハルコン自体が、動力エネルギーを発する特とく殊しゆ金属だと考えれば、鋼レ鉄プ偽リ神カのことも辻つじ褄つまが合う。鋼レ鉄プ偽リ神カは、太古の魔ま神じんを模していると聞いた。だが、大方リリパットにそれを完全再現できる技術はなく、鉄で形を複製し、動力として魔ま神じんの欠片かけらを組くみ込こんでいるにすぎん、ということだよ」

「えっ？　では魔ま神じんも、神様と同じようにオリハルコンの体だったということでしょうか？」

「おそらくな。あの戦いで、敵のネメシスという者が私をこう呼んだよ、〝鋼鉄大神オリジナル〟と。あれは、神も魔ま神じんもひっくるめた、太古の存在を指して言ったのでは──」

「ちょ、ちょっと待っておくれ！」

　引ひっ掛かかることでもあったのか、今度はケイが待ったをかけてくる。

「ネメシスだって？　あの戦場に、あいつがいたのかい？」

「ん？　ああ、いたとも。敵軍の副官だったな。残念ながら、取とり逃にがしてしまったがね」

　長老達たちが一いつ斉せいにどよめいた。

「何てことだい……。あんた、やっぱり神様なんだねぇ。あのネメシスに勝ったなんてさ」

「確かに奴やつは強敵だったが、そんなに有名なのかね？」

「有名も何も、帝てい国こくきっての勲功者エースだよ。黒こく衣いの魔ま女じよ、って恐おそれられている。今まであいつに、どれだけの種族がやられたか……。ンな化け物相手に、よくもまあ無事でいられたもんだ」

　昂たかぶっているのは彼かの女じよばかりではない。裾すそ野のの長老も、興奮冷めやらぬ様子だ。

「ネメシスのことで、小耳に挟はさんだことがあるんですよ。噂うわさによると、彼かの女じよは帝てい国こくの貴族院に、迎むかえ入いれられたらしい。これで黒こく衣いの魔ま女じよも、大軍を率いる将軍ジエネラルの仲間入りってことになる」

「ちっ、厄やつ介かいな話だね。総大将トツプが間ま抜ぬけなら戦いようもあるのにさ。にしても奴やつこさん、ずいぶんと早く出世したもんじゃないか」

「なんでも、貴族院の席に空きができたって話だよ。敗戦の責を取るべき貴族が、雲くも隠がくれしたとか何だとか。それで帝てい国こくは、その貴族を追放処分して、ネメシスを後あと釜がまに据すえたんだって」

　交易に力を入れている強みか、裾すそ野のの長老はリリパットの社会事情に明るいようだ。加えて、鋼レ鉄プ偽リ神カの構造にも詳くわしくなってきている。彼かれの知識が、いずれ役に立つかもしれない。

「む……？」

　──ふいに兵ひよう悟ごは、煩わずらわしい音色を耳にした。寒かん原ばら家のインターホンである。それも、何度も執しつ拗ように鳴らされている。訪問者が何者かは知らないが、居留守を許さぬ豪ごう胆たんな振ふる舞まいだ。

「……諸君、私は少し休ませてもらうとしよう。眠ねむりの時が来たようなのだ」

　突とつ然ぜんのことに、三長老とクレオーンが一いつ驚きようする。すかさず、ピュティは彼かれらに説明した。

「皆みなさん、昨日お話ししたとおり、神様はこの世に干かん渉しようできる時間が……」

「ああ、そういや時間制限があるって言ってたね。なるほど、これが神の眠ねむりってやつかい」

　ピュティを除くエルフ達たちは、不思議そうな面おも持もちを浮うかべるが、腑ふに落ちてもいるようだ。

「眠ねむっても、構わんかね？」

「あ、はい。お休みなさいませ、神様」

　ピュティ達たちに見送られ、デウスは祭さい壇だんに腰こしを落とし〝眠ねむり〟につく。

　兵ひよう悟ごは面めん倒どう臭くさそうに頭を搔かいた。一体全体、この不届きな来客は何者だろうかと。
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　誰だれ一人ひとりインターホンに応じないということは、おそらく今、寒かん原ばら家には自分しかいないのだ。

　兵ひよう悟ごは不ふ承しよう不ぶ承しようガレージを出ると、母おも屋やの玄げん関かんまでやってくる。

「あ……」

　どちら様、と声を掛かけるまでもなかった。来訪者はよく見知った少女だったから。

「等と々ど力ろき……。ピンポンダッシュなら、もっと早く逃にげなきゃダメだぞ？」

「ンなことするか！」

　束たばねは、あほらしいと言わんばかりに切り返して、口を尖とがらせる。

「ヒッキーのあんたが出てくるってことは、おば様は留守なの？」

「みたいだな。買い物にでも出てるんだろう。そして俺おれはヒッキーではない」

　流りゆう暢ちように受け答えしつつ、相手の誤解を正すことも忘れない。兵ひよう悟ごにしては上出来の応対だ。

「おまえがウチに来るなんて、珍めずらしいこともあったもんだな。一体何の──」

　用事を尋たずねようとした矢先、すぐそこに停とまっている運送業者のトラックから、幾いくつかの大きな荷物が、寒かん原ばら家の庭先に運びおろされているのが見えた。

　仕事を終えた業者は、帽ぼう子しを取って丁てい寧ねいに挨あい拶さつすると、トラックに乗って行ってしまう。

「……え？」

　理解の及およばぬ事態に、兵ひよう悟ごは立たち竦すくんでしまった。

　そこにあるのは、青いビニールシートに包まれた、丸みを帯びた巨きよ大だいな物体と、座席をはじめとした部品群だ。これらを組み立てることで何が出来上がるのか、兵ひよう悟ごはよく知っている。

「おい、等と々ど力ろき……。そこにあるのって、まさか『戦せんマキ』の筐きよう体たいか？」

「さすがに目め聡ざといわね。この粗そ大だいゴミを引き取ってもらおうと思って、立ち寄ったのよ」
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　思わず兵ひよう悟ごは、ぽかんとしてしまう。

　すると、こちらの沈ちん黙もくをどう捉とらえたのか、束たばねが慌あわて始めた。

「い、言っとくけど、これは好意でも何でもないわよ！　寒かん原ばらに押おし付つければ、店にある廃はい品ひんの処分が楽になるだけなんだから……って、なに鉄板な台詞せりふ吐はいてんだ、あたしは──!?」

　真っ赤になって、地じ団だん駄だを踏ふむゲーセンの娘むすめ。

　ゲームンセンターの大型筐きよう体たいを、個人の勝手で処分できないことくらい想像がつく。兵ひよう悟ごが中古筐きよう体たいを買い取った時のように、きっと彼かの女じよも面めん倒どうな手続きをしたのではなかろうか。

「と、とにかく！　あんたはこの廃はい品ひんで気晴らしでもして、情じよう緒ちよ不安定なのを治せば？」

「情じよう緒ちよ不安定とか、酷ひどい言われようだな、おい……」

「本当のことでしょ。中間の初日すっぽかしといて、今さらどの口が言うんですかぁ？」

　二の句が継つげない。中間試験の不始末は、どうやら束たばねにまで心配をかけていたようだ。

　それにしても奇き妙みような気分である。あの束たばねと話しているというのに、嫌いやな気持ちにならない。

　きっと、贈おくり物ものの筐きよう体たいがダブりだったとはいえ、束たばねの気き遣づかいを実感できたからではないか。

「えーと、ありがとな、等と々ど力ろき……」

　兵ひよう悟ごは、何とか素す直なおに感謝の気持ちを言葉にできた。

「バ、バカなの？　あんたのためじゃないって言ったでしょーが。そんなことより、昔よく秘密基地にしてた寒かん原ばらん家ちのガレージあるでしょ。これから、あそこに筐きよう体たいを運はこび込こむわよ」

　──え？

　兵ひよう悟ごの顔が引きつった。あのガレージに運はこび込こむということは、当然兵ひよう悟ごが購こう入にゆうした筐きよう体たいも目もく撃げきされてしまう。その時、束たばねはどう思うであろうか。きっと自分の気き遣づかいが、ただダブりを生んだだけにすぎないことを自覚し、ショックを受けてしまうに違ちがいない。

　……ここは、何としても彼かの女じよをガレージから遠ざけねば。

「い、いや、待て。勝手に運び入れたら、ウチの親が何て言うか分からないだろ？」

「そうなのよね。おば様かおじ様に、お断りしておきたいのは確かだわ。事前に交こう渉しようしたら断ことわられると思って、運んできた際にお伺うかがいする作戦にしたんだけど、裏目に出たか」

「そうそう。だから、今日は諦あきらめよう。また日を改めて……」

「──あらやだ！　もしかして、束たばねちゃん？　束たばねちゃんよね？」

　賑にぎやかな声を上げ、買い物袋ぶくろを下げた中年女性が現れる。色々と間が悪い、兵ひよう悟ごの母だ。

　──つーか、間が悪すぎんだろ！

　兵ひよう悟ごは心の中で絶ぜつ叫きようする。

「はい、おば様。ご無ぶ沙さ汰たしています」

　束たばねが満面の笑えみで振ふり返かえる。よくもまあ見事に猫ねこをかぶったものだ。

「やっぱり束たばねちゃん！　何年ぶりかしら？　凄すごく綺き麗れいになって～。女の子って見み違ちがえちゃうわね～。あ、別にそういうアレじゃないのよ？　束たばねちゃんは子供の頃ころから可愛かわいかったから」

「そんな、ありがとうございます。おば様も、変わらずお綺き麗れいでいらっしゃいますね」

「まあ、お上手。すっかり大人の女性ね。家ウチに遊びに来てた頃ころは、あんなに小さかったのに～」

「その節は、お世話になりました。つきましては、お伺うかがいしたいことがあって……」

「あら、なあに？」

「本日は寒かん原ばらの……いえ、兵ひよう悟ご君の依い頼らいで、この筐きよう体たいをご自宅にお届けに上がったんです」

　ちゃっかり注文したことにされている。束たばねの交こう渉しよう術は強ごう引いん極きわまりないが、確かにそう言われては無下にできなくなるものだ。

「それで、空いているガレージに置かせていただければと思って。よろしいでしょうか？」

　束たばねが猫ねこなで声ごえで、母を籠ろう絡らくしようとしている。これには、無敵の母とて心が揺ゆらぐだろう。

「ん～、いいわよ。束たばねちゃんに、こんな重そうなの持って帰らせるわけにもいかないし」

「ありがとうございます、おば様」

「それにしても兵ひよう悟ご。あんた、束たばねちゃんを煩わずらわせて、また同じようなの注文したの？」

　空気を読めない……いや、空気を読まない母が、致ち命めい的な質問をこっちに振ふってきた。

　当然、束たばねは聞き返す。

「はい？　……同じようなの？」

「ええ、そうなのよ。こんな感じのが、もう一台あるの。家ウチのガレージに」

　理解が及およばない束たばねの表情が、兵ひよう悟ごにはただ哀あわれに見えてならなかった。

　何となくこうなることは予想できた。この間の悪すぎる母が、地じ雷らいを踏ふまないわけがない。




　寒かん原ばら家のガレージに、『戦せん塵じんのエクスマキナ』の巨きよ大だい筐きよう体たいが二台仲良く並んでいる。若じやつ干かん、手て狭ぜまにはなったものの、なんと壮そう観かんな眺ながめであろうか。

　二台目のセッティングも終えた兵ひよう悟ごは、一息入れようと缶かん珈琲コーヒーを二つ持ってきた。

「……マジか～。あたし、バカなの？　マジでバカなの？」

　さっきから、束たばねがうわ言の様に同じ台詞せりふを繰くり返かえしている。情じよう緒ちよ不安定なのはどっちだ、とツッコミを入れたくなるが、兵ひよう悟ごは堪こらえた。ここでの追おい討うちは、さすがに気が引ける。

「ほら、等と々ど力ろき。珈琲コーヒーでも飲んで機き嫌げん直せ」

「やめてよね。憐あわれむように気を使うの。あたしが惨みじめになるじゃない。どうせ、心の中じゃあ、笑ってるんでしょ？　無む駄だにダブリの大型筐きよう体たいを押おし付つけてきた道化ピエロだって」

「おいおい、そこまで性格捻ねじ曲がっちゃいねーよ」

「でも迷めい惑わくだとは思ったんでしょ？」

　──面めん倒ど臭くさっ！

　そうだった。束たばねは一度へそを曲げると、厄やつ介かいなへこみ方をする奴やつだったのだ。ここ何年も、つっけんどんな彼かの女じよの姿しか見ていなかったから、すっかり兵ひよう悟ごは失念していた。

「あのな、俺おれはむしろ感謝したいくらいなんだぜ。『戦せんマキ』の筐きよう体たいが二台あるおかげで、一度は空っぽになっちまった秘密基地が、少しずつ蘇よみがえっているように思えるんだ。見てみろよ」

　兵ひよう悟ごに促うながされ、束たばねは仕方なしといった具合に、ガレージ内を見み渡わたす。

「……そういえば、昔たくさん飾かざってあったロボット・プラモが、一つも見当たらないわね」

「ああ。全部捨てられちまったんだよ、母さんに。あれは中学に入った四月だ。もうロボは卒業しろとか言われてさ。俺おれは、あの悲劇の日を──〝鮮せん血けつのエイプリル〟を決して忘れない」

「へー。鮮せん血けつだか献けん血けつだか知らないけど……で、それからはロボゲーにのめり込こんだわけ？」

「そうとも。〝鮮せん血けつのエイプリル〟を経て、俺おれは形ある物がいつか失われることを悟さとったんだ。でも、『戦せんマキ』の筐きよう体たいほどの大きさなら、プラモみたいに易やす々やすと処分できないだろうさ」

「ホント成長してないわね、あんたって。プラモを処分したおば様の気持ちも分かるわ……」

「バカなことを言うな。小学生の頃ころ、おまえに譲ゆずってもらったゲーセン景品のプレミアム・プラモも捨てられちまったんだぞ？　今にして思えば、あれは俺おれ達たちの友情の証あかしだった」

「それこそバカ言わないでくんない？　とっくに壊こわれたモンの、証あかしだの何だの言ってどうすんのよ。それに、そもそも友情それを壊こわしたのは、あんた自身でしょーが？」

「…………そう、だよな」

　兵ひよう悟ごは、かつて束たばねにした酷ひどい仕打ちを、今でも忘れていない。




　小学校も高学年になると、同級生達たちは心身ともに大人へと成長を始める。世界が広がり、良くも悪くも変わってゆくものだ。それが最も顕けん著ちよに現れるのは、趣しゆ味みの面であろう。昨日までの宝物が価値を失い、新たな価値観で物事を判断してゆくようになる。

　そんな中、兵ひよう悟ごは取り残された。幼い頃ころから大好きだったＳＦロボに変わらず夢中になっていたため、気が付けば同じ価値観を共有する友人を欠き、孤こ立りつしてしまったのである。

　しかし、束たばねだけは変わらずに、兵ひよう悟ごとロボ談義に花を咲さかせてくれた。まさに、得え難がたい友人だったといえよう。

　だからこそ、兵ひよう悟ごは束たばねが自分と在ることが耐たえられなかった。自分と関わり合うことで、束たばねまでも教室で疎そ外がいされるようになったから。




「──もう、あっちいけよブス。おまえなんかに付き纏まとわられると、迷めい惑わくなんだよ！」




　束たばねを遠ざけようとして、彼かの女じよに浴びせた心無い言葉。

　それはきっと束たばねのためではない。自分のためだ。自分のせいで、束たばねがクラスの女子から除のけ者ものにされ、傷つくのが耐たえられなかったのである。

　それからというもの、兵ひよう悟ごは責任を負うことを極きよく端たんに避さけるようになった。

　束たばねとの関係も悪化の一いつ途とを辿たどり、顔を合わせても口論になるばかり。自然と、互たがいに口を利きかなくなり、小学校を卒業する頃ころには、すっかり疎そ遠えんになってしまったのだ。




　兵ひよう悟ごは、相変わらず機き嫌げんが悪そうな束たばねを見やる。きっと彼かの女じよは、どうしてあんなことを言われたのか、その理由を知らないだろう。酷ひどい奴やつと思われて当然だ。そしてそれは、誤解でも何でもない。実際に自分は、彼かの女じよから逃にげた酷ひどい奴やつなのだから。

　嘆たん息そくし、兵ひよう悟ごが立ち上がる。昔のことをあれこれ考えて、今さらどうしようというのか。

　少し気分転てん換かんでもすべきかもしれない。自分も、束たばねも。

「なあ、等と々ど力ろき。せっかくだから、気晴らしにおまえもやってみないか？」

「は？　何を？」

　兵ひよう悟ごはニッと笑った。そんなもの決まっている。『戦せん塵じんのエクスマキナ』だ。




　セッティングが完かん了りようしたばかりの二台目の筐きよう体たい。その操縦席に、束たばねを半ば強ごう引いんに座すわらせる。

　彼かの女じよは、ひとしきり文句を言っていたが、降りようとはしなかったので、満まん更ざらでもないようだ。兵ひよう悟ごは電源を入れると、操縦席の傍かたわらに立った。筐きよう体たい内が狭せまくなるが、やむを得まい。

「『戦せん塵じんのエクスマキナ』にようこそ。ワタシは、支し援えんウィザードＥＬＩＺＡイライザⅣフオウです」

　知性が向上する前のイライザの声だ。兵ひよう悟ごは妙みように初うい々ういしく感じてしまう。

「これより本機は起動準備に入ります。あなたは、初めて搭とう乗じようされる方ですか？　それとも、パイロットカードをご利用になりますか？」

　ゲーム開始のアナウンスが流れ出した。一応、兵ひよう悟ごは束たばねに説明しておくことにする。

「いいか、はじめて遊ぶ場合は、まず──」

　束たばねは、指で摘つまんだカードを見せつけてくる。パイロットカードだ。

「あれ？　おまえ、もしかして経験者？」

「まあね。一応ウチにあるゲームは一通り遊んでるわ」

「へえ、さすがゲーセンのむす──」

「ゲーセンの娘むすめ言うな！」

　思い返しても、兵ひよう悟ごはあのゲームセンターで、束たばねに出くわしたことなんてほとんどない。……と、いうことは、営業時間外か、あるいは変装でもして、こっそり遊んでいたのだろうか。

　真しん偽ぎのほどは不明だが、今はそんなことよりも、束たばねに忠告しておくべきことがある。

「カードは使わない方がいいぞ。もうサービス終しゆう了りようしてるから、エラーを起こすかも──」

　ぴっ。一足違ちがいで軽快な音がした。

「……遅おそいわ。タッチしちゃったわよ」

「パイロットカード、承しよう認にんしました。こんにちは、マスター・タバネ。ランキングの変動により、あなたの順位が変へん更こうされます。メインサーバーより、最新データをダウンロードします。しばらくお待ち、お待ち……ください……エラー。アクセスします。エラー。エラー……」

「ちょ、ちょっと、何これ!?　壊こわれちゃったの!?」

「このパターン、まさか……!?」

　にっちもさっちも行かなくなったかと思うと、スクリーンが暗転し、瞬またたく間まに映像が復旧する。新たに映し出された光景は、『戦せん塵じんのエクスマキナ』のそれではない。

「こんなバグ、店ウチでは起こったことないのに……。これ、どういうこと？　ねえ、寒かん原ばら？」

　束たばねの問いに答えたくても、兵ひよう悟ごはその答えを説明できない。ただ確かに言えることは、一台目の筐きよう体たいで起きたことが、この二台目の筐きよう体たいでも起きた、それだけである。

　ところが、この二度目の怪かい現象には、一度目と大きく異なっている点があった。二台目筐きよう体たいのスクリーンが映しているのは、石造りの神しん殿でんではないのだ。

　屋内には違ちがいないが、あまりにも兵ひよう悟ごが体験したものとは雰ふん囲い気きがかけ離はなれている。

　鉄筋を剝むき出だしにした壁かべや天てん井じようには、無数のパイプが所狭せましと走っており、やけに埃ほこりっぽい。

　けたたましく鳴なり響ひびく金属音が教えてくれる。そこは、幻げん想そうも神秘もない鉛なまり色いろの世界だと。
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　──どこだ、ここは？

　兵ひよう悟ごはスクリーンを隈くまなく見み渡わたした。あちらこちらに、歪いびつな鉄塊が規則正しく並んでいる。それらはまるで、何かを組み立てる前の部品のように見える。ここは工場か何かだろうか……。

　兵ひよう悟ごは、はっとなった。

　よく見てみると、並んでいる鉄製部品には見覚えがある。あれらを組み合わせた姿を思おもい浮うかべてみると、記き憶おくに新しい物体が出来上がった。思わず、その名が口を衝ついて出る。

「ゴーレム……」

「え？」

「ここ、リリパットの工場だ！」

　兵ひよう悟ごが目を丸くして断言すると、束たばねが嚙かみつくように尋たずねてきた。

「な、何？　ちょっと寒かん原ばら、あんた、何か知ってるの？　ねえってば！」

「しーっ！　静かに！」

　兵ひよう悟ごは唇くちびるに人差し指を当てて、束たばねに静せい粛しゆくを促うながした。そして、そっと耳打ちする。

「ボイスチャット機能をオフにしろ。オンに切きり替かわってるはずだから。急いで」

　渋しぶ々しぶといった様子だったが、束たばねは指示に従ってくれた。まずは良し。前ぜん轍てつは踏ふまない。

　この状じよう況きようがデウスと同様だとしたら、この筐きよう体たいも何らかの機体にアクセスしている可能性が高い。となれば、ボイスチャット機能が外部スピーカーに直結していると考えるのが自然だ。

　ここが読みどおり、リリパットの工場であれば、こちらの存在は知られない方がいい。

　差し当たり付近には、案山子かかしのような鋼鉄の人形が動き回っている。部品を取り外したり、組み立てたりしているのを見るに、作業用の機体のようだ。幸いにも、気付かれた様子はない。

「よし、やりすごせたな。イライザはどうなってる？」

　スクリーンの端はしを見れば、あの時と同じように、〝ＤＯＷＮＬＯＡＤダウンロード〟の表示が出ていた。

「ねえ、寒かん原ばら！　いい加減答えてよ。何が起こったの？」

　束たばねが痺しびれを切らしたように尋たずねてくる。どう説明したら良いのか、頭を抱かかえたくなる質問だ。

「俺おれもはっきりしたことは分からない。だから、理解できている範はん囲いで話す。オーケー？」

「お、オーケー」

「等と々ど力ろきは今、この筐きよう体たいから、どこかの異世界にある無人兵器にアクセスしてるんだ」

「どこかって、どこ？　何でそんなことになったのよ？」

「だから、理解している範はん囲いでしか説明できないんだって。そのどっちも俺おれには分からない」

「そ、そうなんだ……。口挟はさんで悪かったわね。続けて？」

　兵ひよう悟ごは軽く咳せき払ばらいをしてから、話を戻もどす。

「んで、残念ながら、おまえがアクセスしている機体は……悪者専用だ」

「は？　何それ？」

「向こうの世界の住人で、リリパット族っていう侵しん略りやくが大好きな、おっかない連中がいる。そいつらの〝第二の身軀セカンド・カリス〟にアクセスしてるってことさ」

「せ、セカンド……？」

「〝第二の身軀セカンド・カリス〟ってのは、遠えん隔かく操縦ロボットの総そう称しようだよ。操縦士パイロツトのリリパットからすれば、二つの目の体ってことだ。大方ここは、リリパットの帝てい国こくにある工場じゃないかな」

　束たばねは顔を引きつらせていた。「あんた、頭大だい丈じよう夫ぶ？」とでも、訊ききたげである。

「言っておくが、俺おれは正常だ。今説明したのも、俺おれが考えた中二病的な設定じゃないからな」

「え……と、ああ、うん……信じるよ」

　ならば、なぜ目を逸そらすのか。兵ひよう悟ごは束たばねを問とい質ただしたい気分だった。まさかファンタジーに、このような恥はじをかかされようとは、心外の極きわみである。

「それで、あたしはどうすればいいの？」

　兵ひよう悟ごは返答に詰つまった。この二台目の筐きよう体たいを捨ておくという選せん択たく肢しもある。しかし、逆にこのトラブルを、上手うまい具合に役立てられないだろうか。

「……よし、ここの工場を脱だつ出しゆつしよう」

「どうやって？」

「おそらく向こうの機体と、この筐きよう体たいは同調している。機体が動かせる状態にあれば、こっちの操縦に反応するはずだ。後は……」

　兵ひよう悟ごは、イライザのアップグレードを待っていた。この状じよう況きようで、案内役ナビゲーターがいるのと、いないのとでは大違ちがいだ。そろそろ、アップグレードが完かん了りようする頃ころだと思うが……。

　食い入るように、スクリーンの端はしを見つめていると、ついに変化が生じた。

　──きた、アップグレードが終わったのだ。

　兵ひよう悟ごが歓かん喜きの声を上げようとした瞬しゆん間かん、〝ＥＲＲＯＲエラー〟という表示が浮うかび上あがってくる。

「はいぃぃぃ!?　アップグレード、失敗したの!?」

　すると絶ぜつ叫きように応えるように、スクリーンに珍ちん妙みようなヒヨコ・モドキが現れた。卵たまごの殻からを半分頭に乗せたような小鳥で、版権の際きわどそうなデザインである。その、ゆるキャラ然とした姿は、アンティーク・ドールのイライザの精せい巧こうさとは、あまりにもかけ離はなれていた。

「ねえ、なんか凄すごく可愛かわいい子が出てきたんだけど？」

「ピヨ？　ピヨピヨ」

「やだ、ピヨピヨ鳴いてる。かわいい～☆」

　事情を知らない束たばねが、お気楽にはしゃいでいた。

　これがイライザの成れの果てだというのか。人語さえ介かいせないのでは話にならない。

「仕方ない。自力で脱だつ出しゆつしよう。操作法は『戦せんマキ』と変わらないはずだ」

　イライザはヒヨコ・モドキになってしまったが、幸運にもレーダーは生きている。さりとて、デウスのそれとは比べるまでもなく機能が劣おとっていそうだが。

　十中八九、この筐きよう体たいがアクセスしたのは鋼レ鉄プ偽リ神カに違いないと、兵ひよう悟ごは結論付けた。

　おそらくデウスのような機動性は望めず、イライザのナビもない。これは骨が折れる。

　先さき程ほどの案山子かかし鋼鉄偽神レプリカ達たちが、全員レーダーの範はん囲い外に出た。仕し掛かけるなら今だ。

「行け、等と々ど力ろき！」

「命令すんなっての！」

　掛かけ声ごえとともに、視界が大きく動いた。

　──よし。デウスのように頭部だけということはない。

「とりあえず、大きな扉とびらが見えるから、そっちに行くわ！」

　束たばねの判断は悪くない。彼かの女じよが向かおうとしている大扉とびらは、そのサイズからして、おそらく運うん搬ぱん用の出入り口だろう。あわよくば、外に直結しているかもしれない。

　それにしても、やけに視界が低い。ゴーレムは三メートル以上もの巨きよ体たいだ。こんな低い位置に外部環かん境きようカメラがあるわけない。きっと、ゴーレムとは異なる型の鋼レ鉄プ偽リ神カではなかろうか。

　一いつ瞬しゆん、四足歩行の鋼レ鉄プ偽リ神カなのではと思ったが、その割には安定性に欠ける。さっきから、左右にやたらと揺ゆれ、走行が不安定だ。この機体は、二足だと考えるのが妥だ当とうなようだが……。

「ピヨピヨ！」

　またヒヨコ・モドキが騒さわぎ出した。やかましさに兵ひよう悟ごが眉まゆをひそめると、束たばねが声を上げる。

「さっきの細いのが追っかけてくるわ！」

　見れば、確かにレーダーに反応がある。四機が、背後から追ってきたのだ。走行速度は似たようなものなので、逃にげ切きれる目はある。束たばねにも諦あきらめた様子は微み塵じんもない。

　彼かの女じよは、機体で体当たりをすると、強ごう引いんに大扉とびらをこじ開けた。一気に視界が開ける。

　──外だ。ツいてる！

　兵ひよう悟ごがそう思ったのも束つかの間ま、残念ながら野外にも、同じような案山子かかし鋼鉄偽神レプリカが待機していた。こちらに気付くや否いなや、連中は急接近を開始する。その数、八機。これでは袋ふくろの鼠ねずみだ。

「どうしよう、寒かん原ばら？　戦う？　やっぱ、こうなったら戦うしかなくない？」

「戦うったって、武装ウエポンを搭とう載さいしているのかどうかも分からないんだぞ？」

　束たばねは困ったように顔をしかめると、藁わらにも縋すがる思いで、ヒヨコ・モドキに話はなし掛かける。

「ねえ、ピヨちゃん。この機体、どんな武器があるの？　あったら出して。お願い！」

「ピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨピヨ」

　もはや回答とも呼べない代しろ物ものが返ってきた。まったく勘かん弁べんしてもらいたい。

「無む駄だだ、等と々ど力ろき。そのヒヨコを頼たよるな」

「でも、こっちの言葉に反応してるわ。あたし達たちが言ってること、理解してるんじゃない？」

「だとしてもだ。ピヨピヨ鳴かれたって意味がないだろ。言語ですらないんだから！　だいたい鳥なんかに、期待したって……ん？　鳥……？」

　ふと、ある可能性が兵ひよう悟ごの脳のう裏りによぎった。その可能性を裏付けられそうな情報もある。

「低い位置にあるカメラ……。不安定な二足歩行……。それに、ヒヨコっぽい姿になったイライザ……。もしかしたら、こいつって鳥型。つまり、飛行タイプなんじゃないか？」

「あっ！　そうかも！」

「『戦せんマキ』にも数は少ないが、飛行型ロボがいただろ？　おまえ、操縦したことあるか？」

「あるわよ。もしヒヨコみたいに飛べるんだとしら、こんな包囲網もう、わけないじゃない！」

　ヒヨコは飛べないが、水を差すのも悪いので兵ひよう悟ごは黙だまっておくことにした。

　自信を得た束たばねは、生来の負けん気の強さを迸ほとばしらせ、肩かたに掛かかった髪かみを搔かき上あげる。

「よーし、飛ぶわ！」

　助走のつもりか、束たばねは向かってくる敵集団を度外視して、機体を全力疾しつ走そうさせる。

　飛行型である可能性を示し唆さした兵ひよう悟ごだったが、当然そこに確証などない。もし、間ま違ちがっていたら、敵の群れに正面からダイブするようなものだ。

　もちろん敵も黙だまっちゃいない。正面に陣じん取どる鋼レ鉄プ偽リ神カが長槍スピアを構え、穂ほ先さきを向けてきた。

「まずい、攻こう撃げきされるぞ！　避よけろ！」

「おりゃあああああああ!!」

　聞いちゃいなかった。雄お叫たけびを上げた束たばねは、特とつ攻こうとばかりに敵へ向かって一直線にひた走る。

　──串くし刺ざしにされる。

　兵ひよう悟ごが覚かく悟ごすると、出だし抜ぬけに、長槍スピアを持った鋼レ鉄プ偽リ神カが炎ほのおに包まれ燃え上がった。

「何だ!?　魔ま法ほうの効かない鋼レ鉄プ偽リ神カが燃えただと？　おまえがやったのか？」

「ん……。よく分からなかったけど、とりあえず撃うってみた。そしたら燃えたわ、あいつ」

「何じゃ、そりゃあ!?」

　どうやら、この機体のメイン武装ウエポンは、火か炎えん放射器だったようである。

　火を放つ焼しよう夷い兵器が古代から存在したと歴史の授業で聞いたことはあるが、この世界フアンタジーにおいて魔ま法ほう以外でこうした芸当を目にするとは思わなかった。

　予想外の反はん撃げきだったのだろう。黒くろ焦こげになった案山子かかし鋼鉄偽神レプリカが膝ひざをついた。これは好機だ。

「上がれ─────っ!!」

　ジャンプ一番。黒くろ焦こげの鋼レ鉄プ偽リ神カを足あし掛がかりにして、大空へと跳とび上あがる。

　あっという間に跳ちよう躍やくの最高点に到とう達たつし、後はあえなく落下するだけかと思えたその時──束たばねは、巧たくみな操縦で体勢を立て直すと、アフターバーナーを噴ふん出しゆつさせ、一気に機体を飛び立たせる。

　そのまま上じよう昇しよう気流に乗ると、眼下に広がる鉛なまり色いろの都市が、どんどん小さくなっていった。

「やるじゃないか、等と々ど力ろき！」

「どんなもんよ！」

　高こう揚ようした二人は、両手でハイタッチをする。

　パン、と手を打ち鳴らすと、途と端たんに兵ひよう悟ごは気き恥はずかしくなってきた。

　束たばねも同様のようで、さっと手を引ひっ込こめ、気まずそうにしている。

「……そ、それで、これからどこに行けばいいの？」

「あ、ああ、そうだな……」

　兵ひよう悟ごはこの世界の地理を想像してみる。確か、ピュティはこう言っていた。リリパット族は、北に大帝国を築いたと。即すなわちエルフハイム地方は、ここから南の方角ということになる。

「南に進路をとってくれ。エルフハイムの地に向かおう」

「エルフハイム？」

「おまえの大好きなファンタジー臭しゆう満まん載さいの場所だよ。エルフが暮らしてる」

「マジで!?」

　予想以上の食いつきぶりだった。束たばねは、興きよう味み津しん々しんといった様子である。

「エルフに会えるの？　つーか、エルフって実在するの？　ねえ、寒かん原ばら？」

「どうどう。とりあえず、正面向いて運転しようか？」

　まるで暴れ馬でも鎮しずめるようにすると、束たばねが横目で睨にらんでくる。

「にしても、あんた何でそんなに色々詳くわしいわけ？　一体何を隠かくしてるのよ？」

「……別に隠かくしてたわけじゃないんだけどな。まあ、話すよ。だいぶ長い話になるぞ？」

　観念したわけではないが、兵ひよう悟ごはこれまでの経けい緯いを束たばねに話しておくことにした。似たような怪かい現象に巻まき込こまれたのだ。突とつ拍ぴよう子しもない話とはいえ、今なら彼かの女じよも信じてくれるだろう。




　大空の遊覧飛行は、長話にはちょうど良かった。

「──ってなわけで、俺おれはエルフ族の神、デウス・エクスマキナってことになってるんだ。リリパット族との戦いに勝って、ますます後に引けなくなってきたところだよ」

「噓うその上うわ塗ぬり。見苦しいわね」

「うっ……」

　辛しん辣らつな批評だが、返す言葉もない。

「そもそも何で、そのピュティって子に、神様だなんて名乗っちゃったのよ？」

「お、俺おれにも、やむにやまれぬ事情があったんだよ！」

　まさか、覗のぞきの容疑から逃のがれるために神を騙かたったとは、口が裂さけても言えない。

　こちらの後ろめたい事情に気付いているのかいないのか、束たばねは呆あきれたように溜ため息いきをつく。

　何にせよ、これでピュティやエルフ族をはじめ、大たい概がいのことは伝えられたはずだ。

「……それにしても、この異世界って、どっか遠くの惑わく星せいなのかしら？」

「さてね。別次元かもしれないし、意表をついて、遙はるか太古の地球かもしれない」

「怪かい現象の調査って、どうなってるの？　少しは進展してるわけ？」

「いいや、さっぱり。色々とエルフ絡がらみで忙いそがしくてさ。最近、調査どころじゃないんだよ」

　やや日も傾かたむき始め、柔やわらかな茜あかね色いろに、世界が染まり始めた頃ころ、見覚えのある荘そう厳ごんな山さん嶺れいがスクリーンに映った。山々にぐるりと囲まれたあの台地は、エルフハイムに違ちがいない。

「そろそろ、目的地に到とう着ちやくだな。もう質問はないよな？」

「あるわ。さっき聞いた、エルフとリリパットの戦争の話で、一つ引ひっ掛かかってるのよね」

　兵ひよう悟ごは首を傾かしげた。一体何が引ひっ掛かかるのであろうか。そう訊きき返そうとした矢先、耳をつんざくような鳴き声に妨ぼう害がいされる。

「ピーヨピヨピヨピヨピーヨピヨ!!」

「うるさいな。静かにしてろヒヨイザ！」

「ちょっと、ピヨちゃんに変な名前つけんな──って、ええっ!?」

　文句を言いかけた束たばねが、途と端たんに慌あわてふためく。

「ど、どうしよう寒かん原ばら？　高度が下がってる！」

「何だと!?」

　彼かの女じよの言うように、確かにスクリーンに映る景色が、緩ゆるやかに下降している。滑かつ空くうするように落ちているのだ。これを、ヒヨイザ……もとい、ピヨちゃんは警告していたのかもしれない。

「ねえ、どういうこと？　どっか故障したのかしら？　何か欠けつ陥かんがあったのかも？」

「それなら、さっきまでの長時間、順調に飛んでいたのが変だ。ってことは──動力エネルギー切れか」

　だとすれば、空中で爆ばく発はつ炎えん上じようするような事態にはならないだろう。

「こいつを強ごう引いんに着陸させよう」

「はぁ!?　どこに!?」

「せめてエルフハイムまで辿たどり着ついておきたいが……」

「無理無理無理。エルフハイムって、あの台地でしょ？　計器インジゲーターの表示、見てみろっての。今の状じよう況きようじゃあ、あのでかい山より高く飛ぶなんて無理だから！」

　残念だが、そのとおりだ。もはや、どことも知れない山の麓ふもとに、落下するよりないのか。

　兵ひよう悟ごがスクリーンを睨にらむように凝ぎよう視ししていると、突とつ破ぱ口こうと思おぼしき場所が目に入ってきた。

　確かに、エルフハイムは外がい壁へきのような山脈に、ぐるりと囲まれている。しかし、よく見れば、その峰みねが途と絶だえている場所があるではないか。そこは、岩いわ肌はだが剝むき出だす険しい谷になっている。

　以前、ケイが言っていた。自じ分ぶん達たちの集落は、国境にある最前線だと。

「渓けい谷こくの集落！　等と々ど力ろき、あの谷だ！　際きわどいコースになるが、あそこに飛とび込こめるか？」

　兵ひよう悟ごはスクリーンの一箇か所しよを指差して言う。

「エルフがそこにいるんでしょ？　なら、不可能でも可能にするわ。行っくわよ──!!」

　勇ましく叫さけぶと、束たばねは腹を括くくってオーダーに応じる。機体は、滑すべるように渓けい谷こくへと落下した。

　地を削けずる凄すさまじい轟ごう音おんが、筐きよう体たい内に響ひびき渡わたる。スクリーンの映像が、狂くるったように激しく揺ゆれ動うごき、そして次し第だいに収まっていった。

　これで衝しよう突とつの衝しよう撃げきまで伝わってくるようだったら、ショック死してしまったかもしれない。

　冷ひや汗あせを浮うかべながら、頰ほおを緩ゆるませる兵ひよう悟ごと束たばね。

「ナイス墜つい落らくだったぞ、等と々ど力ろき」

「〝不時着〟って言いなさいよね、バカなの？」
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　二台目の筐きよう体たいは、スクリーンこそ機能しているものの、操縦をまったく受け付けなくなってしまった。ある意味、頭部しかなかった頃ころのデウスに似た状じよう態たいといえよう。

「等と々ど力ろき、しばらくこのまま、ここに座すわっていてくれ」

「え？　寒かん原ばら、どっか行っちゃうの？」

　予想外に、心細そうな顔を向けてくる束たばね。

「隣となりの筐きよう体たいに行くだけだよ。あっちでデウスを操縦して、おまえの機体を回収しに来る」

「ちょっと待って。コレ、別にあたしの機体ってわけじゃ……」

「こいつはもうおまえのだろ？　違ちがうか？」

「……うん。まあ、そうね」

「ついでに、こいつの動力の代えもアテがあるんだ。直せるかもしれないぜ」

　兵ひよう悟ごは束たばねを残して、隣となりの筐きよう体たいに戻もどった。すると、中はすっかり明かりが消えている。束たばねが訪ねてきてからのドタバタで、長時間放置してしまったためスリープ・モードになったのだろう。

「ただいま。イライザ、スリープ・モードを解除してくれ」

「お帰りなさい、マスター。解除、了りよう解かいしました」

　やはり、人工知能ＡＩと会話できるのはいい。兵ひよう悟ごはしみじみとイライザの有あり難がた味みを感じる。

「それから、イライザにもう一つ頼たのみがある。実はこの筐きよう体たいの隣となりに、もう一台『戦せんマキ』の筐きよう体たいを置いたんだが、そっちとダイレクトに通信できないかな？」

「……可能です。ボイスチャット機能に、専用の回線を追加してもよろしいでしょうか？」

「もちろんだ」

　これで、こっちの筐きよう体たいにいながら、束たばねの状じよう況きようも把は握あくできるはずだ。

「通信設定完かん了りようしました。今後は、ボイスチャット機能のタッチ・パネルに、コール・ボタンが表示されます。それをタッチすることで、対象とのみ映像通信ビデオ・チヤツトが可能になります」

「へえ、映像通信ビデオ・チヤツトか。どれどれ」

　さっそく兵ひよう悟ごは、隣となりの筐きよう体たいを呼び出してみる。しばらく間を置いてから、スクリーンに小窓ウインドウが表示され、束たばねの仰ぎよう天てんした顔が映った。

「え、寒かん原ばら？　何よこれ？　ピヨちゃんが鳴き出したと思ったら、あんたがスクリーンに……」

「イライザに、二つの筐きよう体たいを専用回線で繫つなげてもらったんだよ。悪くないだろ？」

「そんなことができるんだ……」

「もし、そっちで何か異変があったら、呼び出してくれ。じゃあな」

　兵ひよう悟ごは通信を切ると、スクリーンに意識を向けた。

　祭さい壇だんの広間はすでに無人になっている。あれから時間が経たっているのだから、当然であろう。

「まいったな。ケイはどこに行ったんだ？　早めに話をつけておきたいんだが……」

　落下地点の場所が場所だけに、円えん滑かつに束たばねの機体を回収するには、彼かの女じよの助力が不可欠だ。

　さっそく女長老を探し始めた兵ひよう悟ごだったが、間が悪いことに、束たばねからコールが掛かかる。

　急いでいるが、無視するわけにもいかない。パネルのボタンをタッチして応答した。

「どうした？」

「寒かん原ばら！　いきなりピンチだわ。凶きよう暴ぼうそうな浅黒い集団に、取り囲まれちゃった」

「何だそりゃ？　未開の土着民か？」

「そ、そうかも。皆みな、ナイフや、斧おので武装してるわ。全然何言ってるのか分かんないし、奇き声せい上げたり、執しつ拗ように睨にらんでくるのよ。かなりヤバイ感じがする！」

　エルフではないのだろうか。

　仮に武装集団がいても、渓けい谷こくの集落なら納なつ得とくがいく。なにせ、あの女長老の集落なのだから。

「等と々ど力ろき、念のため確かく認にんだ。その土着民は、耳が長いか？」

「え？　うん。長いわね」

「じゃあ、たぶんそいつらエルフだ」

「──噓うそぉ!?」

　言葉の理解が追いつかなかったのか、やや間を空けてから、驚おどろきに溢あふれた声が上がった。

「えっ？　だって、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうよ？　トゲトゲの肩かた当てとか装備してんのよ？」

「噓うそじゃねえよ。渓けい谷こくの集落のエルフだって」

「な、なら、ダークエルフなの？　──って、ダークエルフに、モヒカンの奴やつとか、スキンヘッドの奴やつとか普通フツーいないっつーの。やっぱイメージ違ちがいすぎ。超ちよう怖こわいんですけど、こいつら!!」

　束たばねが半泣きで、訴うつたえかけてくる。

「ちょっと、寒かん原ばら！　どこがファンタジー臭しゆう満まん載さいなのよ！　世紀末バイオレンス臭しゆうの間ま違ちがいじゃないの!?」

　うんざりしながら、束たばねのクレームを傾けい聴ちようする兵ひよう悟ご。すると、折り良く神しん殿でんの前庭で、ケイの姿を見つけた。彼かの女じよはピュティと歓かん談だんしているようだ。もう束たばねに構っている場合ではない。

「落ち着け。すぐに何とかするから。約束だ。じゃあ後でな」

「本当ね？　絶対だからね？　裏切ったら許さないからね？」

　何度も念を押おしながら、ようやく束たばねは通信を切ってくれた。




　──渓けい谷こくの集落に落ちた鋼はがねの鳥は、神の知ち己きである。

　御み柱はしらの巫女みこの名で、そうお達しが出たおかげもあり、束たばねの一件は穏おん便びんに収まりかけていた。

　すっかり日も暮れた頃ころ、束たばねの機体と思おぼしき物を乗せた荷車が、ガラガラと神しん殿でんの前庭へ運ばれてくる。ケイが、渓けい谷こくの集落へ急使を送り、力ちから自じ慢まんの若わかい衆しゆうを駆かり出だしてくれたのだ。

「神様、ケイさんの手配した荷車が、渓けい谷こくの集落より只ただ今いま到とう着ちやくしました」

　薄うす暗ぐらい祭さい壇だんで待機していたデウスの下もとに、ピュティが到とう着ちやくの知らせを持ってきた。

「確かく認にんしよう」

　ピュティに連れられ、篝かがり火びが焚たかれた神しん殿でんの前庭までやってくるデウス。

　そこには、多くのエルフの姿があった。三長老にクレオーン、それにたくさんの野次馬達たち。これだけのエルフ達たちが、運はこび込こまれてきた荷車を前にして、一様に固かた唾ずを吞のんでいる。

　無理もない。神の知ち己きと聞いてはいても、荷台に鎖くさりで雁がん字じ搦がらめにされたそれは、鋼レ鉄プ偽リ神カにしか見えないのだから。その姿は、鳥のような形状で、外装が燃えるように赤い。

　全長は、一・五メートルくらいだろう。翼つばさを広げきったら、三メートル近くになるかもしれない。その翼つばさの下には、二門の火か炎えん放射器と思おぼしき砲ほう門もんが覗のぞいている。十中八九、束たばねの機体だ。

　荷車を引いてきたであろう、荒あらくれ者エルフ達たちの姿もある。なるほど、束たばねが騒さわいでいたとおり、モヒカン頭やら、スキンヘッドのエルフが多い。ファンタジーというより、バイオレンスだ。

　そんな彼かれらを、ケイが労ねぎらっていた。

「ご苦労だったね、おまえ達たち」

「これしき、喧けん嘩か前の準備運動にもなりやせんぜ。あの鳥公、道中も、うんともすんとも鳴きやがらねえし、歯応えがねえんスわ。マジでこいつ、神様の知り合いなんスか、姐あねさん？」

「長老と呼びな！　巫女みこ様の前だよ！」

「す、すいやせん、長老！」

　予想できたことだが、どうやら束たばねは、あれだけ嫌いやがっていたモヒカン・エルフ達たちと道中をずっと共にしてきたようである。彼女の心しん境きようを考えると、涙なみだを誘さそわれてしまう。

　しかし、妙みようだ。これでようやくモヒカンから解放されるというのに、束たばねが静かすぎる。

「ピュティよ、我わが知ち己きの様子を見たい。少し時間をもらえるかね？」

「はい、もちろんです」

　群衆がどよめきながら見守る中、デウスは荷車の前まで歩み出ると、屈かがみ込こんだ。

　ボイスチャット機能を切きり替かえて、束たばねをコールする。

　待たされることしばし。ようやく彼かの女じよが出てくれる。

「…………はい、何？」

　目の周りは赤く腫はれ、額には奇き妙みような跡あとがついている。涎よだれを拭ふき取とる動作も見み逃のがせなかった。

「おまえ……モヒカン達たちに囲まれて、あれだけビビッてたくせに、結局爆ばく睡すいしてたのか？」

「し、失礼ね。寝ねるわけないでしょ、女子がこんなところで」

　ならば、彼かの女じよは乙女おとめ失格ということになる。

「まあ、どっちでもいいや。約束どおり何とかしたぞ。スクリーン見てみな」

　促うながされ、束たばねは目を擦こすりながらスクリーンに視線を移した。すると途と端たんに、黄色い声を上げる。

「キャ──!!　だ、誰だれ、あの真ん中にいる金きん髪ぱつの子!?　超ちよう可愛かわいいんだけど!!　マジエルフ!!」

「ああ、あの子がピュティだよ。話しただろ？」

「これよ、これ！　やっぱ、エルフはこうでなくちゃ！　モヒカンとか、ありえないわ～！」

　万ばん感かん胸に迫せまったのか、束たばねは大興奮している。

「隣となりにいるお兄さんも、マジエルフ～。ピンク髪がみって、貴重じゃね？　おっ、あの褐かつ色しよく肌はだのお姉さんもいいわ～。そう、こういうのをダークエルフっていうのよね！　それにほら、あっちのお洒落しやれな感じのエルフも、頑がん固こそうなお爺じいちゃんエルフも、マジヤバくね？」

　今度はクレオーンと、三長老のことだろう。束たばねは今にも蕩とろけてしまいそうだった。

　片やエルフ族の方はといえば、変わらず鳥型鋼レ鉄プ偽リ神カに訝いぶかしげな視線を注いでいる。彼かの女じよの愛が、一方通行にならなければ良いのだが。

　そう兵ひよう悟ごが気にかけていると、当の束たばねが、唐とう突とつにこちらの筐きよう体たいを訪ねてきた。

「うわっ、何だよおまえ!?」

「こっちからなら、あたしの機体がどんな姿してるのか、見えるかと思ってね。それとさ……何とかしてくれてサンキュー。一応、直接お礼言っとくわ」

　改めて礼など言われると、兵ひよう悟ごは面おも映はゆくなってしまう。

　しかしながら、束たばねの方は意に介かいした風もなく、スクリーンに映る自機を眺ながめている。

「赤を基調にした鳥型機体ね。あ、翼つばさの部分には黄色も入ってる。尾お羽ばねみたいな部位が長いってことは、副武装サブ・ウエポンもあったりするのかも……」

　じっくりと観察した彼かの女じよは、納なつ得とく顔で頷うなずいた。

「うん、いいわ！　あんたのデウス・エクスマキナも中々だけど、あたしの機体も情熱的で素す敵てきじゃない！　エルフの皆みんなにも、好きになってもらえるといいな」

「それは、等と々ど力ろき次し第だいだな。今のところおまえは、エルフ族の敵かもしれないって思われてる」

「何でよ？　あたしが、エルフに酷ひどいことするわけないじゃん」

「気持ちは分かるが、鋼レ鉄プ偽リ神カである以上、これは避さけられない。だから、これからおまえは、エルフ達たちに自分が味方であることを精せい一いつ杯ぱいアピールするんだよ。俺おれもフォローするからさ」

　束たばねは、きょとんした顔を向けてくる。

「あたし、エルフの言葉分からないんだけど？　渓けい谷こくの集落ってトコでも、あのモヒカン達たちとは、会話にすらならなかったし」

「おっと、そうだったな。ちょっと待ってろ」

　兵ひよう悟ごは、隣となりの筐きよう体たいの致ち命めい的な欠けつ陥かんを思い出した。こちらから何とかできるか分からないが、イライザにダメ元で訊きいてみるとしよう。

「なあイライザ、隣となりの筐きよう体たいにも翻ほん訳やく機能をつけられないかな？　実は、あっちのイライザ、アップグレードに失敗して、ヒヨコみたいになっちゃってさ……」

　スクリーンに、ぴょこんとアンティーク・ドールが現れ、両りよう腕うでで丸を作った。

「結論から言えば、こちらとの回線を介かいし、翻ほん訳やく機能を共有化することが可能です」

「本当か。ぜひ頼たのむ」

「了りよう解かいしました。ちなみに、もう一人のワタシが、ヒヨコのようになったというのは？」

「ん、ヒヨコのことは気にしないでくれ」

　兵ひよう悟ごとイライザのやり取りを見て、束たばねが歓かん声せいを上げた。

「凄すごいわね。こっちのイライザ、めっちゃ賢かしこそう」

「ヒヨコよりはな。さあ、もう戻もどれよ。エルフとも言葉が通じるはずだ。上手うまく説得しろよ？」

「任せろっての。いいアイデアがあるんだから」

　自信満々といった様子で、彼かの女じよは隣となりの筐きよう体たいへと戻もどっていった。

　兵ひよう悟ごはデウスを立ち上がらせると、ボイスチャット機能をオンにする。よし、エルフと束たばねの仲を取り持つため、一ひと肌はだ脱ぬぐとするか。

「待たせたな、ピュティ。どうやら私の知ち己きが、エルフ族の皆みなに話があるようなのだ」

　ピュティが嬉うれしそうに驚おどろくと、まるで真しん打うち登場とばかりに、鋼はがねの赤鳥が声を張り上げる。

「聞きなさい、エルフの民たみよ。我こそは、デウス・エクスマキナの同志にして、大空を司つかさどる神、フェニックス・エクスマキナである！　さあ、我を讃たたえよー!!」

　眩暈めまいを感じずにはいられない自己紹しよう介かいだった。開いた口が塞ふさがらないとは、このことだろう。

　どこが〝いいアイデア〟だ。舌打ちした兵ひよう悟ごは、再びボイスチャット機能を慌あわただしく操作しながら、コールで束たばねを呼び出す。

「ちょっと何？　今、いいところなんですけどぉ？」

「全然いいところじゃねえ。むしろ最悪だよ」

「何よ、フェニックス・エクスマキナって名前、格好いいじゃない。さっき考えたんだから！」

「名前のことじゃねえ！　おまえ、俺おれには神を騙かたったことを責めておいて、自分まで神を名乗るだなんて、どういう了りよう見けんだ？」

「だ、だって、あんただけエルフにチヤホヤされて、ズルいじゃない。だからよ！」

「だからよ、じゃない！　おまえはたった今、大きなヘマをした。言っておいたはずだぞ、エルフ族が信しん仰こうする神は、唯ゆい一いつ神だって！　二に番ばん煎せんじなんて通用するわけあるか」

「……あ」

　束たばねの頰ほおが引きつった。切せつ羽ぱ詰つまったように、彼かの女じよは視線を泳がせる。

　案の定、三長老をはじめとしたエルフ達たちが、渋しぶい表情を阿あ呆ほう鳥に向けていた。

「おいおい、この鳥公、神を騙かたったよ！」

「神様の知り合いだそうですから、虎とらの威いでも借りたつもりなのでしょうかね……」

「面めん妖ような畜ちく生しようめ、図に乗りおってからに。やはり、リリパットどもの回し者ではないのか？」

　エルフ達たちは実に冷ややかだった。兵ひよう悟ごの不安が、的中したようである。

「ねえ、寒かん原ばら……。エルフ達たちの、あたしを見る目が冷たいわ……」

　大好きなエルフにそっぽを向かれ、束たばねは今にも泣き出してしまいそうだ。

　何とかしてこの場を収めなくては。

　兵ひよう悟ごは、ボイスチャットのパネルに指を走らせると、破れかぶれとばかり、高らかに笑った。

「フハハハハハ！　この愚おろか者ものめ、またしても騙かたるとは！」

　エルフ達たちの視線が、一いつ斉せいにデウスへと集まる。

「諸君の言うとおり、このフェニックスめは、神ではない。こやつは、こうして嘯うそぶくところがあってな。あくまで、私の御み使つかいにすぎぬことを、時折失念するようなのだ。許せよ」

「これは異なことを……。御み使つかいなど、神話でも聞いたことがありませんぞ？」

　早々に疑ぎ惑わくの声を上げたのは、樹じゆ海かいの長老だ。相手が相手だけに、甘あまい言い訳は通用しない。

「なに、神話で語られなくて当然よ。なにしろ御み使つかいとは、ペットにすぎんのだからな」

「なんと……神のペット、ですか？」

「そうとも。だからこそこの者は、私と違ちがってこの世での体うつわを持たない。そのため鋼レ鉄プ偽リ神カをリリパットから強ごう奪だつし、仮かり初そめの体うつわとしているのだ。ゆえに、私が断言しよう。この者は、エルフ族に極きわめて友好的な獣けものだとな」

　老エルフの皺しわだらけの顔が、面おも白しろいように歪ゆがむ。人語を喋しやべるとはいえ、相手が動物ならば、ムキになる方がみっともないと思うはずだ。鳥の外見を活いかせる時がきたのである。

　もっとも、小窓ウインドウからは、束たばねが鬼おにの形相で睨にらみ付けてきているが、今は放置しておきたい。どうせ「誰だれがペットだ！」と苦情を言いたいのだろう。

　この緊きん迫ぱくした場にありながら、穏おだやかな様子のピュティが、荒あらくれ者エルフ達たちに優やさしく声を掛かける。

「渓けい谷こくの皆みなさん。どうか、そのお方の鎖くさりを解いてあげてくださいませんか？」

「よ、喜んで!!」

　モヒカン達たちは、鼻の下を伸のばしながら威い勢せい良く快かい諾だくした。しかし、女長老の視線に気付くと、体てい裁さいが悪そうにモジモジとし始める。実に不気味な光景だ。

「なに遠えん慮りよしてんだい、お前まえ達たち？　巫女みこ様の言うとおりにしな」

「へ、へい、姐あねさん！　じゃなかった、長老！」

　渓けい谷こくの民たみによって、縛ばくを解かれてゆく鋼はがねの鳥……もとい、フェニックス・エクスマキナ。

　その様子を笑え顔がおで見つめていたピュティが、くるりと踊おどるように振ふり向むいた。

「神様、ご説明ありがとうございます。このお方が、わたくしどもの敵でないと得心しました。御み使つかい様を、神様の縁えん者じやとして、エルフ族は歓かん迎げいしたく思います。そうでしょう、皆みなさん？」

　御み柱はしらの巫女みこに促うながされたせいもあり、エルフの群衆から肯こう定てい的な意見がぽつぽつと飛び出す。

「まあ、巫女みこ様がそう仰おつしやるなら……」

「神を騙かたったっていっても、動物がやったことだしな。目くじら立ててもしょうがないか……」

　どうやら、これで手打ちにしてもらえそうだ。すかさず、兵ひよう悟ごはこの流れに乗る。

「では裾すそ野のよ、きみに頼たのみがある。フェニックスめの動力を見てやってはもらえないか？」

「ぼ、僕ぼくがですか？」

「もちろん。エルフ族では、きみが一番鋼レ鉄プ偽リ神カに詳くわしい。こやつのオリハルコンの欠片かけらを交こう換かんしてやってほしいのだ。頼たのむ」

「……分かりました。巫女みこ様も、ああ仰おつしやってることですしね。明日、取とり掛かかってみますよ」

　何とか受じゆ諾だくしてくれた。結局は、ピュティの後あと押おしに助けられた気がする。

「……ううっ、あの子、いい子だわ。ありがとう、ピュティさん」

　束たばねも小窓ウインドウの向こうで感謝していた。

　外部に声が漏もれぬよう、ボイスチャット機能を切って、兵ひよう悟ごは一応彼かの女じよに言っておく。

「俺おれのフォローも忘れんなよ？」

「分かってるわよ。でも、さっきの暴言との差し引きがあるからね。むしろ、あんたには言いたいことがいっぱいあるんだから」

「へーへー、そうですか。言いたいことがいっぱいね……」

　適当にあしらおうと思った兵ひよう悟ごだったが、ふと束たばねの言葉を思い出す。

「そういえば、エルフハイムに向かう途と中ちゆうに、おまえ何かを言いかけてたよな？　俺おれが話したことで、引ひっ掛かかることがあるとか、ないとか？」

　目をパチクリとさせた束たばねは、思い出すのに少し時間を擁ようしてから、口を開いた。

「ああ、あのことか。寒かん原ばらから、エルフ達たちがリリパットに奇き襲しゆうを受けたことを聞いた時だわ」

「俺おれ、何かおかしなこと言ったかな？」

「あんたが、どうこうじゃないの。リリパットの奇き襲しゆうがタイミング良すぎだなって思ったのよ」

「え……？」

「だってそうでしょ。エルフの長老達たちが喧けん嘩か別わかれした途と端たん、そこを突つくような攻こう撃げきを仕し掛かけるだなんて、内情を知ってなきゃできなくない？」

　言われてみれば確かにそうだ。もちろん偶ぐう然ぜんということもある。それだけ、エルフ族の不和は深刻だった。しかし、内情を知ち悉しつしている者が、故意に情報を流した可能性も否いなめない。

「つまり……エルフ族の上層部に、リリパット族の内通者がいるってことか？」

　自分で言いながらも、にわかに信じられない。束たばねの方も、断言を避さけるように首を横に振ふる。

「そこまでは分からないわよ……。話を聞いた第三者として、変に感じただけだから……」

　何だろうか。この胸に疼うずく焦しよう燥そう感は。兵ひよう悟ごの心に疑ぎ惑わくが兆きざしていた。

　ふとスクリーンを見れば、ピュティが大衆に向かって、締しめの挨あい拶さつをしている。

「さあ、皆みなさん。もう夜も更ふけました。御み使つかい様が脅きよう威いでないと分かったのですから、今日はお休みください。どうか、お気をつけて家路についてくださいね」

　これが解散の合図となり、エルフ達たちはぞろぞろと丘おかを下ってゆく。

　三長老達たちも、ピュティに一礼すると、群衆に続いた。暗い夜道を照らすため、エルフ達たちが魔ま法ほうで浮うかべた小さな火の玉が、そこかしこに漂ただよい、あたかも祭りの後を思わせるような郷きよう愁しゆう的な夜景を作り出している。まさに平和そのものだ。

　正直なところ兵ひよう悟ごは、今しがた生まれた疑ぎ惑わくから目を逸そらしたかった。けれども、ここで見て見ぬフリをしてしまったら、取り返しのつかない事態になるのではなかろうか。

「……等と々ど力ろき、今のこと、誰だれにも喋しやべらないでもらえるか？」

「え？　うん、分かった」

　ここは、エルフ族の誰だれかに相談すべきだろう。なにしろ彼かれらの問題なのだから。かといって、相談を持ちかけた相手が内通者本人だったとしたら、洒落しやれにならない。

　確実に内通者でないと断言できるとしたら、ピュティだ──。

「神様？　どうかされましたか？」

　ふいに、向こうから声を掛かけてきた。こちらを見上げる碧あおい瞳ひとみは、疑うことを知らない。

　やはり彼かの女じよに話すのは憚はばかられる。ピュティは、他人を欺あざむくことが極きよく端たんに苦手のように思えてならないのだ。あっという間にボロを出し、内通者に気付かれてしまう恐おそれがある。

　だとしたら、誰だれを協力者に選ぶべきか……。

　思考の迷めい宮きゆうに陥おちいりそうになる兵ひよう悟ごだったが、ふとある人物が頭に浮うかんだ。四年もの間、獄ごく中にいた男なら、先日の戦いくさの内通者ということは物理的にあり得ない。

　心を決め、ボイスチャット機能をオンにする。

「ピュティ、すまないが先に神しん殿でんへ戻もどっていてくれるかな。野や暮ぼ用ができてね」

「はい。それでは、お先に失礼します」

　ピュティが去るのを見届けたデウスは、帰路にあった一人の男を呼び止める。

「クレオーン、待ちたまえ。少し相談があるのだが、いいかね？」

「もちろんです、神よ。どのようなことでございましょうか？」

「エルフ族の上層部に、リリパットと内通している者がいるやもしれん。炙あぶり出だせるかね？」

　彼かれは特に驚おどろいた素そ振ぶりも見せず、顎あごに手をやる。少し待つと、鋭するどい眼光を向けてきた。

「お任せを。それにあたって、お願いしたきことがございます。──神が、お眠りにならないとお約束いただける日時を、私にだけ内密にお教えいただきたいのです」

　兵ひよう悟ごは、クレオーンの意図がまるで理解できなかった。一体この男は、何を考え、何を成そうとしているのだろうか。




　筐きよう体たいから出た束たばねが、大きく伸のびをする。

「ん～。何だか、凄すごい一日になっちゃったわね」

「まったくだ。ところで、もうずいぶん遅おそい時間だけど、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　同じように兵ひよう悟ごは筐きよう体たいから出て、素そ朴ぼくな質問を投げかけた。

「心配ないわ。少し前に、自宅ウチにメールしといたから。明日は、もう少し早くあがるけどね」

　──つまり、それは……明日からも、寒かん原ばら家ここに来るということなのか。

　兵ひよう悟ごが意外そうな顔をしていると、束たばねが頰ほおを染めながら口を尖とがらせる。

「何よ？　あの機体はあたしのだって言ったの、あんたでしょ？　迷めい惑わくって顔してるわね？」

「してないって。驚おどろきはしたけどさ。でも、何か嬉うれしいぜ。異世界むこうの話をできる奴やつができてさ」

「そ、そう？　なら、有あり難がたく思いなさい。それじゃあ、また明日」

　すっかり機き嫌げんを良くした束たばねは、弾はずむような足取りでガレージから出ていこうとする。

「あ、待てよ、等と々ど力ろき。自宅まで送るよ」

「結構よ。すぐ近くだし。寒かん原ばらみたいな軟なん弱じやく男にボディ・ガードが務まるとは思えないしね」

　憎にくまれ口ぐちを叩たたく束たばねに、兵ひよう悟ごは肩かたを竦すくめてみせる。ずいぶんな言われようだ。

「じゃあ、気を付けて帰れよ。さっきのモヒカン・エルフみたいなのに遭そう遇ぐうしないようにな」

　そう言って兵ひよう悟ごが背を向けると、去っていったはずの足音がパタパタと戻もどってくる。

「やっぱ送って。モヒカンはもう嫌ヤだから」

　束たばねは、切実な表情を浮うかべて懇こん願がんした。





※　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　※






　天てん井じよう画が描えがかれた煌きらびやかな大広間は、殺風景な要よう塞さいの外観に相反するかのようなつくりであった。

　リリパット族の上流階級にして、帝てい国こくの頭脳たる貴族院の面々。彼かれらが一堂に会し、卓たくを囲んでいるのだから、それこそ絢けん爛らんを極きわめた場でなければ、釣つり合あいが取れないというものだ。

　しかし、ここに生身の者など一人もいない。皆みな、頑がん健けんな〝第二の身軀セカンド・カリス〟にて列席している。

　無論、新たにこの席に迎むかえられた黒こく衣いの魔ま女じよ、ネメシスも然しかり。

「──と、南区の第七工こう房ぼうで製作中だった次世代型の試作鋼レ鉄プ偽リ神カは、原因不明の暴走により、南方へと飛び立ったまま、行方ゆくえは杳ようとして知れません。この件につきまして、私の個人的な見解を申し上げてもよろしいでしょうか？」

　ネメシスの氷のような声は、会議の場に緊きん張ちようをもたらした。

　貴族院の重じゆう鎮ちんが、興味深げな様子で彼かの女じよに話の先を促うながす。

「ぜひお話しいただきたいですな、ネメシス卿きよう」

「では、申し上げます。暴走機が南方へと向かったことから、エルフ族の関かん与よを疑うべきです」

「確かに本国の南はエルフハイムだ……。卿けいは、エルフどもの仕業だと言いたいのかね？」

「確証はありませんわ。ですが、先の戦いくさから、連中を増長させるべきではないと心得ます」

「だがエルフどもには、連中の〝神〟がついているのだろう？　我々の〝第二の身軀セカンド・カリス〟を上回る力を持っているそうじゃないか」

「ゆえに、相手にとって不足はありません。私に第二次征せい伐ばつ軍の指揮官をお任せいただければ、前将軍の汚お名めいを見事すすいでみせましょう」

　ネメシスの毅き然ぜんとした口調に、貴族達たちから感かん嘆たんの声が上がる。

「おお、さすがはネメシス卿きようだ。頼たのもしい限り」

「確かに。百ひやく戦せん錬れん磨まのネメシス卿きようならば、安心してお任せできる」

　一時は、先の戦いくさでの、ネメシスの撤てつ退たいを問題視する声もあったが、今では鳴りを潜ひそめている。積み重ねてきた有り余る武功が、すでに彼かの女じよの勲功者エースとしての地位を不動にしていたのだ。

　ところが、ここに至って意外なところから待ったをかけられる。

「お待ちいただきたい！」

　甲かん高だかい声で異を唱えたのは、悪あく魔まを彷ほう彿ふつとさせる深緑色の鋼レ鉄プ偽リ神カだった。小さな翼つばさと、細長い手足が特とく徴ちよう的である。確か、ガーゴイルという機体だったと、ネメシスは記き憶おくしていた。

「征せい伐ばつ軍の指揮官は、私こそ適任でしょう。ネメシス卿きようには失礼だが、何もわざわざエルフどもの〝神〟なぞを、相手取る必要はございますまい」

「それは、どういうことでしょうか？」

「何ということは、ありませぬ。あの〝神〟は眠ねむります。それも、長時間完全な眠ねむりにつくのです。そこを襲おそい、眠ねむれる〝神〟を破は壊かいすれば、エルフどもなぞ一ひと捻ひねりですよ」

「では貴方あなたは、エルフどもの〝神〟がいつ眠ねむるのか、詳くわしい時間をご存知なのですか？」

「無論ですとも。だからこそ、私が指揮官に名乗りを上げたのですよ。私には、エルフハイムで放し飼いにしている鼠ねずみがいます。皆みな様さまもお忘れではありますまい？」

　九官鳥のような声のガーゴイルは、自信満々に演説した。これにはネメシスも反論できない。

　重じゆう鎮ちんが思い出したように、ガーゴイルに問とい掛かける。

「確か先の戦いくさで、敵の不和を突つくよう進言されたのも、卿けいでしたね？」

「はい、そのとおり。どうか皆みな様さま、ご期待あれ。我らが祖先を虐しいたげた蛮ばん族ぞくどもに、今度こそ鉄てつ槌ついを下してやりましょうぞ。古いにしえの屈くつ辱じよくを晴らすは今！　正義は我らにあり!!」

「話は決しましたな。皇こう帝てい陛下には、私からこの旨むねをお伝えしておきましょう。すまないが、ネメシス卿きようは不測の事態に備え、此こ度たびは待機いただきたい」

「ええ。構いませんわ。では、これにて失礼します」

　感情の籠こもらぬ声で言い残すと、ネメシスはさして動じる様子もなく広間を後にした。




　薄うす暗ぐらい室内で、女は上体を起こす。

　リリパット族が〝操縦籃クレイドル〟と呼ぶ、この横よこ倒だおしの楕だ円えん体は、狭せまい割にはさほど居い心地ごこちが悪くない。とはいえ、長時間この中にいれば、当然のように疲ひ労ろうが溜たまる。だから女は、時折こうして、操縦籃クレイドルの出入り口の蓋ふたを開け、小休きゆう憩けいを挟はさむことにしているのだ。

「おいで、フューリー」

　女が声を掛かけると、部屋の奥おく闇やみから、黒い楔くさび状の物体が静かに飛んでくる。その尖とがった体からは、針金のように細い腕うでが二つ伸のびており、両手で果実を挟はさみ込んでいた。

「食料を持ってきてくれたの？　いい子ね」

　黒い楔くさびをそっと撫なでた女は、果実を受け取ると、その果肉に嚙かぶり付つく。

　自身も気付いていないだろうが、その口元は笑っていた。

　その笑えみは、この楔くさびに向けられた愛着によるものか、それとも正義を気取る侵しん略りやく者達たちへの嘲あざけりなのか。魔ま女じよ以外の者は、知る由よしもなかった。
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　これほど楽な戦いになるとは、兵ひよう悟ごは思いもよらなかった。

　再び、エルフハイムに押おし寄よせたリリパットの侵しん略りやく軍。その数や、いつぞやと引けを取らず、エルフ族の天敵ともいうべき鋼レ鉄プ偽リ神カで編成されていた。

　だというのに、迷めい路ろのような渓けい谷こくでの戦いが始まるや否いなや、エルフ族の優勢が続いている。

　確かに、デウス・エクスマキナは一いつ騎き当とう千せんの戦力といえるが、この戦いの趨すう勢せいを決定づけているのは、そうした個の力ではない。

　流れだ。天てん然ねんの要害を戦場にできたことや、万ばん全ぜんの態勢で迎むかえ撃うてたことをはじめ、戦いが始まる前から、目に見えぬ圧あつ倒とう的てきな流れが発生し、現状へと結果を運んでいるのである。

　この流れを作っているのはほかでもない、巫女みこに代わり戦場で指揮を執とるクレオーンだ。

「──寛かん容ようなる大地よ。我わが意を汲くみ、その御み手てを伸のばしたまえ」

　樹じゆ海かいの民たみの詠えい唱しようが各地で響ひびき、やむことがない。彼かれらは、裾すそ野のの民たみが手ずから掘ほった大穴の上に、土の魔ま法ほうで仮かり初そめの足場を敷しき、対鋼レ鉄プ偽リ神カ用の落とし穴を作っている。

　以前、ピュティがゴーレム相手に使った戦法を、クレオーンが応用し、罠わなにしているのだ。

　この罠わなが張はり巡めぐらされた一帯に、リリパットを誘さそい込こんでエルフ族は戦っている。一ひと度たび、敵が踏ふみ込こんでくれば、たちまち足場を失い、混乱に陥おちいるのは必至。そこに、伏ふせていた渓けい谷こくの民たみが一いつ斉せいに襲おそい掛かかるのだから、リリパットも堪たまったものではないだろう。

　魔ま法ほうは、鋼レ鉄プ偽リ神カに直接効かないが、間接的であれば無力ではない。この一戦は、それを証明するかのような様相を呈ていしていた。

「おりゃあああああ、鳳凰炎熱砲フレア・キヤノン!!」

　エルフ達たちに負けじと、束たばねが叫さけぶ。

　上空から急降下したフェニックス・エクスマキナは、足場が崩くずれて慌あわてふためくゴーレム達たちの頭上から、豪ごう快かいに火か炎えんを浴びせた。

　七日前に一騒そう動どうあったフェニックスだが、裾すそ野のの長老の動力交こう換かんのおかげで、今ではすっかり元どおり。束たばねも、自ら名付けた主武装メイン・ウエポンの名めい称しようを、恥はじらいもなく叫さけぶくらい絶好調である。

　いつになくテンションの高い彼かの女じよから、コールが入った。

「寒かん原ばら！　数体、仕留め損そこねちゃった。そっちに行くはずだわ！」

「了りよう解かいだ。お出ましを楽しみにしてるぜ」

　即そく座ざに、イライザから報告が上がる。

「敵機をレーダーに捕ほ捉そくしました。その数、六機。うち五機はゴーレムと断定。一機は、先日撃げき破はしたコロッサスの残存データと照合した結果、高速機動型鋼レ鉄プ偽リ神カ、ガーゴイルと判明」

「おそらく、そのガーゴイルってのが指揮官機だな。そいつを狙ねらうぞ！」

　兵ひよう悟ごは、デウスを疾しつ走そうさせた。たちどころに、その敵てき影えいを目視する。

　五機のゴーレムを護衛につけて移動しているのは、深緑色の鋼レ鉄プ偽リ神カだ。やけに手足が細長い、猫ねこ背ぜの悪あく魔まといった印象である。背には小さな翼つばさがあるため、飛行機能があるのだろう。

　向こうもこちらに気付き、慌あわてて飛び立とうとする。ここで宙に逃にがすつもりはない。

　デウスは、双哮振動刀ダブル・ハウリングをブーメラン状に結合させると、上じよう昇しようするガーゴイル目め掛がけて投げつけた。回転する刃やいばが唸うなりを上げて、ガーゴイルの片かた翼よくを切断する。

　あえなく地に落ちた標的に向かって、猛もう然ぜんと走るデウス。ガーゴイルを護まもろうと、進路を阻はばんできたゴーレムに掌しよう底てい打ちをお見み舞まいし、そのまま指を食くい込こませて持ち上げた。

　鬼き神じんの如ごときデウスに怯ひるみ、浮うき腰ごしになるゴーレム達たち。無論、ガーゴイルとて例外ではない。

「ば、化け物め！　なぜ、貴様は眠ねむっていないのだ!?　話と違ちが──」

「ダイナミック・クラッシャー!!」

　ガーゴイルが九官鳥のような声で何かをさえずっているが、歯し牙がにも掛かけず、そのままゴーレムの巨きよ体たいを全力で投げつけた。見事、猫ねこ背ぜの悪あく魔まに命中し、凄すさまじい爆ばく音おんが上がる。

「ガーゴイル撃げき破は。しかしながらマスター、ただの投とう擲てき攻こう撃げきに変な名前をつけるのは──」

「分かったよ！　もうやめます。だから、いちいちツッコまないでくれ、恥はずかしいから！」

　どうにもイライザは、狭きよう量りようで融ゆう通づうが利きかないところがある。

　ともあれ、これで勝ちは決定だ。ゴーレム達たちが這ほう這ほうの体ていで、逃にげ出だしていくのが見える。

　すると、女長老の覇は気きに満ちた号令が掛かかった。

「さあ、今だよ！　追おい討うちを掛かけな、おまえ達たち!!」

「ヒャッハ────ッ!!」

　渓けい谷こくの荒あらくれ者エルフ達たちが奇き声せいを上げて、逃にげ行くゴーレムに、獣けものの如ごとく襲おそい掛かかってゆく。どっちが悪者か分からなくなりそうな光景だ。

「ワタシ達たちの勝利です。お疲つかれ様さまでした、マスター」

「今回、ネメシスの奴やつはいなかったみたいだな。おかげで、完全連動パーフエクト・ドライヴを使わずに済んだ」

「はい。完全連動パーフエクト・ドライヴの使用は、極力控ひかえるべきです」

「ああ、そのつもりだ」

　無論、後こう遺い症しようの危険性を忘れていない。しかし、ふとつかぬことを考えてしまうこともある。

「今さらだが……デウスが頭部だけの頃ころでも、完全連動パーフエクト・ドライヴに切替シフトできたのかな？」

「はい。可能でした。ですが、全神経を直結させても、頭部のみなので無意味です」

「いや、まあ、そう言っちゃあ、そうなんだけどな……」

　兵ひよう悟ごは、惜おしいことをしたと思う。もし、事前に完全連動パーフエクト・ドライヴのことを知っていたら、ピュティに生首膝ひざ枕まくらをされていた時に、幸せな感かん触しよくを堪たん能のうできたのではないだろうか。

　なにしろ切せつ迫ぱくした状じよう況きようもあったのだ。完全連動パーフエクト・ドライヴの前提条件も満たせていたはずである。

「……マスター、完全連動パーフエクト・ドライヴの使用は、極力控ひかえるべきです」

　イライザがこちらの心を見み透すかしたかのように、同じ台詞せりふをもう一度言った。




　デウスが神しん殿でんに凱がい旋せんすると、ピュティがパタパタと駆かけ寄よってくる。

「神様、ご無事でしたか？」

「ああ、このとおりだ」

「良かった……」

　彼かの女じよは、ふっくらとした胸を撫なで下おろしてから、慌あわてたように言葉を付け足す。

「あ、それから、大勝利おめでとうございます！」

　祝いの言葉より先に、無事を心配してくれるのが、何ともピュティらしかった。

「ちょっとぉ～、あたしもいるんですけど～？」

　背後から、不満げな声が聞こえたかと思うと、ひょこひょこと赤い鳥が割って入ってくる。

　ピュティは礼れい儀ぎ正ただしく、鋼はがねの猛もう禽きん類に一礼した。

「これは、フェニックス様もご無事で何よりです。大だい活かつ躍やくだったとお聞きしていますわ」

「ふふ～ん、当然よ」

　鳥が胸をそらした。

「そうそう、ピュティさんとは出会って一週間にもなるし、そろそろあたしのこと〝様〟付けで呼ぶのやめてくれる？　ピュティさんって、エルフで偉えらい人なんだしさ」

「え？　では、何とお呼びすれば……」

　すかさず、兵ひよう悟ごが横よこ槍やりを入れる。

「ピュティよ、悩なやむことはない。こいつなら、フェニ子で充じゆう分ぶんだ」

「おい、コラ！　誰だれがフェニ子だ？」

　束たばねの抗こう議ぎの声に、ピュティがクスクスと笑った。

「それではお言葉に甘あまえて、〝フェニ子さん〟とお呼びしますね」

「……あんた、誰だれの言葉に甘あまえてんのよ？　今のやり取り、ちゃんと聞いてた？」

　ピュティは、小鳥のように首を傾かしげる。

「あー、もうそれでいいわ。じゃあ、あたしも〝ピュティ〟って呼び捨てにするわね？」

「はい、フェニ子さん」

　文句を言いながらも、束たばねは嬉うれしそうだ。なにしろ、第一印象が最悪だっただけに、こうして敬意を払はらって接してくれるエルフは数少ない。束たばねがピュティになつくのも当然といえよう。

　そうした歓かん談だんの中、最大の功労者も神しん殿でんへと戻もどってきた。戦場帰りの軍師が片かた膝ひざをつく。

「クレオーン、只ただ今いま戻もどりました」

「ご苦労様でした。大勝利だったようですね」

「はっ。始めから上手うまく事が運んだのは、まさに僥ぎよう倖こうでした」

　そのクレオーンの言い回しに、兵ひよう悟ごは少しだけ引ひっ掛かかるものを感じたが、直ちにその違い和わ感かんを払ふつ拭しよくする。別におかしなことはないではないか。なぜ気になったのか不思議だ。

「クレオーン、あなたの活かつ躍やくも聞きき及およんでいますよ。それは見事な兵へい法ほうだったと」

「勿もつ体たいなきお言葉。されど、私の戦術が功を奏したのは、神の凄すさまじきお力があってこそです。まさに向かうところ敵なし。相手の指揮官まで見事討うち果はたされたのですから」

　殊しゆ勝しような男だ。戦場でもそうだったが、クレオーンは常に神を立てることを忘れなかった。しかし、それを快く思わず、妬ねたんでくる人物もいる──いや、正確には、鳥がいる。

「あー、オッホン。ねえ、クレオーン。あたしも、結構いい働きをしたと思わない？」

「ん？　ああ、鳥フエニツクス殿どのもご苦労。ペットにしては上出来でした」

　にべもなかった。凄すごい差である。

　さっそく、束たばねから怒いかりのコールが入った。兵ひよう悟ごは嫌いや々いやそれに応じることにする。

「ちょっと何なの、この待たい遇ぐうの差は？　あんたが神様で、あたしがペットとか、やっぱ納なつ得とくできないんですけどぉ？」

「分かった、分かった。後で、クレオーンに訴うつたえておくから……」

　──ペットの待たい遇ぐう改善を、と声なき声で付け足しておく。

「頼たのんだわよ。まったく、あいつエルフじゃなかったら、酷ひどい目に遭あわせてやるところよ」

　エルフであることのステータスは、束たばねの中で相当の比重を占しめているようだ。

「だいたい、人間ができてねーっつの。あたしより年上のくせにさ」

「ん、そうとは限らないぞ」

「は？　何言ってんの？　どう見たって──」

　兵ひよう悟ごは束たばねの言葉が終わらぬうちに、軍師に質問する。

「突とつ然ぜんだがクレオーンよ。きみ、年はいくつかね？」

　唐とう突とつな質問に、やや面めん食くらうクレオーンだったが、至って冷静に答えてくれる。

「十三でございます。それがどうかなさいましたか、神？」

　鳥が嘴くちばしを全開にして、間ま抜ぬけ面をこちらに向けてきた。予想以上の驚おどろきようだ。これでピュティの年ねん齢れいまで聞いたら、束たばねの目ん玉は飛び出るのではなかろうか。

「ちょ、ちょっと、寒かん原ばら！　今の聞いた？　こいつ、中学生のくせに、人生の先せん輩ぱいたるあたしに、この態度よ？　信じられないわ！　つーか、マジで十三？　むっかつく!!」

　そもそも彼かれは学生ですらないのだが、今は何を言っても、束たばねの怒いかりは静まりそうにない。

　彼かの女じよには後日、エルフ族の成長の仕方について説明しておくとして、ここは今にも暴れ出しそうな気持ちを鎮しずめさせるとしよう。こういう時は、少し脅おどすくらいがちょうどいいはずだ。

「落ち着けよ。おまえ、一つ大切なことを忘れてないか？」

「は？　何よ、大切なことって？」

「ＳＦロボの常識だ。──飛行機乗りは、死亡率が高い」

　小窓ウインドウに映る束たばねが、僅わずかに青ざめた。

「特に、初うい陣じんでなまじ活かつ躍やくして、調子こいてると、次には撃げき墜ついされるのが定番だ」

「バ、バカなの？　それって、フィクションの中での話じゃない？」

「そうだな。だが、謙けん虚きよさは大事ってことだ。ほかにも、自信家の操縦士パイロツトが、大見えきって敵に突つっ込こんで自じ爆ばくするパターンもあるぞ。おまえが、そうならないことを祈いのってるよ」

「…………」

　ようやく静かになった。実際、撃げき墜ついされようが自じ爆ばくしようが、フェニックスが大破するだけで、束たばねの身に危険が及およぶわけではない。これは単なる戒いましめにすぎないが、こうして暴れ馬ならぬ、暴れ鳥を鎮しずめたのだから、やはりＳＦロボ文化は偉い大だいである。兵ひよう悟ごは一人感じ入った。




　月曜日とは、それだけで憂ゆう鬱うつなものだ。

　本来、兵ひよう悟ごにとっても、月曜の学校など苦痛以外の何ものでもなかったが、今日は違ちがった。

　昨夜の就しゆう寝しん間ま際ぎわ、兵ひよう悟ごに天てん啓けいの如ごとき閃ひらめきがあったのである。一刻も早く、この素す晴ばらしいアイデアを束たばねに話したい。そう思うと、登校するのにも心が躍おどってしまう。

　兵ひよう悟ごが教室に入ると、たくさんのクラスメートが朝ちよう礼れい前の自由時間を満まん喫きつしていた。そこには、束たばねの姿も見える。彼かの女じよは窓辺で、二人の女子生徒と談だん笑しよう中のようだ。

　遠えん慮りよする気持ちもあるにはあったが、いても立ってもいられず、兵ひよう悟ごはその輪に突とつ撃げきする。

「等と々ど力ろき、ちょっといいか？」

　あからさまに、煩わずらわしそうな顔を向けてくる束たばね。

「良くないわよ。挨あい拶さつもなしに何？」

「おはよう等と々ど力ろき、ちょっといいか？」

「いや、挨あい拶さつ加えればいいってもんじゃないわ。だから、良くないのよ、見て分かんない？」

　束たばねと一いつ緒しよにいる女子二名が、まるで不ふ審しん者に相対したかのように、兵ひよう悟ごを警けい戒かいして後あと退ずさる。

　これがクラスメートの態度かと思うと、兵ひよう悟ごは彼かの女じよ達たちに気を使うのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなった。

「すぐに終わるから、俺おれの話を聞け」

「あー、もう何よ？　マジですぐ終わってよね」

「ああ。俺おれ、昨日一晩考えたんだ。俺おれ達たちの次のステップを」

　束たばねが怪け訝げんそうな表情を浮うかべる。何を言われるのか計りかねている様子だ。

　ならば、簡潔に伝えるとしよう。兵ひよう悟ごはしっかりとした口調で、言葉を紡つむぐ。

「──合体しようぜ、俺おれ達たち！」

　教室全体が凍こおり付ついた。先さき程ほどまで聞こえていた喧けん噪そうが、噓うそのようにやんでいる。

　そして束たばねの顔はみるみる歪ゆがみ、赤くなっていった。

「憤ふん怒ぬっ!!」

　謎なぞの奇き声せいを発し、束たばねは兵ひよう悟ごの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

　そしてそのまま、凄すさまじい怪かい力りきで廊ろう下かへと引きずってゆく。

「お、おい、等と々ど力ろき……!?」

　二人が教室を出ると、先さき程ほどとは比べものにならない騒そう音おんが、部屋の中で湧わき上あがった。

「ちょっ、なに今の!?　マジ!?　マジでそういうことなの!?」

「うっわ、ショックだ～!!　等と々ど力ろきさん、あんな根暗とかよ～!?」

　有う象ぞう無む象ぞうの声を背に、束たばねは歯を食いしばって、兵ひよう悟ごを校舎の階段へと連行してゆく。そして、どかどかと最上階の行き止まりまで駆かけ上あがると、遠えん慮りよなしに、兵ひよう悟ごを壁かべに叩たたきつけた。

「──バカなの？　死ぬの？　殺されたいの？」

　目が座すわっている。奇き怪かいな三段活用を用いた束たばねは、いつになく、とんでもない迫はく力りよくだ。

「な、何を、そんなに怒おこってんだ？　理由を言ってくれ！」

「……それを理解できてないなんて、頭イカレてるっつーの！　このド変態の恥はじ知しらず!!」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられ、ようやく兵ひよう悟ごは己おのれの失言に気付いた。今になって赤面してしまう。

「ち、違ちがう！　他意はなかったんだ！　俺おれが合体って言ったのは──」

「ンなこと分かってるわよ！　デウスとフェニックスのことでしょ？」

　兵ひよう悟ごが、こくこくと首を縦に振ふると、束たばねはやっと手を離はなしてくれた。

「ロボオタのあんたらしい発想だわ。でもね、クラスの皆みんなはそう受け取らないわよ。あんたの頭に、ＳＦロボのことしかないって知ってる人、そんなにいないでしょ？」

「ああ、そうだよな……。誤解を招く発言だったよ。ごめん」

「バカ、許さないわよ。教室で、あんな赤っ恥ぱじかかされたんだから。それに……」

「え？」

「何でもないわ、デリカシーないわね！　あー、もう、許しはしないけど、この埋うめ合あわせはしなさいよね。エルフとあたしフエニツクスの仲を、最後まできっちり取り持つこと、オーケー？」

「お、オーケーだ」

「さっそく今日の放課後からだからね。いけ好かないクレオーンの中ちゆう坊ぼうに、昨日のあたしの働きを認めさせて、しっかりと感謝させなさい！」

　やはり、まだ根に持っていたようだ。

「あたし達たちにも学校とか色々あるからさ、毎回エルフ達たちの戦いに手を貸せるかどうか分からないじゃない。だからこそ、限られた名めい誉よ挽ばん回かいの場で、無下にされたら溜たまらないわ」

「それはあるかもな。今回は、日曜にリリパットが攻せめてきてラッキーだったけど……」

　言いかけて、兵ひよう悟ごの胸に隙すき間ま風かぜが吹ふいた。

　──本当に、たまたま運良く、偶ぐう然ぜん日曜に戦いが起こったのであろうか。

　疑ぎ惑わくを抱いだくのには根こん拠きよがある。七日前に、クレオーンから受けた質問にほかならない。

　彼かれは、〝神が眠ねむらない日時〟を訊きいてきた。そして、兵ひよう悟ごが幾いくつか答えた日時の一つが、昨日の日中だったのだ。

　ふいに朝の予よ鈴れいが鳴る。始まりを告げるはずの機械的な鐘かねの音は、なぜか墓ぼ鐘しようのように校舎に響ひびいた。少なくとも、兵ひよう悟ごはそう感じてしまったのだ。
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　学校帰りに束たばねが寒かん原ばら家を訪問し、二人してそれぞれの筐きよう体たいに入る。

　ここ一週間で、当たり前のようになってしまった光景だ。そして祭さい壇だんのある広間にて、ピュティに笑え顔がおで迎むかえられるところまでが、目下のところ兵ひよう悟ごと束たばねの日常になっている。

　ところが、その日常が今日は僅わずかに軋きしんでいた。

「──これは何かの間ま違ちがいですわ！　そうに決まっています！」

　スクリーンに明かりが灯ともるや否いなや、茜あかね色いろが差さし込こめる神しん殿でんに、ピュティの怒ど声せいが響ひびいた。

　一体何事かと疑問に思う間もなく、意外な場面に直面する。彼かの女じよが怒いかりの矛ほこ先さきを向けていたのは、なんとクレオーンだったのだ。

　対たい峙じする二人を、老エルフと女長老が、閉口して見つめている。そして、何より異様なのが、裾すそ野のの長老の有あり様さまだ。彼かれは縄なわで縛しばられ、身じろぎもせず項うな垂だれていた。あたかも咎とが人にんのように。

「え……と、エルフに伝わるマニアックな遊び、ってわけじゃないわよね？」

　少しでも場を和なごませようと思ったのか、フェニックスが不ふ謹きん慎しんな発言をする。しかし、誰だれもその質問に答える余よ裕ゆうはなさそうだ。

　兵ひよう悟ごは、これがどういった状じよう況きようなのか、何とはなしに察してしまった。

　きっと頼たのんだとおりに、クレオーンが炙あぶり出だしたのだろう。──裏切り者を。

　兵ひよう悟ごは、努めて冷静に振ふる舞まい、激高した巫女みこを諫いさめる。

「穏おだやかではないな。きみらしくないぞ、ピュティ」

「か、神様……」

　ピュティが、気まずそうに俯うつむく。

「あらましは想像がつく。クレオーンよ、彼かれが……裾すそ野のが、内通者だったのかね？」

「御ぎよ意い」

「あり得ませんわ！　おじ様がわたくし達たちを裏切っていただなんて！」

　冷ややかなクレオーンに対し、ピュティは感情を剝むき出だしにしている。

「ピュティ、落ち着きたまえ。彼かれに内通者を割り出すように命じたのは、この私なのだ」

「そんな……。わたくしは、そのようなことお伺うかがいしておりません……」

　ピュティの声が震ふるえている。兵ひよう悟ごは彼かの女じよに申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「こちらが怪あやしんでいることを、内通者に悟さとらせないための措そ置ちだったのだ。とはいえ、きみに黙だまっていたことは謝あやまらなければならない。許してくれ、ピュティ」

「神様……。ご事情は分かりました。でも……おじ様を裏切り者だなんて……」
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　裾すそ野のの長老はピュティの後見人であり、恩人でもある。間ま違ちがっていましたでは済まないぞ。

　デウスは椅い子すに座すわると、告発者を促うながす。

「クレオーンよ。順を追って聞かせてもらうぞ。なぜ、彼かれだと断定したのかね？」

「きっかけは七日前の戦いくさでございます。正確に申し上げれば、あの日にリリパットが攻せめてきたこと自体が、彼かれを疑う強い要因となりました」

「……なるほど。何か仕し掛かけていたな？」

「はい。初戦で神に大敗を喫きつしたリリパット族の次の手は、火を見るより明らか。畏おそれ多おおくも、神の弱点を突つこうとするはずです。そして、こちらの事情が筒つつ抜ぬけである以上、自おのずと連中が取る作戦は絞しぼられます」

「ふむ、私の寝ね込こみを襲おそおうということか」

「仰おおせのとおり。〝眠ねむらない日時〟を神にお伺うかがいしたのも、予想される敵の作戦を逆手に取るためにほかなりません。〝眠ねむらない日時〟を〝眠ねむる日時〟と偽いつわって、内通者に偽にせ情報を流せば、必ずリリパットが喰くらいつくと考えました」

　クレオーンの説明を聞いて、ケイが声を上げる。

「あっ！　ちょっと前にあんたから送られてきた書簡、あれがそうかい！　神様が眠ねむる日時が分かったから、その期間は注意しろって書いてあったけどさ……」

「貴様もか渓けい谷こくの？　同じ書簡が、儂わしにも届いたぞ。まさか、三長老全員に送ったのか!?」

　疑われたことに納なつ得とくがいかなかったのだろう。樹じゆ海かいの長老が、語気を荒あらげた。

　クレオーンは彼かれらに陳ちん謝しやし、素す直なおに非礼を詫わびる。

「ええ。ただし、三通とも同じ書簡ではありません。記した日時だけは異なります」

　兵ひよう悟ごの予想は正せい鵠こくを射ていた。やはり日曜日に戦いが起こったのは偶ぐう然ぜんではなかったのだ。

「そういうことか。裾すそ野のに送った書簡に記された日時が、昨日の日中、というわけだな」

「御ぎよ意いにございます」

　肯こう定ていするクレオーン。しかし、ピュティはまだ釈しやく然ぜんとしていなかった。

「それでは証しよう拠こになりません。偶ぐう然ぜん、リリパットが攻せめてきた日が一いつ致ちした可能性だって！」

「ごもっとも。ですので、先さき程ほどきっかけ、と申しました。疑うきっかけさえ摑つかめれば、後は簡単。密使の役割を果たした者を捕とらえて終わりです。裾すそ野のの長老の場合、国から国へと渡わたる商隊キヤラバンの一つがそれだと考えましたが、案の定でした」

　クレオーンは巻物を一つ取り出す。

「これは、裾すそ野のの長老とリリパットの繫ぎをしていた商隊キヤラバンの代表者が隠かくし持もっていたものです。彼かれは実に商人らしい。雇やとい主ぬしに裏切られた時の保険として、密書の写しを作っていたのですよ。皮肉なことに、これが命取りになりましたが」

　ピュティは、今にも泣き出してしまいそうなほど、綺き麗れいな顔を歪ゆがめてしまった。

　未いまだもって沈ちん黙もくを続ける裾すそ野のの長老。クレオーンは彼かれの前に立つと、諭さとすように言う。

「まだ黙だまっているおつもりですか？　この写しが、捏ねつ造ぞうされた偽にせ物ものだと弁解しては如何いかがか？」

　暗く、それでいて乾かわいた笑しよう声せいが聞こえてきた。嗤わらっているのは、裾すそ野のの長老だ。

「しませんよ、そんな無む駄だなこと。あなたのことだ、どうせハッタリではないのでしょう？」

「ええ」

「性格が悪いなあ～。いやぁ、失敗失敗。巫女みこ様があなたを起用しようとした時、僕ぼくも反対しておくべきでした。まさか、ここまで手段を選ばない人だったなんてね」

　剽ひよう軽きんな裏切り者に、ピュティが掠かすれた声で問い掛かける。

「……本当に？　本当に、おじ様が……？」

「うん。ごめんね、ピュティちゃん。そういうわけだからさ」

「どうして……どうして、こんな……」

　兵ひよう悟ごは見ていられなかった。彼かれへの糾きゆう弾だんは、ピュティに代わって自分が務めよう。

「裾すそ野のよ、なぜ裏切った？　沈ちん黙もくは、このデウスが許さぬ」

「……面おも白しろ味みのない話ですよ。生き残るために、リリパットの軍門に降っただけです。こちらから情報を提供する代わりに、彼かれらには裾すそ野のの集落への不ふ可か侵しんを約束させていましてね。仮に、エルフハイムの集落がすべて落ちても、裾すそ野のの集落は生き残れる、というわけです。できるなら皆みんなも助けたいところですが、僕ぼくが降こう伏ふくを勧すすめたって、どうせ誰だれも聞きやしないでしょ？」

　あっけらかんとする裾すそ野のの長老に、樹じゆ海かいの長老が激げき憤ふんした。

「たわけめ！　何という腑ふ抜ぬけか！　貴様に、エルフ族の誇ほこりはないのか!!」

「樹じゆ海かい殿どの、あなたは今のリリパットをあまりにも知らなさすぎる。一度でもいいからその目で帝てい国こくをご覧らんなさい。エルフハイムとでは格スケールが違ちがう。僕ぼくが真っ先に降ったのも納なつ得とくできますよ」

「裾すそ野のぉ……貴様という奴やつは……貴様という奴やつは！」

　樹じゆ海かいの長老の顔が皺しわくちゃだ。彼かれの表情に現れているのは、怒いかりばかりではない。長年、共に歩んだ同どう胞ほうが、いつの間にか豹ひよう変へんしていたことへの嘆なげき。あるいは、それに気付けなかった自責の念だろうか。

　老エルフの辛つらさを、裾すそ野のの長老も理解しているようで、彼かれは寂さびしそうな微び笑しようを浮うかべる。

「あ～あ、もう少し早く、神様にお会いしたかったな。もし、そうだったら僕ぼくも……いいえ、何でもありません。僕ぼくの話はこんなところです」

　内通者への詮せん議ぎが終わった。これで、難は去ったのだろうか。

　とても気が晴れるようなものではないが、手て柄がらを立てた者を労ねぎらう必要はある。

「此こ度たびの働きも見事であったぞ、クレオーン。きみに任せて良かった」

「神よ。貴方あなたの思おぼし召めしにかない、このクレオーン歓かん喜きに堪たえません」

　仰ぎよう々ぎようしく跪ひざまずくクレオーン。しかし次の瞬しゆん間かん、底冷えのするような言葉を放つ。

「つきましては、エルフ族の習わしに従い、これより裏切り者の処しよ罰ばつに掛かかります。この者はもちろんのこと、一いち族ぞく郎ろう党とうを、見せしめとして処しよ刑けい致いたします」

「なっ!?」

　兵ひよう悟ごは背筋が凍こおり付ついた。耳を疑うようなことを、この男は平然と言ってのけたのだ。

　──浅はかだったのだろうか。裏切り者を特定することは必要なことだった。しかし、炙あぶり出だされた裏切り者がどのような末路を辿たどるかは、考えの外だったのである。いや、あえて目を背そむけていたのかもしれない。それを背負う覚かく悟ごなど、自分にできるはずないのだから。

「お待ちなさい、クレオーン!!」

　デウスに代わって、毅き然ぜんとして声を上げたのはピュティだった。瞳ひとみを潤うるませながらも、再び彼かの女じよは冷れい酷こくな軍師に立ち向かう。

「それはなりません。御み柱はしらの巫女みことして看過できないことですわ！」

「巫女みこ様ともあろうお方が、異なことを仰おつしやる。この処しよ刑けいは、習わしである以上に、規律あるエルフ族の社会を形成してゆく上で必要なことなのですよ」

「でしたら、功ある者を認め、それに義で報むくいるのもエルフの習わしであり、社会の根幹です。これまでおじ様が、どれだけエルフ族に貢こう献けんしてきたか、知らないとは言わせません！」

「お言葉ですが、ここで彼かれと、彼かれの家人を処断せねば、ほかの者に示しが尽つきませぬ。後世に大きな禍か根こんを残すことになるでしょう。裏切りを企くわだてても、重じゆう罰ばつに処されないという前例をつくろうものなら、またいつ謀む叛ほんを企くわだてる者が現れるか、分かったものではありませんぞ！」

　あの沈ちん着ちやくなクレオーンが、忠誠を誓ちかうべきピュティに対し、これほど舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく切り返すとは。

　けれども、そのピュティとて負けてはいない。

「確かに、あなたの言うことは一理あります。ですが、それは人の道に背そむくことです。長年エルフ族の支柱となってきた方に、そのような無む慈じ悲ひな処しよ罰ばつを下せば、人心が離はなれ、誰だれもエルフ族のために身を粉にして働こうと思わなくなってしまいますわ！」

「何を仰おおせか！　その手て緩ぬるい人道を優先すれば、それこそエルフ族の結束など、夢のまた夢。そもそもピュティアーテ様は、エルフを率いる御み柱はしらの巫女みことして、彼かれを許せるのですか？」

「……許せません。かといって、いきすぎた刑けい罰ばつを見過すわけにもまいりません！」

　完全な平行線だ。二人の主張はまったく歩み寄りを見せず、これでは埒らちが明かない。

　まさに水と油である。兵ひよう悟ごは、この二人からこんな印象を受けるとは想像すらしなかった。

　クレオーンが大きく息を吐く。感情を抑おさえ、クールダウンしたのだろう。

「きりがありませんね。それでは、神にご裁断を仰あおぐというのは如何いかがでしょうか？」

「……いいでしょう。神様のご裁断に、わたくしも従います」

「え……？」

　とんでもないお鉢はちが、兵ひよう悟ごに回ってきてしまった。

　いや、考えてみればこうなることも充じゆう分ぶんに予想できた。それが、彼かれらの神になることなのだから。誰だれかに押おし付つけて逃にげたいのは山々だが、とてもそれが許される状じよう況きようではない。

　不本意ながら、兵ひよう悟ごは懸けん命めいに知ち恵えを絞しぼる。そうやって、必死に導き出した答えは──。

「……よく聞きたまえ。裏切りの咎とがは、裾すそ野のの長老一人によるもの。その家人に咎とがはなし。されど、この男の罪は重く、我わが怒いかりは当分収まりそうにない。ゆえに、この咎とが人にんには、私が直々に神しん罰ばつを下す。神の怒いかりを思い知らせてやる！」

　裾すそ野のの長老は、青い顔のまま、一言も喋しやべらない。ピュティや二人の長老も同じ様子だった。ただ一人、クレオーンが変わらぬ態度で、優ゆう雅がに一礼する。

「承うけたまわりました、神よ。それでは、私どもの方でさっそく準備に──」

「控ひかえたまえ、クレオーン。神しん罰ばつを下す場に、人間エルフが居合わせて良いものではない。我わが怒いかりを目にすれば、その目はたちまち焼やけ焦こげ、我わが怒いかりの声を聞けば、耳が爛ただれるであろう」

「……これは出過ぎた振ふる舞まいでした。お許しください」

　やはり神の言葉であれば、クレオーンは聞き分けがいい。彼かれは平服し、後あと退ずさった。

「フェニ子よ。裾すそ野のの長老を引き立て、私に続け」

「え？　あたし？　つーか、何であんたまでフェニ子って呼んでんのよ！」

　この場に似つかわしくない、素すっ頓とん狂きような声が返ってくる。

「きみが神しん罰ばつを見届けるのだ。文句を言ってないで、早くしたまえ」




　夕焼けの大空を、赤き鋼はがねの鳥が駆かける。その足には、大きな荷が二つぶら下がっていた。右足にはデウス。左足には、縛しばられたままの裾すそ野のの長老だ。この優やさ男おとこに関しては、吊つり下さげられていると言いい換かえた方が正確かもしれない。

「あ、あのぅ～、僕ぼく達たちは一体どこへ向かっているんでしょうかね？」

　裾すそ野のの長老が、及および腰ごしで尋たずねてくる。

「すぐに分かる」

「……できれば、死に場所はエルフハイムの中にしてほしいなって、思ったりして……ハハ」

　ギロリと顔を向けると、彼かれはすぐさま押おし黙だまった。

「死に場所の心配をするくらい余よ裕ゆうがあるのならば、私の質問に答えてもらおうか」

「な、何でしょうか？」

「きみはなぜ、あの場で、裏切りの理由をすべて語らなかった？」

「…………」

「私が気付かないとでも？　きみがリリパットに約束させた、裾すそ野のの集落の不ふ可か侵しんという条件は、集落の中心にある神しん殿でんの不ふ可か侵しんをも内包している。おそらく、きみは保身よりも──」

「おやめください！」

　裾すそ野のの長老が大声で遮さえぎった。しかし、兵ひよう悟ごはここでやめるつもりはない。

「きみが最も優先したかったのは、ピュティの身の安全だった。だが、一集落を預かる長老としての立場から、あのような条件を突つきつけたと、私は考えている」

「やだなぁ、買かい被かぶりですよ」

「そうかな？　もし、きみが保身しか頭にないような裏切り者ならば、とっくにピュティを捕とらえ、リリパットに引ひき渡わたしていたはずだ。しかし、きみはそうしなかった。これでも、私の思おもい違ちがいだったと言う気かね？」

　強い風が吹ふき抜ぬける中、裾すそ野のの長老が零こぼした青息吐と息いきは、瞬またたく間まに搔かき消けされてしまう。

「……神様は何もかもお見通しなんですね。だからといって、どうしてあの場で巫女みこ様をお守りするためだったなどと申せましょうか？　そんなことを口にすれば、彼かの女じよは僕ぼくを許そうとしてしまうでしょう。それだけはダメだ。さっきだって、あれだけ苦しんでいたのに、もっと苦しませてしまう。僕ぼくは、保身しか頭にない、狡ずる賢がしこい道どう化けでなければならないのですよ」

「裾すそ野の……」

「同どう胞ほうを裏切ると決めた時、そうあらねばならないと、誓ちかいましたから」

　もう風の音しか聞こえない。それ以上は、兵ひよう悟ごも何も尋たずねなかった。

　二人の会話は、もちろん束たばねにも聞こえていたのだろう。遠えん慮りよがちなコールが入る。

「ねえ、そろそろ国境なんだけど？」

「そうか……。なら、降ろしてくれ。あの谷間の森がいい」

　指示どおりに、フェニックスは緩ゆるやかに下降を始め、薄うす暗ぐらい崖がけ下したの森へと降り立った。もはや、日も地平に沈しずみ、夕ゆう闇やみが広がり始めている。

　着地したデウスは、裾すそ野のの長老を立たせると、おもむろに双哮振動刀ダブル・ハウリングを抜ぬいた。

「神しん罰ばつの時間だ。覚かく悟ごはいいな？」

　裾すそ野のの長老は、ぐっと瞑めい目もくし、祈いのりの言葉を口ずさんだ。

　唸うなる鋭えい刃じんをデウスが振ふるう。──ところが、切断されたのは彼かれを縛しばっていた縄なわのみだった。

「えっ……!?」

「今、裾すそ野のの長老は神しん罰ばつにより死んだ。きみは、捨てた名を再び拾い上げ、エルフハイムの外で生きるがいい。二度と故郷の地を踏ふむことは許さん」

「か、神様……？」

「初めて会った時と同じことを訊きこう。きみの名は何かね？」

　裾すそ野のの長老──いや、ただの男は、涙なみだぐみながら取とり戻もどした己おのれの名を口にした。

「……ジノーと申します。神様」

「そうか、良い名だ」

「なんとお礼を言っていいか……」

　兵ひよう悟ごは正直なところ、自分の決断が正しかったのかどうか分からない。ただ、ここで彼かれを殺すことだけは、やってはならない禁きん忌きだと確信していた。彼かれの命を軽かろんじることも、彼かれの命を背負うことも、今の自分にできそうになかったから。

　束たばねからコールが入る。

「やっぱね。あんたのことだから、こうすると思ってたわ」

　その表情と声は、どこか嬉うれしそうだ。

「さあ、神しん罰ばつも見届けたことだし、あたしは一足先に神しん殿でんに帰ってるわね。残してきたピュティ達たちが気き掛がかりだしさ」

　束たばねの言うとおりだ。帰りは徒歩になってしまうが、デウスのスピードなら、さして問題はないだろう。束たばねにピュティ達たちの様子を見ておいてもらう方を優先した方がいい。

「ああ、よろしくな。頼たよりにしてるよ」

　束たばねは、目を細めると通信を切って、フェニックスを濃のう紺こんの空へと舞まい上あがらせた。

　彼かの女じよを見送ったデウスは、ジノーが何かを言いたそうにしていることに気付く。

「どうした？　ちょうど日暮れだぞ？　夜や陰いんに紛まぎれて行きたまえ」

「最後に一つだけ、お訊きかせください。あなたのようなお方が、どうしてあんないい子に、御み柱はしらの証あかしを刻まれたのですか？」

「うん？　何のことを言って──」

　身に覚えがないため、思わず問い返そうとした。しかしその矢先、ふと白い背中に刻まれた、薄うす紅べに色いろの刻印タトウーを思い出した。

「──それは、ピュティのことかね？」

「はい」

　そういえば前にも、彼かれが言っていたではないか。神によって選ばれた証あかしだとかどうとか。

　何にせよ、兵ひよう悟ごに答えられることではない。

「きみも知ってのとおり、私は多くの記き憶おくを欠いている。その問いには答えられない」

「あっ、でしたね。失礼しました」

「構わん。それより、今度は私から尋たずねてもいいかね。そもそも御み柱はしらの証あかしとは何なのだ？」

　ジノーは、少し驚おどろいた様子こそ見せたが、真しん摯しに答えてくれる。

「エルフ族の中には、生まれながらにして、極きわめて高い魔ま法ほうの力を持つ女の子が誕生します。そうした特異な子は、必ず背中に柱のような紋もん様ようを刻まれて生まれてくるのです。これは、神様による選別だと伝えられていて、御み柱はしらの証あかし、と呼ばれています」

「……ふむ。ピュティの背にある、あの刻印タトウーがそうだな？」

「ええ。御み柱はしらの証あかしを持つ子は、そのずば抜ぬけた魔ま法ほうの力から、代々巫女みこを担になってきました。ゆえに、御み柱はしらの巫女みこと呼ばれているのです。不思議なことに、当代の御み柱はしらの巫女みこが弱ると、御み柱はしらの証あかしを持つ赤子が生まれてきて、次代の御み柱はしらの巫女みこになります」

　驚おどろいた。そんな不可思議な現象が起きているとは、やはりこの世界はファンタジーだ。

「なるほど、そうやって巫女みこは選定されてきたのか……。ピュティが、姉から巫女みこを継ついだと聞いていたので、てっきり世せ襲しゆう制だと誤解していたぞ」

「ピュティちゃんと、メルクライラ様のケースは、むしろ稀まれです。姉し妹まいや、親子で、御み柱はしらの証あかしを持った方は、長い歴史でも数える程ほどしかいません」

　兵ひよう悟ごは胸が痛んだ。メルクライラという先代の巫女みこは、一体どのような心境で妹に接していたのであろうか。御み柱はしらの証あかしを持った妹が生まれてくるということは、自分がもう長くないことを宣告されるようなものである。

　今でも姉を慕したうピュティを見るに、きっと彼かの女じよはそうした恐きよう怖ふを、妹の前ではおくびにも出さなかったのだろう。真まっ直すぐで優やさしいピュティを知るからこそ、兵ひよう悟ごはそう思えるのだ。

「姉し妹まいで、御み柱はしらの証あかしを持つことは苛か酷こくです。しかし、残ざん酷こくなのはそれだけじゃありません。神様は、なぜ御み柱はしらの証あかしを持つ子が、高い魔ま法ほうの力を行使できるか、お分かりですか？」

「むう……。何か、こう……ファンタジー臭くさい、加護みたいなのがあるのではないかな？」

　意味不明な回答に、苦笑いを浮うかべるジノーだったが、すぐに真しん剣けんな目を向けてくる。

「──命を削けずっているんです」

「な……に？」

「御み柱はしらの証あかしを持つ子は、自然に生命力をマナに変へん換かんして、魔ま法ほうの力に加えているんです。だからこそ、とんでもない魔ま法ほうが使える。ですが、これを抑よく制せいすることができません。御み柱はしらの証あかしを持つ子は、魔ま法ほうを使う度たび、確実に生命力を削けずって寿じゆ命みようを縮めてしまいます。ずば抜ぬけた魔ま法ほうの力の代だい償しようとして、短命という十じゆう字じ架かを背負っているんですよ」

「何を言っている!?　エルフ族は長命な種ではないのか？」

「仰おつしやるとおりですが、御み柱はしらの証あかしを持つ子は、その限りではありません。歴代の巫女みこの記録を見ても、常人の寿じゆ命みようの四分の一も生きられていないんですよ」

「ピュティが短命……。魔ま法ほうを使う度たびに、命を削けずっているだと……」

　兵ひよう悟ごは、頭の中が真っ白になった。

　振ふり返かえってみれば、思い当たることがある。ピュティは長時間魔ま法ほうを使った後、苦しそうにしていた。いや、そればかりか、デウスの胴部ボデイを探しに行った時は、鼻血を出して気を失うほどだったではないか。これまで彼かの女じよは、どれほど無理を重ねてきたのだろうか。

　ピュティの苦しみに、少しも気付いてやれなかった自分が腹立たしくて仕方ない。

　──俺おれは、一体ピュティの何を見てきたんだ！

　兵ひよう悟ごの……いや、デウスの苦く悩のうを察したのか、ジノーは確信に満ちた声を出した。

「やはり、あなたに託たくすのが一番だ。僕ぼくはもう、あの子の傍そばにいてやれません。神様、どうか、どうかピュティちゃんをお願いします」

　彼かれは体を畳たたむようにして、深々と一礼する。

　そして顔を上げると、別れを告げて歩み始めた。向かう先は、森を抜ぬけた先の国境……厳しき新天地である。だがジノーは、しっかりと大地を踏ふみしめ、振ふり返かえらずに進んでいった。




　すっかり夜の帳とばりが下りていた。

　篝かがり火びが焚たかれた神しん殿でんの前庭にデウスが戻もどると、フェニックスが出で迎むかえてくれる。

「遅おそかったわね」

「待たせたな。そっちの様子はどうだ？　ピュティは平気か？」

「……あの子、相当堪こたえていたみたいだから、今は寝しん室しつで休んでもらってるわ」

「そうか……。クレオーンや長老達たちは落ち着いてるか？」

「ん、それがね……。あんたを待ってる間、彼かれらで色々話し合ってたみたいなの」

　何らかの動きがあったようだ。クレオーン達たちに直接尋たずねてみるとするか。

　逸はやる気持ちを抑おさえて、デウスは颯さつ爽そうと祭さい壇だんの広間に現れる。

「今、戻もどった」

「お帰りなさいませ。神よ、首しゆ尾びの程ほどはいかがだったでしょうか？」

　真っ先に尋たずねてきたのは、やはりクレオーンだった。

「フッ、安心したまえ。ダイナミックな神しん罰ばつをかましてやったわ」

「さすがは神。裾すそ野のの長老も、さぞかし己おのれの所業を悔くやみながら、罰ばつせられたことでしょう」

「違ちがうぞ、クレオーン。あの者は、すでに裾すそ野のの長老ではない」

　噓うそを言ってはいない。精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張ったが、果たしてこの男に通じるかどうか。

　まるで見み透すかしたかのような双そう眸ぼうが、こちらを射い抜ぬいてくる。しかし、彼かれは普ふ段だんと変わらずに恭うやうやしく一礼すると「仰おおせのとおりです」と答えた。

　兵ひよう悟ごは安あん堵どのあまり、全身の力が抜ぬけた。何とかクレオーンに追つい及きゆうされずに済んだ。

　とはいえ、こうも上手うまくいくものなのかという疑問も残る。もしかしたらこの聡さとい男は、すべてを見通したうえで、こちらにあわせて一ひと芝しば居い打っているのではあるまいか。

　兵ひよう悟ごの疑ぎ惑わくを知ってか知らずか、クレオーンは素知らぬ顔で、次の話題に移っている。

「畏おそれながら、神にお伝えしたき議がございます。先さき程ほど、我々で話し合ったことがあるのです」

　きっと、束たばねが言っていたことだろう。

「聞こう」

「御ぎよ意い。此こ度たびの、元裾すそ野のの長老の一件は、エルフ族すべてに大きな衝しよう撃げきを走らせるでしょう。下手を打てば、ようやくまとまりつつある集落が、再び仲なか違たがいを始める恐おそれすらあります。これを防ぐため、たとえ時期尚しよう早そうだとしても、エルフ族は次の段階に移るべきだと思われます」

「きみの言う、次の段階とは何かね？」

「……建国です。我々は、神の国をつくるのです」

　一いつ瞬しゆん、言葉が出なくなった。兵ひよう悟ごは啞あ然ぜんとしてしまう。

「神の御み名なの下もと、御み柱はしらの巫女みこを元首とする、エルフ族による単一民族国家──神聖エルフハイム国の樹立を、私は強く推すい奨しようします。これこそ、リリパットの帝てい国こくに対たい抗こうする唯ゆい一いつ無む二にの道にほかなりません。なお、樹じゆ海かいの長老、渓けい谷こくの長老、お二方にもご賛同いただいております」

　ケイはともかく、樹じゆ海かいの長老まで同意するとは意外だった。それだけジノーの裏切りが、かの老エルフには痛つう恨こんだったのかもしれない。

　それにしても国をつくるとは、話が大きすぎて、今一つ理解が追いつかない。三つの集落を、国という括くくりで一つにまとめる、という解かい釈しやくでいいのだろうか。だとするならば、長期的なことはともかく、目先のことをいえば大きな危険も無視できない。

「待て、クレオーン。建国を成しても、それは〝箱〟を変えるだけにすぎんのではないかね。集落をまとめるという点では良策だと思う。だが、リリパットを刺し激げきすることも確かだ」

　指し摘てきに対し、クレオーンが称しよう賛さんする。

「おお、神よ。そのとおりです。〝新しい箱〟には〝新しい中身〟が伴ともなわねばなりません。対外政策として、建国が形式的なものであるならば、新たに実質的な抑よく止し力も必要となりましょう。そのために私は、大いなる魔法グランド・マジツクを巫女みこ様に試みていただきたいと考えております」

　水を流すような悪お寒かんが、兵ひよう悟ごに走った。

　大いなる魔法グランド・マジツク……。忌いまわしい名だ。確か、湖島の集落を地じ獄ごくに変えた、災さい厄やくの要因。

「大いなる魔法グランド・マジツクは、偉い大だいなる力をエルフ族にもたらします。今年で成人となられるピュティアーテ様は、今やメルクライラ様にも劣おとらぬ魔ま法ほうの使い手。今こそ、姉君の無念をお晴らしいただけるはずです。大いなる魔法グランド・マジツクの行使は、御み柱はしらの巫女みこのみに許された、奇き跡せきなのですから」

　やはりそうか。先代の巫女みこメルクライラは、大いなる魔法グランド・マジツクに挑いどみ、そして失敗していたのだ。

　なのに、それをピュティにやれと、この男は言う。命を削けずり続けてきたピュティが、そんな大それた魔ま法ほうを使おうものなら、それこそどうなるか分かったものではない。御み柱はしらの証あかしを持つ者は、死んで国を守れとでもいうのか。

　何が御み柱はしらだ。御み柱はしらとは、断じてエルフ族の主柱などではない。ただの人柱ではないか。

「御み柱はしらの巫女みこに代々伝えられてきた大いなる魔法グランド・マジツクは、何種かあり、いずれも強力無比なものばかりと聞きき及およんでおります。巫女みこ様であれば、必ずや良き魔ま法ほうを選ばれることでしょう」

　虫むし酸ずが走る思いだ。クレオーンが説明を続けているが、兵ひよう悟ごの耳には入っていなかった。

「しかし巫女みこ様は今、心を痛めておいでです。私の説得を、公正にお聞きいただけるか分かりません。そこで、巫女みこ様にお願い申し上げる際に、神からもお言葉を賜たまわりたいのです」

「断る」

「は？　今、何と？」

「断ると言った。国家元首という大任を押おし付つけるだけでも目に余るというのに、先代巫女みこと同じ目に遭あわせようというのかね？」

「お言葉ですが、神。メルクライラ様の儀ぎ式しきの失敗は、助祭を務めた当時の神官達たちに落ち度がありました。僭せん越えつながら、このクレオーンが助祭を務めるからには、同じ轍てつは踏ふみませぬ」

「そういう問題を言っているのではない！　きみは、ピュティを何だと思っている!!」

　さすがのクレオーンも狼狽うろたえた。まさか崇すう拝はいする神から、これほどまでに拒きよ絶ぜつされるとは思いもよらなかったに違ちがいない。

「不ふ愉ゆ快かいだ。今こ宵よいはもう眠ねむらせてもらおう」

　足早に祭さい壇だんへと向かうデウス。その後を、慌あわてた様子でフェニックスが追う。

　残されたエルフ達たちは、去りゆく神の背中を、肝きもを潰つぶして見送るだけだった。
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　逃にげるように筐きよう体たいから飛び出した兵ひよう悟ごを、束たばねが呼び止める。

「ねえ、寒かん原ばら！　いきなり、どうしちゃったの？　ねえ？」

　兵ひよう悟ごは上手うまく答えられず、苛いら立だって頭を搔かきむしった。

　その様子を、沈ちん痛つうな面おも持もちで見つめる束たばね。

「何で、そんなに怒おこってるのよ？　エルフが国をつくるのって、そんなにヤバイわけ？　……そりゃあ、神の国をつくるのだ、って言われた時は、さすがにあたしもドン引きしたけどさ」

　束たばねに、御み柱はしらの証あかしのことを話すべきか、兵ひよう悟ごは自問した。

　もし束たばねが、ピュティの真実を知れば、この怒いかりに同意してくれることは疑いようがない。そして、共にクレオーンの計画に反対してくれるだろう。

　しかし、きっとピュティはそれを望むまい。彼かの女じよがこれまで、御み柱はしらの証あかしのことを打ち明けなかったのは、自じ分ぶん達たちに心配をかけまいとしたからである。その気持ちを無下にはできない。

「取り乱して悪い。大いなる魔法グランド・マジツクだの、神の国をつくるだの、話がでかくなりすぎて不安になったんだ。そもそも俺おれが、ファンタジーな連中の神様やってて本当にいいのかってさ……」

　ピュティのことは伏ふせたが、誤ご魔ま化かしたわけではない。これも紛まぎれもない本音なのだ。

　もっとも、それを聞いた束たばねは、腰こしに手を当てて溜ため息いきをつく。

「今さら？　大おお事ごとになるくらい、神を騙かたったんだから、何となく想像ついてたでしょ？」

「それは、まあ……そうだけどさ。俺おれのせいで取り返しのつかないことになったらと思うと、気が気じゃないんだよ……」

　ことさら、ピュティにもしものことがあるかと思うと、寒かん心しんに堪たえない。あんなに健けな気げな子に、神の名の下もとにこれ以上の無理を強しいていいわけがないのだ。

　兵ひよう悟ごは頭を抱かかえるように、背中を丸めた。

「……ふーん、あたしの時もそうだったの？」

　ふいに、束たばねが妙みようなことを訊きいてきた。

　何のことを言っているのだろうか。兵ひよう悟ごは思わず、顔を上げる。

「なに不思議そうな顔してんのよ。昔、あたしに対しても、同じようなことを考えていたのか、って聞いただけじゃない」

　言いながら、彼かの女じよは照てれ臭くさそうにそっぽを向く。

「あの頃ころ、あんたが急に素っ気なくなったから、おかしいなって思ってたのよ……。あんたは、あたしまで一いつ緒しよにクラスでハブられたのが嫌いやだったんでしょ？　一丁前に責任感じてさ」

「おまえ……気付いてたのか？」

「当たり前でしょーが。そういう面めん倒どうな考え方する奴やつだって知ってたわよ。だから、余計にムカついたんだけどね。あたしがハブられたことを、あんたのせいにするとでも思ったわけ？」

「そ、そうだよ。実際、俺おれのせいだったじゃないか！」

「思い上がるなっつーの！　あたしは、あたしの意思であんたと一いつ緒しよにいたのよ。誰だれのせいにするつもりもなかったわ」

「おまえがそれで割り切れても、俺おれ自じ身しんがそうは納なつ得とくできないんだよ！」

「……ったく、ホントに変なトコで責任感が強いわね」

「はあ？　俺おれが？　そんなわけあるか」

　兵ひよう悟ごは、言げん下かに否定した。

「あるわよ。誰だれかに関わって何かあると、すぐ自分のせいだって思っちゃうくせに。そうやって傷つくのが嫌いやだから、意識して無責任を決きめ込こもうとしてるんじゃないの？」

　思わず絶句してしまう。今度ばかりは反論できない。

　振ふり返かえってみれば、ピュティと関わり合ってからというもの、ここぞというギリギリのタイミングで、兵ひよう悟ごは不本意ながら様々な決断を下してきたように思う。どのような選せん択たくをしようとも、責任が付つき纏まとうことくらい薄うつすらと分かっていたのに。

「呆あきれるわ。自分の矛む盾じゆんに気付いてなかったなんて。そういう鈍にぶいトコ、昔から変わんないわよね、兵ひよう悟ごって」

「え……？」

「ん？　何よ？」

「いや、おまえに下の名前で呼ばれたの、久々だったからさ……」

「──!!」

　束たばねが、爆ばく発はつしたように赤面した。口から湯気でも噴ふき出だすんじゃないかと心配になるほどだ。

　きっと穴があったら入りたい心境なのだろう。兵ひよう悟ごとて同様に恥はずかしい。

　思えば、子供の頃ころは互たがいに下の名前で呼び合っていた。なのに、兵ひよう悟ごが束たばねを突つき放はなしてからというもの、すっかり呼び方まで変えてしまっていたのだ。

　それが何かの拍ひよう子しで、うっかり以前の呼び名を口にしてしまうのも、詮せんない事故といえよう。しかし、束たばね本人は、中々気持ちを落着できないようである。

「だああああああ、バカなの、あたし!?　今のなし！　なしだから!!」

「いや、いいって。別になしにしなくても」

「黙だまんなさい！　あたしが、良くないのよ！」

「じゃあさ、これから俺おれもおまえのこと、昔みたいに、束たばねって呼ぶから。お相子でいいだろ？」

　ぴたりと、束たばねが停止した。顔は真っ赤なままだが、憑つき物ものが落ちたようにおとなしくなる。

「……そう、まあ、お相子なら仕方ないか。いいわよ、それで」

　そわそわとしているものの、ようやく束たばねは了りよう承しようしてくれたようだ。

　彼かの女じよのおかげで、兵ひよう悟ごもやっと冷静になれたような気がする。

「んじゃ……た、束たばね」

「う、うん……」

「もう遅おそいから、そろそろ帰れ」

「……あんた、呼び方変えた第一声がそれ？　バカなの？」




　ぽつぽつと街灯が照らす田舎いなか道みちを、兵ひよう悟ごは束たばねと一いつ緒しよに歩く。

　寒かん原ばら家に立ち寄って、日が暮れるまで彼かの女じよがいた場合は、いつもこうして送り届けているのだ。耳に心地ここち良い虫の声が、自然と秋の夜を感じさせてくれる。

　道すがら、束たばねが夜空を見上げて口を開いた。

「正直、意外だったわ……。あんたが、ここまでピュティに親身になるなんてね。ほら、あの子って、ファンタジーっぽいじゃん？」

　言わんとすることも分かる。いつぞやイライザからも、似たような誹そしりを受けたものだ。

「ファンタジーに親身になってるわけじゃない。あくまでも、ピュティ個人に、だ」

「へー、ピュティに親身になってるってことは認めるんだ？　可愛かわいいもんね～、あの子」

　からかうような、それでいて拗すねたようにも聞こえる口調だった。

　どちらにしろ、兵ひよう悟ごは気き恥はずかしくて堪たまらない。

「わ、悪いかよ。ファンタジーは心底大っ嫌きらいだが、だからってピュティに罪はないだろ？」

　束たばねは、足早に兵ひよう悟ごの行く手へと回り込こむと、くるりと振ふり返かえった。

「ねえ、そこなんだけどさ……。あんたって、本当にファンタジーが大っ嫌きらいなの？」

「何言ってんだ？　当たり前だろ」

「ＳＦロボから人気を奪うばった敵が、大っ嫌きらいなんじゃなくて？」

「む……どういう意味だ？」

　今一つ、質問の意図を摑つかみかねてしまう。

「だってさ、兵ひよう悟ごって子供の頃ころはファンタジーを嫌きらってなかったじゃん。それが今は、こんなに嫌きらうのってさ、ＳＦロボに取って代わって、ファンタジーが人気ジャンルになったからじゃないかって思っただけよ」

　言われてみれば、そのとおりかもしれない。束たばねの指し摘てきも分からないわけではないが……。

「だとしても、俺おれはやっぱファンタジーが気に食わないな。ファンタジーの栄えい華がの陰かげで、たくさんあるＳＦの良作達たちが、見向きもされずに消えていってる。人気ジャンルじゃないってだけでな。俺おれは、そういうのが納なつ得とくできない」

「でも、それって、あたしらが子供の頃ころは逆だったんじゃない？　ＳＦロボ隆りゆう盛せい期には、たくさんあったファンタジーの良作達たちが色眼鏡で見られて、知られもせず埋うもれていったでしょ？」

「ふむ……やはりおかしいぞ、この世の中は」

「何よ、いきなり極論ね」

「どうして、こうもバランスが悪い？　その都度その都度で、こんなにも偏かたよりがあるんだ？」

「それが流りゆう行こうってやつよ。流行はやり廃すたりは世の常でしょ」

「その理り屈くつは、思考停止もいいところだ。流行ってのは、錦にしきの御み旗はたかよ？」

「そうは言わないけど、流行が何かしらの判断基準になるのは確かだわ。今は物や情報が溢あふれちゃってるから、そうした物差しがないと、何がいいものか分からなくなるじゃない？」

「だからって、流行に乗って多数派の意見ばかり妄もう信しんすれば、目が曇くもるだろ。いいものだって、いいものと思われなくなり、正当な評価を受けられなくなる。今のＳＦロボの扱あつかいがそれだ」

「そんなこと言ったら、流行はやりに逆らおうとするのだって、同じように目を曇くもらせるわよ。反発する気持ちが率そつ先せんしちゃって、ファンタジーのいいところが見えなくなるもの。アンチから正当な評価を受けられなくなるって意味じゃあ同じじゃない？」

「…………」

「…………」

　兵ひよう悟ごと束たばねは顔を見合わせると、どちらからともなく「ぷっ」と吹ふき出だし、大笑いした。

「なんだよ。結局俺おれ達たちって、どっちもどっち、ってことか？」

「そうかも」

　散々笑った後、束たばねはいつになく柔にゆう和わな物もの腰ごしで話し始めた。

「……こういうのって難しいよね。何かを好きだっていう純じゆん粋すいな気持ちが、いつの間にか歪ゆがんじゃって、別の何かを嫌きらう気持ちにすり替かわっちゃうんだから」

「気持ちがすり替かわる、か……」

　言い得て妙みようだと、兵ひよう悟ごは少しだけ感心した。

「うん……。そうやって嫌きらって遠ざけたものの中に、案外素す晴ばらしいものが混ざっていても、気付けなくなったり、忘れちゃったりするんだよね。きっと、あたしもそうだったんだと思う」

　今度は、はにかみながら彼かの女じよは微笑ほほえむ。

「でも、あたしは忘れものを取とり戻もどせたみたい。自分でも驚おどろくほど楽しんでるのよ、フェニックス操縦するの。ＳＦロボって、やっぱいいものなんだって思えるようになったわ。あっ、でもファンタジーを愛する気持ちは依い然ぜんとして変わりないから。誤解しないでよね？」

「言われなくても、誤解なんかしないさ」

「よろしい。そしたら、あんたも少しだけ手を伸のばしてみたら？　拒きよ絶ぜつした向こう側に。ファンタジーの神様が務まるか不安だとか言ってないで、ピュティと話してくればいいじゃない。それこそ、神様のお言葉を押おし付つけるんじゃなくてさ」

　そのとおりだ。神ではなく、一人の人間として彼かの女じよに接するべきなのは分かる。しかし──。

「……ピュティの奴やつ、ジノーの件で、俺おれを不信に思ってるんじゃないか？」

「バカなの？　あの子、あんたのこと心底信じてるわよ。きっと何があってもね」

「何があっても、か……。じゃあ、俺おれが神様じゃないとバレても、信じてくれるかな？」

　束たばねが、目をパチクリさせた。

「打ち明ける気なの？」

「そうしなきゃいけないとは思ってる。……でも、それは今じゃないとも思う」

「へえ……」

「ファンタジーだとか関係なしに、ピュティは一人の女の子だからな。騙だまし続けるのは酷こくだ。でも、俺おれが罪悪感から逃のがれるために真実を打ち明けるのは、もっと酷こくなんじゃないかと思う。問題の先送りをしているだけかもしれないけど。それに……」

　もしピュティが真実を知って、落らく胆たんするかと思うと、どうしても踏ふみ切きれない。

　兵ひよう悟ごの心を見み透すかしてか、優やさしげな声で、束たばねは言う。

「だったら〝噓うそから出た真まこと〟にすれば？　その時が来るまでの、期間限定でいいからさ」

「束たばね……」

　胸のつかえが取れるかのようだ。

　兵ひよう悟ごは確信した。今、隣となりにいるのは、もはや疎そ遠えんな幼おさな馴な染じみではないのだと。なにしろ、こうして再び同じ時間を共有し、互たがいに気持ちを交かわし合い始めているのだから。

「サンキューな、やってみるよ」

　宵よい闇やみの路地を行く二つの足音が、不思議と軽快なものに聞こえた。
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　束たばねを自宅まで送り届けた兵ひよう悟ごは、駆かけ足で帰宅すると、間を置かずガレージにある筐きよう体たいへと躍おどり込こんだ。操縦席に座って、呼吸を整える。

　夜も更ふけているので、ピュティはもう寝ね入いっているかもしれない。しかし、束たばねに背中を押おしてもらった今こそ、きちんと彼かの女じよと話がしたかった。まだ起きていることを祈いのるばかりだ。

「こんばんは、マスター。珍めずらしい時間ですが、スリープ・モードを解除しますか？」

「ああ、そうしてくれ」

　イライザに指示を出すと、デウス・エクスマキナが目覚めた。

　映し出された広間の光景に、兵ひよう悟ごは一いつ瞬しゆんぎょっとなる。明らかにいつもと様子が違ちがうのだ。

　ランタンが置かれた床ゆかには、複雑怪かい奇きな魔ま法ほう陣じんが、幾いく重えにも描えがかれている。

　そして、これを手て掛がけたであろう男の姿もあった。彼かれは古い書物と睨にらめっこをしている。

「精が出るな、クレオーンよ」

　背後から呼よび掛かけると、稀き代だいの名軍師も、雷かみなりに打たれたように驚おどろいた。

「か、神!?」

　こんな時間にデウスが目を覚ますとは思わなかったのだろう。珍めずらしく動どう揺ようする。

　彼かれは書物を放り出し、床ゆかに額がつくのではと思うほど、平ひれ伏ふした。

「先の不敬、何なに卒とぞお許しください。神のお怒いかりを賜たまわるとは、このクレオーン、一生の不覚！」

「一生の不覚……か。その台詞せりふは、軍師たる者が易やす々やすと口にするものではない。ダメっぽく見えるぞ」

「はっ……」

　なおさら、クレオーンを恐きよう縮しゆくさせてしまったようだ。

「いや、その……。私も、さっきは言いすぎた。もういいから、顔を上げたまえ」

　そう伝えると、ようやくこちらを向いてくれた。

　彼かれの誠実な所作は、とても芝しば居いとは思えない。あれほどの策士であるクレオーンが、本心から謝辞を述べている。彼かれの信しん仰こうの深さが窺うかがえるようだ。

「クレオーンよ、この部屋の様子、例の大いなる魔法グランド・マジツクとやらの準備を進めているのかね？」

「畏おそれながら、仰おおせのとおりにございます」

「ピュティが承しよう諾だくしたのだな？」

　クレオーンは、僅わずかに肩を震ふるわせながら答える。

「……はい。大いなる魔法グランド・マジツクの行使、並びに神聖エルフハイム建国をご受じゆ諾だくいただきました」

「そうか」

　沈しずんだ声でデウスが呟つぶやくと、クレオーンは救いを求めるかのように足元に縋すがってきた。

「お許しください！　神の意に背そむいた、罪深き私を！」

「クレオーン……」

「言い訳は致いたしません。もし私の行おこないが、未いまだもって神の許しを得られぬのであれば、私はすべての計画を白紙に戻もどし、巫女みこ様にお詫わび致いたします」

「それは、私が再び異を唱えれば、大いなる魔法グランド・マジツクも建国も中止する、ということかね？」

「仰おつしやるとおりです。神なき神の国など、私にはとても堪たえられません」

　この男も、相当悩なやんだのではないだろうか。投とう獄ごくされてまで描えがき続けてきたエルフ族の未来図と、己おのれの信しん仰こう心を秤はかりにかけた末、こうした結論を出したに違ちがいない。

「きみの葛かつ藤とうはよく分かった。だが、今すぐに返事をするのは難しいな……」

「でしたら！　あと五日、儀ぎ式しきの準備に費ついやしますゆえ、お答えをいただく猶ゆう予よがございます」

「ほう、五日も……。儀ぎ式しきが必要となることは前に耳にしていたが、そこまで大おお掛がかりとはな。やはり大いなる魔法グランド・マジツクとやらは、普ふ段だんエルフ達たちが使う魔ま法ほうとは、ずいぶん違ちがうようだ」

「ええ。通常の魔ま法ほうとは、根本的に仕組みが異なります。神もご存知のとおり、魔ま法ほうは端たん的てきに言えば、自然現象を操あやつる行こう為いです。それに対し、大いなる魔法グランド・マジツクは自然現象という束そく縛ばくに囚とらわれません。むしろ、自然の摂せつ理りを歪ゆがめる行こう為いと言って差さし支つかえないでしょう」

「自然の摂せつ理りを歪ゆがめる、か……」

「元々大いなる魔法グランド・マジツクは、太古の時代、魔ま神じんに抗あらがうためエルフの祖が生み出し、代々の御み柱はしらの巫女みこに受うけ継つがれてきたとされる秘術です。それだけ、術者への反動も大きく、危あやうさも看過できません。この点においては、神の危き惧ぐされたとおりにございます。しかしながら……」

「構わん、言いたまえ」

「……御ぎよ意い。畏おそれながら、その危険性は緩かん和わできます。儀ぎ式しきの日取りこそ肝かん要ようになるのです」

「どういうことかね？」

「儀ぎ式しきを予定しております五日後は、マナが活性化する蝕の日です。マナは天体の影えい響きようを強く受けます。巫女みこ様のご負担を極力軽減するには、この蝕しよくの日に儀ぎ式しきに臨のぞむのが最良かと」

「蝕しよくの日？　日につ蝕しよくのことか？」

「はっ。私の星読みに誤りがなければ、五日後に蝕しよくが起こります」

　マナに関する事情はよく分からないが、まだ時間があるのは好都合だ。

「……それならば、ピュティとも話がしたい。彼かの女じよはもう寝ねているかね？」

「いえ。まだお休みになられてはおられないかと」

「では、訪ねてみるとしようか」

　未いまだ辛つらそうな表情を浮うかべるクレオーンを残し、デウスは広間を後にした。




　窓から差さし込こむ月明りを頼たよりに、神しん殿でんの廊ろう下かをデウスが歩く。

　抵てい抗こうを覚えながらも、真夜中に女の子の部屋を訪ねてはみたものの、どういうわけかピュティの寝しん室しつはもぬけの殻からだった。

　こんな時間に外出しているのは妙みようだと思いながら彼かの女じよを探すが、神しん殿でん内には見当たらない。

「あっ！　……もしかしたら、あそこか？」

　当たりをつけると、デウスは前庭に出て大きく跳ちよう躍やくした。見事、神しん殿でんの屋根に着地する。

　──ピュティの〝とっておきの場所〟には、闇やみと銀色の世界が広がっていた。

　満天の星空とは、こういうことをいうのであろう。

　散りばめられた星々が、今にも降り注がんばかりに、無数の輝かがやきを放っている。

　なかでも一ひと際きわ大きく浮うかび、冴さえ渡わたるような青白い光を投げかけるのは、白銀の月だ。

「……いた」

　静かで鮮あざやかな夜空の下に、探している少女の後ろ姿があった。

　こちらに気付いた彼かの女じよは、亜あ麻ま色の髪かみに月光を照り返しながら振ふり向むく。

「神様？」

　触ふれれば壊こわれてしまいそうな儚はかない美しさがそこにあった。兵ひよう悟ごは言葉を失ってしまう。あれだけ心を奮い立たせてきたのに、どう話はなし掛かけて良いものか、分からなくなってしまったのだ。

「珍めずらしいですね。神様が、このような夜よ更ふけにお目覚めになられるなんて」

「あ、ああ。たまには、こういう日もある」

「わたくしも、今夜は寝ね付つけなくて」

「それは奇き遇ぐうだな……」

「はい……」

「…………」

　会話が途と切ぎれてしまった。

　何とも気まずい沈ちん黙もくだ。別に世間話をしに来たわけではない。しっかりとピュティと話し合って、彼かの女じよの真意を確かく認にんし、自分もクレオーンの問いに答えを出さなくてはならないのだから。

　兵ひよう悟ごは、再び気持ちを奮い起こす。

「──なあ、ピュティ！」

「──あの、神様！」

　二人の声が重なった。見事にハモってしまったのだ。これでは、ますます決まりが悪い。

「す、すみません。神様からどうぞ」

「いやいや、きみから話したまえ。神は人の声を聞くものだ」

「そ、それでは、僭せん越えつながら、わたくしから……」

　ピュティは、身み悶もだえするように俯うつむく。

「先さき程ほどは、神様のお帰りを待たずに退席してしまって、申し訳ありませんでした。わたくしったら、神様に大変失礼なことばかりで……」

「きみが謝あやまる必要はない。非は私にある。きみに黙だまって、クレオーンに内ない偵ていを命じたのだから」

「いいえ！　神様は、わたくしやエルフ族のことを思って、ああなさったのに、そのお気持ちを察せなかっただなんて、どうかしておりました。自分を恥はじ入いるばかりです。それに……」

　ピュティは少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せたが、言葉を続けた。

「それに、おじ様をお見み逃のがしいただいたことにも、どう感謝して良いか分かりません」

「知っていたのか!?」

「は、はい」

「……そうか、フェニ子の奴やつだな。あのお喋しやべりめ」

　兵ひよう悟ごは、束たばねがあれだけ自信を持って、ピュティと話すよう勧すすめてきた理由が分かった。

　思い返せば、神しん罰ばつを見届けたフェニックスは、一足先に神しん殿でんへと戻もどっていたではないか。その際、ピュティを寝しん室しつで休ませることを口実に、神しん罰ばつの真相を耳打ちしたのだろう。

「神様、どうかフェニ子さんをお責めにならないでください。わたくしのことを、見るに見かねて、こっそりお話ししてくださったのです」

「だろうな。あの鳥女の考えることは大体想像がつく。ほかの者には知られていないかね？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　隠かくし事ごとに関しては、いささかピュティは頼たよりないが、今は彼かの女じよの言葉を信じるとしよう。

「やれやれ、フェニ子も人が悪い……。いや、鳥が悪い、か。正直、ジノーの無事をどうやってきみに伝えたものかと悩なやんでいたのだよ。彼かれのことを明かさねば、おそらくきみと話すことはままならないと思ってね。だが手間が省けた。これで遠えん慮りよなく、きみを怒おこることができる」

「え……？」

　ピュティが、びくっと肩かたを震ふるわせた。

「ジノーから聞いた。御み柱はしらの証あかしや体のことを私に黙だまっているとは、ずいぶんではないか」

「あ……。ご、ごめんなさい神様」

　ピュティの耳がしゅんと下がる。

「私に心配をかけまいとしたのかね？」

「はい……。神様は優やさしいお方ですから、わたくしのことで心を痛めてほしくなくて……」

「余計な気き遣づかいだったな。私は、きみが思うほど優やさしくなどない」

「そんなことありませんわ」

「あるのだよ。本当に優やさしい者なら……」
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　──神を騙かたり、きみを騙だまし続けたりしない。

　そう言いかけたが、兵ひよう悟ごは言葉にできなかった。

「……いや、何でもない。ただ、私が身勝手な神で、優やさしさではなく自己満足で動いていることを覚えておくといい。だからこそ私は、きみの真意を遠えん慮りよなく問とい質ただすぞ。なぜ、クレオーンの非道な申し出を受けたのかと」

　意地悪な質問をしていることは、兵ひよう悟ご自身がよく分かっている。何しろ、それが御み柱はしらの巫女みことしての本分だからだ。しかしだからこそ、決して安やす請うけ合あいをしてほしくなかった。

　するとピュティは、先さき程ほどまでの幼い少女のような表情から打って変わり、力強い瞳ひとみを向けてくる。いつの間に彼かの女じよは、こんなに気き丈じような目をするようになったのだろうか。

「それは、わたくしが神様をお頼たよりしているからですわ」

「なに？」

「神様だけではありません。フェニ子さんも、エルフ族の皆みなも頼たよりにしています。ですから、わたくしにしかできぬことがあるのなら、今度は皆みなのために、わたくしが役立ちたいのです」

　ピュティの声は凜りんとしていて、月下に澄すみ渡わたるようであった。

「前に、神様が仰おつしやいました。互たがいに頼たより合ってこそ、人と人は助け合うことができるのだと。やがてはそうした循じゆん環かんが、街に、国に、なってゆくのでしょう。これは、その第一歩なのです」

「その一歩、危険に満ちているのではないか。怖こわくはないのかね？」

「……怖こわくないと言ったら噓うそになります。でも、メル姉様がエルフ族のために生きたように、わたくしもその背中を追いかけたい。そう思うのです。──神様は、ご賛同くださいますか？」

　己おのれの命を運命に蝕むしばまれながらも、ここまで言える彼かの女じよに、兵ひよう悟ごは感服するよりなかった。

　だが本音を晒さらせば、もっとピュティには自分の身を案じてもらいたいと思う。大いなる魔法グランド・マジツクだか何だか知らないが、彼かの女じよに不幸をもたらしそうなものは、くそくらえだ。

　──一体いつからだろう。こんなにもピュティの幸せを願うようになったのは。

　そして皮肉にも、彼かの女じよを大切に思えば思うほど、心が搔かき乱みだされてしまう。つい、〝神の言葉〟を押おし付つけ「やめろ！」と強制してしまいそうになるのだ。

　もしそんなことをすれば、彼かの女じよはお飾かざりの傀かい儡らいに逆ぎやく戻もどりである。それこそ、ピュティにとっての不幸ではなかろうか。

　そう分かっているからこそ、感情を押おし殺ころし、ここで言うべき言葉を言わねばならない。

「──私も賛同しよう」

「神様！」

　ピュティが満面の笑えみを咲さかせる。あやうく、この笑え顔がおを失うところだったのかもしれない。

　兵ひよう悟ごは、複雑な気持ちを抱いだいたまま、彼かの女じよに釘くぎを刺さしておくことにした。

「言っておくが、私の賛同は本意ではない。だから、条件をつけさせてもらう」

「え……。条件、ですか？」

「きみが、もっと自分の体を厭いとうことだ。ここにも、魔ま法ほうで上ってきたのではないかね？」

　ずばりと指し摘てきすると、ピュティはあたふたとした。

「お、お見通しでしたか。お恥はずかしながら、何かと便利なもので、つい魔ま法ほうを使ってしまうんです。でも今夜は大だい丈じよう夫ぶですよ。この前みたいに、気を失うようなことは──」

　言うや否いなや、ピュティがよろけた。

　咄とつ嗟さに、デウスが転がりそうになる彼かの女じよを抱だきかかえる。

「見ろ、言わんこっちゃない」

「も、申し訳ありません。説得力ありませんでしたね」

　今日はあまりにも色々なことが起きて、ピュティも相当疲つかれていたはずだ。そんな中、体に負担をかける魔ま法ほうを使ったのだから、立ちくらみを起こしても不思議ではない。

「……あの、今度こそ、もう大だい丈じよう夫ぶですから」

「ダメだ。しばらく、このまま寄りかかっていたまえ」

「でも、神様の腕うでの中にいると、また鼻血が出てしまうかもしれませんよ？」

「構わん。……と、言いたいところだが、体に障さわると事だ。過度な興奮は自重したまえ」

「はい、神様……」

　ピュティの顔がすぐ近くにある。潤うるんだ桃もも色いろの唇くちびるも。

　しかし、彼かの女じよのぬくもりは、兵ひよう悟ごに伝わらない。どんなに肌はだが触ふれていても、デウスの鋼はがねの体が、それを伝えることはないのだ。……ある状態を除いては。

　兵ひよう悟ごは、ボイスチャット機能を切きり替かえる。

「──イライザ、完全連動パーフエクト・ドライヴ、切替始動シフト・オン!!」

　……しかし、何も起こらなかった。

　ついにイライザは応答すらしてくれない。あの人形は、後でとっちめてやるとしよう。

　兵ひよう悟ごとしては、涙なみだすら流せぬデウスの体が口くち惜おしい。

　けれども、こうしてピュティを見つめていると、今はこれでもいいかと思えてしまう。運命に翻ほん弄ろうされるこの巫女みこは、頰ほおを紅潮させながらも、とても穏おだやかに微笑ほほえんでいるのだ。

　この笑え顔がおが、少しでも長く続くことを願う。だが、きっと侵しん略りやく者達たちは、それを許そうとはしないだろう。だからこそ、この手で守るのだ。外敵を打うち払はらう〝神〟という名の剣つるぎになって。





※　　　　　　　　　　※　　　　　　　　　　※






　──間もなく、夜が明けようとしている。

　日の光が届かないこの地下室からは、空を仰あおぎ見みることなどできはしない。それでも、操縦籃クレイドルの緩ゆるやかな壁へき面めんに映るネメシスの視界を借りれば、夜が白み始めていることが分かる。

「そろそろ時間ね。もう、お行きなさいフューリー」

　女は呟つぶやくと、撫なでていた楔くさびのような飛行物体を解放する。そして操縦籃クレイドルの蓋ふたを閉めた。

　世界は閉ざされ、女は魔女ネメシスとなる。

　二度の敗戦で、結局リリパットの貴族院はネメシスを頼たよってきた。彼かれらは、第三次征せい伐ばつ軍の指揮官に、黒こく衣いの魔ま女じよを選んだのだ。

　ようやく、帝てい国こくの将軍ジエネラルである。もう、プライドだけの無能な上官もいなければ、足を引っ張る姑こ息そくな政治家の干かん渉しようも受けずに済む。

　己おのれの目的を達成するために、大軍を動かすことができる……いや、違ちがう。大軍を使い捨てることができるのだ。

　女はほくそ笑えんだ。愉ゆ快かいで堪たまらない。

「内通者なぞいなくても、エルフどもの考えなど手に取るように分かるわ。神を自じ称しようする欠けつ陥かん品には、〝眠ねむり〟という究極の欠点がある以上、頼たより切るわけにはいかないでしょう。ならば、あの恥はじ知しらずどもは、必ずや一いち縷るの望みをかけて、性しよう懲こりもなく地じ獄ごくの窯かまを開けようとするはず……この、蝕しよくの日に再び！」

　今や、女の視界に映るのは、薄うす暗ぐらい地下室の壁かべや天てん井じようではない。彼かの女じよの命令を待ち、国境を埋うめ尽つくさんばかりに勇ゆう壮そうと立ち並ぶ、鋼レ鉄プ偽リ神カの大軍団だ。

「時は満ちた。これより我わが軍は、エルフハイムを地じ獄ごくに変える。黒こく衣いの魔ま女じよの名の下もとに、エルフどもを蹂じゆう躙りんせよ！　斬きり裂さき！　突つき穿うがち！　轢ひき潰つぶせ！」

　ネメシスの朗々とした下げ知ちが飛ぶと、鋼レ鉄プ偽リ神カの大軍が一いつ斉せいに鬨ときの声こえを上げる。さながら巨きよ大だいな鉄の大河が、唸うなりを上げて押おし寄よせてくるように、怒ど涛とうの勢いでエルフハイムへと迫せまった。
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　兵ひよう悟ごの嫌いやな予感が的中した。

　運命の岐き路ろにもなろうという蝕しよくの日に、リリパット族の大だい攻こう勢せいが始まったのである。

　胸むな騒さわぎがして、早朝からピュティの様子を見に来て正解だった。今や、神しん殿でんはてんやわんやの騒さわぎになっている。

　兵ひよう悟ご──いや、デウスは祭さい壇だんの広間にて、儀ぎ式しきに臨のぞもうとするピュティに寄より添そっていた。

　今、彼かの女じよが纏まとっている儀ぎ式しき用の装しよう束ぞくは、ウエディングドレスを彷ほう彿ふつとさせる純白のローブだ。その姿はあたかも花はな嫁よめのようで、慎つつましやかな色いろ香かを感じずにはいられない。ところが、不安げな表情がせっかくの美しさを曇くもらせてしまっている。

「どうして、こんな大事な時にリリパット族が……。一体どうなっているのでしょうか？」

「……私にも分からん」

　内通者であったジノーは排はいしたというのに、まるでエルフ族の次の手を見み透すかしているかのような襲しゆう撃げきである。第二の内通者がいるのか、それとも別の理由からこちらの行動が把は握あくされているのか、まるっきり見当がつかない。

「しかし、確かに言えることもある。きみは、ここで大いなる魔法グランド・マジツクとやらに専せん念ねんすべきだ。蝕しよくの日に儀ぎ式しきを行おこなうことで、きみの負担を最さい小しよう限げんにできると聞いた。延期は、私が許さん」

「はい、心得ていますわ……」

　やはり前線で戦うケイ達たちが心配なのだろう。ピュティは妙みように落ち着かない。どう言えば、彼かの女じよの不安を和やわらげられるのかと思案していると、助祭を担になうクレオーンが広間に現れた。

「幾いくらか状じよう況きようが摑つかめました。リリパット軍は夜明けとともに、エルフハイムへ進軍した模様です。現在は、渓けい谷こくの長老が最前線で指揮を執とり、国境にてこれを迎むかえ討うっています」

「戦せん況きようは？」

「先の戦いくさでの罠わなを利用し、敵の足止めには辛かろうじて成功しています。しかしながらリリパット軍の数は、これまでの二度の戦いくさを上回るとか。それに加え──」

　クレオーンは一呼吸置いた。報告を述べながら、苦い顔をする。

「敵軍の指揮官は、ネメシスとの知らせが届いています」

　ピュティの顔に、沈ちん鬱うつな影かげが差す。

「黒こく衣いの魔ま女じよ……」

　兵ひよう悟ごも舌打ちせずにはいられなかった。最悪なタイミングで、厄やつ介かい極きわまりない怪かい物ぶつが出てきたものだ。もはや、じっとしているわけにはいかない。

「……報告ご苦労。やはり、私も出しゆつ陣じんすべきだな」

「神様……。どうかご無理をなさらないでくださいませ」

　憂うれわしげな表情で、こちらを見やるピュティ。

「案ずるな。すぐに連中をすべて片付けてみせよう」

「畏おそれながら神よ、此こ度たびの戦いくさにおいては、敵の殲せん滅めつより、足止めをお願いしたく思います」

　勇ましく宣言したところで、いきなりクレオーンに出鼻を挫くじかれた。

「ふむ、時じ間かん稼かせぎか……。その稼かせいだ時間で、大いなる魔法グランド・マジツクを成そうと言うのかね？」

「御ぎよ意い。巫女みこ様がお選びになられた大いなる魔法グランド・マジツクは、至公の楽園ミストルテイン・ガーデンという結界魔ま法ほうです。これに成功すれば、エルフハイムの地に限り、あらゆるものが公平に魔ま法ほうの影えい響きようを受けるようになります。さすれば、趨すう勢せいが決まるでしょう」

「何だと？　まさか、鋼レ鉄プ偽リ神カにも魔ま法ほうが効くようになるのか？」

「ご明めい察さつ。至公の楽園ミストルテイン・ガーデンは、大気に漂ただようマナ自体を僅わずかに書かき換かえる、特とく殊しゆな魔ま術じゆつ体系を用いているのが特とく徴ちようです。書かき換かえられたマナは、干かん渉しようする物質を認にん知ちできなくなります。つまり、苦手である鉄を、鉄と認にん識しきしなくなるのです」

「待て。ファンタジー臭くさすぎて理解不能だ」

　結界だの魔ま術じゆつ体系だのと、まったくファンタジーにもいい加減にしてほしいものだ。

　兵ひよう悟ごが辟へき易えきしていると、ピュティがクレオーンの説明を引ひき継ついでくれた。

「苦手な食材がある子供に、嫌きらいな食材が入っていると分からないように調理して、お料理を食べてもらうようなものです。マナには、何だか申し訳ないのですけど」

「ふむ、何となく理解した。ならば、私にも魔ま法ほうが影えい響きようを及およぼすようになるやもしれんな」

　先日クレオーンが言っていたように、まさに大いなる魔法グランド・マジツクは魔ま神じんに対たい抗こうするため、自然の摂せつ理りを歪ゆがめる特とく殊しゆ魔ま法ほうのようだ。その一つである至公の楽園ミストルテイン・ガーデンという結界魔ま法ほうも、鉄の体を持つ相手への対策から作り出されたに違ちがいない。

　兵ひよう悟ごは、クレオーンがわざわざ水を差してきた理由が分かった。その結界さえ完成すれば、エルフハイムにおけるリリパットの優位性は一気に失われ、状じよう況きようが覆くつがえるからだ。

　大だい胆たんにもこの一戦において、結界の恐おそろしさを世に知らしめ、後々の抑よく止し力とすることが狙ねらいなのであろう。

「このクレオーンめが助祭を務めるからには、この神しん殿でんを外界から隔へだて、何なん人ぴとたりとも立ち入れぬ不ふ可か侵しんの領域とし、必ずや巫女みこ様を成功へと導きましょう。ゆえに、どうか……」

「いいだろう。前線での時じ間かん稼かせぎは任せたまえ。さて、そうと決まれば早々に発たちたいが」

　デウスは、未いまだ眠ねむったままのフェニックスに顔を向けた。ここで、フェニックスの機動力があるとないとでは、話が大きく変わる。

　束たばねには、朝方連れん絡らくを入れておいた。とっくに到とう着ちやくしていそうなものなのだが……。

　そう兵ひよう悟ごが気を揉もんだ矢先、待ちに待ったコールが鳴った。小窓ウインドウから束たばねが顔を覗のぞかせる。

「──ごめん、遅おそくなった！」

「マジで待ったぞ。何をやってたんだ？」

「あんまりな言い草ね。門のところでおば様に捕つかまって、世間話に付き合わされたのよ」

「あ……そうだったのか……すまん」

　兵ひよう悟ごは素す直なおに同情した。母の話が無む駄だに長いことは、よく知るところだ。

「……で、土曜の朝早くから呼び出すなんて、相当の緊きん急きゆう事態なんでしょうね？」

「ああそうだ。詳くわしい説明は道々する。だから何も聞かず、俺おれを渓けい谷こくの国境まで運んでくれ」

「相変わらず勝手なこと。あんたにぶら下がられると、重くてスピード出ないのよね～」

　文句こそ言ってはいるが、拒きよ否ひするつもりはないようだ。

　やにわに動き始めたフェニックスに驚おどろき、ピュティとクレオーンが短い声を上げる。

「おはよう、ピュティ。驚おどろかしてごめんね」

「フェニ子さん！　おはようございます」

「これから、あんたの神様借りて、ひとっ飛びしてくわ」

「はい、神様をお任せします」

「任された！」

　器用にも、翼つばさでガッツポーズを取るフェニックス。

　デウスは紺こん碧ぺきのマントを翻ひるがえすと、赤き御み使つかいを伴ともなって戦場へと出立する。

「……神様、どうかご武運を！」

　去りゆく背に、ピュティの一いち途ずな声せい援えんが届いた。




　フェニックスにぶら下がる形で、奇き想そう天てん外がいな空の下を飛行するデウス。

　晴天だというのに、辺りには薄うつすらとした暗いベールが掛かかっているかのようだった。

　太陽が欠け始めている。きっと時間が経たつにつれ、暗くら闇やみは深まり、大気中のマナが活性化してゆくのだろう。この闇やみは望むべきもののはずだが、不思議と兵ひよう悟ごは不安を覚えてしまう。

　しばらくすると、迷めい路ろのように錯さく綜そうする谷が見えてきた。渓けい谷こくだ。

「すぐに渓けい谷こくの集落を過ぎるわ。もう国境よ！」

　束たばねに声を掛かけられ、兵ひよう悟ごは気を引ひき締しめた。集中力を一気に高める。

「乱戦になってるみたいね。パッと見、戦せん況きようは五分五分……ううん、少し押おされてるかも」

「まず、ケイと合流しよう。エルフ側の本隊の位置、分かるか？」

「少し時間は掛かかるかもしれないけど、任せといて」

　意い気き揚よう々ようと答えた束たばねは、岩の地層が入り組んだ山間の上空を、縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回った。もちろん、地上から弩いしゆみや、手て斧おので狙ねらわれるが、フェニックスは難なくこれらを搔かい潜くぐってゆく。デウスを運んでいるためスピードが落ちているというのに、束たばねの腕うでも大したものだ。

　やがて、エルフ族の本隊を見つけ出すと、フェニックスはそちらに向かって急行した。

「ちょっと、兵ひよう悟ご！　本隊、敵に攻せめ込こまれてるわよ！」

「ああ、加勢するぞ！」

　見れば、エルフの戦士達たちと共に、指揮官であるケイまでも、ゴーレムと斬きり結んでいるではないか。しかも、三機のゴーレムに囲まれている。あれでは、さすがの彼かの女じよも危あやうかろう。

　デウスは、上空でフェニックスの足から手を放し、重力に身を任せる。そのまま双哮振動刀ダブル・ハウリングを抜ぬくと、滑すべるように着地しながら、女長老と交戦していたゴーレム達たちを真っ二つにした。

「待たせたな、ケイ」

「神様！　いいところに来てくれたね！　あの鳥公も、やるじゃないか」

　鳥公言うな～と、束たばねの文句が聞こえてくるかと思ったが、フェニックスはすでに別のゴーレムと交戦中である。それどころではないらしい。

「戦せん況きようは芳かんばしくないようだな？」

「ああ、そうだね。今回の奴やつらは、どうも気持ちが悪い」

「気持ち悪い？」

「なんつーか、消極的なんだよ。寄せ手のくせにね──おっと！」

　陣じん形けいを立て直したゴーレム達が、再び攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。そして、こちらを牽けん制せいしながら、ケイばかりではなく、今度はデウスをも取り囲むように、遠巻きにしてくる。

「さっきからこんな感じさ。こっちを包囲しながら、押おしては引くを繰くり返かえしてる。勝負に出ようとしない」

「これだけの大軍でか？　なぜそんな戦い方をする？　ネメシスの奴やつ、一体何を──」

　兵ひよう悟ごはそう言いかけて、はっとなった。

　咄とつ嗟さにレーダーを確かく認にんする。そこには、無数のゴーレムが示されているのだが……。

　──肝かん心じんな相手が見当たらない。

　焼きつくような焦しよう燥そうに駆かられながら、案内役ナビゲーターを呼び出して問とい質ただす。

「イライザ、ネメシスがこの戦場にいたら、レーダーに表示されるよな？」

　アンティーク・ドールがひょこっと現れ、書類を確かく認にんするような仕草を見せた。

「はい。以前交戦した際、識別データを取得しているため、レーダー範はん囲い内に敵機がいれば、間ま違ちがいなく表示されます」

「なら確かく認にんしてくれ。この戦場に来てから、一度でもネメシスの反応はあったか？」

　少なくとも、兵ひよう悟ごは黒こく衣いの魔ま女じよを目にしていない。あれだけ、フェニックスと一いつ緒しよに戦場の上空を飛び回っていたというのに。果たしてイライザの方では、どうだったのだろうか。

「履歴を確認しましたが、反応はありませんでした」

　兵ひよう悟ごは戦せん慄りつのあまり、膝ひざが震ふるえた。

　──やられた。どうして、もっと早く気付けなかったのか。不覚もいいところだ。正面切って大軍で攻せめ込こまれたことで、この戦線こそ決戦の場だと勝手に思おもい込こんでしまうなんて。

　兵ひよう悟ごは、束たばねをコールで呼び出し、叫さけぶように言う。

「おい、今すぐここを離はなれるぞ！」

「はぁ？　来たばかりでしょーが？　だいたい今、戦ってる最さい中ちゆうなんですけどぉ？」

「そうやって俺おれ達たちとこいつらを戦わせることが、ネメシスの策略だ！」

「……どういうこと？」

「時じ間かん稼かせぎをしようとしていたのは、俺おれ達たちだけじゃなかったってことだよ。この国境の大軍は、ド派手な足止めだ！　その証しよう拠こに、最大戦力のネメシスがどこにもいない！」

　ようやく束たばねも、事態の危あやうさを吞のみ込こめたようだ。すっかり色を失っている。

「まさかとは思っていたが、この戦いにおけるネメシスの真の狙ねらいは──」

「……ピュティ、なの？」

　兵ひよう悟ごの言葉を継つぐように、束たばねが御み柱はしらの巫女みこの名を口にした。

「そう考えるよな、おまえも」

「しょ、正気？　そのネメシスって奴やつ!?」

「狂くるってるさ。これだけの大軍を囮おとりにして単たん騎き駆がけなんて、正気の沙さ汰たじゃない。だが……」

　──あの魔ま女じよならやりかねない。

　兵ひよう悟ごには、もはや確信にも似た予感があった。

「ど、どうしよう、兵ひよう悟ご？　今から飛んで戻もどっても、もう遅おそいんじゃ……。そのネメシスって奴やつも空飛べるんでしょ？」

「確かに、ネメシスにも飛行機能があったが、まだ手て遅おくれとは限らないぞ。奴やつが渓けい谷こくを通過せず、さらにレーダーに引ひっ掛かからないほど迂う回かいしたってことは、相当遠回りして神しん殿でんに向かってるはずだ」

「あ、そうよね……。だからこそ、このゴーレム軍団も時じ間かん稼かせぎをしてるわけだから。だったら、すぐにでもここを発たって──ええっ!?」

「どうした!?」

「ウソでしょ。こんな時に出力が落ちてきてる。これじゃあ、いつまで動力エネルギーがもつか……」

「一いつ旦たん着陸して、どこかに身を隠かくせ。帰りのぶんのエネルギーがなくなったらマズい」

「わ、分かった」

　ジリ貧ひんだ。味方も苦戦している。このままでは、この戦線から離り脱だつできなくなってしまう。

　兵ひよう悟ごは、足元に火がついたかのようだった。前のめりになりながら、群がるゴーレム達たちを斬きり伏ふせていると、落ち着き払はらったハスキーな声が背中から掛かかる。

「構わないよ、行ってきな」

「えっ!?」

　振ふり向むいて確かく認にんするまでもない。ケイの声だ。彼かの女じよは、デウスに背中を預けるようにして大たい剣けんを構え、ゴーレムの群れと対たい峙じしている。

「悪いね。立ち聞きするつもりはなかったんだけど、所々あんたの声が聞こえちまった。早く、巫女みこ様のトコに戻もどっておあげ」

　今になって、ボイスチャット機能をオフにしないまま、イライザや束たばねと会話していたことに兵ひよう悟ごは気が付いた。迂う闊かつといえば迂う闊かつだが、今回に限っては彼かの女じよに状じよう況きようを知ってもらえたので、怪け我がの功こう名みようといえよう。

「何をぼさっとしてんだい？　ここのリリパットどもは、あんたを誘さそい出だすための陽よう動どうなんだろ？　ここに留まって、敵の思いどおりになってどうすんだい？」

「……すまん」

「謝あやまるのは筋すじ違ちがいさ。こいつは元々エルフあたしらの戦いくさだよ。──なあ、そうだろう？　おまえ達たち！」

　ケイが声を張り上げると、激戦の真まっ直ただ中なかにいるエルフの戦士達たちが鬨ときの声こえを上げた。

　凄すさまじい覇は気きが戦場に満ちる中、女長老は威い勢せい良く笑う。

「ハッハ──ッ！　そうこなくちゃねえ！　いいかいおまえ達たち、ここが正念場だよ！　渓けい谷こくのエルフの底力、リリパットどもにも、ウチの神様にも、存分に見せつけておやり!!」

「合点、姐あねさん!!」

「あたしに続きな！　遅おくれるんじゃないよ!!」

　そう叫さけび、荒あらくれ者エルフ達たちを率いて、敵の群れへと突とつ撃げきしてゆく女長老。

　エルフ族が息を吹ふき返かえしたかのように善戦を始めた。もはやこの戦場には、神の居場所などないとでも言い張るような奮ふん闘とうぶりである。

「──さあ神様、この隙すきにこちらへお急ぎを。うかうかしていると、また敵に囲まれます」

　涼すずやかな声が聞こえたので、デウスが振ふり返かえると、深々とフードを被かぶったエルフの男性が立っていた。渓けい谷こくの民たみとは違ちがい、まるで旅人のような風ふう体ていである。それに、この声は──。

「きみは……まさか、裾すそ野の……いや、ジノーか!?」

「ええ」

　男は、フードを少しだけ捲まくり上あげる。そこから覗のぞいた顔は、見知った優やさ男おとこのものだった。

「なぜ、こんな所にいる？」

「ハハ、手厳しいですね。確かに、エルフハイムには戻もどらないとお約束致しました。でも、ここはギリギリ国境の外側ですよ、神様」

「そういうことを訊きいたのではない。なぜ、戦場なんぞに来たのかと訊きいたのだ」

「……神様にお拾いいただいた命ですからね。少しは役に立てたらと思って、密ひそかに参戦したんですよ。そしたら、フェニックス殿どのが空か降りてくるものだから、びっくりしました」

「フェニ子に会ったのか？」

「はい。事情はお聞きしました。さあ、フェニックス殿どのがお待ちです。動力の交こう換かんも終わってますよ。幸いにも、オリハルコンの欠片かけらなら、くすねた物が幾いくらかありましてね」

　いたずら小こ僧ぞうのように微笑ほほえむと、ジノーは先導するように、岩だらけの渓けい間かんを駆かけてゆく。

　彼かれの言葉の真しん偽ぎを、束たばねにコールして確かく認にんしようとしたが、兵ひよう悟ごはすぐに思おもい止とどまった。ジノーは、ピュティを害するような真似まねは絶対にしないはず。一度裏切ったとはいえ、この男を信じる根こん拠きよとしては充じゆう分ぶんではないか。心は決まっている。ならば、先行く背中を追うだけだ。




　ジノーは、岩がん壁ぺきから覗のぞく暗くら闇やみを指さした。

「あの洞どう窟くつは、崖がけの向こう側に通とおり抜ぬけられます。あちらまでは、敵の包囲もありません」

「なるほど。フェニ子もあそこにいるようだな」

　レーダーに、フェニックスの反応がある。

　洞どう窟くつに入ると、すぐに彼かの女じよと合流できた。こちらを見るや否いなや、憎にくまれ口ぐちを叩たたいてくる。

「遅おそいじゃない！　何でもっと早く来ないのよ？」

「へばっておきながら、よく言えたものだな。経けい緯いはジノーから聞いた。こっちの方も、ケイと話をつけている。この戦線は、エルフ族の力のみで持もち堪こたえると豪ごう語ごしていたよ」

　それを聞いたジノーが「あの人らしいですね」と、愉ゆ快かいそうに言った。

「なら急ごう。ジノーさんの話だと、ここ、崖がけの向こう側に繫つながっているみたいだから」

　束たばねに同意する兵ひよう悟ご。しかし、ここにきて、レーダーが背後に迫せまる敵てき影えいを捉とらえた。

「確かに急を要するようだ。ゴーレムの一団が向かってくる。ここを嗅かぎつけられたらしい」

　フードを取ったジノーが、険しい表情を浮うかべる。

「もしや先さき程ほど、洞どう窟くつに入るのを見られたのかもしれませんね。どうかお急ぎください！　ここは一本道です。迷われることはないと思いますので」

　ジノーの口調に違い和わ感かんを覚えた兵ひよう悟ごは、即そく座ざに問い返す。

「待て、ジノー。きみは来ないつもりか？」

　彼かれは、いつもの軽けい薄はくそうな笑えみを浮うかべて、軽く鼻はな頭がしらを搔かいた。

「ええ。なにせ、この先に行ってしまいますと、エルフハイムの国境を越こえてしまいます。僕ぼくがお供できるのは、ここまでですよ」

「馬ば鹿かな、こんな時に──」

　言いかけたが、兵ひよう悟ごは口を噤つぐんでしまう。

　ジノーにとっては、きっと馬ば鹿かげた拘こだわりではないのだ。だからこそ再会した時も、彼かれは国境の内か外かをことさら問題視していたのではなかろうか。あの約束を厳守することこそ、彼かれが自らに課した罰ばつであり、エルフ族としての矜きよう持じに違いない。

「……分かった。ここから先は、私とフェニ子だけで行かせてもらう」

「はい、そうなさってください」

　納なつ得とくした様子の二人を見て、堪たまらずフェニックスが反対の声を上げる。

「何言ってんのよ、二人とも!?　バカなの？　こんな所に残ったら、危ないでしょーが！」

「……よせ。ジノーを二度も裏切らせるつもりか？」

「で、でも、ジノーさん……」

　ジノーは、フェニックスの鋼はがねの頰ほおを優やさしく撫なでた。

「フェニックス殿どの、あなたもとても素す晴ばらしいお方だ。主様によく似ていらっしゃる」

「ち、違ちがうっつーの、デウスこいつはあたしの主ってわけじゃ……」

「そんなあなたの良心につけ入ることをお許しください。神様への誓ちかいを貫つらぬくことは、僕ぼくの譲ゆずれない我わが儘ままでもあるのですから」

　そうまで言われると、さすがの束たばねも口を閉ざさざるを得ない。

　ジノーは、不安そうに首を垂らすフェニックスを気き遣づかってか、穏おだやかに微笑ほほえむ。

「この命、粗そ末まつにするつもりは微み塵じんもありませんよ。ですから、どうか巫女みこ様の……ピュティちゃんの力になってあげてくださいね」

　その言葉を最後に、彼かれはこちらに背を向けた。それは決別の合図だ。デウス達たちが振ふり向むかずに行くことを、きっとジノーは切実に望んでいる。

　デウスは、フェニックスを促うながすようにして、走り始めた。

　暗い闇やみの中にイライザが光を注ぎ、進むべき道を照らし出してくれる。二人は、光の輪の世界をひた走った。

　ほどなくして暗くら闇やみを抜ぬけようかという頃ころ、イライザから報告が飛んでくる。

「マスター、背後より接近中のゴーレム十機が、洞どう窟くつに侵しん入にゆうしました」

「…………」

　ジノーはもう逃にげているだろうか。もし、まだ洞どう窟くつの入り口に留まっているようだったら、ゴーレムとの交戦を余よ儀ぎなくされてしまう。

　兵ひよう悟ごは波立つ感情を抑おさえつける。すると、背中越ごしに轟ごう音おんが鳴り、洞どう窟くつ全体を揺ゆるがした。

　弾はじかれたように振ふり返かえると、落らく盤ばんで道の途と中ちゆうが塞ふさがっている。

「え……？　やだ……こんなのやだよ…………」

　消え入りそうな声で、束たばねが呟つぶやく。

　道を塞ふさいだ大岩が何を意味するのか、彼かの女じよもたちどころに理解したのだ。

　魔ま法ほうが効かない鋼レ鉄プ偽リ神カとエルフが戦うには、ケイのように魔ま法ほうを捨てて己おのれの身を鍛きたえ上あげるか、間接的に魔ま法ほうを使って戦うよりない。ジノーの選んだ戦い方は、後者だった。洞どう窟くつで味方を逃にがし、敵の追手を阻はばむため、残ざん酷こくなまでに効率的な手段を取ったのである。

「…………大馬ば鹿か者が……！」




　──言ったでしょ？　この命を粗そ末まつにするつもりはありませんって。なので、有意義に使わせていただきました。




　そんな、おちゃらけた彼かれの言葉が、今にも聞こえてきそうだった。








２






　すでに半分ほど欠けた太陽の銀盆ぼん。その下を、赤い鳥が飛んでゆく。白き鋼はがねの神を連れて。

　物もの寂さびしい薄うす闇やみは、ますますその色を濃こくし、世界を覆おおっていた。

「…………こんなのって、ないよ……」

「…………」

　先さき程ほどから、束たばねの嗚お咽えつの声がやまない。

　彼かの女じよの気持ちは痛いほど分かった。なにしろ、兵ひよう悟ごも胸の内は同じなのだから。

　だが、もう神しん殿でんも近い。この悲しみを引きずったままでは、予想される死地に耐たえられないだろう。心を鬼おににしてでも、感傷を封ふうじ込こめる必要がある。

「マスター、進行方向にレーダー反応があります。識別コード照会──ネメシスです」

　イライザが、魔ま女じよの存在を探知した。やはり黒こく衣いの魔ま女じよは、単独で神しん殿でんに向かっていたのだ。

「束たばね、ネメシスをレーダーで捉とらえた。魔ま女じよは神しん殿でんにいる。そろそろ気持ちを切きり替かえろ」

「……分かってるわよ。でも、あんなことがあったのに、何であんたは平気なの？　バカなの？　鬼おになの？　冷血漢なの？」

「鬼おにでも冷血漢でも構わない。でもな、ここから先は正しよう真しん正しよう銘めい、ネメシスとの決戦だ。そんな状態であの怪かい物ぶつと戦ったら、ジノーの願いを叶かなえられなくなる」

「…………」

「ピュティをネメシスから護まもる。そのために、ジノーは俺おれ達たちを行かせたんだ」

　しばらく間があった。しかし、束たばねから力強い声が返ってくる。

「……ごめん。あたし、どうかしてた。兵ひよう悟ごの言うとおりだわ」

　束たばねが懸けん命めいに悲しみを押おし殺ころしたのは、想像に難かたくない。

　兵ひよう悟ごは、彼かの女じよにそうさせてしまった自分を恨うらめしく思いながらも、冷れい徹てつでいることを心こころ掛がけた。一度ネメシスに勝利しているとはいえ、あれは不意を突ついた完全連動パーフエクト・ドライヴでの辛しん勝しようだった。次は、あの魔ま女じよも完全連動パーフエクト・ドライヴを警けい戒かいしてくる。気の迷いがあれば、敗北は必至だ。

「束たばね、イライザ、聞いてくれ。対ネメシスを想定した作戦だ。イライザは、これが可能かどうか分ぶん析せきしてほしい。もし可能なようなら、危あやういだろうが、こいつが切り札になる──」

　怪かい物ぶつには怪かい物ぶつとなって挑いどまなければ勝機はない。鉄のように冷たく、硬かたく、それでいて大だい胆たんな発想を形にしてこそ、勝機を見み出いだせるのではなかろうか。

　兵ひよう悟ごはそう信じたからこそ、戦友達たちに己おのれが考え得るすべてをぶつけた。




　上空から遠望していた小さな神しん殿でんが、みるみる大きくなってゆく。目的地の上空に差さし掛かかり、束たばねがフェニックスを降下させ始めたのである。

「……っ、何よこれ……」

　束たばねが呻うめくのも無理ない。近づけば近づくほど、戦いの生なま々なましい傷きず跡あとが目に入ってくる。所々外がい壁へきや石柱が崩くずれ、瓦が礫れきを撒まき散ちらしているのだ。

　そして神しん殿でんの入り口には、血ち塗まみれの男が、柱を背に蹲うずくまっていた。

「あれは……！」

　兵ひよう悟ごは、血の気が引く思いだった。

　待ちきれず、降下途と中ちゆうのフェニックスから飛び降り、デウスは傷ついたエルフに駆かけ寄よる。

「クレオーン、しっかりしろ！」

「…………おお、神よ……」

　良かった、生きている。出血こそあるが、致ち命めい傷しようを負っているわけではないようだ。

「ネメシスを相手に、よく頑がん張ばったな。フェニ子、クレオーンを裾すそ野のの集落まで運んでくれ。早く治ち療りようしないと」

「分かった。大急ぎで往復してくる。切り札って、あたしがいないとダメなんでしょ？」

「……ん、そのとおりだ。頼たのむ」

　フェニックスが頷うなずいて、クレオーンを慎しん重ちように両足で摑つかんだ。

　すると彼かれは、眉び宇うに深い憂うれいを滲にじませ、懇こん願がんしてくる。

「神よ、どうか一刻も早く巫女みこ様をお救いください！　このままでは、ピュティアーテ様が……壊こわれてしまう！」

　あまりにも不ふ吉きつな言葉だった。兵ひよう悟ごの肌はだに粟あわが生じる。

「ピュティが壊こわれるだと？　どういうことだ、ネメシスはピュティに何をしようとしている？」

　問とい詰つめると、彼かれは鬼き気き迫せまった様子で、声を絞しぼり出だした。

「ネメシス……あの者は……いえ、あのお方は──」




　見慣れたはずの神しん殿でんが、様変わりしているかのようだった。

　前庭から神しん殿でんに入れば、すぐに祭さい壇だんの広間がある。だというのに、そこに黒こく衣いの魔ま女じよがいると思うだけで、僅わずかな距きよ離りが無限のように感じられてならない。

　今は、傍かたわらに束たばねもいない。自分で自分を支えるよりないのだ。

　一度刃やいばを交えているからこそ分かる、相手の恐おそろしい力量。そしてクレオーンが話した、魔ま女じよの正体。そうしたすべてが、兵ひよう悟ごを威い圧あつしている。

　祭さい壇だんで待つ光景は、間ま違ちがいなく地じ獄ごくだ。

　しかし、それと理解していても、進まないわけにはいかない。

　ゆえにデウスは足を踏ふみ入いれた。まるで時間が凍こおり付ついたような静せい寂じやくなる地じ獄ごくに。

　──幾いく重えもの魔ま法ほう陣じんに囲まれ、広間の床ゆかに座したピュティが、仮面のように表情を張り付かせて泣いている。声もなく、力もなく、目に映る世界のすべてに絶望したかのように。

「──さあ、あなたも自由になる時がきたのですよ。私と一いつ緒しよに行きましょう、ピュティ」

　氷のような声だけが、甘あまく、悍おぞましく、室内に響ひびく。

「エルフハイムここには、守るに値あたいする尊きものなど何もないわ。あるのは、汚お泥でいばかり。他人あなたを犠ぎ牲せいにして、平へい穏おんを貪むさぼろうとする度どし難がたい者達たちしかいない。だから、私はこうして助けに来たのですよ。だって、あなたは可愛かわいい妹ですもの」

　ピュティの肩かたが、びくりと震ふるえた。乾かわいた唇くちびるで何事かを呟つぶやいているが、魚のようにパクパクと口を動かすだけで、それは言葉にならない。

　──噓うそよ、もうやめて。

[image: ]

　けれど兵ひよう悟ごには、彼かの女じよの声なき悲鳴が聞こえてくるかのようだった。心が軋きしむ鈍にぶい音と共に。

　クレオーンの言ったとおりだ。このままでは、ピュティの心が壊こわれてしまう。

　そう思うと、いても立ってもいられず、兵ひよう悟ごは宿敵に向かって叫さけんだ。

「いい加減にしろ、ネメシス！　いや……メルクライラ!!」

　黒こく衣いの魔ま女じよが、悠ゆう然ぜんとした仕草でこちらに向き直る。

「……呆あきれた。また、あなたですか。私の正体をご存知のようだけど、それなら尚なおのこと遠えん慮りよなさいな。姉し妹まい水入らずのところを無ぶ粋すいですよ？」

「無ぶ粋すいで結構だ。なぜ生きているのかは知らんが、貴様の正体が先代の巫女みことはな。狙ねらい澄すましたかのように、蝕しよくの日に戦いくさを仕し掛かけてくるわけだ」

「当然よ。エルフどもが同じ過あやまちを繰くり返かえすのは、目に見えていましたからね」

「同じ過あやまち？　三年前の湖島の集落のことか？」

「そうですとも。何にせよ、大いなる魔法グランド・マジツクの儀ぎ式しきを行おこなう以上、ピュティは聖域から離はなれられない。湖島が使えない以上、残る聖域は、この神しん殿でんのみ。戦いくさになろうと確実にここにいる。再会を果たすのに、これほどの好機がありますか？」

「なぜ、そこまで確信できた？　大いなる魔法グランド・マジツクを使うかどうか、知りようがなかったはずだ」

「いいえ、分かっていましたよ。リリパットという侵しん略りやくの危機に直面すれば、浅ましいエルフどもは、必ず大いなる魔法グランド・マジツクをこの子に強要してくると。案の定でしたね」

「見くびるな！　ピュティは強要されたんじゃない！　自分の意志で──」

「私も、そうだった」

　魔ま女じよは、兵ひよう悟ごの言葉を遮さえぎった。地の底で煮にえたぎる、溶よう岩がんのような憎ぞう悪おに満ちた声で。

「御み柱はしらの証あかしを、忌いまわしい呪のろいの焼き印を、この身に刻まれて生まれてきたばかりに、私は他者のために在ることを義務づけられてきた。エルフ族のためにと言いい含ふくめられて、育てられ、やがて御み柱はしらの巫女みこになったのですよ。すると、どうなるかお分かり？」

　その問とい掛かけは、誰だれに向けられたものでもない。だから彼かの女じよは自分で答える。運命を嘲あざ笑わらうかのように。

「それを当然と思う人形になるのです。我わが身みを犠ぎ牲せいにしてまでエルフのために尽つくすことが、さながら自分の意志であるかのように錯さつ覚かくしてしまう。それが、どれほど歪ゆがんでいることなのか、疑問すら抱いだけない。まさに、周りにとって都合のいい生いけ贄にえの人形よ」

　不覚にも、兵ひよう悟ごは魔ま女じよの言葉に共感せずにはいられなかった。なにしろ、御み柱はしらの証あかしの真実を知った時、怒いかりを覚えながら思ったのだ──これでは、ピュティは人柱ではないか、と。

「……でも、私は疑念を抱いだくきっかけに恵めぐまれたわ。分かるでしょう？　ピュティ、あなたが生まれたからよ」

「わたくし……？」

　ようやくピュティが声を発した。今にも消えてしまいそうな弱々しい声を。

「そう。もう一人の御み柱はしらの証あかしを持つ子が誕生したことによって、私は使い捨ての代用品になったの。あなたを御み柱はしらの巫女みこに相応ふさわしい逸いつ材ざいだと判断した、湖島の神官や長老達たちは、私に大いなる魔法グランド・マジツクを強要してきたわ。神話の時代の古代魔ま法ほうを蘇よみがえらせ、再び強きエルフであろうとしたのですよ。仮に失敗して私を失ったところで、もう次代の巫女みこがいるのだもの、連中にとっては条件の悪くない賭かけだったのでしょう。……でも、結果はあのとおり！」

　三年前の湖島の集落を襲おそった悲劇は、たくさんの死者を出したと聞いているが、この女はそれを愉ゆ快かいそうに話している。

「儀ぎ式しきに失敗した私は、歩くこともままならない体になったわ。元々ガタがきていたから、あれがダメ押おしになったのでしょう。でも代わりに、ようやく〝考えること〟を覚えた。目が覚めてみれば、すべてが歪いびつに見えたわ。エルフ社会も、御み柱はしらの証あかしも、そして神話もね」

　黒こく衣いの魔ま女じよは、悠ゆう揚よう迫せまらぬ態度でピュティに近づいてゆく。

「この第二の身軀セカンド・カリスはね、湖島の集落の中心ともいえる祭さい儀ぎ場の地下に眠ねむっていたのですよ。両足の機能を失った私が、転がり落ちた闇やみの中……聖域の地の底に、魔ま神じんがいたのです」

「まさか！　貴様のそれは、鋼レ鉄プ偽リ神カではないというのか？」

　兵ひよう悟ごが乾かわいた声で尋たずねると、魔ま女じよはククッ、と嗤わらった。

「ええ、そのとおり。リリパット族には、鋼レ鉄プ偽リ神カだと偽いつわっていたけれど。ネメシスは、あなたのと同じ、鋼鉄大神オリジナルです」

「同じ……だと!?」

「ええ。こうして鋼鉄大神オリジナルの第二の身軀セカンド・カリスを得ると、神話なんてものは、まやかしだったと理解できるわ。かつて私がどれだけ神に縋すがろうとも、何も応えてくれなくて当然だった。なにせエルフどもが神の亡なき骸がらとして崇あがめてきた御ご神しん体たいは、遙はるか昔につくられ、打ち棄すてられた戦いくさの道具、鋼鉄大神オリジナルにすぎなかったのだから。暴力の権ごん化げでしかない物体に、神も魔ま神じんもないのよ」

　この女の言っていることは真実だろう。それは兵ひよう悟ごも、前々から察している。

　だが、ピュティは違ちがう。この真実が、どれほど受け入れ難がたいかは考えるまでもない。メルクライラとて、それを承知しているはずだ。なのに、傷を抉えぐるかのように、妹の心を削そいでいく。

「ピュティ、あなたももう分かっているのでしょう？　神なんて、はじめからいなかったの。そこにいる鋼鉄大神オリジナルも、神を騙かたる偽にせ者ものにすぎません」

「──っ!!」

　兵ひよう悟ごは、濡ぬれ手てで胸を触さわられたような悪お寒かんに見み舞まわれた。魔ま女じよの言葉に、まるで心臓を鷲わし摑づかみにされたかのようである。

　いつかはピュティに打ち明けなければと思っていた。しかし、まさかこんな形で、最悪の敵の口から、それが告げられようとは思いもしなかったのだ。体が震ふるえ、上手うまく声が出せない。

　──やめろ。

「あの男は、どこか遠くの安全な場所から第二の身軀セカンド・カリスを操あやつり、神を自じ称しようして私わたし達たちにちょっかいを出しているのです。可か哀わい相そうなピュティ。あなたは、はじめから裏切られていたのですよ」

　──やめるんだ。

「これまで、あの男があなたを助けてきたのも、自尊心を満たすための我が欲よくにすぎません。無条件で慕したってくれる信者を救い、感謝されるのは、さぞかしいい気分だったでしょうね」

　──もう、やめてくれ！

「それとも、せっかく手て懐なずけた都合のいい信者を失うのが怖こわかったから、あなたに手を貸してくれたのかしら？　だって、そんなことになれば自分の心が傷ついてしまうもの」

　ピュティが瞳ひとみを閉じた。取り分け辛つらそうに、顔を歪ゆがませて呟つぶやく。

「…………酷ひどい」

「ええ、そうでしょう。聞いたとおりよ、偽いつわりの神様？　もう詐さ欺ぎ師はお呼びじゃないの。もし、少しでもこの子を思う気持ちがあるのなら、私の邪じや魔まをすべきではありません。私と行けば、ピュティは解放される。ようやく自分の人生を手に入れることができるのだから」

「…………」

　兵ひよう悟ごは何も言い返すことができなかった。

　魔ま女じよの言うとおりではないだろうか。自分は神を騙かたった偽にせ者ものであり、ピュティは巫女みこの宿命に雁がん字じ搦がらめにされている。ここで魔ま女じよを阻はばんだところで、ピュティを守ることになるのか、それとも縛しばり付つけることになるのか、分かったものではない。いっそのこと、慕したい続けてきたメルクライラと共に生きた方が、この子のためなのでは──。

「……違ちがいます」

「え？　何かしら？」

「わたくしが酷ひどいと言ったのは、姉様のことです」

　か細いながらも、しっかりとしたピュティの声に、兵ひよう悟ごは我に返った。

　思考の泥どろ沼ぬまに、ずぶずぶと沈しずんでいた中、投げ掛かけられた一筋の光明のような声だ。

　片や饒じよう舌ぜつな魔ま女じよは、拒きよ絶ぜつされたことが理解できないのか、凍こおり付ついたように微び動どうだにしない。

　ピュティはメルクライラに、もう一度思いのたけをぶつける。

「あなたは、酷ひどい方です。わたくしが追いかけていたメル姉様は、あなたとは似ても似つかない。そんなあなたが、神様を侮ぶ辱じよくするなんて許せません！」

　これには、さすがの魔ま女じよも動どう揺ようの色を隠かくせなかった。

　あのメルクライラが、沸ふつ騰とうした湯のように激し、ピュティに食くって掛かかる。

「何を言っているの!?　この男は神を騙かたって、あなたを騙だまし続けてきたのですよ？」

「いいえ！　わたくしは、このお方の神様に相応ふさわしい為なさりようを、たくさん目にしてきました。とても偽にせ者ものだとは思えません！」

「おかしなことを！　それこそ偽ぎ善ぜんです。さっきも言ったでしょう？　この詐さ欺ぎ師は、自分のために、あなたを助けていたのよ。自尊心や恐きよう怖ふで──」

「それこそ、おかしいです！　他人のために何かをするということは、相手を思いやる気持ちと共に、そうしたいと願う欲があって当然ではありませんか。このお方は、それを誰だれよりも分かっておいでですわ。自己満足だと仰おつしやいながら、わたくしのために戦ってくれる……とても優やさしいお方です、神様は！」

「……この期に及およんで、まだ認めないというのか？」

「何を認めないというのでしょうか？　わたくしは、ずっと認めていますわ。このお方は、わたくしにとっての神様だと」

　兵ひよう悟ごの頰ほおを熱いものが流れ落おちてゆく。

　いつの間にやら視界がぼやけていた。不思議と、胸に温かいものがこみ上げてくる。自分でも気付かぬうちに、こんなに泣いてしまうだなんて。

　それだけ彼かの女じよの言葉が嬉うれしかった。その思いが有あり難がたかった。

　だから兵ひよう悟ごは、抱いだいた気持ちを心のままピュティへと贈おくる。

「ありがとう、ピュティ。きみの言葉に救われた。きみに出会えて、本当に良かった」

　すると、ピュティも涙なみだを拭ぬぐいながら微笑ほほえんでくれる。

「わたくしも、神様にお会いできて良かった。それに救われていたのは、わたくしの方です」

「え？」

「ずっと飾かざり物ものでしかなかったわたくしに、神様は話はなし掛かけてくださいました。思えばあの瞬しゆん間かんから、わたくしはずっと救われていたのですわ」

　これ以上の言葉はなかった。兵ひよう悟ごはもう迷わない。

　メルクライラと行かせる方が、ピュティにとって幸せなのではないかと考えたのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなる。何を奢おごっていたのだろうか。恣し意い的に幸せを決めつけ、押おし付つけたのでは、魔ま女じよと同じではないか。たとえ、この決断で大きな責任が生じようと、今ならそれを背負い、ピュティの意志を尊重できる。

　兵ひよう悟ごは凜りん然ぜんとして、メルクライラ──いや、黒こく衣いの魔ま女じよネメシスに引導を渡わたした。

「消えろ、ネメシス。ピュティは、貴様とは行かない」

「……」

　怒いかり狂くるうかと思ったが、予想に反して魔ま女じよは静かだった。だが、それがかえって恐おそろしい。底知れぬ憎ぞう悪おが、その内に渦うず巻まいているようで。

「神様の仰おつしやるとおりです。メル姉様、どうかお退きください」

　ピュティもまた、決別を告げる。静かに、それでいて堂々と。

　すると黒こく衣いの魔ま女じよは、出だし抜ぬけに嗤わらい出した。狂きよう気き染じみたその姿に、兵ひよう悟ごは戦せん慄りつを覚えずにはいられない。

　呵か々か大たい笑しようしたネメシスは、ぞっとするような声を零こぼす。

「──仕方ありませんね。では殺しましょう」

　虫の知らせだ。凶きよう兆ちように突つき動うごかされ、兵ひよう悟ごは咄とつ嗟さにデウスを飛とび込こませる。

　刹せつ那な、ネメシスが躊躇ためらいなく蛇腹剣ガリアンソードを抜ぬき放はなった。

　まさに間かん一いつ髪ぱつ。凶きよう刃じんがピュティを斬きり刻む寸前で、デウスの双哮振動刀ダブル・ハウリングがこれを弾はじき返かえした。

　ピュティの顔が、青く強こわ張ばっている。無理もない。ネメシスは間ま違ちがいなくピュティを殺す気だった。欠片かけらほどの容よう赦しやもなく。

「血迷ったか、ネメシス！　ピュティは、貴様の実の妹だろう！」

「血迷っているのはあなたの方でしょう？　ピュティは、妹として私の誘さそいを拒こばんだ。ならばもう、私にとっては、宿敵エルフ族の御み柱はしらの巫女みこでしかない」

　何という割り切り方であろうか。やはり、この女は常じよう軌きを逸いつしている。

「私がピュティを連れてゆくためだけに、この戦いを始めたと思うのなら、大間ま違ちがいですよ。一つの目的が叶かなわなかった以上、もう一つの目的を完かん遂すいするまでです」

「……エルフ族への復ふく讐しゆうか？」

「ご名答！　ピュティを殺せば、大いなる魔法グランド・マジツクは露つゆと消える。大いなる魔法グランド・マジツクの中から、どの魔ま法ほうを選んだのかは知りませんが、エルフどもの希望をへし折れば、とてもリリパットの大軍には堪たえきれないでしょうね。さあ、偽いつわりの神如ごときが、私を止められるかしら？」

「止めるさ。シンプルで分かりやすいのは、嫌きらいじゃないんでね」

　軽口を叩たたきながら、デウスはマントを脱ぬぎ棄すてた。ピュティを護まもるようにしてネメシスと対たい峙じすると、背中越ごしに優やさしく問い掛かける。

「この状態でも、大いなる魔法グランド・マジツクの儀ぎ式しきを再開できるかね？」

「……はい。必ずや魔ま法ほうを完成させてみせます。神様を、信じていますから！」

「上等だ。いくぞ!!」

　息巻く兵ひよう悟ごの号令を合図に、黒こく衣いの魔ま女じよとの死し闘とうが再び火ひ蓋ぶたを切った。
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　歌声のようなピュティの詠えい唱しようが奏かなでられ始めると、兵ひよう悟ごはいきなり攻こう勢せいに出た。

　集中力は充じゆう分ぶんだ。ピリピリとした緊きん張ちよう感も申し分ない。これなら、先手必勝で斬きり込こめる。

「イライザ、完全連動パーフエクト・ドライヴ、切替始動シフト・オン!!」

「操縦モードの切替シフトを確かく認にん。完全連動パーフエクト・ドライヴ、始動します──」

　心臓が高鳴る。

　いつぞやの戦場と同じように、デウスの視界が、そのまま兵ひよう悟ごの視界となった。

　腕うでが、脚あしが、我わがものとなる不思議な感覚。それは、極限状態による鋼鉄の神との一体化だ。

「おおおおおおおおおおおお!!」

　雄お叫たけびを上げながら、ネメシスとの距きよ離りを一足飛びに跳ちよう躍やくする。懐ふところに入ればこちらの間合いだ、一気に攻せめ込こめる──そう兵ひよう悟ごが確信した瞬しゆん間かん、風を裂さいて蛇腹剣ガリアンソードが迫せまってきた。

「なっ!?」

　距きよ離りを詰つめたはずが、一いつ瞬しゆんでネメシスが得意とする中間距きよ離りの間合いに持もち込こまれていた。

　しなった刀身から、凄すさまじい連れん撃げきが放たれる。しかし、デウスも負けてはいない。二振ふりの曲刀を巧たくみに操あやつり、魔ま女じよの猛もう攻こうを払はらった。弾はじかれた蛇腹剣ガリアンソードが周囲の石柱を切断するも、勢いはやまず、デウスに何度となく打うち込こまれる。幾いく多たの剣けん戟げきが響ひびき、無数の火花が散った。

「ネメシスが速くなっている？　いや、これは速いというより……まさか!?」

「気付いたようですね。私も、完全連動パーフエクト・ドライヴを使ったことに」

　余よ裕ゆうのある口調で、魔ま女じよは驚おどろくべきことを言い放つ。

「完全連動パーフエクト・ドライヴだと!?　貴様、いつの間に身につけた？」

「いつの間にですって？　可笑おかしなことを。完全連動パーフエクト・ドライヴを、ご自分の専売特許だとでも思われていたのかしら？　これは鋼鉄大神オリジナルに許されたモード切替シフトよ。当然、始めからできたわ」

「なに？　だが、前の戦いでは……」

「使わなかっただけよ。完全連動パーフエクト・ドライヴには時間制限があるでしょう？　先の戦いくさでは、戦火の中でピュティを探し出すつもりでしたからね。偽神あなたなんかを相手に消しよう耗もうするわけにはいかなかったのです。……でも、今日は違ちがう。もう探す必要もなければ、出だし惜おしみする理由もない」

　ネメシスの声に殺意が漲みなぎる。おそらく勝負をかけてくるつもりだろう。

　初手から虎とらの子こを封ふうじられたような思いだが、条件が互ご角かくになったというだけだ。悲観する必要はない。それよりも気に掛かかるのは──。

「さあ、フューリー。狩かりの時間ですよ」

　そう、最も注意すべきは、この主武装メイン・ウエポンだ。蛇腹剣ガリアンソードは所しよ詮せんネメシスの副武装サブ・ウエポンにすぎない。

　魔ま女じよの体から、黒い楔くさびが一いつ斉せいに解き放たれてゆく。その数は、優に三十を超こえていよう。

　死しに神がみの群れが広間を所狭せましと飛び回り、八方からデウスに襲おそい掛かかってきた。

「いいだろう、見み極きわめさせてもらう！」

　ネメシスがこちらの完全連動パーフエクト・ドライヴを想定していたように、兵ひよう悟ごもまたこのフューリーを警けい戒かいしてきたのだ。易やす々やすと串くし刺ざしにされるわけがない。研とぎ澄すまされた神経で、死しに神がみの軌き道どうを見切ると、デウスは凶きよう刃じんの雨を搔かい潜くぐってゆく。勢い余った楔くさびが、柱や天てん井じように突つき立たった。

「思ったとおりだ……」

　ネメシスの完全連動パーフエクト・ドライヴは、確かに脅きよう威いである。だが、肉体の感覚を第二の身軀セカンド・カリスと共有させるこの操縦モードには、武装ウエポンとの歴然たる相あい性しようが存在する。簡単な話、完全連動パーフエクト・ドライヴによりネメシス自体の反射速度は加速されても、自律型ユニットのフューリーは何一つ変わらないのだ。

　これなら斬きり伏ふせることができる。デウスは黒い豪ごう雨うの中、ネメシスへと迫せまった。

　ところが、不動のままこちらを迎むかえ撃うたんとする魔ま女じよの姿に、僅わずかな違い和わ感かんを覚える。

　──待て。フューリーが完全連動パーフエクト・ドライヴの影えい響きようを受けないことくらい、当然ネメシスも知っていたはずだ。通用しないと承知していて、なぜこのタイミングで使ったのか。

　胸むねの奥おくで警けい鐘しようが鳴った。ならばネメシスが、フューリーを放った狙ねらいは……。

　咄とつ嗟さに振ふり返かえるデウス。

　すると、まさに楔くさびの一つが、ピュティを害さんとしていた。

　ピュティは飛来するフューリーに気付いていない。おそらく全ぜん幅ぷくの信しん頼らいをデウスに寄せて、儀ぎ式しきにのみ集中しているのだろう。

　ネメシスに向かって踏ふみ込こんだことが災わざわいし、とても引き返せる状態ではない。

　悪夢のような惨さん劇げきが、目の前で繰くり広ひろげられる──そう恐きよう怖ふした刹せつ那な。

　一いち陣じんの赤い風が、祭さい壇だんの広間に颯さつ爽そうと吹ふいた。

　フェニックスが低空すれすれを飛行し、ピュティに迫せまったフューリーを叩たたき落おとしたのである。そして翼つばさを広げたまま、赤い守護鳥は巫女みこの前に着陸した。

「おっ待たせ！　もしかして、美味おいしい登場だった？」

「ああ、妬やけるほどにな」

「やめてよね。男の嫉しつ妬とは見苦しいっつーの」

　フェニックスの到とう着ちやくが一いつ瞬しゆんでも遅おくれていたら、命はなかったかもしれない。だというのに、当のピュティは落ち着き払はらったままだ。仲間を信じ切った度胸に、感服してしまう。

　その信しん頼らいに応え、見事な闖ちん入にゆうを果たしたフェニックスが、魔ま女じよを睨にらむように鎌かま首くびをもたげた。

「……で、あんたがネメシスね？　ピュティのお姉さんらしいけど、容よう赦しやするつもりないから」

「誰だれかと思えば、いつぞや工こう房ぼうから消えた試作機ですか……。鋼レ鉄プ偽リ神カごときが、鋼鉄大神オリジナル同士の戦いに首を突つっ込こむとはおこがましい。恥はじを知りなさい！」

　恫どう喝かつと共に、三本の黒い楔くさびが、勢い良くフェニックスに撃うち込こまれる。

　しかし赤い鋼はがねの鳥は、長い尾お羽ばねを多た条じよう鞭べんのように振ふるうと、襲しゆう来らいするフューリーを弾はじいてみせた。これには、ネメシスばかりでなく、兵ひよう悟ごも仰ぎよう天てんしてしまう。

「どーよ、これがあたしの副武装サブ・ウエポン、鳳凰尾羽爪レクトリクス・ラツシユだ！　言葉が通じないピヨちゃんと、毎日根気よ～く会話を続けて、ようやく使い方を編み出したんだから！」

　大したものだ。雨垂れ石をも穿うがつ、というやつだろうか。

　大方、副武装サブ・ウエポンの名めい称しようも、彼かの女じよが考えたに違ちがいない。イライザにネーミングセンスを否定されてばかりの兵ひよう悟ごには、少し羨うらやましくもある。

　何にせよ、今はまたとない好機だ。デウスとネメシスが互ご角かくなら、フェニックスの戦力分が、そのまま総合力の差になるのだから。

「ネメシスよ、このまま押おし切きらせてもらうぞ」

「あら、高々鋼レ鉄プ偽リ神カ一機の加勢で、ずいぶんと強気ですのね？　押おし切きられるのは、あなた方ではありませんか？　──ほら、これでチェックメイト」

　瞬しゆん間かん、ネメシスが蛇腹剣ガリアンソードを薙ないだ。しかし、そこにはデウスはおろか、ピュティやフェニックスもいない。あんな明後日あさつての方向を狙ねらったところで、あるのは石柱くらい……。

　そう考えた途と端たん、兵ひよう悟ごは総毛立つ思いがした。魔ま女じよの真意を見み抜ぬいたのだ。

　無情にも石柱が粉ふん砕さいされる。──神しん殿でんの天てん井じようを支えている最後の一柱が。

　鈍にぶい音を立て、天てん井じように蜘蛛くもの巣すのような亀き裂れつが走はしり抜ぬけた。頭上が窯かまの底のように歪ゆがむ。

「まずい、天てん井じようが崩くずれるぞ！」

　兵ひよう悟ごが叫さけぶと、ぎょっとしてフェニックスも首を上げる。

　何ということか。この決戦で、ネメシスは二重三重に、戦術を張はり巡めぐらしていた。密ひそかにフューリーでピュティを奇き襲しゆうしたかと思えば、その過程で石柱を目立たぬように破は壊かいして回っていたのである。最終的には、こちらを一いち網もう打だ尽じんにできると目もく論ろんで。

　勝利を確信したネメシスは、術中に落ちた宿敵を嗤わらう。

「ハハハ、揃そろって生いき埋うめになるも良し。大いなる魔法グランド・マジツクを捨てて逃にげ出だすも良し。好きな方をお選びなさいな。どちらにしろ、私の勝ちですが」

　生いき埋うめになるわけにはいかない。かといって、ここを放ほう棄きすれば魔ま法ほう陣じんも瓦が礫れきに埋うもれる。そうなっては、今一度、中断した儀ぎ式しきを再開できる見み込こみはないだろう。つまりここでの逃とう走そうは、渓けい谷こくで戦うエルフ族の敗北にも繫つながるのだ。

「では御お然さらば。偽にせ物ものとはいえ、神の最さい期ごにしては惨みじめでしたね」

　ネメシスは速すみやかに撤てつ退たいした。追つい撃げきをかけたいのは山々だが、今はそれどころではない。

　あと数分もしないうちに崩ほう落らくするはずだ。兵ひよう悟ごは藁わらにも縋すがる思いで、案内役ナビゲーターの知ち恵えを頼たよった。

「イライザ、ピュティと魔ま法ほう陣じんを守る方法はないか？　撤てつ退たい以外の打開案を頼たのむ！」

「でしたら、崩ほう落らくする天てん井じようを吹ふき飛とばすほどの、高エネルギー兵器の使用を推すい奨しようします」

「そんなもの、どこに……」

　ぼやきかけた兵ひよう悟ごだったが、直ちに言葉を吞のみ込こんだ。イライザが、これまで可能性のない意見を述べることなど、一度もなかったではないか。

「……教えてくれ。どうすればいい？」

「さらにリスクを抱かかえますが、事前にマスターが提案されていた〝切り札〟を実行すれば可能になります。即すなわち──デウス・エクスマキナと、フェニックス・エクスマキナの合体ユニゾンです」

　兵ひよう悟ごには前々から合体ユニゾンの構想があった。一度、学校で束たばねに相談を持もち掛かけて、彼かの女じよの逆げき鱗りんに触ふれたのは苦い思い出だが、これこそＳＦロボに魅み入いられし愛好家の発想といえよう。

　元々は、デウスから欠落したウィングパーツを、フェニックスで補えないかという単純な発想から至ったものではあるが、今では合体による相乗効果はそれだけに留まらないと推測している。オリハルコンという未知の物体は、あらゆる可能性に溢あふれていると思ったからだ。

「合体ユニゾンプログラムはすでに構築済みです。ただし、これを実行するには、完全連動パーフエクト・ドライヴを維い持じする必要がありますので、激しい苦痛を伴ともなうことになるでしょう。それに、フェニックス・エクスマキナ側のリスクも失念してはいけません」

　そう……。兵ひよう悟ごが切り札として、合体を提唱した際に、イライザはこう説明したのだ。




「──合体ユニゾンという規格外イレギユラーを実行するには、マスターの感覚による微び調整が不可欠になります。つまり、完全連動パーフエクト・ドライヴの最さ中なかにしか行おこなえません。加えて、フェニックス・エクスマキナが鋼レ鉄プ偽リ神カとはいえ、操縦士パイロツトであるマスター・タバネへの負担も問題です。感覚を共有することで、一時的に彼かの女じよはマスター・ヒョーゴの意識下に入り、昏こん睡すい状態に陥おちいると推測されます。合体ユニゾンを解除すれば意識は回復するでしょうが、限界時間を超こえた場合、その限りではありません」




　束たばねを大変な目に遭あわせかねない危険性を知った以上、そう簡かん単たんには踏ふみ切きれない。

「痛みは覚かく悟ごの上だ。だが……」

　兵ひよう悟ごが躊ちゆう躇ちよしていると、フェニックスが羽ばたき、デウスの両りよう肩かたにとまってくる。

「何チンタラやってんの？　こういうピンチこそ、切り札でしょーが。バカなの？」

「バカはどっちだ？　おまえにも、危険が及およぶんだぞ？」

「承知の上だっつーの。ピュティじゃないけどさ、あたしだってそれなりに信じてんだからね、あんたのこと……」

　終りの方は声が細くなり、よく聞き取れない。それでも、束たばねの信しん頼らいは伝わってきた。

「……分かった。おまえの力を貸せ！　──合体だ!!」

　待ってましたと言わんばかりに、フェニックスが大きく翼つばさを広げる。

「認にん証しようを確かく認にん。シークエンスを開始します。デウス・エクスマキナ、フェニックス・エクスマキナ、両機のリンクを再構築。合体ユニゾンプログラムを起動、実行に移ります」

　順序良く、イライザが二機の合体を進行してゆく。しかし、その途と端たん──。

「ぐっ！　うおおおおおあああああああああっ!!」

　兵ひよう悟ごが苦く悶もんの声を上げた。覚かく悟ごはしていたが、凄すさまじい激痛が背中に走る。まるで、背部を切り開かれてゆくかのような熱い痛みだ。

「マスター、もっとフェニックスを背部に接続する感覚的なイメージを構築してください」

　この苦痛の中、無茶を言ってくれる。

　文句を言ってやりたいところだが、兵ひよう悟ごは堪たえ、イライザの言に従った。

　すると、デウスの背部のオリハルコンが融ゆう解かいし、フェニックスを取とり込こむように展開する。接続されたフェニックスの胴どう部は、あたかも双哮振動刀ダブル・ハウリングの鞘さやの役割を果たしているかのようだ。そして、白き神の腰よう部ぶからは、赤い両りよう翼よくが広がった。

「──合体ユニゾン、全行程終しゆう了りようしました」

　痛みから解放された兵ひよう悟ごは、すぐさま荒あらい息を整える。

「……よし、天てん井じようをぶち破る！　武装ウエポンをよこせ！」

「了りよう解かいしました。副武装サブ・ウエポンを準備スタンバイ」

　デウスの両りよう翼よくから、二丁の砲ほう門もんが伸のびてくる。フェニックスの火か炎えん放射器……いや、そんな生易しいものではない。オリハルコンを纏まとっているのか、明らかに形状が変化している。

「本武装は、フェニックス・エクスマキナの残存エネルギーを大きく消費します。一度撃うてば、二度目はないとお考えください」

「相手は落ちてくるだけの的だ、一発で充じゆう分ぶん！」

　兵ひよう悟ごは不敵に笑った。先さき程ほどの苦痛の見返りを貰もらってやる。この合体時の機体名や、武装名を、自分が命名するというのはどうであろうか。束たばねだって自由に名付けているのだから、このくらいの権利をもらってもバチは当たらないはず。イライザにだって、文句は言わせない。

　ビシリッと、天てん井じようが悲鳴を上げた。ついに臨界点を越こえたのだ。圧あつ倒とう的てきな質量が、頭上から雨あられと襲おそい掛かかってくる。

「決めたぞ、この副武装サブ・ウエポンの名は──神光炎熱砲ゴツド・ブレスだ!!」

　大見得を切ると、デウスは天に向かって、灼しやく熱ねつの閃せん光こうを撃うち放った。




　今や太陽は、細い環だけを残して巨きよ大だいな黒円に覆おおわれている。真昼の夜が訪おとずれたのだ。

　その闇やみの中、赤熱の柱が立たち昇のぼる様を見たネメシスは、さぞかし驚きよう愕がくしたことだろう。

　すでに、戦いという駆かけ引ひきに彼かの女じよは勝利していた。たとえ標的達たちが生いき埋うめにならずとも、神しん殿でんから脱だつ出しゆつしてきたところで、上空から一方的に串くし刺ざしにできる。

　だからこそ、魔ま女じよは黒い翼つばさを広げ、死肉を啄ついばむ禿はげ鷹たかのように、神しん殿でんの上空を旋せん回かいしていた。

　ところが、どうしたことか。事態は、ネメシスの予想を大きく裏切っている。あの広間で一体何が起こったのかと、確かめずにはいられなかったに違ちがいない。

　しかし、兵ひよう悟ごはその暇いとまを与あたえなかった。

　天てん井じようを焼やき払はらった白い鋼鉄大神オリジナルが、真しん紅くの両りよう翼よくを広げ、鉛なまり色いろの空へと浮うかび上あがってくる。

「その姿……。あなた、まさかあの鋼レ鉄プ偽リ神カと融ゆう合ごうしたのですか？」

「言葉が悪いな。〝合体〟と言いたまえ。それが、ＳＦロボの常識だぞ？」

「……」

　ネメシスが沈ちん黙もくする。おそらく、こちらの言葉の意味を計りかねているのだろう。

　もし束たばねに意識があれば「相手が誰だれでも、そういうところ譲ゆずらないのね」と、減らず口を叩たたいたのではなかろうか。けれども、今彼かの女じよは深い眠ねむりについている。束たばねを無事に起こすためにも、限られた時間でネメシスを倒たおさなくてはならない。

　完全連動パーフエクト・ドライヴを始動してから二一〇秒が経過している。残り、九〇秒。

「さあ、決着をつけようか。黒こく衣いの魔ま女じよは、このデウス・エクスマキナＰＷフエニツクス・ウイングが、ダイナミックに葬ほうむってくれる！」

「ほざきなさい！」

　ネメシスが蛇腹剣ガリアンソードを振ふるった。鋭するどく風を切り、凶きよう刃じんがデウスに迫せまる。

　デウスも二振ふりの得物を抜ぬき放はなった。しかしながらその刀身は、今までのそれとは明らかに違ちがう。回転する刃やいばが、火の粉のような赤い光を迸ほとばしらせているのだ。

「ふん!!」

　気合と共に、デウスは紅ぐ蓮れんの双そう刀とうを、蛇腹剣ガリアンソード目め掛がけて振ふるう。それはもはや、攻こう撃げきを弾はじくという次元のものではない。幾いく重えにも紅くれないの軌き跡せきが交こう錯さくしたかと思うと、魔ま女じよの剣けんはバラバラに斬きり刻まれた。刃やいばの欠片かけらが、切断面を溶よう解かいさせながら無残に散ってゆく。

「馬ば鹿かな……」

　一いつ瞬しゆんで副武装サブ・ウエポンを無力化され、さすがのネメシスも驚おどろきを隠かくしきれない。

「次は貴様を焼き斬きる番だ。我わが主武装メイン・ウエポン──火神双哮刀ハウリング・フレアには、半はん端ぱな装そう甲こうなど通用せんぞ」

「黙だまれ！」

　ネメシスは怒いかりの声を上げると、再びフューリーを展開させる。黒い楔くさびが、デウスを全方位から取り囲むと、魔ま女じよは余よ裕ゆうを取とり戻もどしたかのように嗤わらった。

「ずいぶんと機体性能を向上させたようですが、ここから先は、格の違ちがう世界ですよ。エルフどもの大量殺さつ戮りくにと温存していましたが、私を怒おこらせた罰ばつとして、あなたにも惨むごたらしい最さい期ごを差し上げましょう。その目で、死しに神がみ達たちの真の姿を見るがいい──」

　大きく両手を広げるネメシス。すると、浮ふ遊ゆうしていた黒い楔くさびの軍勢が、まるで分解されたかのように、無数の黒い粉粒つぶへと変へん貌ぼうしてゆく。

「むっ？」

　警けい戒かいするデウスを、魔ま女じよが嘲ちよう弄ろうした。

「ハハハッ、いくら用心しても無む駄だですよ。これぞ、我わが主武装メインウエポンの第二形態、憤怒の黒霧ミスト・オブ・フユーリー！　粉のサイズまで細分化していますが、ユニットの破は壊かい力はそのまま。標的を深々と穿うがち、内部からすべてを破は壊かいします。憤怒の黒霧ミスト・オブ・フユーリーの前では、回かい避ひも不能、防ぼう御ぎよも無効」

　確かに、最悪な武装ウエポンだと兵ひよう悟ごは思う。ナノマシン兵器とでも考えるのが妥だ当とうだろうか。砂すな嵐あらしのような武装に、全方位から攻こう撃げきされるのだから堪たまったものではない。

　こんなものをこれまで温存していたということは、使うには相応のデメリットがあると予想できる。一度使うと、元の形状に戻もどせなくなるとか、そういったものかもしれない。

　しかし、この武装ウエポンの弱点を模も索さくする以上に、兵ひよう悟ごには引ひっ掛かかって仕方がないことがあった。この黒い霧きりは、あまりにも似ているのだ。湖島の集落に漂ただよっていた、忌いまわしい瘴しよう気きに。

　瘴しよう気きには魔ま法ほうが効かないと、以前ピュティから聞いたが、瘴しよう気きが鉄の粉だとしたら……。

「──まさか、湖島の集落を壊かい滅めつさせた瘴しよう気きの正体は、こいつなのか？」

「ええ。あの集落の神官どもは、私が皆みな殺ごろしにしたのですよ。三年前、ピュティだけには攻こう撃げきしないよう加減したのだけれど、それが誤算だったみたいね。逃にげられた挙句、私を拒きよ絶ぜつするような間ま抜ぬけな人形に成り果ててしまった。後こう悔かいが尽つきないわ」

　今さらながら兵ひよう悟ごは、この女の異常さに吐はき気けを覚えてしまった。

　湖島の集落を襲おそった瘴しよう気きによる悲劇は、てっきり大いなる魔法グランド・マジツクの反動か、暴走によって発生した事故だとばかり思っていたが、蓋ふたを開けてみれば、悍おぞましい大量殺さつ戮りくだったのだ。

「……またピュティが悲しむな」

「それがどうかしたの？　私に勝手な幻げん想そうを抱いだいていただけでしょう？」

「だとしてもだ。貴様は、ピュティの前に現れるべきではなかった」

「フッ、あなたは他人の心配より、自分の心配をすべきではないかしら？　この無数の死しに神がみの軍団が相手では、完全連動パーフエクト・ドライヴでも避よけきれるものではないわ」

「そうするまでもないさ。なにしろ、今度は立ち場が逆のようだからな」

「何を言っているの？」

「もう──勝負はついたってことだ！」

　ネメシスが、はっとなる。

　魔ま女じよも気付いたのだろう。デウスに気を取られすぎ、肝かん心じんな相手を失念していたことに。

　眼下にある祭さい壇だんの広間では、ピュティが儀ぎ式しきを終えていた。その華きや奢しやな体が淡あわく輝かがやいている。目を見張るほどのマナを、その身に集中させているのだ。大いなる魔法グランド・マジツクを解き放つために。

「しまっ……」

　ネメシスが、咄とつ嗟さに黒い霧きりを下降させようとするが、すでに遅おそい。

「──万ばん物ぶつにマナの恩おん恵けいと裁きを。彼かの地より公平なる理想郷へ至りたまえ。至公の楽園ミストルテイン・ガーデン!!」

　びりびりと大気が震ふるえた。ピュティを中心に、不可視の波は紋もんが地の果てまで駆かけ抜ぬけてゆく。今のが、エルフハイムを守護するための結界に違ちがいない。

　まんまと出だし抜ぬかれたネメシスは、呆ほうけたようにピュティを見つめ、独り言ごつ。

「至公の楽園ミストルテイン・ガーデン……ですって？　その気になれば、自身を神に匹ひつ敵てきさせる大いなる魔法グランド・マジツクだってあるというのに、よりにもよってリリパット対策にしか役立たない魔ま法ほうを選んだというの？　我わが妹ながら、無欲を通とおり越こして愚おろかでしかないわ……」

　きっとこの魔ま女じよは、どこまでも妹の気持ちを理解できないのだろう。ピュティがこの魔ま法ほうを選んだのは、エルフハイムを守るのに、すぎた力は不要だと考えたからに違ちがいない。ここには、頼たよりになる仲間達たちがいる。だからこそ、エルフ族の不利すら帳消しにできれば、仲間達たちが必ずエルフハイムを守まもり抜ぬいてくれると信しん頼らいし、確信しているのだ。

　放心するネメシスとは対たい称しよう的に、大事業を終えたばかりのピュティが、苦く悶もんの表情を見せながらも、すでに次の魔ま法ほうを詠えい唱しようしていた。

「──自由なる風よ、逆巻く息い吹ぶきをもって、招かれざるものを阻はばみたまえ！」

　光の粉が彼かの女じよの足元から舞まい上あがると、吠ほえるように旋せん風ぷうが巻き起こった。

　生み出された小さな竜たつ巻まきは、一いつ瞬しゆんのうちに、魔ま女じよの操あやつる黒い霧きりをすべて吹ふき飛とばしてしまう。

　──魔ま法ほうが無効化されない。

　至公の楽園ミストルテイン・ガーデンという結界魔ま法ほうが、鋼レ鉄プ偽リ神カばかりか鋼鉄大神オリジナルまでも、魔ま法ほうの影えい響きよう下かへと引きずり下ろしたのだ。

「そんな、私のフューリーが……」

　兵ひよう悟ごは少しだけ、ネメシスを憐あわれんだ。あの恐おそろしい魔ま女じよが、別人のように狼狽うろたえている。

　彼かの女じよは、常にデウスとの戦いの先に、エルフ族の虐ぎやく殺さつや、ピュティの捕ほ獲かくを企くわだてていた。だからこそ、二度の戦いで、兵ひよう悟ごに付け入る隙すきがあったといっても過言ではない。

　もしネメシスが、デウスを単なる邪じや魔ま者として捉とらえるのではなく、全力で打破すべき相手だと考えていれば、勝敗は変わっていたのではなかろうか。

　──だが、すべては仮定の話だ。一つの結果だけが、ここにある。

　失意の魔ま女じよの頭上から影かげが差した。翼つばさを得た、白き神の影かげが。

「──先の戦いくさでも、此こ度たびの戦いくさでも、復ふく讐しゆうや執しゆう着ちやく心しんに囚とらわれ続けたのが、貴様の敗因だ！」

　デウスは火神双哮刀ハウリング・フレアを十字に薙なぎ、無防備なネメシスにとどめを刺さす。

　分断され、四散してゆく黒き鉄塊。これが、恐おそれられ続けた黒こく衣いの魔ま女じよの最さい期ごだった。

　勝利を見届け安あん堵どしたのか、全ぜん身しん全ぜん霊れいを使い果たしたピュティが、ゆっくりとくずおれる。

　デウスは咄とつ嗟さに降下すると、華きや奢しやな彼かの女じよの体を抱だき止めた。柔やわらかな温ぬくもりが、今の兵ひよう悟ごには確かに伝わってくる。

　そのまま、デウスの腕うでに身を委ねるピュティ。彼かの女じよは瞳ひとみを潤うるませながらも、穏おだやかに微笑ほほえんでくれる。慕したい続けた姉との戦いが、どれほど苛か酷こくなものであったかは察して余りある。なのに、それでもピュティは笑えみを絶やさない。そんな彼かの女じよを、兵ひよう悟ごは素す直なおに愛おしく思えた。

　すると、まるで気持ちが伝わったかのように、ピュティがそっと薄うす桃もも色いろの唇くちびるを重ねてくる。

　仮面で覆おおわれたデウスに、唇くちびるという部位はない。しかし、この世界では鋼はがねの体しか持たない兵ひよう悟ごにとって、それはささやかな口付けだ。

　天の黒円が音もなくずれ、太陽がその姿を隙すき間まから覗のぞかせ始めていた。眩まばゆいばかりの日差しが、きらきらと降り注いでくる。あたかも、歪いびつな二人を祝福するかのように。
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　神聖エルフハイム国の建国宣言は、各集落を大いに賑にぎわせた。

　七日前の大おお戦いくさの勝利もあり、この裾すそ野のの集落も、連日お祭まつり騒さわぎである。

　デウスが、ピュティと連れ立って街路を歩けば、道往く人々に声を掛かけられ、心が休まる暇いとまもない。パレードでもしているのではないかと、錯さつ覚かくしそうになるくらいだ。

　とはいえ、以前のような大名行列状態に比べれば、ずいぶん人々に馴な染じめたように思う。

　ようやく喧けん騒そうが一区切りついたかという頃ころ、傍かたわらを歩くピュティがこちらを見上げてきた。

「ん？　疲つかれたかね？」

「いいえ。そのマント、やはり神様にお似合いだと思って拝見していただけですわ」

「む、そうかね……」

　兵ひよう悟ごは照れてしまう。前にこの集落を散策した時も、似たような会話をした覚えがあった。

　あの時も二人で歩いていたが、今日こうして二人きりでいると、お祭りデートさながらである。元々は、もう一名同行者がいたはずなのだが、知らぬ間に姿が見えなくなっていた。

「それにしても、フェニ子さん、すっかりはぐれてしまいましたね。心配です」

「あの間ま抜ぬけ鳥は、露ろ店てんに目を奪うばわれすぎなのだ。気にせずとも、直じきに追いついてくるだろう」

「……でしたら、その、神様。わたくし達たちまではぐれないよう、手を繫つないで参りませんか？」

　恥はじらいながらの申し出に、兵ひよう悟ごはドキッとしてしまう。

　しかし、手を差さし伸のべるピュティの姿を見て、一いつ瞬しゆんで冷静になった。あたかも聖女か、天使のような笑え顔がおでありながらも、鼻からはドクドクと真しん紅くの液体を放出していたのだ。

「……手を繫つなぐのは、やぶさかではないが、まずは鼻血を拭ふきたまえ」

「え？　あっ、あわわ！」

「まったく。体に障さわるから、過度の興奮は自重しろと言ったはずだぞ？」

　てんやわんやのピュティ。すでに彼かの女じよの周囲は、血ち塗まみれの大だい惨さん事じである。

「──ぎゃあっ!!　ちょっ、な、何なの、この血けつ痕こん!?　ひょっとして殺人事件!?」

　悲鳴を上げたのは、ようやく追いついてきたフェニックスだった。

「フェニ子か。おまえからも、ピュティに言ってやってくれ。興奮するのもほどほどにしろと」

「いやいやいや。何、平然としてんのよ、あんた？　この血の量、ピュティは大だい丈じよう夫ぶなの？」

　そういえば、束たばねがピュティの鼻血噴ふん射しやを目もく撃げきしたのは、これが初めてだった。初見での衝しよう撃げきは分からなくもない。当のピュティは、すでに鼻を拭ふき終わって、けろっとしているが。

「わたくしのことでしたら、ご心配には及およびませんわ。それよりも、フェニ子さんと再会できて良かったです。もうはぐれないように、フェニ子さんも手を繫つなぎませんか？」

「う……あ、いや、平気よ。またはぐれても、落ちてる血けつ痕こんを辿たどったら合流できそうだし」

　フェニックスは慌あわてて翼つばさを引ひっ込こめ、ピュティの申し出を断った。どうにも、ぎこちない。

　前から束たばねは、ピュティに弱いところがあるが、今日は輪にかけてそれが顕けん著ちよに見える。

「──おや？　何の騒さわぎかと思いきや、神に、巫女みこ様でしたか。それに鳥フエニツクス殿どのまで」

　声を掛かけられたのでそちらを見ると、旅装のクレオーンが、通りの向いから歩いてくる。

　彼かれは療りよう養ようを終えて以来、ずっと政務に明け暮れていたので、顔を合わせるのは久々だった。

「おお、クレオーン。すっかり怪け我がの具合も良さそうだな。どこかの視察かね？」

「ええ。国境を訪おとずれた帰りでございます。リリパット族が結界を警けい戒かいし、おとなしくしている今こそ、国境の防衛線を確固たるものにしておく好機ですから」

「そうか……。きみも苦労が絶えんな。久方ぶりに顔が見られて良かった」

「勿もつ体たいなきお言葉。実を申しますと、これから国境の件で、神にご報告に上がろうと思っていたところだったのです。ご依い頼らいいただいておりました洞どう窟くつの調査が終しゆう了りようしましたので」

「……ふむ。ならば、この場で構わんので聞かせてもらおうか」

　クレオーンに調査を頼たのんだ洞どう窟くつとは、戦いの折にデウスとフェニックスを神しん殿でんに行かせるため、ジノーが落らく盤ばんを起こし、敵軍を足止めした場所だ。

　神しん罰ばつだと偽いつわってジノーを逃にがした事実を、クレオーンに知られる覚かく悟ごはできている。それでも、ジノーの死を確かく認にんすることは、せめてもの彼かれへの手た向むけとなろう。

「神の仰おつしやるように、崩ほう落らくした洞どう窟くつから、十機のゴーレムの残ざん骸がいが発見されました」

「…………」

「以上です」

「……は？」

　兵ひよう悟ごは間ま抜ぬけな声を返してしまう。呆あつ気けに取とられたのは兵ひよう悟ごばかりではなかった。フェニックスも嘴くちばしを全開にしたまま身じろぎしない。

　コールが鳴った。ボイスチャット機能を切きり替かえた兵ひよう悟ごは、すぐさま応じる。

「ちょっと兵ひよう悟ご、どういうこと？」

「どうもこうも……生きていたってことだろ、ジノーの奴やつ。飄ひよう々ひようとしたあの男らしいよ」

　自然と声が弾はずんだ。

「何よ、それ～！　あんだけカッコつけといて、乙女おとめの涙なみだを返せっつーの！」

　文句を言いながらも、束たばねは目め頭がしらを拭ぬぐい、心底嬉うれしそうだった。こういう涙なみだなら大だい歓かん迎げいである。

「あの……神様もフェニ子さんも、どうかされたのですか？」

　不思議がるピュティに、兵ひよう悟ごはボイスチャット機能を戻もどして「何でもない」と伝えておく。

　幸いクレオーンは訝いぶかしむ様子を見せなかった。沈ちん着ちやくに、まったく別のことを尋たずねてくる。

「皆みな様さまは、これからどちらかにお出かけですか？」

　そう訊きかれ、ピュティが少し顔を曇くもらせた。

「ええ。メル姉様に、お会いしにいくところです」

「そうですか……」

「いつまでも、メル姉様を避さけているわけにはいきませんから。なにしろ、神様はわたくしの願いをお聞き入れくださり、姉様の命を取らずにいてくださったのです。それなのに、わたくしが姉様を避さけていては、筋がとおりません」

　強こわ張ばるピュティ。彼かの女じよの頭に、ぽふっとデウスは掌てのひらを乗せた。

「そう気を張ることはない。今日は、自分の気持ちに正直にいたまえ」

「はい、神様……」

　確かにネメシスを破った後、ピュティからメルクライラの命いのち乞ごいをされたのは事実である。

　あの激戦に勝利した時点で、兵ひよう悟ごはメルクライラの隠かくれ家がを特定していた。

　何ということはない。脚あしが不自由で、身動きの取れない彼かの女じよが潜ひそむ場所など限られている。湖島の集落跡あと地ち以外にあり得なかったのだ。瘴しよう気きの正体が、ネメシスの武装だったことも、この仮説の裏付けになった。弱点である本体を守るため、ああして島を防衛していたのであろう。

　兵ひよう悟ごは今でも忘れられない。ピュティに乞こわれ、メルクライラを保護しに湖島へと向かった時のことを──。




　湖島の廃はい墟きよの下に、大規模な地下遺い跡せきが眠ねむっていようとは、兵ひよう悟ごは夢にも思わなかった。

　イライザが照らす明かりを頼たよりに、デウスは歩みを進める。奥おくへ行けば行くほど、胸に生じた違い和わ感かんが大きくなる気がした。この遺い跡せきは、あまりにもらしくない、と。

「ねえ兵ひよう悟ご、この地下遺い跡せきって……」

　後続するフェニックスが、困こん惑わくした声で話はなし掛かけてくる。

「ああ、俺おれも奇き妙みように思ってるよ。ここは、ファンタジーってより、ＳＦだ」

　朽くち果はててはいるものの、この建造物は地上のものとは明らかに趣おもむきが異なっていた。どこもかしこも、のっぺりとした空間が続いており、不気味なくらい機能的な印象を受けるのだ。

　これが神話の時代の遺構なのかは分からないが、エルフ達たちが忘ぼう却きやくしてしまった遙はるかなる過去に、鋼鉄大神オリジナルも関係する、高度な文明が存在していたことは確かだろう。

「あたし、思うんだけどさ……。ここって、筐きよう体たいに起こった怪かい現象と何か関係してないかな？」

「ん～。そう飛ひ躍やくして考えるのもどうかと思うが、あながち無関係とも言い切れないか……。なにせ、少なくともこの場所が、一人の女を狂きよう気きに駆かり立たてたのは事実だからな」

　メルクライラが知った神話の正体とは、この遺構に関することに違ちがいない。

　──そして、世界に絶望してすべてを憎にくんだその女は、地下遺い跡せきの一室にいた。

　室内に安置されている横よこ倒だおしの楕だ円えん体から、上体を起こしているのは、喪も服ふくのような黒い修道服を纏まとった女だ。手にした何かを寂さびしそうに見つめるその姿は、よく知る女性と重なる。

「ピュティ……？」

　思わず兵ひよう悟ごは、その名を口にしていた。

　こんな所に彼かの女じよがいるわけない。そう理解していても錯さつ覚かくしてしまう。それほど、目の前の女はピュティと瓜うり二ふたつだったのである。

　ただ、この女の髪かみは、雪に染まったような冷たい白はく髪はつと化していた。暖かな日の光を思わせるピュティの亜あ麻ま色の髪かみとは、対照的といえよう。

　彼かの女じよこそ、メルクライラに相そう違いない。妹とそっくりな顔だというのに、妖よう艶えんでいて、底知れない狂きよう気きを漂ただよわせている。

　デウスとフェニックスの来訪に、メルクライラが気付いていることは疑いようがないのだが、こちらには一いち瞥べつもくれずにいた。彼かの女じよは、手にした黒い楔くさびを一撫なでして、細い声で呟つぶやく。

「あれから、フューリーが動かなくなってしまったわ。まるで、私のよう……」

　ネメシスが大破したことで、すべてのフューリーは機能を停止した。だからこそ、デウスとフェニックスは、難なく湖島に上陸できている。

　物もの寂さびしそうな様子から察するに、手にしているフューリーに思い入れがあるのかもしれない。

「……こんな場所にいたとはな。メルクライラ、貴様がリリパット族になりすましていたのは、仇きゆう敵てきたるエルフ族の手が届くこの場所に、貴様自身が潜ひそまざるを得なかったからかね？」

「そうよ。第二の身軀セカンド・カリスの弱点が操縦士本人であることくらい、あなたもご存知でしょう？」

　確かに理に適かなった偽ぎ装そうである。フューリーで湖島を護衛しても、そこにネメシスの操縦士パイロツトがいると知られたら、エルフ族は死しに物もの狂ぐるいで島に上陸し、彼かの女じよを見つけ出していたことだろう。リリパットに与くみするのは、遠回りでも着実にエルフを追おい詰つめる好手だったというわけだ。

　メルクライラは、ようやく顔をこちらに向けてくる。

「あの子は無事ですか？」

　聞き返すまでもない。ピュティのことだ。

「ああ、消しよう耗もうはしているが無事だ」

「そう……。なら、代用品は要いりませんね。私を処分しに来たのなら、早くなさいな」

「抵てい抗こうはしないのかね？」

「しませんよ。いえ、できないと言うべきかしら。後一度でも魔ま法ほうを使おうものなら、この身は耐たえきれないでしょうから」

　御み柱はしらの証あかしを持つ者の宿命か。彼かの女じよの体は、とうに限界を迎むかえていたということだ。

「そうか。ならば、おとなしくしていたまえ。私わたし達たちは殺せつ生しようをしにきたわけではない。ピュティに乞こわれてここに来ている。貴様を、闇やみの底から引きずり上げるためにな」

「物好きなことを。きっと後こう悔かいしますよ？　ピュティも。あなたも」

「……言われるまでもなく、そんなことは承知しているさ。無論、あの子もな。それでも、ピュティは貴様に手を差さし伸のべた。彼かの女じよらしいとは思わないかね？」

　魔ま女じよは、何も答えずに薄うつすらと笑う。それは、含ふくみのある氷のような微び笑しようだった。

　兵ひよう悟ごはこの姉し妹まいを見て、奇き妙みような空想を抱いだかずにはいられなかった。

　同じ境きよう遇ぐうに生まれ、同じように育ちながら、二人は真逆の価値観を見み出いだしている。さながら表ひよう裏り一いつ体たいの存在が、鏡に別の面を映し出しているかのように。

　これを、ただの妄もう想そうと一いつ蹴しゆうするには、あまりにも安直な気がしてならなかった。
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　そこに聳そびえる煉れん瓦が造りの塔とうは、飾かざり気けなどまるでなく、武骨な印象を拭ぬぐい去れない。

　裾すそ野のの集落の外れに位置することもあり、少し前まで他集落を見み張はるための物もの見み櫓やぐらとして使われていた塔とうらしい。しかし、国としてまとまった今となっては、その役目が変化している。

　この塔とうが新たに負った役目──それは、魔ま女じよの幽ゆう閉へいだ。

　クレオーンと別れたデウス達たちは、煉れん瓦が造りの塔とうへと向かう小こ径みちを歩き、これまた煉れん瓦がで造られた簡素な門柱を潜くぐり抜ぬけた。

「あの、神様、フェニ子さん。ここから先は、わたくし一人で行かせていただいてもよろしいでしょうか？　ここまでお付つき添そいくださったのに恐きよう縮しゆくなのですが……」

　ピュティが願い出ると、デウスとフェニックスは顔を見合わせて、快く頷うなずいた。

「そうしたまえ。元々、私もフェニ子も、そう提案するつもりだった」

「え？」

「さすがに、二度も姉し妹まい水入らずのところを邪じや魔まするのは、私でも気が引けるのだよ。それに、今度は戦いの時とは違ちがう。きちんと話し合えるのだろう？」

「はい！」

　意い気き軒けん昂こうとして答えたピュティは、塔とうの警備兵に断り、中へと案内されていった。

　揺ゆれる亜あ麻ま色の髪かみを見送りながら、フェニックスが呟つぶやく。

「分かり合えるかな、あの二人？」

「……いや、分かり合えないんじゃないかな。今はまだ、な」

　抗こう議ぎしたいのか、フェニックスが睨にらむように顔を向けてくる。

「厳しい見方だってのは分かっているよ。だが、互たがいに正反対の価値観を持った二人だ。一方が一方を叩たたきのめしたところで、負かされた側が考えを変えるわけじゃない。結局のところ、力で変えられるものなんて限られている。人の根の部分は、力じゃ変えられないさ」

「……そうかもね」

「だから、あの二人には長い時間が必要なんだと思う。今日は、その一限目ってところだ」

　フェニックスは黙だまったまま、首を縮めた。

「ん？　何だ？」

「別に～。たまにはいいこと言うんだなって、思っただけよ」

「当然だ。神様だからな」

　二人揃そろって「ぷっ」と吹ふき出だしてしまう。

「そしたら、今のうちに自じ称しよう神様に一つ訊きいておこうかな……」

「ああ、構わないぞ」

「……あんたってさ、男の人とキスする夢、見たことある？」

　唐とう突とつすぎる質問だった。束たばねの意図がまったく理解できない。

「ないわ!!　突とつ然ぜん、何を言い出すんだ？　おまえ、腐ふ系けいの趣しゆ味みもあったのか？」

「いや、そうじゃなくて！　そういう意味で質問したんじゃないの！」

「なら、どういう意味での質問だ？　分かるように話せ」

「あ、うん……実はその……最近、見ちゃったのよ」

「何を？」

「……ピュティとキスする夢」

「…………」

「あたし、そっちの気はないはずなんだけどさ。妙みように現実感リアリテイのある夢で……」

　兵ひよう悟ごは内心、ひやりとしていた。それは夢でも何でもない。れっきとした記き憶おくの断だん片ぺんだ。

　合体ユニゾンによる影えい響きようで、束たばねは意識こそ失っていたが、感覚はデウスと、そして兵ひよう悟ごと、一体化していた。無意識下で、ピュティの柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくを覚えていても不思議ではない。

「う、うむ、大だい丈じよう夫ぶだ。きっと、おまえは疲つかれているんだよ。心配ない。忘れてよし！」

「え？　そうかな？」

「そうだとも！　何なら、今日はもう休んだらどうだ？　怪かい現象の調査だってこれからだ。すぐにまた忙いそがしくなるかもしれない。休める時に休むのも撃墜王エースの仕事だろ」

「それもそうね……。じゃあ、上がらせてもらうわ。ピュティにもよろしく伝えておいて」

　フェニックスは翼つばさを広げると、勢い良く蒼そう穹きゆうへと飛び立っていった。

　束たばねが妙みようなことを言い出したせいで、キスの記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえってしまう。兵ひよう悟ごは顔面を赤くしながら、ピュティを待つはめになってしまった。




　門柱に背を預け、しばらく経たった頃ころ、塔とうからピュティが出てくるのが見えた。

　彼かの女じよはパタパタと小走りに駆かけ寄よってくる。

「神様、ずいぶんお待たせしてしまって、申し訳ありません」

「い、いや、気にしないで。全然待ってないから！」

　ピュティの顔を見るなり、兵ひよう悟ごは恥はずかしさに耐たえきれず、思わず素の反応を見せてしまう。声も裏返ってしまい、不ふ審しん極きわまりない。束たばねは、とんでもない置き土産みやげを残してくれたものだ。

　ところが、別段ピュティは気にした素そ振ぶりを見せなかった。そればかりか、きょろきょろと辺りを見み渡わたしている。

「あの……フェニ子さんはどちらに？」

「え？　ああ、うん。あいつなら先に戻もどったよ」

　兵ひよう悟ごは一つ咳せき払ばらいをして、調子を戻もどす。

「そんなことよりも、ピュティよ。メルクライラとは、きちんと話せたのかね？」

　尋たずねると、彼かの女じよは少し困ったような笑えみを浮うかべた。

「ええ……まあまあです」

　顔を見れば、だいたい想像がつく。きっと、心を通わすことはできなかったのだろう。こうなることは分かりきっていたことだ。大事なのは、辛つらくてもこれを最後にしないことではないかと、兵ひよう悟ごは思う。

「とりあえず、次に来る時は、姉様に車くるま椅い子すを持ってきますと約束しました」

「え？」

「塔とうの中とはいえ、部屋の中を移動できるようになるだけでも違ちがいますから……」

　それを聞いて、兵ひよう悟ごは少し嬉うれしくなった。

「そうだな。また来よう」

「はい、神様」

　二人は、ここまで辿たどってきた小径を引き返してゆく。この道は、いずれ集落の中心へと至り、やがては神しん殿でんのある丘おかへと続いている。そう考えると、少し不思議な気分だ。

「……ピュティは、強くなったな」

　道すがら、兵ひよう悟ごは心に思ったことを口にした。

　隣となりを歩くピュティが、くりくりした瞳ひとみで見上げてくる。

「あ、女の子に強くなったと言うのは、失礼だったかね？」

「いいえ……。ありがとうございます。でもきっと、わたくしがそうなれたのは、優やさしい神様がいつも傍そばにいてくださったからですわ」

「何度も言うが、私は優やさしいわけでは──」

　そう言いかけると、ピュティが足を止めて、意を決したように尋たずねてきた。

「神様は、まだこの世界がお嫌きらいでしょうか？　わたくし達たちが〝ふぁんたじぃ〟だから……」

　何事かと思えば、ずいぶん前に言ったことを気にしていたようだ。そういえば、前に彼かの女じよは宣言していた。この世界を好きになってもらえるよう精せい一いつ杯ぱい努力すると。ピュティのことだから、その言葉に責任を感じているのかもしれない。

　兵ひよう悟ごは少し考えて、正直な気持ちを言葉に変える。

「……私は、未いまだにファンタジーが好きにはなれんよ。だから、エルフ族の皆みなを幸せに導くような慈じ悲ひ深ぶかさも持ち合わせていない──」

「そう、ですか……」

　ピュティの耳が、力なく垂れた。

「──だがな、結果として私は、エルフ族の皆みなの役に立つのだと確信している」

　禅ぜん問もん答どうのように聞こえたせいか、彼女はやや当とう惑わくしてしまう。

「簡単なことだよ。ファンタジーがどうとか関係なく、私はきみの味方だ。きみがこれからもエルフの皆みなを思うなら、必然的に私のすることは、皆みなの役に立つことになるのではないかな」

　ピュティが顔をほころばせ、満面の笑えみを見せてくれた。
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　──これでいい。

　兵ひよう悟ごは自覚している。未熟な自分にできることなど、高が知れていると。

　だからこそ思うのだ。できることが少ないのなら、大好きな人の力になろう。支えになろう。

　彼かの女じよは誰だれよりも優やさしい人だから、他人のことを真っ先に考えてしまう人だから、せめて自分は彼かの女じよのことを真っ先に考えてあげたい。

　それが兵ひよう悟ごの見つけた己おのれの在り方。この世界が嫌きらいな偽の神様じぶんにもできること。





──　了　──













あとがき






　この物語はフィクションであり、実在の人物、団体、名めい称しようとは一いつ切さい関係ありません。

　そう、アーケード巨きよ大だい筐きよう体たいの個人購こう入にゆうもフィクションです……と、いうより浪ろ漫まんです。

　単体で動作する大型筐きよう体たいはさておき、通信ネツトワーク環かん境きようが必要な大型筐きよう体たいになると、個人で入手するのは極きわめて困難でしょう。

　もっとも、世界があらゆる可能性に溢あふれていることを考えますと、何処いずこかにそうした豪ごう気きなお買い物をされた方もいらっしゃるかもしれませんが……。

　ともあれ、私からすればやはりフィクションであり、浪ろ漫まんなのです。

　それというのも、かつて私はゲームセンターで、とある大型筐きよう体たいのリズムゲームにハマり、「これを我わが家やに一台欲ほしい！」と憧あこがれていたことがありました。

　ちなみに私が夢中になっていたのは、有名な少年漫まん画がをコンセプトにしたパンチ・リズムゲームです。

　当時、一世を風ふう靡びしたダンスゲームをはじめ、様々なアーケード用リズムゲームが家庭用ゲームへと移植されていましたので、このパンチ・リズムゲームもいずれは……と、淡あわい期待を抱いだいていたのですが、残念ながらそれは叶かないませんでした。

　大型筐きよう体たいを買うお金もないし、仮に買えたとしても、設置するスペースなど家には皆かい無む。でも欲ほしい。そうしたジレンマで思考が堂どう々どう巡めぐりするうち、ついに切ない別れの時が──。




　ある日、馴な染じみのゲームセンターに足を運んでみると、目当てにしていたパンチ・リズムゲームの大型筐きよう体たいが影かげも形もなくなっていたのです。

　さすがに、兵ひよう悟ごのようにお店の人に食くって掛かかるわけにもいきません。ただ、ひたすら名残なごり惜おしかったことは確かで、その時、心の底から思いました。もっと遊んでいたかったな、と。

　今振ふり返かえってみると、そうした思いを抱いだかせてくれたこのパンチ・リズムゲームは、それだけ素す晴ばらしかったということでしょう。賛さん辞じを贈おくるよりほかありません。

　そして作家の端はしくれとして、こうも考えてしまうのです。私も「もっと読んでいたかったな」と思っていただける作品をつくりたいと。

　そんな、ささやかな野望をさりげなく吐と露ろしつつ、大型筐きよう体たいの思い出話に幕を引かせていただければと思います。

　また次回作でも、こうしてお目めに掛かかれることを祈いのって──。








二〇一七年　十月　　　　　　囲かこい　恭きよう之の介すけ
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囲かこい恭きょう之の介すけ

今さらですが本作は十月の発行です。ならば時節柄、この台詞をもじって言うよりほかなりません。

キュートに。そして、愛らしく。おっさんの声で。

「──トリック・オア・リード！」
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イラスト／凪なぎ白しろみと

初めまして「凪白みと」と申します。

白髪とケモミミが大好きです。

よろしくお願いいたします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「囲恭之介先生」係

「凪白みと先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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Disファンタジー・ディスコード




異い世せ界かいが嫌きらいでもエルフの神かみ様さまになれますか？








囲かこい恭きょう之の介すけ
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